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　　　　　　　　　　呪の手紙




　硝子ガラス戸越しにホカ〳〵する日光を受けた縁側へ、夥おびたゞしい書類をぶち撒まけたように敷散らして其中で、庄司利喜太郎氏は舌打をしながらセカ〳〵と何か探していた。彼は物事に拘泥しない性質たちで、十数年の警察生活の後現在の新聞社長の椅子につくまで、いろ〳〵の出来事を手帳に書き留めたり、書類の整理をしたりした事は殆ほとんどなかった。今日急に必要が出来て或る書類を探し始めたのだが、二十分経っても更に見当らないので、気短の彼はそろ〳〵焦じれて来た。

　彼はもう探すのを止めようと思った。そうして書類を見たいと言った友人の顔を思い浮べながら、云うべき冒葉を口の中で呟いた。

「昨日一日探したけれども、見つからんかったよ。大した事じゃないから、君、どうでもえゝじゃないか」

　けれども、苦虫を噛み潰したような顔をしているその友人は、中々こんな事で承知しそうもないように思われたので、新聞社長は再びせっせと堆高うずたかい書類を漁あさらねばならなかった。

　書類の間に鼠色に変色した大型の封筒が挟まっているのが、ふと彼の眼を惹いた。

　彼は急いで封筒を取上げて裏を返して見た。果して裏には墨黒々と筆太に支倉喜平はせくらきへいと書いてあった。彼は眉をひそめた。

「はてな、どうしてこんなものが残っていたのかしら」

　中を開けて見るまでもなかった。執拗な支倉の呪の言葉で充ち満ちているのだ。支倉は彼が庄司氏に捕われて獄に送られ断罪まで十年の間に、庄司氏に当て呪の手紙を書き続けた。庄司氏は一つ一つに番号を打ってあった呪の手紙の最後の番号が七十五であった事を覚えている。その手紙の一つがどうした事か偶然発見されたのだ。庄司氏はふと過去を追憶した。

　豪胆な、そうして支倉の犯した罪については少しも疑念を挟んでいなかった彼は、こんな呪の手紙位にはビクともしなかった。それに彼の強い性格と溢れるような精力は、彼を過去の愚痴や甘い追憶などに浸る事を許さなかった。然し支倉の事件は彼の長い警察生活の中で重要な出来事の一つだった。捜査の苦心、証拠蒐集の不備の為の焦慮、当時の世論の囂々ごう〳〵たる毀誉褒貶きよほうへんの声、呪の手紙、そんなものが可成かなり彼を苦しめた。

　彼の眼前に宣教師支倉の獰猛どうもうな顔、彼が法廷で呶鳴った狂わしいような姿、彼の妻の訴えるような顔、さては証拠蒐集の為に三年前に埋葬された被害死体を発掘した時の物凄い場面などが、それからそれへと浮んで来た。




　それから二、三日経った或る夜、庄司氏の応接室で卓子テーブルを取り巻いて主客三人の男が坐っていた。髪の毛の薄い肥った男は探偵小説家だった。色白の下顋あごの張った小柄な男は警視庁の石子いしこ巡査部長だった。

「石子君は当時刑事でね、支倉事件に最初に手をつけた人なんだ」

　庄司氏の顔は今宵支倉事件を心行くまゝに語る機会を得た事を喜ぶように輝いていた。

「初めは極ごく詰らない事からでしてね」

　石子は語り出した。

「これが小説だと、凄い殺人の場面か、茫然とするような神秘的な場面か、それとも華やかな舞踏会の場面からでも始まるのですが、事実談はそうは行きませんよ」







　　　　　　　　　　逃亡




　大正六年一月末、午後二時の太陽は静に大東京の隅々までを照していた。松飾などは夙とうに取退とりのけられて、人々は沈滞した二月を遊び疲れた後の重い心で懶ものうげに迎えようとしていたが、それでも未だ都大路には正月気分の抜け切らない人達が、折柄の小春日和びよりに誘われて、チラホラ浮れ歩いていた。それらの人を見下しながら、石子刑事は渡辺刑事と並んで目黒行の電車に腰を掛けていた。電車はけたゝましい音を立てながら疾駆していた。

「ねえ、渡辺君」

　石子刑事は囁いた。

「之がもう少し大事件だと張合があるが、窃盗位じゃ詰まらないねえ」

「うん」

　眼を瞑つぶってウト〳〵していた渡辺刑事は、突然に話しかけられたので好い加減な生返辞なまへんじをした。

　石子刑事は鳥渡ちょっと不機嫌になった。彼は詰らない窃盗事件だと云ったけれども、内心では得意だったのである。官服の巡査から私服の刑事に出世してから一年間、若い彼の心は野心に燃えていたけれども生憎事件らしいものに突き当らず、いつも他の刑事の後塵を拝しているような始末なので、稍やゝ焦り気味だったのが、今度始めて彼の手で嗅ぎ出した、どうやらものになる事件だったので、彼は充分意気込んでいるのだった。

　渡辺刑事は、口を結んで黙っている下顋あごの張った同僚の横顔をチラリと見て軽く舌打をしたが、然し対手あいての気を引き立てるように言った。

「そうでもないよ、君。たゞの窃盗とは違うさ。牧師の身でありながら聖書を盗むのだからね。而しかも君の話だと白昼堂々と盗み出すと云うじゃないか」

「そりゃそうなんだがね」

　石子刑事は少し機嫌を直した。

　石子刑事が、岸本清一郎と云う聖書販売人をしている青年の訪問を受けたのは三、四日前の夜だった。岸本は石子刑事が未だ所謂いわゆる官服で神楽坂署内の交番で立番勤務をしていた時分に、交番の近所にいた不良中学生だった。眉の濃いきりっとした顔立の少年で、どことなく不良にして置くのは惜しいような気がしたので、石子刑事はそれとなく善導につとめたのだった。その甲斐があって、彼は非常に感激して、後には別人のようになり、基督キリスト教信者になって、真面目に勉強するようになった。所が家庭の事情で、どうしても学校を続けられない事になり、石子刑事も、いろ〳〵尽力してみたが、遂に力及ばず、岸本青年はとうとう中学を中途で廃業して、聖書販売人になったのだった。彼は今でも石子刑事の恩義を忘れないで、時折は刑事の宅うちを訪ねた。石子が私服に出世した時に一番喜んだのは本人の次には恐らく彼だろう。

　その晩、岸本は暫しばらくもじ〳〵していたが、

「石子さん、実は信仰仲間を傷つけたくないのですが、大分以前から聖書を盗む奴がいるのです。大方当りはついているのですけれども、一つ教会の信用を損わないように挙げて下さらないでしょうか」

　彼の云う所によると、横浜の日米聖書株式会社と云うので、久しい以前からちょい〳〵聖書が紛失する。併し最近まで判然たる所は分らなかったが、二、三日前に今度会社で新に刷って倉庫に入れたまま、未だ売出さない所の新旧約全書が神保町辺の本屋で盛に販売されるので愈〻いよ〳〵確実になったと云うのだった。石子刑事は大した事件だとは思わなかったが、快く引受けてやったのだった。

「君の話によると、中々容易ならん奴だぜ」

　渡辺刑事は重ねて云った。

「うん、それ程でもないが、僕は第六感と云うのか、どうも奴がたゞの窃盗ではないような気がするのだ。殊によったら何か重大な犯罪でもやっていやしないかと思うのだ。渡辺君、何分宜しく御助力を頼むぜ」

　石子刑事は前途に何か期する所のあるように答えた。

　折柄電車は台町の二丁目で止まった。




　白金三光町から府下大崎町に跨った高台の邸宅は陽を受けた半面を鮮かに浮き出させながら、無人境のように静まり返っていた。

　石子刑事は渡辺刑事を伴ってとある横丁に這入はいった。

「あの家なんだ」

　石子は少し前方の可成大きな二階家を指し示しながら、

「僕は兎とに角当って見るから、君はこの辺で見張りをしていて呉れ給え。そしてもし僕が十分間出て来なかったら、なんとか旨うまい口実をつけて様子を見に来て呉れ給え」

　渡辺刑事は石子が先輩振って指図がましく振舞うのが不愉快だった。先輩と云っても石子はほんの少し許ばかり早く私服になったので、年齢から云ってもどっちも三十には少し間のある位の若者に過ぎないのだった。然し、今度の事件は兎に角石子が主として調べ上げたのだし、彼は云わば助手の位置にいたのだから、不承々々承知した。

「宜しい。僕はこの角から表門と勝手口とを見張っているから、しっかりやって来給え」

　石子は渡辺が内心不平なのを察していたが、今の彼はそんな事を省みていられない位、初陣の功名と云ったような気が燃えていた。彼は驀まっしぐらに目指す家に近づいた。

　古くはあるが見上げるような太い門柱と、植込みの繁っている中庭の奥から鳥渡姿を見せている堂々たる玄関が、意気揚々としていた彼の心を少し暗くした。門標に筆太に書かれている支倉喜平と云う四字が威圧するように彼の眼を射った。

　彼の目指す家の主人は宣教師である。相当学識もあり社会的地位も高い。聖書会社から聖書を盗み出したと云う忌わしい嫌疑で、彼に神楽坂署まで同行を求めて行くのであるが、もし彼がその犯人でなかったら、彼に対する気の毒さと自分の面目をどうしよう。いや彼が犯人であると云う事は確実であると信じているが、もし同行を拒んだらどうしたものだろうか。彼の大胆な遣口やりくちを見ると、きっと素直に出頭に応じないに違いない。こんな考えで石子刑事の頭は暫く占領された。

　岸本青年の依頼を受けると、石子刑事は翌日神田神保町の書店を訪ね歩いた。二、三の書店で、彼は問題の卸元で未だ市場に出さない聖書が販売されている事を確めて、其出所を調べると、支倉喜平という宣教師の手からである事が分った。彼は支倉の容貌の特徴など委くわしく聞いた上、直ぐに横浜へ向った。

　途々みち〳〵彼は考えた。盗まれた書籍の量は相当大きいから、到底手などで提げられるものではない。必ず車で運び出したものに違いないとすると停車場の車を利用したと見るべきであろう。然し、彼等は口留をされているかも知れないから、先まず聖書会社の附近でそれとなく聞いて見るが好い。そう思った彼は桜木町の駅から真直に山下町の日米聖書会社に向った。

　会社の直ぐ筋向うに一軒の車宿くるまやどがあったので、それとなく聞いて見ると、通常こう云う所では後のかゝり合いになるのを恐れて、容易に口を開かないものであるが、意外にも輓子ひきこ達は口を揃えて進んで事実を話して呉れた。

　彼等の云う所によると、殆ど日曜毎に宣教師風の男が駅の車で会社に乗りつけて、締っている口を開けて這入り、沢山の書物を積んで帰ると云う事である。容貌を聞くと全く神田の書店で聞いた支倉の容貌に一致するのだった。輓子達が進んで話したのは支倉がいつも駅の車を利用して、自分達の車に乗らない為の不平が手伝っているのだった。

　石子はその足で聖書会社を訪ねた。会社の書記は勉めて問題に触れたくないようだったが、書籍の盗難については渋々肯定したのだった。

　白昼堂々と車を駆って盗みに這入る彼の大胆さを思って、石子刑事は支倉その人を見るように門札をうんと睨んだ。




　支倉喜平の門標をうんと睨みつけた石子刑事は、つか〳〵と門内に這入った。

　取次に出た女中に彼は慇懃いんぎんに云った。

「先生は御在宅でございましょうか」

「はい」

　女中は眩しそうな顔をして彼の顔を見上げた。

　しめたと思った彼は、その嬉しさを少しも顔に現わさないで、肩書のない石子友吉と云う名刺を差出しながら、

「こういう者でございますが、是非先生にお目にかゝって、お教えを受けたいと存じますが、御都合いかゞでございましょうか」

　一礼をして引下った女中はやがて首尾いかにと片唾かたずを呑んでいる石子の前に現われた。

「どうぞお通り下さいまし」

　第一の難関は見事に突破された。彼はホッと息をついた。

　通されたのは奥まった離座敷だった。六畳敷きほどの広さの小ぢんまりとした部屋は床の間の基督キリスト受難の掛軸や、壁間の聖母マリアの画像や違棚の金縁背皮の厚い聖書らしい書物など、宣教師らしい好みで飾られていた。

　やがて、ノッシ〳〵と現われて来たのは中肉中背ではあるが、褞袍どてら姿の見るからに頑丈そうな毬栗いがぐり頭の入道で、色飽くまで黒く、濃い眉毛に大きな眼をギロリとさせた、中世紀の悪僧を思わせるような男だった。

　書店や車宿で大凡おおよその風貌を聞いて想像していた石子刑事も彼を見ると稍たじろいだ。もし初対面で彼を見る人があったら誰が彼を宣教師と思う人があるだろうか。

「先生でございますか」

　石子刑事は聞いた。

「支倉です」

　彼は上座にむずと坐って爛々たる眼を輝かした。

「実は私は警察の者です」

　石子刑事は寸刻の隙を与えず、然し平然と彼を見やりながら、

「玄関でそう申しては召使いの人に対して御迷惑と存じましたので態わざと申上げなかったのですが」

「はあ、警察の方が何の用事があるのですか」

　流石さすがに少し狼狽の色を見せながら彼は答えた。

「実は牛込神楽坂署の署長が是非あなたにお会いしてお聞きしたい事がありますので、私に署までお伴つれするようにと云いつかったのです」

　小兵ながらも精悍の気の全身に漲みなぎっている石子刑事は色白の顔に稍赤味を帯びさせて、丸い眼を隼のように輝かせながら、否か応か、大きな口をへの字に結んでいる支倉の顔をきっと仰ぎ見た。

　鳥渡ちょっと狼狽の色を見せた支倉は忽たちまち元の冷静な態度に帰って、梃てこでも動かぬと云う風だった。

「警察へ行くような覚えは更にないが、何か聞きたい事があればこちらへ来られてはどうですか」

　彼の声は身体に相応ふさわしい太い濁声だみごえで、ひどい奥州訛りのあるのが、一層彼をいかつく見せた。

「ご尤もです」

　石子はうなずいて見せた。

「然し署長は何分多忙な身体ですから、お出でが願えると好都合なのですが」

「もし嫌だと申したらどうするのですか」

「それは大変困るのです。是非どうか──」

「一体どう云う用事なのですか」

「それは私に分りませんのです」

「ふうん」

　支倉は暫く睨むように刑事を見ていたが、

「お気の毒じゃがお断りしましょう。いやしくも聖職に奉じているものが、用事の内容が分らないで、軽々しく警察に行く事は出来ません」

　押問答の中に時間はどん〳〵経つ。約束の時間になれば渡辺刑事がやって来る。下手な事をやられて、変に勘違いをされたり、依怙地いこじになられては困って終しまう。石子刑事は、気が気ではなかった。重ねて口を開こうとするとたんに玄関で案内を乞う声が聞えた。

「ご免下さい」

　確に渡辺刑事の声である。

　石子はしまったと思った。




　石子刑事は渡辺刑事の声が玄関でしたので、しまったと思っていると、やがて女中が出て来て支倉に低声こゞえで何か囁いた。

「君の友人とか云う人が訪ねて来たそうじゃが」

　支倉は苦り切って云った。

「あゝ、渡辺って云うのでしょう」

　石子は白ばくれて云った。

「一緒に近所まで来て別れたのですが、何か用事が出来たのかしら」

「別に用はありませんがと仰有おっしゃってゞした」

　女中は云った。

「そうですか、それじゃ未だ少し手間取れるから、先へ行って呉れと云って呉れませんか」

「はい、承知いたしました」

　女中が退って行くと、石子は支倉の方に向き直って、

「どうも失礼いたしました。こちらに伺っている事を知っていたものですから、鳥渡寄って見たものと見えます」

　彼は鳥渡言葉を切って、

「で、いかゞでしょう。お出いで願われませんでしょうか」

　支倉はじっと眼を瞑つぶって考えていたが、警察の手配りが届いているのを観念したらしく、

「宜しい。何の用かは知らぬが、兎に角一緒に行きましょう」

「どうも有難うございます」

　第二の難関を突破した石子刑事は再びホッとして礼を云ったが、未だ油断はなかった。

「直ぐ願えましょうか」

「えゝ、直ぐ行きましょう」

　支倉は割に気軽く答えた。

「鳥渡着物を着替えますから待っていて下さい」

　支倉が居間の方へ引下ると、石子刑事は直ぐに起たち上って、廊下に出て柱の蔭に隠れるようにしながら、じっと居間の様子を覗った。支倉の着物を着替えている姿が、チラ〳〵と見え隠れする。彼の筋張った手や、着物の端や、忙しそうに畳の上を這廻る帯の運動で手にとるように分った。

　余りじっと見詰めていた事が彼の人格を無視し過ぎるとも思われるし、さっきからの気の疲れもあるし、石子刑事はふと庭に眼をやった。縁の直ぐ前にある梅の枝が処女の乳首のようなふわりと脹らんだ蕾つぼみをつけているのが眼に映った。やがて春だなあ、そう思って再び首を捻じ向けて居間の方を見ると、もう着物の端が見えない。気の故せいだか人気ひとけがないように思われる。石子刑事ははっと顔色を変えて居間に飛込んだ。

　不吉な予感のあった通り、そこには支倉の姿はなかった。箪笥の前に小柄な女が佇たゝずんでいた。年の頃は二十七、八で、男勝りを思わせるような顔は蒼醒めて、眼は訴えるように潤んでいた。

「奥さん」

　一目で支倉の細君と悟った石子は大声で叫んだ。

「御主人はどこへ行きましたか！」

「只今表の方へ出ました」

　細君は静かに答えた。

　石子刑事は安心した。表へ出れば、表門からであろうが、勝手口からであろうが、待ち構えている渡辺刑事に直ぐ見つかって終しまう。そう周章あわてるに及ばない。彼はそう思って落着くと、支倉の後を追う前に彼の鋭い眼で部屋の中をグルリと一廻り睨め廻した。彼の眼にふと開いた襖から鳥渡見えている二階へ通じる階段が映じた。その上にはさっき支倉が褞袍どてらの上にしめていた黒っぽい帯が蛇のようにのたくっていた。瞬間に彼の第六感はしまったと頭の中で叫んだ。

　彼は脱兎の如く部屋を飛出すと忽ち階段を駆け上った。八畳と六畳二間続きの南に向いた縁の硝子戸が一枚開いていた。その傍に駆け寄って見ると、下はふか〳〵した軟かそうな地肌だった。その地肌の上に歴々あり〳〵と大きな足袋裸足の跡と思われる型が、石子刑事を嘲けるように二つ並んでついていた。




　　　　　　　　　　嘲笑




　刑事は蒼くなって二階から駆け下りると表へ飛出した。只ならぬ彼の様子を見た渡辺刑事は驚いて声をかけた。

「君、どうしたっ！」

「に、逃がしたっ！　君はそっちへ廻って呉れ給え」

　二人は右と左に分れて、支倉の家を包囲するように塀について廻った。それから出鱈目でたらめにそこいら中を探し廻ったが、遂に徒労だった。二人は茫然ぼんやりして顔を見合した。

「僕が悪かった」

　さっきの得意はどこへやら、石子は悄然として云った。

「少しも油断はない積りだったが、やっぱりまだ駄目な所があるんだなあ」

　石子は手短に逃がした次第を語った。

「ふん」

　聞終った渡辺は感心した。

「中々凄い奴だな」

　だが、いつまでも感心している訳にはいかない。

「渡辺君、僕はこのまゝ帰って、司法主任におめ〳〵と取逃がしましたとは報告出来ないよ」

　石子は悄気切って云った。

「僕だってそうだよ」

　渡辺は半ばは自分に云うように、半ばは石子を慰めるように云った。

「君と二人がゝりで逃がしましたとは云えないよ。第一僕の見はり方が悪かったんだから」

　二人は相談をした。そうして大島司法主任には彼が不在だったと報告して、二人で共力して遅くとも三日の中に彼を引き捕えてやろうと誓った。

　いかに大胆な彼でも白昼堂々と帰宅する事はあるまい。必ず深夜人知れず帰宅するに違いない。咄嗟とっさの際だったから、彼に充分の用意がないから、今晩にも帰って来るかも知れぬ。石子、渡辺の両刑事は其夜人の寝静まった頃から支倉の家を見張る事にした。

　寒風に晒さらされながら冬の夜更けを、人知れず暗闇に佇んでいるのは決して楽な仕事ではなかった。両刑事は息も凍るような寒さに、互に励まし合いながら、徹宵一睡もしないで、猫の子一匹も見逃すまいと、支倉の家を睨んでいた。

　其夜は何事もなく明けた。次の夜も其次の夜も三晩と云うものは更に家を出入するものがなかった。

「ねえ、石子君、つく〴〵嫌になるね」

　三晩目に渡辺刑事が述懐した。

「何、三晩やそこいらの徹夜位はなんでもないさ。僕は苦労を云うのじゃない。三晩も寝ないで他人の家を恰まるで犬のように覗っていると云う事が果して意義のある事だろうか。探偵なんて商売はつく〴〵嫌になって終しまう」

「馬鹿な事を云っちゃいけないぜ」

　凍えた両手を一生懸命に擦り合せながら石子刑事が答えた。

「僕達は何も私利私慾の為にやっているのではないぜ。公益の為にやっているのだ。僕達は社会の安寧を保つ為に貴い犠牲を払っているのだぜ」

「貴い犠牲か？　だが世間の奴等はそうは云わないからな。恰まるで僕達が愉快で人の裏面を発あばくように思っているからな」

「馬鹿な、僕達のような仕事をするものがなかったらどうするのだ、そんな事を云う奴には云わして置くより仕方がないさ」

　石子刑事は吐き出すように云ったが、その実、彼も三晩の徹夜の効果のないのには、すっかり気を滅入らしていた。

　四日目の朝、石子刑事は署内自分宛書留速達の分厚い封筒を受取った。それは思いがけなく逃走中の支倉喜平から来たもので、巻紙に肉太の達筆で長々と認したゝめてあった。何となく圧迫されるような気持で封を切った石子刑事は、忽ち両手をブル〳〵顫ふるわせて、血の気を失った唇をきっと噛みしめた。




　石子刑事に宛てた支倉の手紙には次のような事が書かれていた。




拝啓

　過日態〻わざ〳〵御来訪下され候節は失礼仕候。一旦御同行申すべきよう申し候え共、つら〳〵考うるに警察署の取調べと申すものは意外に長引くものにて、小生目下鳥渡ちょっと手放し難き用件を控えおり、長く署内に留め置かれ候ようにては迷惑此上なし。依って右用件済み次第当方より出頭仕るべく候間左様御承知下され度候。尚一筆書き加え候が、多分は聖書の件と存じ候が、あれは尾島書記より貰い受けしものにして、決して盗み出せしものに非ず、右御誤解なきよう願上候。呉々も小生居所についての御詮議は御無用に願度、卿等の如き弱輩の徒には到底尋ね出ださる余に非ず、必ず当方より名乗って出いずべきにより、無用の骨折はお止めあるよう忠告仕候。





　石子刑事は歯噛みをして口惜しがった。

　手紙を見せられた渡辺刑事も激怒した。

「馬鹿にしていやがる」

　稍やゝあって石子は腹立たしそうに云った。

「聖書の事などは云いやしないのだろう」

　渡辺刑事が聞いた。

「無論云いやしない」

　石子は余憤の未だ静まらない形で、荒々しく答えた。

「ではきゃつ脛すねに持つ疵で早くも悟ったのだね。それにしても聞きもしないのにこんな事を書くのは白状したようなものだ」

　渡辺は鳥渡息をついで、

「尾島書記と云うのに会ったかい」

「会ったさ、然し貰ったと云うのは嘘だよ。会社の方で公の問題にしたくないと云う考えがあるので、それにつけ込んでこんな事を云っているのだ」

　石子は一気にそう云ったが、やがて調子を変えて、

「そんな問題は後廻しだ。一刻も早くきゃつを捕えなければならん」

「無論だとも」

　渡辺は言下に答えた。

　その日午後に又もや支倉から石子刑事に宛て一通の書留速達が舞い込んで来た。それには家の廻りなどをいくら警戒しても無駄な事だと云った意味が、前の手紙よりも一層愚弄的に書いてあった。

「畜生！」

　石子は心の中で叫んだ。

「おのれ、今に見ろ、然し俺は冷静に考えねばならんぞ。こんな嘲弄的な言葉を書いて送って、捜索の方針を胡魔化す積りかも知れない。こう云う時こそ反って彼奴きゃつの家を厳重に見張る必要があるのだ」

　其夜、石子と渡辺は特に八時頃から支倉の家を見張る事にした。生憎朝からドンヨリと曇り、寒空で、夜になってからは身を切るような木枯がピュウ〳〵吹いて来た。二人は帽子を眉深まぶかく被って襟巻に顋あごを埋めながら、通行人に疑われないように何気ない風をして家の附近をブラリ〳〵と歩いていた。連日の疲労と焦慮で二人はゲッソリ痩せていた。

　主人のいない支倉の家はシーンとしていた。

　細君は無論の事、女中さえも外出しない。出入りをする御用商人もなければ訪ねる客もなかった。夜が更けて来るにつれて往来の人も杜絶えて、万物皆凍りついたかと思われるようだった。

「今晩も駄目か」

　落胆したように渡辺刑事が囁いた。




　落胆した渡辺刑事を慰めるように石子刑事は態わざと元気よく答えた。

「未だ落胆するには早い。今晩はきっと来るよ」

　然し十二時を過ぎるまで予期した支倉は遂に姿を現わさなかった。人と云っては只一人、宴会帰りの学生らしいのが、朴歯ほおばの下駄をカラコロ〳〵と引摺って、刑事の跼かがんでいる暗闇を薄気味悪そうに透して見て通ったきりだった。

　石子刑事は泣き出したいような気持だった。同じ気持の渡辺に何か話しかけようと思って捩ねじ向くと、遙か向うの方から怪しい人影が見えた。彼はブラ〳〵とこっちへ向って来る。

　石子刑事ははっと緊張した。

　怪しい影はだん〳〵近づいて来た。二重廻しにすっかり身体からだを包んで、片手に風呂敷包を抱えているらしいのがチラと見える。鳥打帽子を眉深に被っているが、色白の年の若い男で、支倉とは似もつかなかった。石子刑事は落胆した。

　怪しい男はちっとも気のつかない様子で刑事達の前を通り過ぎると、支倉の家に近づいたが、彼は何の躊躇もなくツカ〳〵と門内へ這入った。

　石子刑事は勇躍した。

　さっきから様子を見ていた渡辺刑事も喜色を面に浮べながら、

「とう〳〵やって来たな、だがあいつは支倉じゃないね？」

「違う」

　石子は微笑ながら答えた。

「然し、関係のある奴に相違ない」

「兎に角出て来る所を押えよう。此間のような目に遭うといけないから、僕は庭の方を警戒しているよ」

「そうだ。今度逃がすと大変だ」

　石子は苦笑いしながら、

「じゃ庭の方を頼むぜ」

　二人は裏と表とに別れて、怪漢の出て来るのをじっと待っていた。

　当もなく待っているのも随分辛くもあり、長くもあったが、当があって今か今かと待ち設もうけるのはそれ以上に長く辛かった。一分が十分にも三十分にも思えるのだった。四晩の辛労に肝腎の巨魁を捕える事は出来なかったが、確にその片割れと思える男を取押える事が出来るのであるから、両刑事の胸は躍っていた。それだけ一刻も早く彼の出て来るのが待たれるのだった。

　実際では三十分余り、石子刑事には三時間も待ったかと思われる頃、植込を通して玄関にほんのりと燈火あかりがさして、人の出て来る気配がした。渡辺刑事も早く察したと見えて、門の方へ引返して来た。

　門から出て来たのは確に先刻の男だった。風呂敷包はそのまゝ持って来たらしく、それに先刻のように抱えていない、ブラリと提げているので、半分以上二重廻しの下からはみ出していた。薄べったい角張ったものらしい。

　彼が門外へ踏み出して三、四間歩くと、待構えた石子と渡辺は左右から包囲するように彼に近づいた。

「もし〳〵」

　石子刑事が先ず声をかけた。

　怪しい男は吃驚びっくりして飛上った。もう少しで風呂敷包を取り落す所だった。

「いや心配しないで宜しい。僕達は刑事なんだ。鳥渡聞きたい事があるんだがね」

　石子は静かに云った。

「はあ」

　彼は二人の刑事の顔を見くらべながらおど〳〵と答えた。

「君の住所と名前を云って呉れ給え」

「白金三光町二十六番地、浅田順一です」

「職業は？」

「写真師です」

「何、写真師？」




　深夜の支倉邸に出入した怪しい男は石子刑事の訊問に平然と答えた。

「そうです。ついこの先の写真館です」

「ふむ、で、何の用でこの夜更にこゝへ来たのかね」

　石子刑事は意気込んで訊ねた。

「奥さんの写真の焼増が出来上ったので持って来たのです」

「その風呂敷包はなんだね」

「之ですか之は見本帳です」

　彼は進んで風呂敷包を拡げて見せた。彼の云った通り大形の帳面でいろ〳〵の写真が張りつけてあった。

「それにしてもこんな夜更けに来たのはどう云う訳だ。第一ここの主人は留守ではないか」

「御主人のことは知りませんが、今朝奥さんが急に焼増をたのまれまして、どんなに遅くても今日中に届けて呉れと云われましたので、以前から御贔屓ごひいきになっていますから止むを得ずお引受したのです」

　彼の答えは澱よどみがなかった。石子はそっと渡辺の顔を見た。

　確に支倉に関係ある男と睨んで深夜に取押えた怪漢が、思いがけなく附近の写真館の主人だったので、石子刑事は落胆して終しまった。それは彼の返答に曖昧な所がなく、警察署へ同行を求める口実もないので、そのまゝ帰すより仕方がなかった。

　石子は渡辺刑事の顔を覗ったが、渡辺にも格別好い智恵がないらしかった。

「どうも失礼、よく分りました」

　石子刑事は写真師に云った。口惜しそうな調子は隠す事が出来なかった。

　写真師は別に嬉しそうでもなく、腹を立てたと云うでもなく、黙って一礼するとさっさと歩いて行った。

　渡辺刑事は如才なくそっと彼の跡を追った。

　暫くすると刑事は帰って来た。

「確に浅田写真館の中へ這入ったよ」

　渡辺は茫然ぼんやりしている石子にそう云った。

　二人はもう之以上見張りを続ける勇気がなくなった。夜が明けるのを待兼ねて二人はそれ〴〵宿所へ引上げた。

　石子刑事が一眠りして正午近く神楽坂署へ出ると、書留速達の分厚の封筒を受取った。それは又しても見覚えのある支倉からの手紙だった。石子はちょっと舌打しながら封を切った。

　手紙には矢張以前のように嘲笑的言辞で充ちていた。が、三度目ではあるし、始めての時程は腹も立てなかった。

　が、翌朝再び支倉から分厚の手紙を受取った時には流石の石子刑事は彼の執拗さには呆れざるを得なかった。手紙は無論その都度消印を調べるのだけれども、一つ一つ差出局が違っていて、浅草だったり神田だったり、麹町だったりしたので、何の手懸りにもならなかった。

　手紙には相変らず嘲弄的な事が書並かきつらねてあった。石子刑事はふゝんと嘲笑い返しながら読んでいたが、次の一句に突当ると、彼の忿懣ふんまんはその極に達した。

「青き猟師よ。汝の如き未熟の腕にて余の如き大鹿がどうして打とめ得られようぞ。万一打留め得られたら、余は汝に金十万円を与えよう」




　重ね〴〵の侮辱に若い石子刑事は、もう我慢がならなかった。彼は果して支倉の手に這入るものやら、又そんな事が捜索上無益か有害かそんな事を考えている余裕もなく、支倉の留守宅へ宛て返事を書いた。

「手紙見た。丁度金の欲しい所であるから、折角の十万円頂戴する事にしよう。忘れずに用意をして置け」

　手紙はそんな意味だった。

　支倉喜平の大胆不敵の振舞に少しく不安を感じた石子刑事は渡辺刑事と相談の上、遂に委細を司法主任の大島警部補に報告した。

「ふん」

　赤ら顔の大島主任は眉をひそめて、

「成程、そいつは厄介な奴だ。抛って置いては警察の威信にかかわる。出来るだけ早く捕えて終おう。ついては石子君、決して君の手腕を疑う訳ではないが、こいつは一つ根岸君に加勢して貰おうじゃないか。こう云う横着な奴にはどうしても老練家が必要だからね」

　根岸と云うのは当時署内切っての老練な刑事で、警察界には二十年近くもいるのだった。他署で鳥渡失策しくじった事があって、官服に落されようとしたのを危く免れてこの署に転勤して、私服予備と云う刑事よりも一段低い位置にいた時にすら署内の刑事残らず指揮した程だった。石子は根岸とは親しい仲だったので格別不服はなかった。

「徹宵の張り番とは中々骨を折ったね」

　話を聞いた痩ぎすの根岸刑事は、浅黒い顔を緊張させながら石子刑事に云った。

「然し張込みは対手に悟られると効果が薄いよ。兎に角隣近所や出入の商人に監視を頼んで置くのが好い。こう云う場合に本人が普段近所に評判が好いんだと鳥渡困るがね、逆だと非常に都合が好いんだ、進んで知らして呉れるからね。それから写真を早く手に入れて各署へ廻して置かねばいけない。それから君の押えた写真師、浅田とか云った男だね、そいつは十分調べて見る価値があるね」

　石子刑事は根岸の言葉を噛みしめるように黙々として聞いていた。




　二月初めの陰鬱な空から粉雪がチラ〳〵していた。

　石子刑事は早朝から白金三光町の支倉の家の近隣を歩いて四五軒の家に、支倉の監視をたのみまわった。

　意外だった事には彼が事情の概略を話して、支倉主人が帰って来た形跡があったり、又支倉の家に何か変った事が起ったら、早速警察へ知らして貰いたいと云う事を依頼すると、いずれも快よく引受けて呉れた事だった。彼等の口裏から察しると、支倉はどうした訳か近所の人達からよく思われていないようだった。

　こんな事なら三晩も四晩も徹宵見張りをする事はなかったと後悔しながら、それでも案外旨く事の運んだのを喜びながら、石子は写真を手に入れる為に支倉の家に向った。

　支倉の細君は石子の姿を見ると不愉快な表情をしたが、然し調子よく彼を迎えて奥の一間へ通した。石子刑事は高圧的にすべての写真を取り出す事を命じた。細君は唯々として分厚い写真帳や古ぼけた写真を彼の目の前に運んだ。

　写真帳を繰っているうちに、石子刑事は思わずあっと叫んだ。

　それは半ば口惜しい叫声で、半ば感嘆の叫声だった。写真帳のどの部分からも支倉自身の写真と思われるものは尽こと〴〵く引裂かれているのだった。




　何と云う抜け目のない悪人だろうか。

　写真帳からは彼の一人写しは無論、二、三人で写しているのや、大勢と一緒に写している写真の彼の姿と思われる部分はすっかり引裂いてあった。無論手箱の中に収められたキャビネや手札形の写真の中には彼の姿の片鱗さえなかった。いつの間に之だけの周到な用意をしたのだろうか。

　石子刑事は何気なく聞いた。

「奥さん、此間のあなたの焼増はどれですか」

「それはあの」

　彼女はドギマギしながら、

「お友達の所へ送って終しまいました」

　石子刑事は細君の顔色をじっと観察した。それから半ば引裂かれた写真の台紙に残っている写真館の名を手帳に控えて外に出た。

　それから彼は手帳に記された二、三の写真館を訪ねた。驚いた事にはどの写真館でも石子刑事の求める種板はすべて最近に買収せられていた。無論支倉の仕業に相違ない、余りの彼の機敏さに石子刑事は茫然とした。

　けれども彼はこんな事では屈しなかった。

　彼の頭脳あたまには半ば引裂かれた一葉の写真が記憶に残っていた。それは支倉が四、五人の宣教師仲間と写したものらしく、無論彼自身の姿は引裂いてあったが、右の端に白髪の外国人が端然と腰をかけていた。外人宣教師は数も少いし、支倉の派に属するものとすれば一層範囲は狭められるし、殊に白髪の老人と云う特徴があるから、どうにか尋ね出せそうに思われた。

　彼は二、三の教会を尋ね廻った。そうしてそれがどうやら府下中野の中野教会のウイリヤムソンと云う牧師らしい事が分った。

　石子刑事はその足ですぐに中野に向った。短い冬の日はもう暮れかゝっていた。

　中野教会でウイリヤムソンの所を聞いて狭苦しい横丁を幾曲りかしながら、彼の宅を訪ねると幸い彼は在宅だった。遭って見ると確に写真の老人に相違なかった。

　対手が外国人だし、宣教師と云う職にある人だし、聞き届けて呉れるかどうか危ぶみながら支倉の逃亡した話をして、一緒に写している写真を貸して貰いたいと切出すと、案じるより生うむが易く、彼は、「神様は悪い事の味方しません」

　と云って快く支倉と一緒に写っている写真を貸して呉れた。

　石子は帰署して手に入れた写真を大島司法主任に差出すと、牛込細工町の自宅に帰った。

　妻のきみ子はいそ〳〵と彼を迎えたが、やがて一通の封筒を差出した。書留速達で来たものだった。取上げて見ると、あゝ、又しても支倉からの手紙だった。彼は思わず力一杯畳の上に叩きつけた。妻は眼を丸くした。

　内容は相も変らず嘲笑に充ちて居た。近いうちにお宅へお礼に出るなどと書いてあった。それにしても彼はどうして自分の宅の番地を知ったのであろうか。

　呆気にとられている妻に手短に事情を話した末、石子は云った。

「こんな奴の事だから事によったら本当に俺の宅に来るかも知れない。無論俺の留守を覗って来るのだ」

「まあ嫌だ」

　妻は顔をしかめた。

「馬鹿！　刑事の女房がそんな事でどうするのだ」

　彼は苦笑いしながら、

「もし来たら、何食わぬ顔をして丁寧にもてなして上へ上げて、お前はお茶菓子でも買いに行くような風をして交番へ行くんだ。交番の方はよく頼んで置くから分ったかい」

「えゝ、もし来たらそうしますわ」

「よしじゃ俺は一寸交番へ行って来る。きゃつ事によったら、こゝの近所をうろついたかも知れない」




「君、こう云う奴が僕の事を何か聞かなかったかい」

　交番に行くと石子刑事は、そこにいた顔馴染の巡査に支倉の容貌を委くわしく話した。

「えゝ、来ましたよ。朝でした。丁度私の番の時です。そいつに違いないのです」

　巡査は答えた。

　彼の話によると、今朝方支倉はブラリとこの交番を訪ねて、繃帯をした腕を示しながら、

「私は此間電車から落ちてこの通り怪我をしたのですが、その節傍に居られた石子刑事さんに大へん御厄介になったのです。是非一度お訪ねしてお礼がしたいのですが、あの方のお住居は、どちらでしょうか」

　と聞いたのだった。

　で、巡査は委しく石子刑事の宅を教えたのである。

「繃帯をしていたって？」

　石子は聞き咎めた。

「えゝ」

「怪我をしたようだったかい」

「そうですね、どうもそうらしかったですよ」

　どうして怪我をしたのか知ら。二階から飛降りた時かしら。

　石子は鳥渡考えて見たが、もとより分る筈がなかった。

「ではね、君、もし今度この辺をうろついていたら、早速捕まえて呉れ給え」

　石子はそう云い置いて家に帰った。

　翌日の午後、石子刑事が署に出ると、又しても書留速達の分厚い手紙を受取った。

「又かい」

　根岸刑事がにや〳〵しながら聞いた。

「執拗しつこい奴だね」

　傍にいた大島主任が云った。

「あゝ、そう〳〵。君の持って来た写真は複写して、今朝各署へ配付したよ」

「そうでしたか」

　石子は簡単に返事をして、静に手紙の封を切った。予期した通り中には嘲笑的な文句が充満していた。

「はがき有難うよ。十万円は用意してあるから、いつでも取りに来いよ」

　と云う文句に突当ると、石子は鳥渡首を傾けたが、急に頓狂な声を出した。

「あいつは留守宅と連絡しています」

「何だって？」

　主任が驚いたように聞いた。

　石子は口早に十万円云々で腹立まぎれに留守宅へはがきを出した事を話した。

「その返辞が来たと云う訳だね」

　根岸刑事は暫く腕を組んで考えていたが、

「もう一度写真屋の浅田を召喚しなければならぬ」

「一度喚んだのですか」

　石子が聞いた。

「うん、君が奔走している間に一度喚んだのだがね、旨く云い抜けて中々本当の事を云わない。あいつも相当喰えない奴だよ。思う所があって態わざと帰宅を許したのだがね。彼奴きゃつの行動については渡辺刑事が気をつけている筈だよ」

「支倉の奴が私の宅の近所へ来たんですよ」

　石子は思い出したように云った。

「交番で私の住所を調べやがってね。近々私の宅を訪ねると云うので女房は震え上っているんですよ。ハヽヽヽ」

　この時扉が開いて一人の巡査が顔を出した。

「司法主任、電話です」

　急いで出て行った大島警部補はやがて興奮した面持で帰って来た。

「北紺屋きたこんや署からだ」

　彼は早口に云った。

「今朝配付の写真に該当する人物が、先般来度々同署へ出頭したそうだ」

「何、なんですって！」

　根岸と石子の両刑事は同時に叫んだ。




「確にあなたの云われる通りの男です」

　若い巡査はうなずいた。

　石子刑事は北紺屋署の陰鬱なジメ〳〵した一室で彼に相対していた。

「三度来たと思います」

　巡査は続けた。

「何でも車掌の不注意で電車から転がり落ちて、その為に腕に繃帯をしていましたし、医者の証明書見たいなものも持っていました」

「で、損害賠償でも取ろうと云うのですか」

　余りの人もなげな振舞に石子刑事は唇を噛みながら聞いた。

「そうなのです。どうしても電気局対手あいてに損害賠償を取るんだと云って、非常な権幕でした。然し私の見た所では大した傷でもないようだし、告訴までして騒ぐ程の事もなかろうと、穏かに示談にしたらいゝだろうと勧めたのです」

「それでどうしました」

「いや実に執拗い男でね、警察は誠意がないとか、弱いものをいじめるとか、喚き立てましてね、閉口しました。然し結局告訴するにはいろ〳〵面倒な手続きがいる事が分ると渋々帰って行きました」

　何と云う大胆不敵な奴だろう。逃亡中のお尋ね者の身体で、例え所を隔てた他署とは云え、警察署へ堂々と出頭して、而も強硬な態度で喚き立てたりしたとは！

　石子刑事は云う所を知らなかった。

　若い巡査は気の毒そうに云った。

「そんな奴と知れば勿論捕えるのでしたが、少しも知らなかったものですから。それにしても警察へ出て来るなんて、実に驚くべき奴ですね」

　石子刑事は頭をうなだれて北紺屋署を出た。

　帰署して委細を司法主任に報告すると、主任は口惜しそうに云った。

「もう少し早く写真が手に這入ると、捕まったんだなあ」

　根岸刑事は無表情な顔をして黙っていた。

　石子は根岸の冷然とした態度が少し癪に障ったけれども、考えて見ると写真の事に気がつかなかったのは全く自分の落度だから仕方がない。彼は面目なげに頭を掻いた。

「どうも相すみませんでした」

「何、失敗は成功の母さ。君がそれだけ経験を得た事になるのさ。ハヽヽヽ」

　司法主任は磊落らいらくに笑ったが、直ぐに語気を変えて根岸を省みながら、

「然し何だね。これ位大胆不敵な奴は珍しいね。之が無学な奴なら前後の考えもなく無茶でやったと云う事が出来るかも知れんが、奴は充分学識があるのだからね、全く警察を軽蔑しているのだよ。電車から落ちて腕を少し怪我した位で、お尋ね者の身体で損害賠償を取りに警察へ出て来るとは随分好い度胸だね」

「人を舐なめた奴ですよ」

　根岸は相変らず冷然と答えた。

「実に人を食った奴だ」

　石子刑事は独言のように叫んだ。彼は支倉に愚弄されている自分の哀れな姿を思うと、腹立たしさに堪えなかった。今に見ろ！ と心の中で叫んでいた。

　突然扉が開いて、蒼い顔をした渡辺刑事がよろめくように這入って来た。

「ど、どうしたんだ」

　流石の根岸も驚きながら聞いた。

「逃がしたのです。あの写真師を──彼奴あいつは又支倉の家へ行きました。出て来たのを尾行すると彼は宅の前を通り過ぎてグン〳〵歩いて行くのです。所が私は巧に撒かれて終しまったのです」

　渡辺刑事は溜息をつきながら一座を見廻した。







　　　　　　　　　　旧悪




　支倉喜平の一件は署内でも評判になった。勢い大島司法主任は署長に逐一報告しなければならなかった。

「怪けしからん奴だ」

　話のすむのをもじ〳〵して待っていた署長は年の割に毛の薄い頭から湯気でも立てるように赫かっとして、早口の北陸訛りで怒鳴った。

「そんなやつを抛っとくちゅうやつがあるもんか、関かまわん、署員総がゝりで逮捕するんだ」

　署長と云うのは、つい一週間程前に堀留署から転任した人だった。前任地では管内の博徒を顫え上らした人で、真っすぐな竹を割ったような気性の人で、よく物の分る半面には中々譲らない所があり、場合によると非常に熱狂的な快男児だった。庄司利喜太郎と云えば無論知っている人がある筈だ。後に警視庁の重要な位置を占めた人である。不祥な事件に責を負って潔いさぎよく誰一人惜しまないもののないうちに、警察界を引退した人だが、当時は大学を出て五、六年の三十二三歳の血気盛りで、こうと思えば貫かぬ事のない時代だった。

「そう云う奴は君」

　暫くして庄司署長は云った。

「きっと前にも悪い事をしているに違いない。少し身許を洗って見たらどうだ」

「私もやって見ようと思っていた所でした」

　署長の慧眼を称えるように司法主任は答えた。

　署長の見込は外れなかった。支倉の本籍山形県へ照会すると、果して彼は窃盗の前科三犯を重ねた曲者だった。宣教師の資格も正式に持っているかどうか疑わしかった。

　石子刑事は直ちに彼の上京以来の行動の探査を始めた。

　彼は毎日のように支倉からの嘲弄の手紙を受取って、彼の行方を突留ることの出来ない腑甲斐ふがいなさに歯ぎしりをしながら、方々を駆け廻って、それからそれへと溯って、支倉の昔の跡を嗅ぎ廻った。

　支倉は三光町へ来る前は高輪にいた。高輪の前には神田にいた。神田の前には横浜にいた。所が不思議な事には彼は前住地の三ヵ所でいつでも極って火事に遭っているのだった。

　横浜の場合は全焼、神田と高輪の場合は半焼けだった。高輪の時は附近の人に質たゞすと確に半焼けであるにも係わらず、保険会社では動産保険の全額を支払っていた。神田の時は支倉の隣家の人が放火をしたのだと錦町署へ密告したものがあった。その為に隣家の人は一週間程同署へ留めて置かれたが、結局証拠不十分で、のみならず、支倉が同情して、身柄引下を嘆願に来たりしたので、彼は間もなく放免されたような事実があった。

　こう云う事実を突留た石子刑事は久々で自宅の居間に坐って、じっと腕を組んで考えた。

　火事に遭った事は偶然だろうか。偶然でないとは云えないけれども、三度が三度ながら火事に遭って、いつでも少からぬ保険金を受取っているのは偶然以上ではなかろうか。尚調べた所によると彼は収入以上の贅沢な暮しをしている。それに現在の大きな家も彼の所有であるし、外に家作を持っている。聖書を盗んだ高も中々の額に上っているようだが、その外に何かの手段で金を得なければあれだけの財産は出来ない。尤も財産を作るには利殖の方法もあるし、比たとえば定期市場に手を出すような方法もあるから、一概には云えないが、三度の火事は疑えば疑えない事はない。彼の今までのやり方を見れば保険金詐取の放火である事が殆ど確実ではないか。

　石子が火鉢の前で考えに沈んでいると、表戸がガラリと開いた。




「郵便かしら」

　表戸がガラリと開いたので、妻のきみ子はぞっとしたようにそう云って立上った。

「郵便じゃなかったわ」

　やがて晴々した顔で彼女が這入って来た。後には岸本青年がニコ〳〵しながら従っていた。

　石子は彼の姿を見ると、機嫌よく言葉をかけた。

「やあ、よく来たね」

「大へん御無沙汰いたしました」

　岸本はすゝめられた座蒲団を敷きながら、

「何だかお顔色が悪いじゃありませんか」

「うん、君のいつか話した聖書泥棒だね。あいつで今手こずっているんだよ」

「そうですか、未だ誰だか分らないのですか」

　岸本は眼鏡越しに愛くるしい眼を無邪気に光らせながら聞いた。

「何、犯人は分っているんだが、捕まらないので弱っているんだ」

「そうですか。一体何と云う奴なんです」

「支倉喜平と云う奴なんだ」

「えっ、支倉？」

「そうだよ。君知ってるのかい」

「知っています。矢張りあれでしたか。どうも評判の好くない人でね。若い者にはすっかり嫌われているのです。所が教会の老人組と来た日には事勿ことなかれ主義でね。それに少し嘘涙でも流して見せようものなら、すぐ胡魔化されるのですから──それで何ですか支倉は逃げたんですか」

「僕が逃がしちゃってね、いやはや大弱りなのだ。実に大胆不敵で悪智恵の勝れた奴でね。こゝだけの話だが、実はとても俺の手に合いそうもないのだよ」

「そんな事はありますまいが」

　岸本はニコリと笑ったが、急に真面目になって、

「本当にそんな悪い奴なのですか」

「悪いにも何にも、大悪党だ」

「そうですか。もしそうだとすると少し話があるのですが」

「支倉についてかね」

「そうです」

「どう云う話なんだね」

　石子は思わず首を前へ突き出した。

「御承知の通り私は四年生まで城北中学にいましたが、小林と云う理科の先生がありましてね、基督教信者でしたが、娘さんの確たしか貞子と云いましたが、それを行儀見習いに支倉の所へ女中に出したのです。三年前の事ですが、娘さんは十六位でした。私も未だ不良だった時代ですから、トテシャンだとか、いや何だとか云って騒いでは、不良仲間と一緒に手紙を送ったりして、先生を心配さしたものです。内気な可愛い娘さんでしたよ」

　岸本は鳥渡顔を赤らめたが、すぐ真顔になって、

「その娘さんが間もなく家出して、未だに行方不明なのです」

「え、その家出と云うのも支倉の家をかい」

「いゝえ、そうではないらしいのです」

　岸本も委しい事は知らなかったが、何でもその貞子と云う娘が、支倉に奉公中病気になって、その為に暇を貰って、知合の宅うちから毎日病院に通っていたが、ある朝いつものように病院に行くと云って家を出たまゝ帰らなかった。

　それからもう三年経つが、未だに行方不明というのだった。

「もしかすると支倉がどうかしたんじゃないでしょうか」

　岸本は不安そうに云った。




　可憐な娘が行方不明になったのは支倉が誘拐でもしたのではないかと云う岸本の言葉に、石子刑事は、

「さあ」

　と云って腕を組んだ。

　支倉の家に女中をしているうちに行方不明にでもなったのなら格別、病気の為に暇を取って帰ってからの事だとすると、濫みだりに支倉を疑う訳には行かない。然し今までの支倉の不敵な行動と、いろ〳〵疑わしい前身を考え合せて見ると、女中の家出と云う一見ありふれた事件ながら、直に無関係と極めて終う訳にも行かない。女中の病気は何か、どうして病気になったか。家出当時の状況など一応取調べて見ねばなるまい。

　石子刑事は腕組を解いて顔を上げた。

「その小林と云う先生は今でも学校にいるのかい」

「えゝ、相変らず動植物を受持って、生徒に馬鹿にされているのですよ」

「どこだね、住居は」

「江戸川橋の近所です。確か水道端町だと思いました」

「その娘さんは何病だったか知らないかい」

「それでね、妙な噂があるのですよ」

　岸本は声をひそめながら、

「花柳病らしいと云うのです」

「ふーン、十六の娘がね」

　石子は首を傾けた。

「不良中学生なんて云うものはどこから聞出して来るか、いろんな事を知ってるものですよ。それに先生の娘さんがシャンだなんて騒いでいたのでしょう。支倉へ行ってからも行動は大小となく探り出して来るのですよ」

　岸本の噂の聞覚えや、推測によるとその娘は支倉に犯されて忌まわしい病気になったのではないかと云うのだった。

「同級生にひどい奴がありましてね、そいつはある名士の息子なんですが、少し低能で二十いくつかで四年級だったのです。そいつが時間中に小林先生に娘さんの御病気は何ですかと大きな声で聞きましてね、その時、小林先生の今にも泣き出しそうに口を歪めた、何とも名状すべからざる気の毒な顔は今でも覚えています」

「ふーん、いや好いい事を知らして呉れた」

　石子刑事は再び腕を組んで、深く考えに陥ち込んだ。

　岸本青年は所在なさに細君に話しかけた。

「奥さん、何か面白い話はありませんか」

「えゝ、別にありませんね。私もね、今の話の支倉と云う人から威おどかされているんですよ」

「えっ、どうして？」

「始中終しょっちゅう脅迫状みたいなものが来るんですよ」

　きみ子は眉をひそめながら、

「今にお前の宅へお礼に行くから待って居ろなんて、そりゃ凄い事が書いてあるんです」

「へえー、ひどい奴だなあ」

　岸本は呆れたように云った。

「ですから私毎日ビク〳〵してるのよ」

　きみ子は淋しそうな顔をした。

　石子は二人の話声が耳に這入らないようにじっと考え込んでいた。

　三年前の女中の失踪。誘拐されたか、自殺したか、それとも殺されたか、いずれにしても死んだのなら死体が出そうなものだ。親の身として似寄りの死体が出たら、きっと見に行った事であろう。死体の出ないのは未だ生きているのか。

　疑問の怪物支倉の女中の謎の失踪。こりゃ愈〻むずかしくなって来たぞ。

　石子刑事は思わずうーむと唸った。




　岸本から三年前に支倉方の女中が行方不明になった事を聞いた翌晩、石子刑事は女中の父親である城北中学の教師小林氏の自宅を訪ねた。

　面長の頬骨の出た生活に疲れたような小林氏は、乱雑に古ぼけた書物の積上げてある壁の落ちた床の間を背にして、眼をしばたゝきながら、ポツリ〳〵と話した。

「仰せの通りあれが行方不明になりましたのは丁度三年前です。この頃はもう諦めましてな、成る可く思い出さないようにしているのです。

　貞子は長女です。兄が一人ありますが、之はお恥かしい次第ですが、すっかりグレて終しまいましてな、結局あなた方の御厄介になるのではないかと心配しています。弟の方は只今中学に参って居ります。妹はまだ小学校です。あれは内気な病身と云った性質だったものですから、それに御覧の通り貧乏ではありますし、学校を中途で引かせまして、幸い世話して呉れる人があって、支倉さんへ行儀見習いと云う事で差出したのでした」

　陰気な部屋でそれに電燈も暗かったが、小林氏の話振りには何かこう陰惨な所があって、引入れられるような気がするのを不思議に思っていた石子は、ふと気がつくと、小林氏の黒ずんだ歯並びの悪い歯の中で上の二本の犬歯、俗に云う糸切歯が勝れて長く、それが口を開く度に異様な妖怪じみた印象を与える為だった。

「所が」

　小林氏は一向そんな事に気づかないで相変らず異様な犬歯をチラつかせながら、

「全く以て思いもかけぬ事でした。尤も娘は身体は大きい方でしたが、何を云うにも十六と云う年ですし、支倉さんは宣教師と云う教職に居られるのですし、間違いがあるなどとは夢にも思っていませんでした。それが」

　小林氏はこゝで鳥渡ちょっと言葉を切って、云い憎そうにした。

「そんな風の事を鳥渡聞きました」

　石子刑事はやはりそうだったのかと思いながら、小林氏に気易く話させるように、態わざと事もなげに云ったのだった。

「もう、お聞きでしたか。お恥かしい次第です」

　小林氏の話によると貞子は支倉の為に暴力をもって辱かしめられたのだった。そして忌まわしい病気を感染された為に働く事が出来なくなり、暇を貰って知合の家から病院通いをしなければならなかったのだった。流石さすがの石子も只たゞあきれて聞く許ばかりだった。

「三年前の一月末でした。夜遅く貞を預けてあった知り合の家から使がありまして、貞はこっちへ来てないかと云うのです。だん〳〵わけを聞きますと、朝いつもの通り病院へ行くと云って出たきり帰って来ないので、病院初め心当りは皆訪ねたけれども、どこへも立寄った形跡がないと云うのです」

　それから小林氏の方でも手を分けて、訪ね廻ったが、一向手懸りがない。無論置手紙もないし、はがき一本寄越して来ない。警察へも捜索願を出したが、杳ようとして消息がないのだった。

「死んだものと諦めているのです」

　小林氏は眼を瞬きながら、

「子供心にも恥しいとでも思いましたか、投身でもしたのでしょう」

「そのお知合と云うのはどう云う関係なんですか」

「貞を支倉へ世話をして呉れた人でしてね。貞が治るまでの費用は支倉の方で出すと云う事になっていたので、中に這入って貞を預かって呉れたのでした」

　小林氏の話振が陰気なのと、ニョッキリ出た犬歯が何となく容貌を奇怪に見せるので、暗い電燈が段々暗くなるような気がするのだったが、石子刑事は尚も熱心に問い質たゞした。

「立入って聞きますが、その辱しめられた事や病気をうつされた事などは当人からお聞きでしたか」

「後には本人にも云わせましたが、初めに気づきましたのは私の弟なのです。こいつは誠に手のつけられない奴で、酒から身を持ち崩して今は無頼漢ごろつき同様になって居ります。誠に重々恥しい事ばかりです。こいつが、無論私の所へも毎度無心に参りますが、貞の支倉に居た時分には時々その方へも無心に参ったのです。で、蛇じゃの道は蛇へびとやら云って、悪い奴ですから悪い事には直ぐ気がつきます。貞を威しすかしてすっかり様子を聞いたのです。それから奴は度々支倉さんの所へ出かけて、無心を吹きかけたようでした」

　支倉を強請ゆすって金にするとは上には上があるものだと感心しながら、石子刑事は膝を進めた。

「その弟御さんと云うのは東京にお出いでですか」

「えゝ、神田に居るのですが」

　困った事を耳に入れたと云う風で、小林氏は後を濁した。

「御住所を教えて頂けませんでしょうか」

　刑事の依頼に今更取消す訳にも行かず、呉々くれ〴〵も弟の不利益にならないようにと頼んだ末、小林氏は住所を委くわしく話した。石子はこれを書留めて家を辞した。いつの間にやら大分夜が更けていた。

　翌朝石子刑事は神田三崎町に小林定次郎を訪ねた。

　変にゴミ〳〵したような感じのする横丁を這入って行くと、軒の傾きかけたような車宿くるまやどがあった。

　そこの二階の一室に彼はいたのだった。

　ギシリ〳〵と粗末な梯子段を軋らせながら、窮屈そうに降りて来た彼は、石子刑事を見てペコンと頭を下げた。朝から酒気を帯びていた。

「警察の旦那ですか。あっしゃ近頃御厄介になるような事はいたしやせんが」

　どっちかと云うと丸い肉附きの好い、見るから酒毒で爛たゞれたと云う赤ら顔や、はだけた胸のだらしなさは、痩せて仙骨を帯びたと云った風の兄の小林氏とはこれが兄弟かと疑われる程似もつかなかったが、口を開くと二本の異様な長い犬歯が現われて、血統のものにちがいないことを語っているようだった。

「何、心配するような事じゃないのだ」

　石子刑事は気軽く云った。

「鳥渡ちょっと内密に聞きたい事があるのだがね」

「そうですかい。じゃ、すみませんが上って下さい。汚いのなんのって、珍しく汚いのですから、そのお積りで」

　二階裏の一室は立てば忽ち頭を打つような窮屈さだった。剥出むきだしの曲りくねった垂木には一寸程も埃が積もっていた。

「支倉の奴ですかい」

　石子刑事が切り出すと彼は忽ち大声を出した。

「旦那、あんな悪党はありませんぜ。あれが耶蘇の説教師だていから驚きまさあ」

「支倉にいた親類の娘さんが行方不明になったそうだね」

「えゝ、あの野郎め、未だやっと十六になった許ばかりの姪を手籠めにしやがって、挙句の果にどっかへ誘おびき出して殺して終しまいやがったんでさあ」




　定次郎の放言には石子刑事も驚いた。

「オイ〳〵、声が大きいぜ、滅多な事を云うなよ」

「へえ、すみません。実はわっちの方にも之と云う手証てしょうがねえもんですから、仰せの通り大きな声は出せねえのです。少しでも証拠がありゃ、今まで黙っちゃいないのです。

　一体いってえ兄貴が意気地がねえもんだから、現在の娘をあんな眼に遭わされて、運命だ、いや荒立てゝは身の恥だなんて、中学校の先生なんてものはみんなあんなもんですかねえ。だから、あっしゃ見ちゃいられねえのです。姪を元の身体からだにして返せとまあ、旦那、談判に出かけたもんです。支倉の奴は木で鼻を縛くゝったような挨拶をしやがったが、おかみさんが分った方ひとでねえ、病気の方は医者にかけて治療させると云う事になって姪の奴は一先ず世話した人の宅へ引取って、それから病院に通わせると云う事になったのです」

「それから」

「それから、その詫わびの印しるしにていんで、二百──ハヽヽッ、旦那兄貴はなんか言ってましたか」

「お前が支倉から二百両強請ゆすったと云ったよ」

「じょ、冗談ですよ、旦那、強請たなんて、強請ったにも何もまるっきり貰っちゃいませんです。話だけ二百両で片を附けると云う事になった翌日、姪の奴が行方知れずになったのです」

「ふん、で、金の方はどうした？」

「あっしゃ何でも支倉の奴が邪魔者だと云うので殺やったに違いねいと思って、飛込んで行ったのです。所が野郎落着き払って、逆にあっしに喰ってかゝるのです。貞が見えなくなったと云うのは貴様が隠したに違いない。早く本人を連れて来い。でなきゃ金は一文だって出せないぞ、って息巻くんでさあ、恰まるで云う事が逆なんでさあ」

「ふん、それからどうしたね」

　石子刑事は早口に聞いた。

「あっしも黙っちゃいませんや、ね、旦那」

　調子づいた定次郎は臭い息を吐きながら、

「あっしが貞子を隠すなんて途方もねえ事です。所がどうも口となるとあっしゃ不得手でしてね、とう〳〵支倉にやり込められて、僅かばかりの涙金で、スゴ〳〵と引下って来たんです」

「ふむ」

　石子刑事は腕を組んだ。

「じゃ君は貞子の事については心当りがないのだね」

「からっきし、見当も何もつかないんです。だが、あいつも十六だったんですから、自分から死ぬ気なら遺書かきおきの一本も書くでしょうし、生きてるなら三年此来このかた便りのない筈はねえでしょう。あっしはどうしても支倉が怪しいと睨んでいるんだ。旦那、あんな悪い野郎は御用にしておくんなさい」

　定次郎の話も支倉に対する疑惑をいよ〳〵深くするだけで、積極的には何の役にも立たなかった。石子刑事は元気なく頭を垂れたまゝ汚い車宿を出た。

　外へ出た彼はそのまゝ帰署して根岸刑事に相談しようかと思ったが、思いついて、一度支倉の留守宅を訪ねて、彼の妻に会って問い質して見ようと云う気になった。彼は水道橋駅から省線電車に乗り込んだ。

　支倉の家は相変らずしーんとしていた。十日許りの間に庭の梅の木は主人のいないのも知らぬ気に一輪、二輪綻ほころびかけていた。離座敷に通されて、梅の枝を見上げた時に、取逃がした日の事が歴々あり〳〵と思い出されて、それからの苦しい四晩の徹夜、それから今日までの苦心の数々が、なんだか遠い昔から続いているように石子刑事に思われたのだった。




　色蒼ざめた支倉の細君は頭を垂れて静かに石子刑事の前に坐った。

　事件以来既に二回会っているのだが、悠ゆっくり観察もしなかったが今見る彼女は物ごしの静かな、あのいかつい支倉には似合しくない貞淑そうな美しい婦人だった。年もかねて聞いた二十八と云う実際よりは若く見えた。静子と云う名も人柄に相応ふさわしい。

「御主人からお便りはありませんか」

　石子は打萎しおれた細君に幾分同情しながら聞いた。

「はい、少しもございません」

「御心配でしょう。然し私の方でも困っているのですよ。別に大した事ではないのですから、素直に御出頭下さると好いんですが、こう云う態度をお取りになると大変ご損ですよ」

「はい、お上に御手数をかけまして申訳けございません」

「何とか一日も早く出頭されるようにお奨め下さる訳に行きませんでしょうか」

「はい、居ります所さえ分りますれば、仰せまでもございません。早速出頭致させるのでございますが、何分どこに居ります事やら少しも分りませんので、致方ございません」

　彼女は澱よどみなく答えた。

「ご尤もです」

　女ながらも相当教養もあり、日曜学校の教師をしている位だし、夫の為云うまいと決心すれば、生優なまやさしい問い方では口を開く女ではないと見極めをつけた石子は、話題を別の目的の方へ転じた。

「二、三年前とか、こちらの女中をしていた者が行方不明になった事があるそうですね」

「はい」

　細君は狼狽したように答えた。

「その後行方は分りませんか」

「はい、分りませんようです」

「こちらで病気になったのだそうですね」

「はい」

　彼女は初めて少し顔を上げて、探るような眼付で石子を仰ぎ見た。眉の美しい女だな、石子はふとそんな事を思った。

「病気は何でしたか」

「はい」

　彼女は再び首を垂れてじっとしていた。

「花柳病だとか云う話を聞きましたが」

　刑事は畳かけるように云った。

「はい、あの」

　彼女は哀願するように石子を見上げながら、

「お聞き及びでもございましょうが、申さば夫の恥になる事でございますが、夫がつい悪戯を致しまして──」

　彼女の声はそのまゝ消えて行った。

「叔父とかゞ喧やかましい事を云ったそうですね」

「はい」

　彼女は観念したように、

「父と申すのは中学校の先生で誠に穏かな人でございますが、兄弟ながら叔父と云う人は随分訳の分らない人でございました」

「その女中と云うのはどんな風でした」

「大人しい子で、器量もよく、それに仲々よく働きまして重宝な子でございました。病気になりまして知合の家に下げられ、そこから病院に通う事になりましても、別に私共を恨んでいる様子もありませんでした。親が裕福でありませんので、外出着にはいつも年の割に地味な黒襦子くろじゅすの帯を締めて、牡丹の模様のメリンスの羽織を着て居りました。行方が知れずなりました日も、やはりその身装みなりで病院へ行くと云って、いつものように元気よく出て行ったのだそうでございますが、その姿が眼に見えるようでございます」

　彼女はそう云いながらそっと眼を拭った。







　　　　　　　　　　追跡




　石子刑事が四、五日間支倉の前身を洗う為に奔走している間、根岸刑事の采配で渡辺始め多くの刑事が、支倉の所在を追跡して廻った。高飛をした形跡は更にないのであるが、刑事達の苦心は少しも報いられないで、杳として何の手懸りも掴むことが出来なかった。石子刑事へ当てた彼の嘲弄の手紙は相変らず毎日のように書留速達で署へ飛込んで来た。神楽坂署では署長始め署員一同がジリ〳〵していたのだった。

「ちょっ、この上はあの怪しい写真屋に泥を吐かせる外はない。何か旨うまい工夫はないかなあ」

　老練な根岸刑事もあぐね果てこんな事を考えながら腕を組んだ。

　朧おぼろげながら支倉の旧悪を調べ上げた石子刑事は久々で署へ出勤した。刑事部屋には窓越しに快い朝日が差していた。

「ふん」

　逐一話を聞いた根岸刑事はじっと考えながら、

「古い事だし放火の方は本人に口を開かせるよりほかはないね。女中の方は成程疑わしいには疑わしいが、何にしても死骸が出なくては手がつけられない。ひょっとすると生ているかも知れないからね」

「然しね、根岸君」

　石子は云った。

「三度移転して三度ながら火事に遭っているとは可笑おかしいじゃないか」

「うん、確に可笑しい。三度ともと云うのは偶然過ぎるからね。所がね石子君、困る事はそう云う偶然が絶対にないと云うことが出来ない事だ。何でも一度は疑って見る、之が所謂いわゆる刑事眼で、又刑事たるものは当然、然しかあるべきなんだが、之が刑事が世間から爪弾きされる一つの原因になっているんだから困るよ。職業は神聖である。刑事も一つの職業である。刑事たるものは絶えず人を疑わねばならない、だから人を疑うのは刑事としては神聖な訳じゃないか。ハヽヽヽ」

「君の云う通りだ。ハヽヽヽ。然しね君、支倉のような遣方やりかたでは刑事ならずとも疑わざるを得んじゃないか」

「全くだ」

　根岸はうなずいた。

「そこで一つその三度の火事についても一つ疑って見ようじゃないか」

　根岸は腕を組んで考え込んだが暫くすると元気よく云った。

「神田に居た時の火事には誰か支倉の隣の人を犯人だと云って密告したと云うじゃないか」

「そうだ」

「犯人は往々無辜むこの人を犯人だと云って指摘するものだよ。それがね時に嫌疑を避けるのに非常に有効なんだ。こんな他愛もない方法で、仲々胡魔化されるんだよ」

「じゃ、密告した奴が怪しいと云う訳だね」

「所でね。犯人と目指されている男を弁護する奴に往々真犯人があるのだ」

「と云うと」

　石子刑事は鳥渡ちょっと分らなかった。

「支倉はその密告された隣の男を貰い下げに行ったと云うじゃないか」

「うん」

「好いいかね。保険金詐取の目的で自宅へ放火する。そして隣人を密告する。密告して置いて素知らぬ顔で、そんな事をする人ではありませんと云って貰い下げに行く。どうだい、嫌疑を避けるには巧妙な方法じゃないか」

「成程、では支倉が──」

　石子が云い続けようとすると、一人の刑事が顔色を変えて飛び込んで来た。

「今支倉の隣家から電話で、支倉の家から荷物を積み出したそうです」

「何っ！」

　根岸刑事は飛び上がった。




　支倉はせくらの家から荷物を積み出したと云う隣家からの報告を聞いて、根岸刑事は勇躍した。

「君、兎に角運送店の名前をしっかり見といて貰うように云って呉れ給え」

　電話を聞いた刑事にそう云うと、根岸は石子の方を向いて云った。

「石子君、荷物の追跡だ。第一に運送店を突留めるのだ」

　分り切った事まで指図がましく云う根岸の言葉は決して愉快ではなかったが、今の石子刑事にはそんな事を考えている余裕がなかった。彼は折好く居合した渡辺刑事と一緒に足取も軽く、今度こそは逃さないぞと云う意気込で三光町に出かけた。

　隣家について聞いて見ると、出した荷物は支那鞄に柳行李やなぎごうり合せて四、五個らしく、手荷車で引出したのだが、さて運送店の事になると少しも手懸りがない。引出す所を目撃していたと云う女中にいろ〳〵聞いて見たが、半纏はんてんの印しるしさえ覚えていないのだ。只提灯は確になかったと云うから、そう遠くへは運び出したとは思われぬ。

「何か覚えていませんか。一寸した事でも好いんですが」

　石子は一生懸命に聞いた。

「何でも好いんです。何か目印になるようなものはありませんでしたか」

　女中は泣出しそうな顔になってじっと考えて居たが、やがて細い声で切々きれ〴〵に答えた。

「半纏の背中が字でなくって赤い絵のようなものが描いてありました。背の低いずんぐり肥った人でした」

「どっちの方から来てどっちへ行きましたか」

「来たのは大崎の方からでした。行ったのはあっちです」

　女中は市内の方を指し示した。

「仕方がない、大崎方面の運送屋を片端から調べよう。未だ帰っていないかも知れないが」

　石子は渡辺刑事の方を向いて云った。

　二人は別れ〳〵に運送店を物色し始めた。

　大崎駅附近を受持った石子刑事は、取り敢ず一軒の大きな運送店に這入った。

「僕はこう云うものですがね」

　石子は肩書つきの名刺を出しながら、

「今日三光町の方へ車を出さなかったかね」

　せっせと荷造りをしながらわい〳〵騒いでいた人夫達はピタリと話を止めると、ジロ〳〵と石子を眺めた。

「宅じゃありませんね」

　やがて中の一人がブッキラ棒に答えた。

「この辺の運送店で背の低い、ずんぐり肥えた人のいる所はありませんか」

「知りませんね」

　対手は相変らず素気なく答えた。人夫達は荷造りの手を止めると、思い〳〵に腰を下して、外方そとを向きながら煙草を吸い出した。

「分らないかね」

　石子は落胆がっかりしたように、

「困ったなあ、少し調べたい事があるんだがね。まあ一服さして貰おうか」

　独言のように云いながら、彼は土間の一隅に腰を下した。人夫達は、敵意のある眼で彼を盗み見た。

「少いけれどもね、之で一つお茶菓子でも買って呉れないか」

　石子刑事は一円紙幣を出した。薄給の刑事で限られた軽少な手当から、之だけの金を出すのは辛かったが、彼等に親しく口を開かせるのには有効な方法で、彼は度々この方法で成功したのだった。

　車座となって番茶の出がらしを啜りながら、石子の御馳走の餠菓子を撮つまんで雑談に耽っているうちに彼等はだん〳〵打解けて来た。




「背の低い肥った運送人、どうも知りませんね。お前どうだい」

　人夫の一人は云った。

「この辺にはどうもそんなのは居ないようだね」

　一人が考え〳〵答えた。

　石子刑事の御馳走と世間馴れた話振に、すっかり打解けた運送店の人夫は知っているだけの事は残らず話し、背の低い運送人についても考えて呉れたが、結局誰も知らない事になって、石子刑事は何一つ得る所なくその運送店を出ねばならなかった。

　石子刑事はそれから丹念に運送店を一軒々々訪ね歩いたが、正午近くまで何の効果もなかった。

　目黒駅から五反田駅の方にかけて尋ね歩いていた渡辺刑事も正午頃まで無駄足をしていた。

　が、この度は運は渡辺刑事にあった。

　彼が落胆しながら重い足を引摺って五反田の方から引返して来ると、或る狭苦しい横丁に、うっかりしていると見落すような一軒の小さい運送店があった。彼は薄暗い店前みせさきを覗いた。

「お宅じゃなかったですかね、背の低いがっしりした若い者のいたのは」

　奥から主人らしい男が仏頂面をして出て来て、胡散臭うさんくさそうに渡辺刑事を見た。

「兼吉の事ですか」

「そう〳〵、兼吉さんでしたね」

「何かご用なんですか」

「実はね」

　渡辺刑事は声を潜めた。

「支倉さんから頼まれて来たんですが」

「あゝそうですか」

　主人は急に愛想よくなった。

「先程は沢山頂戴いたしまして有難うございました」

「荷物は間違いなくついたでしょうね」

　しめたと心中雀躍こおどりしながら渡辺はさあらぬ体で云った。

「えゝ、確かにお納めいたしました」

「もう兼吉さんは帰っているんですか」

「えゝ、何か御用でしょうか」

「えゝ、ちょっと」

「おい、兼吉」

　主人は奥を覗いて呼んだ。

　出て来たのは背の低い頑丈そうな男で、半纏の背中に真赤な胡蝶の形が染め出されていた。

「何かご用ですか」

「支倉の荷物はどこへ運んだか云って貰いたいのだ。僕はこう云う者だ」

　忽たちまち態度を変えて渡辺は名刺を差出しながら、威嚇するように兼吉と云う若者を睨みつけた。

　若者は、チラと渡辺のさし出した名刺を見ると、不機嫌な顔をして、口をへの字に結んで横を向いた。

「おい」

　対手の態度に少し狼狽した渡辺刑事は再び呶鳴った。

「早く云わないか」

「そんなに頭ごなしに云わなくっても好いじゃありませんか。悪い事をしたと云う訳じゃなし」

　彼はぷん〳〵して答えた。

　もしや口止めでもされていると生優しい問方では云うまいと思って、高圧的に出て見たのだったが、対手にこう出られると渡辺刑事も返す言葉がない。

「いや悪かった。つい癖が出てね」

　渡辺刑事は苦笑しながら、

「まあ、気を悪くしないで呉れ給え。すまないが荷物の送先を教えて呉れ給え」

　若者の機嫌は少し治ったが、未だ容易に口を開こうとしなかった。

「おい、兼吉、旦那もあゝ仰有おっしゃるんだ。早く申上げたら好いじゃないか」

　主人が口を添えた。

「飯倉一丁目の高山と云う宅うちですよ」

　彼は漸く吐き出すように云った。




　運送店を突留めてそこの若い者からどうやら荷物の届先を聞き出して渡辺刑事は、喜び勇んで支倉の家の附近に引返した。打合せてあった通り石子刑事は茫然ぼんやり待っていた。渡辺が成功した事を伝えると、彼は雀躍こおどりして喜んだ。

　二人は直ぐに帰署して司法主任に事の次第を報告した。

「よし」

　司法主任は上機嫌だった。

「応援を五、六人連れて直ぐ逮捕して来給え」

「さあ」

　根岸刑事は落凹んだ眼をギロ〳〵させながら云った。

「余り騒がん方が好いじゃないですかなあ。鳥は威かさない方が好いですからなあ」

「そんな悠長な事が云ってられるものか」

　司法主任は少し機嫌を損じた。

「愚図々々していると又逃げて終しまうよ」

「そうです」

　石子は勢いよく云った。

「運んだ荷物は中々少くないのですから、当分潜伏する積りと見て好いでしょう。大丈夫いますよ。一時も早く捕えたいものです」

「うん、それも宜かろう」

　根岸は皮肉な苦笑を浮かべながら、

「然しね、君、自然に逃げた鳥は又巣に戻って来るが、威かした鳥はもう帰って来ないよ」

「謎みたいな事を云うね」

　石子は根岸の皮肉な笑に報いるべくニヤリとした。

「謎じゃないさ。僕はどうもその高山と云う家へ踏込む事は賛成出来ないのだ」

「どうして？」

「支倉にしては手際が悪いからね」

「何だって」

　石子は聞咎めた。

「そうすると詰り君は、支倉は僕達に潜伏場所を突留められる程ヘマではない。云い変えれば僕達には本当の潜伏場所などは突留められないと云うのだね」

「そう曲解して貰っては困る」

　根岸刑事は持前の調子で冷然と云った。

「兎に角僕の考え通りやってみよう」

「そうし給え」

　横合から渡辺刑事が吐き出すように云った。彼はさっきから、自分が折角苦心して探し出した飯倉一丁目の家に、根岸刑事がケチをつけるような事を云うのでいら〳〵していたのだった。

　根岸刑事はジロリと渡辺を見たが、何にも云わなかった。

　石子、渡辺両刑事は五、六人の応援を得て、飯倉一丁目を目指して繰出した。

　目的の家はＴ字路の一角に建った格子造りの二階家だった。裏口に二人、辻々の要所に一人宛同僚を立たせて、表口から石子、渡辺が這入る事に手筈を極めた。

　日ざしの様子ではもう四時近いと思われた。寒かんは二、三日前に明けたけれども、朝から底冷えのするような寒さだった。日当りの悪い高山の家の前には、子供の悪戯であろう、溝石の上に溝から引上げて打ちつけた厚氷が二つ三つに砕けて散って居た。

　ふと上を仰ぐと二階の半面には鈍い西日がさして、屋根の庇に夏から置き忘られたのだろう、古びた風鈴が寒そうに吊下っていた。

「ご免下さい」

　石子は声をかけた。

「はい」

　奥から出て来たのは十五六の女中風の小娘だった。

「芝の三光町から来ましたが、支倉の旦那に一寸お目にかゝりたいのです」

「はい」

　小娘はこっちの名も聞かずに引込んで行った。石子はしめたと思った。




　返辞いかにと片唾かたずを飲んでいる石子刑事の前へ現われたのは女中でなくて、四十近い品のある奥さん風の女だった。

「あの、支倉さんのお使いですか」

　彼女は腑に落ちないような顔で石子を仰ぎ見た。

「はい、そうです」

「荷物を取りにお出いでたのですか」

　意外な言葉である。流石の石子も鳥渡ちょっと二の句がつげなかった。

「え、荷物を取りに？」

「そうじゃないんですか」

　奥さんは後悔したように云った。

「さっき支倉さんから荷物が一車来ましてね、いずれ頂きに上るから預っといて呉れと云う事でしたから、もう取りに見えたのかと思いましたのですが」

「じゃ、支倉さんは居られないのですね」

　石子は落胆がっかりした。

「はい、見えては居りません」

「支倉さんに是非お目にかゝりたいのですがね。今どちらにお出でゞしょうか」

「さあ、それは手前共には分りませんが、お宅の方でお聞き下さいましたら」

「お宅で伺って、こっちへ来たのですがね、鳥渡お待ち下さい」

　石子は外に立っている渡辺を呼びかけた。

「君、支倉さんは居ないんだって」

「そんな筈はないがね」

　渡辺はのっそり這入って来た。彼は奥さんに軽く頭を下げながら、

「さっき荷物が来たでしょう」

「はい」

　奥さんは警戒するように眼を光らした。

「じゃ、支倉がいないと云う筈がない」

　渡辺は語調を強めた。

「いゝえ、私共では荷物をお預りした切りです。一体あなた方は何ですか」

　奥さんも少し景色ばんだ。

「いえ、何、ちょっと支倉さんに用があるのですがね」

　石子は渡辺の方を向いて、

「君、いなければ仕方がないさ。出直そうじゃないか」

　渡辺は首を振った。彼は自分がこの家を突留た為でもあろうか、支倉がこの家に潜んでいる事を深く信じているのだった。

「じゃ何でしょう奥さん」

　渡辺は尚も鋭く云った。

「支倉は此頃お宅へ訪ねて来たでしょう」

「はい、二、三日前に一度」

「それからずっといるでしょう」

　勢いづいた渡辺は追究した。

「いゝえ」

　奥さんは不快そうな顔をした。

「一体あなたはどなたですか」

「僕は刑事です」

「えっ！」

　奥さんは顔色を変えた。

「奥さん、支倉は今警察のお尋ね者なんです。あれを匿かくまうような事があっては不為ですぞ」

「何も匿まいはいたしません」

　彼女はきっぱり云ったが、何となくオド〳〵していた。

「君」

　渡辺は石子の方を振向いた。

「兎に角荷物を見せて貰おうじゃないか」

　石子はさっきから渡辺が少しやり過ぎると思っていた。性質から来るのか、石子の遣方は渡辺とは違う所があった。然しこうなっては騎虎きこの勢い、渡辺に従って座敷に踏み込むより仕方がなかった。奥さんも別に二人の上るのを拒みもしなかった。

　支倉から来た荷物は玄関脇の四畳半に積み重ねてあった。どの部屋もきちんと整頓されていた。二人は何物をも見逃すまいと、鋭い眼で隅々までも睨め廻したが、支倉の姿は無論、彼の潜伏していたらしい形跡もなかった。

「うむ、根岸の云った事が本当だったかな」

　石子はもし支倉がいたら、

「どうだい、君みたいな生温なまぬるい事では駄目だぜ」

　と得意になって云うだろう所の、情気切っている渡辺の耳許で囁いた。




　石子、渡辺の両刑事が飯倉の高山の家に乗込んでいる時分、三光町の支倉の家では細君の静子が力なげに外出の支度をしていた。

　彼女は白金学院の女学部を出て更に神学科を修めて、二十七と云う若い女ながらも自宅に日曜学校を開いて、教鞭を取っていたので、支倉が神学徒の仲間に知られるようになったのも過半は彼女の為だったのだ。夫が忌しい嫌疑を受けて出奔してからは、度々刑事の来訪を受けるし、家の周囲にも絶えず監視の眼が光っているようだったので、日曜学校の生徒も遠退き、こちらからも遠慮するようになって今は訪ねる人もなく、彼女も只管ひたすら謹慎して、滅多に外出しないのだったが、今日は朝方荷物を飯倉一丁目の高山──それは信者の仲間だった──の家に送り出して終しまうと、気分がすぐれないように襟に顔を埋めてじっと一間に坐っていた。

　さらでだに少人数には広過ぎた家は夫なき今、小女一人を対手では恰も空家にでも住んでいるようにガランとしていた。

　昼食後も亦元の所に坐って茫然ぼんやり薄日の差す霜解けの庭を眺めていたが、三時を過ぎると物憂げに立上って、気の進まぬように着物を着替え初めたのだった。

　彼女がキチンとした身装みなりをして蒼ざめた顔を俯向けながら、門の外へ出たときは、かれこれ四時だった。

　二、三歩門の前を離れると、彼女はきっと頭を上げて鋭く四辺あたりをグルリと見廻して、人影のないのを見きわめると、又トボトボと歩き出した。

　然し彼女は誤っていたのだった。

　彼女が安心して歩き出すと、隣の家の勝手口に置いてあった大きな埃溜ごみための蔭からニョッキリ立上った男があった。二重廻しを着た小柄な、一見安長屋の差配然とした中年の男で、眉深まぶかに被った鳥打帽子と襟巻とで浅黒い顔の大部分は隠れていたが、鋭い眼がギョロリ〳〵と動いていた。彼は何食わぬ顔で静子を追跡し出した。

　彼女は尾行者のある事には少しも気づかないで、通りに出ると電車には乗らず、目黒の方へ歩いて行った。無論怪しい男は追って行く。

　彼女が目黒駅に辿りついて切符売場の窓に向うと、怪しい男は彼女の真後に食っついて蟇口を開いて待構えていた。

「中野往復を下さいな」

　彼女は小窓を覗くようにして云った。

　彼女は切符を受取るとさっさと改札口に向った。もう少し悠ゆっくりしていれば彼女の直ぐ後から、

「中野片道一枚」

　と叫んでいる怪しい男に気がついたであろうが、彼女は何事か深く考えている様子でそんな事には少しも気がつかなかった。

　プラットホームに降りて電車を待つ間も、電車に乗り込んでからも、代々木駅で乗替えの間も、怪しい男は絶えず静子と適当の間隔を保ちながら、鋭く彼女を観察していた。

　中野駅で電車が止まると静子はそゝくさと降りた。怪しい男も無論続いて降りた。

　静子は足を早めた。短い冬の日はもう傾きかけて、冷い夕方の風が頬を硬張らせるように吹いた。彼女は通りから横丁に這入り、左に折れ、右に曲って細々こま〴〵した家が立並んで、時に埃の一杯散かっている空地のある新開地らしい路を縫って行く。やがて一軒の西洋風の鳥渡した木造建築の前に立止ったが、直ぐその中へ消えた。

　怪しい男はその家の前でピタリと止った。

　標札には中野同仁教会、ウイリヤムソンとあった。




　怪しい男は教会の前をブラ〳〵往ったり来たりして、中の様子を覗った。生憎あいにく日が未だ暮れ切らないで、通行人も相当あったし、疑われないようにするには余程骨が折れた。と云って四辺あたりに身を隠す蔭もなかった。

「ちょっ、おまけに粗末ながらも洋館と来てやがるので、中の様子が少しも分らない。いっそ中野署へ電話をかけて応援を頼もうか」

　と怪しい男は呟いた。

　彼は神楽坂署の根岸刑事だったのである。彼は支倉の家から荷物を運び出したと云う事を聞いた時に、小首を傾けた。夜分人知れずやるのなら兎に角、白昼車を引出しては人目を惹くのは知れた事、直ぐに送先を嗅ぎ出される位の事は支倉は知っている筈である。但し、こっちで油断していると思って、そっと運び出して知合の家にでも預けて置いて、気のつかないのを確めた後に受取にでも行く計画か、そんなら態とこっちも気がつかない風をして対手を油断させ、それとなく家を警戒していて、ノコ〳〵受取りに来る所を捕えるのが上分別である。何にしても直ぐに飛び込んで行くのは考えものだと思ったが、渡辺刑事が功をはやって聞き入れそうもないので、それはそれとして彼は支倉の宅へ出かけて見張っていたのだった。と云うのは手品師の右の手の動く時は左の手に気をつけよと云うように、荷物を運び出してその方に注意を向けようとしたとすれば、宅の方が怪しいと睨んだのである。果して彼の推察通り細君の外出となったのであるが、注意深い彼は細君を尾行する際に、も一人の刑事にちゃんと家を警戒させて置いた。荷物で釣出し、細君で釣出して、その留守に悠々と支倉が乗込むかも知れないと思ったからである。

　根岸刑事は相変らず教会の前を往来ゆきゝしながら考えた。

　中野署に応援を頼むのも好いがその間に逃げられては何にもならぬ。踏込んで行くのには確実な証拠を掴まないと、殊に対手は外国人の家であるから、後がうるさい。一体細君はこゝへ何をしに来たのか。支倉と会う為だと考えるのが至当だろう。そうすると支倉はこゝに潜伏しているのか、それともこゝで妻と落合おうと云うのか、それとも細君は支倉に会う為でなく外の用でこゝへ来たのか、何にしてももう少し様子を見ねば分らない。支倉の這入る所か出て来る所を押えるのが一番好いが、こんな狭い往来で身体を隠す所がないので困る。流石の根岸も思案に暮れていた。

　思案に暮れながらふと教会の裏口に眼を見やると、二重廻しに身を包んだ怪しい人影が忍び寄るのが見えた。あっと云う間にすっと中へ消えて終った。根岸刑事は緊張した。彼はそっと裏口に近寄った。

　が、流石の根岸刑事も、彼が裏口に忍び寄った瞬間に曲者は家の中を素通りして、早くも表へ飛出したのには気がつかなかった。

　玄関の所で曲者は、後について来た静子を濁声だみごえで叱った。

「馬鹿！　尾行つけられて来たじゃないか。刑事らしい奴が裏口の方にいる。仕方がない、俺は直ぐ行く。実印を浅田に渡せ。いいか分ったか」

「あ、あなた、もう逃げるのは止よして下さい」

　静子はあわてゝ彼の袖を引張ったが、曲者は袖を振払って表へ飛出すと、折柄の夕暗にまぎれていずくともなく消え失せた。







　　　　　　　　　　素人探偵




　麻布一之橋から白金台の方へ這入って行く、細々こま〴〵とした店舗みせが目白押しに軒を並べている狭苦しい通りから、少し横丁に這入った三光町の一角に、町相応の古ぼけた写真館が建っていた。

　余寒の氷が去りやらぬ二月半の夜更け、空はカラリと晴れて蒼白い星が所在なげに瞬いていたが、物蔭は一寸先も見えない闇だった。写真館の表は軍装いかめしい将軍の大型の写真と、数年前に流行はやった服装の芸者らしい写真と、その外に二、三枚の写真を飾った埃ぽい飾窓に、申訳につけられた暗い電燈が、ボンヤリ入口を照らしていた。

　その入口の浅田写真館とかゝれた看板を見上げながら、一人の怪しげな男が暫くじっと佇んでいたが、中へ這入りもせず、そっと横の路次から手探りで裏口の方へ廻って行った。

　裏口へ廻った怪しい男は木戸から洩れる燈火あかりを頼りに、そっと忍寄って、コツ〳〵と戸を叩き出した。

　さっと一条の白光線が滝のように流れて、開いた木戸から一人の男が飛出した。

　木戸が再び閉ると一瞬照し出されたゴタ〳〵したみすぼらしい裏口の光景は消えて、四隣は又元の真の闇になった。

「大丈夫かい」

　外から木戸を叩いた男が低声こゞえで云った。

「大丈夫です。もう寝ました」

　中から出て来た男が囁いた。

「何か手懸りが見つかったかね」

「大した事もありませんが、こゝの主人は此頃時々公証役場へ出入しますよ。多分支倉に頼まれたのだろうと思います」

「公証人の名は分らないかい」

「神田大五郎とか云うのです」

「神田なら可成有名な公証人だ」

「それからね、石子さん」

　中から出て来た男は呼びかけた。青年らしい声音こわねである。

「松下一郎と云う男と盛に手紙の往復があるのです」

「松下一郎？」

「えゝ、私はね、どうもそれが支倉の変名じゃないかと思うのです。手蹟がね、例のそらお宅で見せて貰った脅迫状によく似ているのです」

「で、所は分らないのかい」

「分らないのです。むこうから来るのには所が書いてありませんし、こっちから出す奴はいつも浅田が自身で投函するらしいのです」

「ふん、そいつは怪しいな。岸本君、もう一度骨折頼むよ」

「宜しゅうございます。どうかして所を調べましょう」

「何しろね、対手は手剛てごわいから気をつけなければならないよ。根岸でさえ手を焼いているのだから」

「承知しました。あなた方の方はどうなんです」

「さっぱり手懸りがないんだ」

　石子──読者諸君も既にお察しの通り、浅田写真館に忍び寄った曲者は石子刑事だった。中から出て来たのは即ち、岸本清一郎青年である──は口惜しそうに云った。

「いつでもヘマ許ばかりさ。荷物を担ぎ込んだ所を突き留て飛び込むと、本人がいる所か、ホンの荷物の中置所にしたに過ぎないのだ。そうやって我々の注意を他へ向けて細君に呼び出しをかけているんだからね。所がそいつを看破って、密会場所を突き止た根岸が亦、いつの間にやら彼に逃げられて、寒空に中野の教会の外で五時間も立たされたと云う始末なんだ」

　二人は尚もボソ〳〵と打合せをした後、そっと左右に別れたのであった。




「岸本、ちょっと」

　浅田写真館主は気むずかしい顔をして呼んだ。

「はい」

　岸本は彼の前に畏かしこまった。

「わしはちょっと出掛けるからね。この焼増の分と、それから之を台紙に張るんだ。ロールを旨くやらなければいかんぞ」

「はい、承知しました。今日の現像はどういたしましょう」

「いや、現像は好い。未だ独りでやらせるには少し危い」

「大丈夫ですよ、先生」

　岸本は美しい眉をきりっと揚げた。

「ハヽヽヽ」

　浅田は猪口才ちょこざいなと云わんばかりに笑った。

「まあ止しとこう。現像はしくじられると取返しがつかんからな」

「そうですか」

　岸本は不服そうに云った。

「おい、お篠」

　浅田は妻を呼んだ。

「では出かけるよ」

「いってらっしゃい」

　次の間からお篠は大きな声で答えた。

　ブロマイドの焼付を終って暗室を出て、岸本はせっせと台紙に出来上っていた写真を貼りつけていると、お篠が傍へやって来た。

「岸本さん、精がでるね」

「駄目ですよ、おかみさん、どうも貼付が拙くって」

「何それで結構だよ」

「そうですか」

「岸本さん、主人が喧しくって嫌でしょう」

「そんな事ありませんよ」

「主人はどうも気むずかしやでね、それだから書生がいつかなくて困るの。岸本さんは長く辛抱して下さいね」

　お篠は岸本の横顔を眼尻を下げてのぞき込みながら云った。

「えゝ、おかみさん、どうぞ長く置いて下さい」

「置いてあげますとも」

「先生はどこへ出かけられたのですか」

「どこだか、大方又支倉はせくらの奥さんの所へでも行ったんだろう」

「え、支倉さん？」

「お前さん知ってるのかね」

「えゝ、私前にキリスト教信者だったもんですから、名前だけ知ってるのです」

「そうかい。支倉さんはそう云えば耶蘇だね」

「支倉さんの奥さんは中々偉いそうですね」

「何、偉いかどうだか分るもんか」

　おかみは忽ち機嫌が悪くなった。

「御主人が留守だからって、主人を呼んじゃ相談ばかりしている。馬鹿にしてるじゃないか」

「支倉さんは留守なんですか」

「どこかへ逃げているんだよ」

「え、何か悪い事でもしたんですか」

「どうもそうらしいんだよ。あんな人に係り合ってゝは、末々きっと損をするに定きまっていると私は思うんだよ」

「へえ──、そんな悪い人ですか」

「人相が好くないんだよ。見るから悪相なの。尤も奥さん見たいに虫も殺さない顔をしていたって当にはならないけれど」

「そんなに悪い人相なんですか」

「鳥渡お待ち、写真があるから」

　お篠はゴソ〳〵机の抽出を探していたが、やがて一袋の古い写真を取出した。

「どうだね。之がみんな支倉さんの分さ」

「大へんありますね」

「古くからの馴染だからね。之が支倉さんさ」

「成程恐い顔ですね。之が奥さんですか」

「そうだよ。そんなのが油断がならないのだよ」

　眼の前の沢山の写真をいじくっていた岸本は、ふと一葉の写真に眼を落とすとあっと驚いた。




　支倉一家の写真をいじくっているうちに、ふと一葉の写真に眼を落として、岸本はあっと驚いた。それは小林貞子の写真だった。

「どうしたの」

　お篠は怪しんで聞いた。

「何、何でもないのです」

「おや、やっぱり若いのが好いと見えるね」

　おかみは岸本の持ってる写真を見ると、ニヤリと笑いながら云った。

「そう云う訳じゃありません」

「お生憎さま、岸本さん、その娘はもう死んだよ」

「えっ、死んだんですって？」

　岸本はギクリとした。

「大そう驚くね」

　お篠はジロリと岸本を見ながら、

「確な訳じゃないが死んだろうと思うのさ。それは支倉さんの女中なんだよ」

「あゝ、女中さんですか」

「それがね、三年前に行方不明になって終しまったのよ」

「へえ！」

「未だに分らないらしいが、まあ死んだんだろうね」

「そうですね、三年も行方が分らないとすると、死んだのかも知れませんね、どうして行方不明になったんですか」

「それがね、そんな小娘だけれども、油断がならないね、支倉の旦那が手を出したらしいんだよ。男ってみんなそう云う者さ。それがもとで一旦宿へ下げられたんだがね、まあそんな事で子供ながらも世の中が嫌になり家出したんだろうさ」

「可哀そうですね」

「可哀そうだと思うかね」

「思いますね」

「ふん、口先ばかりだろう。男なんてものはそんな事を平気で仕でかして置いて、直ぐケロリと忘れて終しまうんだから」

「そんな事はありませんよ。おかみさん」

「そう、岸本さんはそんな事はないかも知れないね」

「それで何ですか、おかみさん」

　岸本はお篠の言葉をはぐらかしながら、

「支倉さんはどこに居るか分らないのですか」

「分らないの。尤も主人は知ってるかも知れない。手紙のやり取りなどして、いろ〳〵頼まれるらしいから」

「おかみさん、そんな悪い人ならそう云う風に隠まうのは好い事じゃありませんね」

「私もそうは思っているがね、之も浮世の義理で仕方がないのさ」

「義理って、そんな大切なもんですか」

「お前さんなどは未だ若いから、そんな事は分らないのも無理はないが、義理と云うものは辛いものさ」

「そんなに度々手紙が来るのなら、どこにいるかおかみさんも知ってるでしょう」

「おや、岸本さん、嫌に支倉さんの事を気にするね」

　お篠はしげ〳〵岸本を見ながら、

「お前さんは警察の廻し者じゃあるまいね」

「飛んでもない」

　岸本はギクリとしたが、あわてゝ取消した。

「私はまがった事が嫌いだから、そんな事を聞くとだまってられないのです」

「そう、そりゃ誰だってまがった事は嫌いだけれども、世渡りの上ではそうとばかり云ってられないのだよ」

「そんなものですかなあ」

「まゝにならぬは浮世のならいって云うでしょう、私もまゝにならなくってこまっているの、じれったい」

「それで支倉さんは──」

「おや又支倉さんかえ、変だねえ」

　お篠は岸本をにらんだ。

　支倉の事を聞き過ぎて、おかみに不審を起されたので、岸本は狼狽しながら、

「いえ、何、そう云う訳じゃないのです。私は何でも聞き出すと中途で止めるのが嫌いな性質たちなので、つい根掘り葉掘り聞くんです。お気に障ったらご免なさい」

「別に気にしやしないけれども、じゃ、お前さんの気のすむまでお聞きなさいな」

「もう好いんですよ。おかみさん」

「可笑しい人だね。遠慮なくお聞きと云うと、もう好いなんて」

「じゃ、聞きましょうか」

　岸本はニコ〳〵しながら、

「じゃ、先生は何の用で支倉さんの宅へ行くんですか」

「ホヽヽヽ」

　お篠は笑った。

「突拍子もない事を聞き出したね。何でもね、支倉さんが家作かなんか、奥さんに譲りたいので、その手続をする事を頼まれたらしいのさ」

「へえー」

「詰りね」

　おかみは声を潜めた。

「支倉さんは詐欺でもやったらしいんだね。それで捕まると之が取返されるだろう。抛ほっといて差押えでも食うと困るから、急いで名義を書変えるんだろうさ」

「それに奥さんは美人だから」

　岸本は皮肉にニヤ〳〵笑いながら、

「先生も一生懸命と云う訳なんですね」

「何を云うんだい」

　おかみは忽ち目に角立てた。

「主人うちがそんな真似をしたら只では置かない」

「どうするんですか」

　岸本は意地悪く聞いた。

「どうするって」

　おかみは大声を上げた。

「それこそこんな家にいてやるものか」

「そしてどうするんですか。おかみさん」

「どうするって」

　嫉妬で赫かっとなったお篠は呶鳴った。

「男旱ひでりがしやしまいし、私は私でどうにでもやって行けるさ」

「先生は何ですか、そんなに支倉の奥さんと仲が好いんですか」

　かね〴〵主人が支倉の留守宅にしげ〳〵出入して、細君の相談相手になっているのを快く思っていないお篠は、岸本から焚きつけられていよ〳〵敦圉いきまいた。

「ほんとに馬鹿にしている。詰らない真似でもして見ろ。私は身投でもして困らしてやるから」

　少し薬が利き過ぎたので、岸本は相槌の打ちように困って終しまった。

　彼は宥なだめるように云った。

「おかみさん、大丈夫ですよ。先生に限ってそんな事があるもんですか」

「ホヽヽヽ」

　お篠も興奮し過ぎたのを後悔したらしく、

「岸本さん、心配しなくても好いわよ。冗談さ。誰が身投などするものか。身投げなんて、おゝ嫌だ、考えてもぞっとする」

　お篠は何か思い出したらしく、ブルッと顫えた。

　そして云おうか云うまいかと暫く迷っていたが、やがて岸本に向って、

「岸本さん、あなた身投の上ったのを見た事があって」

「いゝえ」

　岸本は首を振った。

「私は一度見た事があるのよ。えーと一年二年、そう足かけ三年になるわ。この先の大崎のね、そら池田ヶ原って、今は大分家が建ったけれども、あの原の真ん中に古井戸があってね、確六月か七月だったと思う。身投が上ったの。それがね、余程長く浸っていたと見えて、眼も当られないように腫れ上って、顔も何にも分りゃしない、手でも何でも触ればすぐ取れて終うの。気味の悪いったらありゃしない。ベッ、おゝ嫌だ」

　おかみは顔をしかめた。




　古井戸から上った糜爛びらんした死体、それは三年前の話だったけれども、岸本は余り好い気持がしなかった。

「嫌ですね、それで女だったんですか」

「えゝ、そう」

「誰だか分ったんですか」

「いゝえ、分りゃしないの。それがね岸本さん、警察なんて随分ひどいものね。そんなむごたらしい死骸が二、三日もそのまま抛ってあったわよ。と云うのはね、何でもあの原が高輪の警察と品川の警察との境になっているんですって。それでね、手柄だったら奪い合いをするんだけれども、そんな嫌な事は塗すくり合って、どっちからも検視が下りないんですってさ。結局高輪の方で検視して葬ったんだそうだけれども、身許などまるで分らず了じまいさ。そんな事で行方不明なんて人が世間にザラにあるんだね」

「年はいくつ位だったんですか」

「見た所で若い人だと云う事は分ったけれども、少しも見当がつかなかったわ。お医者さんが二十二、三と鑑定したと新聞に出ていたよ」

　もしやお貞の死体ではないかと乗気になって聞いて見たが、年が恰まるでちがうので岸本はがっかりした。

「私が見に行ってた時には」

　お篠は思い出したように云った。

「支倉はせくらの旦那が丁度居てね」

「えっ、支倉さんが」

「そうなの、二人でね、見た所は若そうだが可哀想な事をしたものだって話合ったっけ」

「支倉さんも態〻わざ〳〵見に来たのですか」

「さあ、態〻だったか、通りがかりだったか、そんな事に覚えはないさ」

「兎に角、身投なんて嫌な事ですなあ」

　余り支倉の事を問い過ぎて悟られてはならずと、岸本は態と話をはぐらかした。

「本当に嫌なこったよ」

　おかみは顔をしかめたが、

「あゝ、大変だ、すっかり喋っちゃって夕方の支度をしなくっちゃ」

　岸本は一人になって又せっせと仕事をしていると、主人が帰って来た。彼はちらりと岸本の仕事をしているのを覗くと、そのまゝ奥の居間に引ッ込んだ。

「お帰り」

　お篠は台所から声をかけた。

　浅田はどっかと火鉢の前に腰を下すと、

「お篠」

　と不機嫌な声で呼んだ。

「なんですか」

　お篠は前掛で濡れた手を拭きながら現われた。

「今度来た書生には気をつけろ」

　浅田は低い力の籠った声で、お篠の顔をじっと見ながら云った。

「何ですって」

「俺の留守なんかに、ペチャクチャ詰らん事をあいつに話すなと云うんだ」

「な、何ですって」

　お篠は顔色を変えた。

「私がいつペチャクチャ詰らん事を話しました」

「話したとは云やしない。話すなと云うんだ」

「人を馬鹿にしている」

　お篠は呶鳴り出した。

「手前こそ用もないのに支倉の奥さんの所へ行って、ペチャクチャ喋ってばかりいる癖に」

「おい〳〵、大きな声を出すな」

「大きな声で云われていけないような事を何故するんだ」

　お篠は未だ怒号を止めない。

「そして人の事ばかり云ってやがる。私が何をしたと云うんだ」

「おい〳〵、勘違いをしちゃいけないぜ」

　浅田は困ったような顔をして宥なだめた。

「俺はたゞ岸本に気をつけろと云ったきりだよ」

「大きにお世話だよ。私が何をしようと」

　お篠は顔を脹ふくらした。




　浅田は苦笑いをしながら、どうやらお篠を宥めると、夕食をすませて二階に上った。そして一隅の机に向って何やら書き始めた。

　やがて書き終ると封筒に入れ上書を書いて、のそ〳〵と下に降りた。

　下では待構えていたように岸本が声をかけた。

「先生、お出かけですか」

「あゝ、ちょっとそこまで」

　岸本は目慧めざとく浅田の持っている手紙に目をつけて、

「先生、郵便でしたら私が出して来ましょう」

「何、いゝんだ」

　浅田はそう云い棄てゝ外へ出た。

　岸本は主人の姿が見えなくなると脱兎の如く身を飜えして二階に上った。彼は主人の机の傍へ寄ると忙しく何か探し始めた。机の上、鍵のかゝっていない抽斗ひきだしの全部を一つ一つ改めて、そして注意深く又元通りにした。

　やがて落胆したように彼は呟いた。

「ふむ、中々用心深い奴だ。どうも見当らない」

　そのうちにふと彼は机の上の一枚の吸取紙に気がついた。よく見ると、松下一郎様と云う文字が微かに左文字に見える。肩書の所番地も飛び〳〵に読めそうだ。

「しめたぞ」

　岸本は嬉しそうに呟いた。

「初めの字は確に『本』だぞ。ハテ、本郷かな、本所かな、あゝ二字目は少しも分らない、それから米か知らん。それとも林かな上の方がかすれているのでよく分らないな。次の字は川らしいな、町の字はハッキリ分るんだが、それから最後が『館』らしいな、あゝ、写真館だ、さては松下一郎と云う奴は写真館にいるのだ。何写真館かしら。あゝ、たしかに『内』と云う字は読めるのだが、山内かしら大内かしら、うむ、『本』『川』『町』『内』写真館、あゝ、どうかしてもう少し読めないかな」

　岸本がいら〳〵しながら吸取紙を眺めていると、下でお篠の呼ぶ声がした。

「岸本さん、岸本さーん」

「ちょっ困るな」

　岸本は地団駄を踏んで、吸取紙を横睥にらみに睨んで、おかみの呼ぶ声に気を取られながら、腹立たしそうに呟いた。

「岸本さん」

　お篠はそう呼びながらミシ〳〵音をさせて二階に上って来た様子。岸本は残念ながらつと机の傍を離れて梯子段の口許に近寄った。

「何ですか、おかみさん」

「何をしてるの、岸本さん」

「別に何にも」

「そう」

　漸く上りついたおかみは岸本の顔を見上げながら、

「主人たくが何か云ったかい」

「いゝえ、何にも」

「そう。そんなら好いけれど」

「何ですか、おかみさん。先生は少し可笑しいですぜ」

「どうして？」

「どうしてたって、秘密に手紙をやりとりして居られますぜ」

「本当かい」

「本当ですとも、松下一郎って男名前で来るんですけれども、返辞はきっと先生自身でポストへ投げ込まれるのですよ。外の手紙はみんな私に云いつけて出させるのですけれども、その返辞だけは御自身でお出しになるのですよ」

「畜生！」

　お篠は呶鳴った。

「じゃ矢張り私を誑だましているんだな」

　折柄表通りに浅田の姿が見えたので、二人はあわてゝ下に降りた。




　浅田は家の中に這入ると、そのまゝ無言で二階へトン〳〵と上った。

　彼は注意深く部屋を一通り見廻した後、椅子にどっかと腰を下して、あーっと欠伸を一つしたが、ふと机の上を見て、

「おや」

　と呟いた。

　机の上はちゃんと自分が整頓して置いた通り、何一つ位置を変えないで、そのまゝにはなっているが、所謂第六感と云うか、何となく何者かゞ手を触れたような気がするのだ。

「はてね」

　腕組をしたまゝ、鋭い眼で机の上を睨んでいたが、ふと吸取紙に眼がついた。気の故せいだか少し位置が、捩ねじれているようだ。

　彼は吸取紙を取上げて、頭の上の電燈に照して見た。

「しまった」

　彼は軽く呟いて、頭を上げると唇を噛んで、じっと遠方を睨みながら、考え込んだ。

　やがて彼は再び仔細に吸取紙を調べ出した。彼の口辺には微笑が現われて来た。彼は何を思ったか一枚の封筒を取出して、吸取紙と並べて机の上に置いた。それからペンを取って、尚も考え考え封筒の上にペンを動かした。

「本所区菊川町二十三番地大内写真館、うん之でよし」

　意地の悪そうな笑みを洩らして書上った封筒を眺めていたが、やがて吸取紙で押取ってピリピリと二つに裂くと、クルクルと丸めてポンと足許の屑籠へ拠り込んだ。

　彼は呼鈴を押した。

　ミシ〳〵と岸本が上って来た。

「先生、何か御用ですか」

「うん、ちょっと現像をやろうと思うのだが、薬品は揃っているだろうな」

「はい、揃っています」

「それじゃ、君は少しこの辺を片付けて置いて呉れ給え」

「はっ、承知しました」

　浅田は暗室に這入ると、直ぐに現像を初めようとはせず、光線を導き入れる赤色硝子の嵌はまった小窓から、そっと部屋の様子を覗っていた。

　岸本はせっせと部屋を掃除していた。そのうちにふと屑籠に気がつくと、彼は屈んで中から丸められた封筒を取出した。彼ははっとしたようだったが、やがてジロッと暗室の方へ眼をやって、背中を小窓の方へ向けて、机の上を整頓するような風をして、そろ〳〵と封筒を拡げた。

　岸本の相好はみる〳〵崩れた。彼は嬉しさを隠すことが出来ないで子供のように大きく眼を瞶みはった。

　やがて封筒を再びクル〳〵と丸めると、屑籠の中へ押込んで、何喰わぬ顔で又掃除を始めた。

　暗室の中では浅田はバットを揺り動かしながら考えていた。

「ふゝん、やっぱりきゃつは廻し者だ。油断のならない事だ。だがきゃつ、素人で幸いだて」

　やがて現像を終えて、定着バットの中へ乾板を入れると、浅田はのそ〳〵暗室から出た。

　岸本は掃除をすませて、窓際の椅子にかけてポカンとしていた。

「掃除が出来たら下へ行って好いよ」

　浅田は云った。

「はい」

　岸本の姿が見えなくなると、浅田は机の前にどっかと腰を下して呟いた。

「きゃつから刑事の耳に這入るのが、明日中として、刑事の無駄足を踏むのが明後日か、ふん、二、三日は余裕がある訳だな」







　　　　　　　　　　放火事件




「な、何でえ。何んだって人に突当りゃがった」

　この寒空に薄汚い半纏一枚の赤ら顔のでっぷりした労働者風の男が、継の当った股引を穿はいた足許もよろ〳〵と、先ず百円見当の月給取らしい小柄な洋服男の上衣を掴んで呶鳴った。

「冗談云うな、お前の方から突当ったんじゃないか」

　洋服男は虚勢を張って呶鳴り返した。然し眼は迷惑そうにキョト〳〵していた。

　小川町から駿河台下に通う電車通り、空はドンヨリとして、どちらかと云うと雪催いの鬱陶しさだったが、今宵は十五日で職人の休日でもあれば、五十稲荷の縁日でもあり、割合に人通りがあった。

　所がヒョロ〳〵と右の酔っ払い、対手欲しげに俗に云う千鳥足でよろめいていたのを、通行人は眉をひそめて避けて通ったが、出会頭にぶつかったのが、洋服男の不運だった。

「な、何だと、俺の方から突当ったと。人を馬鹿にするねえ。俺は酔っているんじゃねえぞ」

　尚も管を巻くのを、洋服男は堪えかねて上衣を掴んだ手を振りもぎると、酔払いはよろ〳〵とよろめいて危く転びかけたが、やっと踏み止とゞまると、さあ承知しない。

「おや、味な真似をしやがったな。こん畜生！ どうするか見やがれ」

　彼は洋服男に武者振りついた。

　周囲まわりはいつか見物の山だった。が誰一人手を出そうと云う人はない。顔をしかめて苦々しげに見ている人もあれば、ニヤ〳〵しながら面白そうに眺めている人もあったが、仲裁に這入ろうと云う人はなかった。

　所へ通りかゝったのは石子刑事だった。彼は岸本の報告を受取って、今朝から本所に出かけ尋ね廻ったけれども、目的の町には勿論どの町にも大内などゝ云う写真館は見当らなかった。落胆して牛込の自宅へ帰る途中、小川町で電車を降りて、縁日で賑っている中を何か獲物でもないかとブラ〳〵歩いていたのだった。

「喧嘩か」

　そう呟いた彼は人混みを分けたが身体が小さい方なので、容易に中が見えない。

「何ですか、喧嘩ですか」

　彼は隣の人に聞いた。

「酔払がね、大人しそうな人に喧嘩を吹きかけているのですよ」

「そいつは気の毒だ。仲裁に這入りましょう。ちょっと前へ出して下さい」

　そう云って石子はだん〳〵前へ出たが、管を巻いている酔っ払いの顔を見るとあっと驚いた。彼は支倉の行方不明になった女中の叔父、小林定次郎だった。

「おい、いゝ加減にしろ」

　石子は定次郎の肩を掴まえた。

　定次郎はひょろ〳〵しながら酔眼朦朧として、石子刑事の顔を見据たが、嬉しそうに叫んだ。

「やあ、旦那ですか」

　そうして大人しくなる所か、急に元気づいて一層はしゃぎ出した。

「やあ、旦那、いゝ所へお出下せえました。さあ野郎、警察の旦那が見えたぞ。もういくらジタバタしたって駄目だ。どっちが白か、黒か、ちゃんと裁きをつけて貰うんだ。何を笑ってやがるんでえ」

　彼は見物に向って呶鳴り出した。

「この旦那はお前、支倉はせくらの野郎をとっ掴まえて下さるんだ。おや未だ笑ってやがる。手前達は支倉を知らねえのかい、あの悪党の支倉を」

　定次郎は次第に呂律ろれつが廻らなくなって来た。

　往来の真中で、而も大勢の見物に向って、へゞれけに酔った定次郎が、支倉々々と喚き出したので石子刑事は驚いた。

「おい〳〵、下らん事を云うな。おい、黙れったら」

　けれども定次郎は愈〻調子づいた。

「何でえ、支倉が何でえ。あんな野郎に嘗なめられてこの俺様が黙って引込んでられるけえ。さあ来い。うむ、支倉が何でえ」

　定次郎はとうとう往来の上へ潰れて終しまった。

　折好く巡回の巡査が通りかゝったので、石子は刑事の手帳を示しながら、

「こいつはね、鳥渡知ってる奴なんです。三崎町にいるんですがね、すみませんが保護をしてやって下さい」

　巡査は弥次馬を追払いながら、定次郎を引立てゝ行った。

　彼に喧嘩を吹きかけられた対手は見物が次第に散々ちり〴〵になっても、そこを動こうともせず、やがてツカ〳〵と石子の傍へ近寄った。

「あの、ちょっとお伺いしますが、今あの男の云った支倉と云うのは支倉喜平の事じゃありませんか」

「えゝそうです」

　石子は吃驚して彼の顔を見た。

「あなたは警察の方なんですね」

「そうです。神楽坂署のものです」

「では支倉の事につきまして、少しお耳に入れたい事があるのですが」

「え、じゃあなたは支倉を御存じですか」

「えゝ、よく知って居るのです。彼の為にひどい目に遭った事があるのです。支倉は放火をしたんじゃないかと思うのです」

「え、え」

　石子刑事は思いがけない収穫に顔色をかえんばかりに喜んだ。

「そんな話なら往来ではなんですから。──えーと私の家へでも来て頂きましょうか。牛込ですが」

「私の家は直ぐそこですから」

　洋服男が云った。

「拙宅までお出下さいませんか」

　路々話したところに依ると、彼の名は谷田義三たにだよしぞうと云って、丸の内の或る商事会社に勤めているのだった。

　家は淡路町の裏通りにあった。

　彼は家の前に辿りつくと、這入る前に隣の二階家を指した。

「建て代りましたがね、之が支倉の家だったのです」

　彼の家はこぢんまりとした平家で、綺麗好きと見えて、よく整頓した一間へ通された。

「さあ、随分古い事です。やがて十年になりましょうか。路々鳥渡お話した通り隣から火事が出ましてね」

　彼の云う所によると、火事は支倉の家を半焼にしてすみ、彼の家は幸いに類焼を免れたのだったが、原因が放火だというので、思いがけなくも彼が嫌疑を受けて、一週間警察に止め置かれたのだった。

「一週間目に支倉が来て口添えをして呉れたので、やっと放免せられました。実に馬鹿々々しい目に遭ったものです。所が当時は口添えをしてくれたり、いろ〳〵親切にして呉れたので、支倉を有難いと思いましたが、今考えて見るとどうも一杯嵌められたらしいのです」

　火事の出た日の前日の夜、彼が鳥渡支倉の家を訪ねると、支倉は奥の一間でしきりに書物の手入をしていた。何でも久しく抛って置いたので、書物にカビが生えたと云って揮発油を綿に浸ましてせっせと拭いていたのだった。

「所が可笑しいんですよ」

　谷田は一寸息をついだ。




「尤もみんな後で考えた事なんですが、第一夜になって書物の手入れを始めた事も疑えば疑えるんです。それに揮発油を含んだ綿を殆ど一回々々変えるのですよ。御承知の通り、綿は何もそう度々変えなくても好いのです。見ているうちに揮発油を含んだ綿がそこいら中に散りましたよ。私は家に帰ってから女房にあゝ綿を散らけては火の用心が悪いなあと話したものです。それを警察へ行った時に気がつけば好いものを、余りの事で気が転倒しているものですから、すっかり忘れて了ったのです。警察では可成侮辱的取調べを受けましたよ。少しばかり動産をつけて置いたものですからね」

　人の好さそうな谷田は恰まるでそれが昨日の事ででもあったように口惜しそうな顔をした。

「で、先さっ刻き申上げた通り、当時は支倉を少しも疑わず、寧ろ親切を喜んでいたのですが、後に外から聞き込んだ事の為に、私の場合もてっきり、支倉が自分の家に火をつけ、そっと密告状を書いて、私を訴えて嫌疑を外らしたのだと信じるのです」

「その外から、聞いたと云う話は？」

　石子は谷田の話がかつて根岸刑事の推察した通りなので、彼の明察に敬服しながら聞いた。

「こゝの火事の後間もなく支倉は高輪の方へ越したのですが、二年経つか経たないうちに又々火事に遭ったのですね。その時も半焼だったのですが、彼は保険の勧誘員に二百円賄賂を贈りましてね、全焼と云う事にして、保険金の全額をせしめたのです」

「どうしてそれが分りましたか」

　石子は膝を進めた。

「この賄賂を取った男から直接に聞いたのです。その男は外にも悪い事をしたと見えましてね、間もなく辞められましてね、私の勤めている会社へ暫く雇われていました。そんな風な男ですから、やっぱり真面目に勤まらず、先年辞職しましたが、私の宅うちへ遊びに来た時に、隣に支倉がいたと云う事を聞いて、懺悔話をして聞かせたのです。その男の考えもどうも高輪の方も放火らしいと云って居りました。そんな事で支倉を信用していたのが、間違っていた事がすっかり分ったのです」

　期待していた話も矢張り単なる推測に過ぎないので、石子は落胆した。然し、少くとも保険金詐取の罪だけは確なようだった。

「その男の住所は分っていますか」

　石子は聞いた。

「えゝ、分ってるには分っていますが、折角内済になっているのですから──」

　谷田は口籠った。

「大丈夫ですよ。会社の方に告訴の意志がなければ、その人の方は罪になりませんよ」

「そうでしょうか」

　谷田は半信半疑だった。

「然し妙だな」

　石子はふと思い出したように云った。

「保険会社の方は警察の報告を聞くでしょうから、半焼か全焼か分る筈ですがね」

「それがその」

　谷田は云い悪くそうに、

「何でも警察の刑事だったか巡査だったかも、十円か二十円で買収したんだそうです」

「そうですか」

　石子は苦笑した。

「どうもね、仲間内にも時々心得違いの人が出るので困りますよ」

「尤も何ですな、こう申しちゃ失礼ですけれども、随分むずかしい時には生命がけの仕事をなさるのに、報いるものが少いのですから」

「そうですね」

　石子は苦笑を続けながら、

「それもそうですがね、要するに社会の裏面の事を扱っているから誘惑が多いんですよ。悪い事をした方で直に買収にかゝるんでね」




「素人はどうも推測を確実なものゝように誇張するから困るな」

　谷田の家を出ると、石子刑事は思わずこう呟いた。

　彼の云った事も充分参考になるにはなったが、別に目撃した訳じゃなし、有力な証拠があるではなし、支倉に対する嫌疑は濃厚になるけれども、要するにそれだけである。

「本人は巧に踪跡を晦まして、今だに絶えず嘲弄状を送って来る。そして本人には窃盗、詐欺、放火殺人などの嫌疑がかゝっているが確実な証拠はすこしも挙がらない。こんな奇妙な事件は始めてだ」

　本所界隈を一日歩き廻って無駄足を踏んだ失敗を、計らずも神田で酔払いの定次郎の引合せで谷田に会い、その埋合せが出来るかと思ったのが、そうも行かなかったので、路々こんな事を考えながら石子は元気なく家に帰った。

　家には思いがけなく岸本が悄気切って控えていた。

　妻のきみ子は笑いながら、

「岸本さんはお払箱になったんですって」

「どうして？」

　石子は意外だった。

「すっかり失敗しくじって了ったんです、素人探偵は駄目ですよ」

　岸本は頭を掻いた。

「どうしたんだい」

「何にもしやしないのです。今日ね、随分気をつけていたんですけれども、ついバットを一枚割ったのです。すると奴さん怒りましてね、直ぐ出て行けと云うのです。どうもね、前から怪しいと睨らまれていたらしいのです。おかみさんが随分取りなして呉れましたが駄目です。頑として聞かないのです。あなたがお止めになるのを無理に自分から引受けて置きながらどうも申訳ありません」

「ふーん、まあ仕方がないさ」

　石子は投げやるような調子で云ったが、

「所で、君、本所の写真屋も駄目だぜ。君の云うような宅うちはありゃしない」

「えっ、そうですか」

　岸本は驚いた。

「それを聞きたいと楽しみにしていたんですが、駄目だったんですかなあ」

「君は一体どう云う風にして、探り出したのだい」

「屑籠の中に書損いの封筒が投げ込んであったのです」

「ふん、君の話では奴却々なか〳〵用心して尻尾を掴ませないと云う事だったが、屑籠のような誰でも覗きそうな所に、封筒の書損いが抛り込んであったのは可笑しいね」

「そうです。僕だって書損いだけなら容易に信用しやしないのですけれども、その前に吸取紙に押し取られているのを見たのです」

「ふん、そんなにはっきり分ったのかい」

「いゝえ、極めて不鮮明なんです。本の字と米だか林だかハッキリしない字と川の字、それから何とか内写真館と読めただけでした」

「書損いの封筒の前にそれを見たんだね」

「そうです。奴が郵便を書終ると例の如く自分で入れに行きましたから、私は直ぐに二階に駆け上って、吸取紙を見るとそれだけの事が分ったのです」

「それから」

「もっと委しく判読しようと一生懸命になっていると、おかみさんが上って来たのです。おかみさんを好い工合に胡魔化して下へ降りると、奴が帰って来ましてね、直ぐ二階に上りましたが、暫くすると私を呼んで之から現像を始めるから、そこいらを片付けて置けと云って暗室へ這入ったのです。片付けているうちに屑籠の封筒が眼についたのです」

「君に片付けろと云って暗室へ這入ったのだね」







　　　　　　　　　　徒労




　聞いていた石子は咎めるように云った。

　石子の咎めるような語勢に岸本は吃驚したように答えた。

「そうです」

「そりゃ君、少し考えて見たら分るじゃないか」

　石子は噛みつくように云った。

「いゝかね、ふだん非常に用心深い男がだね、書損いの手紙を屑籠に投げ込んで、それから君に掃除しろと云うのは可笑しいじゃないか、え、第一君を呼んで態〻掃除さすのにだね、屑籠の中に重要な手紙の這入っているのに気がつかないと云う筈がないじゃないか」

「そうでしたね、私はやられたんだ！」

「ふゝん、奴は暗室の中から覗いてたのさ。君の素性を見破るのと、俺に一日暇を潰させるのと、一挙両得と云う訳さ」

「どうもすみませんでした」

　岸本は詫あやまった。

「素人だから仕方がないや」

　石子は苦笑した。

「そりゃ、あなた無理ですわ」

　きみ子が傍から取りなした。

「そこで吸取紙の方だが、君は何かい、奴が外へ出る、君が二階へ駆け上る、そして一番初めに吸取紙を見たかい」

「いゝえ、抽斗やなんか探してからです」

「屑籠は見なかったかい」

「屑籠と、あゝ、見ました見ました」

「その時に封筒はなかったろう」

「ありませんでした」

　岸本は我ながらあきれたと云う顔をした。

「それ見給え。奴は帰ってから封筒を囮に投げ込んだのだ。すると待てよ」

　石子はじっと腕を組んだ。岸本は心配そうに石子の顔を見上げた。

　暫くすると、石子は元気よく云った。

「そうだ、大分分ったぞ。吸取紙の方は本物なのだ。流石の奴もこいつはうっかりしていて気がつかなかった。所が吸取紙を見られた形跡がある。そうだろう君、吸取紙は位置を動かしたんだろう」

「さあ、外のものは注意して元通り置いたんですが、吸取紙はつい下からおかみさんが上って来たもんですから、あわてゝ机の上へ置きましたので、元の位置より狂ったかも知れません」

　岸本は弁解した。

「そこだ。いゝかね、奴さんの位置に立って見る。うっかり残した吸取紙の文字ははっきり分るのはホンの二、三字だけれども、何分東京市内の番地だから少し頭を使えば直ぐ判じられて終しまう。さあ困った。そこで一計を案じて、いかにも吸取紙に残った所らしくて、恰まるで違った所を考え出して、本当らしく持かけて態わざと敵の手に渡して終う。そうするとよしその計を看破られても元々だし、敵が軽々に信じて終えば、吸取紙の字から推断されるだろう所の本当の場所を知られずにすむ。敵ながら天晴あっぱれの方法じゃないか」

「成程」

　岸本は感嘆した。

「奴も中々偉いが、石子さんも偉いなあ」

「感心していちゃいけない」

　石子は少し機嫌を直しながら、

「所で吸取紙に残っていたと云う字は何々だっけね」

「『本』之は区の名ですね、本所でなければ本郷ですね、之だけは確です。それから町の名が森だか林だかで始まるのです。その次が川らしいのです。それから何と云うか兎に角何とか内写真館です」

「ふん、本郷だね、本所でなければ。そこで森と、森なら森川町か林なら、はてな、林町と、林町は小石川だったかしら」

「本郷にも林町はありゃしませんかね、駒込林町と云うのが」

　岸本は云った。

「ふん、然し、駒込はついていなかったんだろう」

「えゝ、町名だけのようでした」




　石子刑事は翌朝本郷に出かけた。

　先ず森川町を目指して行ったのだが、好運にも直ぐ竹内と云う写真館を発見する事が出来た。一高の少し手前を左の方へダラ〳〵と坂を下った右側だった。

　浅田写真館よりは大分繁昌しているらしく、飾窓ウインドウの写真にも現代風の令嬢や、瀟洒たる青年の半身姿などが飾ってあった。

　石子刑事は暫く飾窓の前に佇んで中の様子を覗った後、一高前の交番に行って刑事の手帳を示し、神楽坂署へ電話をかけた。迂闊うかつに飛び込んで又裏口からでも逃げられては、折角の苦心も水の泡だと思ったので応援を頼んだのである。

　五、六名の応援刑事が到着するのを千秋の思いで待ちかねていた石子は、彼等の姿が見えると、すぐに夫々手配りをして、竹内写真館の入口のドアを押して中へ這入った。流石に異様な緊張の為に息が弾むのだった。

　這入ると直ぐ突当りに幅の広い階段があって、「お写しの方は直ぐに二階に上って下さい」と云う札が目を惹くように立て掛けてあるきり、中はしーんとしていた。石子刑事は暫く考えていたが、思い切って静かに階段を上った。

　上は広い洋風の待合室になっていた。中央の卓子テーブルの上には厚い表紙の金縁の写真帳がいくつも置かれていた。石子がどうしようかと窓際の長椅子の前に佇んでいると、次の間から一人の書生が現われた。

「いらっしゃいまし」

「今日は、ちょっと松下さんにお目にかゝりたいのですが」

　石子は丁寧に云った。

「松下さんは居られませんですが」

　書生は吃驚したように云った。

「どちらへ行かれましたか」

「松下さんは滅多にこっちへ来ないのですよ」

　書生は怪訝そうな表情で答えた。

「こちらに居られると云う事を聞いて来たのですが」

「はあ、居る事にはなっていますが」

　書生は困ったように、

「鳥渡お待ち下さい」

　そう云って彼は引込んだが、引違いにこの家の主人あるじらしい四十恰好の風采の好い男が出て来た。

「いらっしゃいまし。まあ、お掛け下さいまし」

　彼は愛想よく云った。

「有難うございます」

　石子は軽く頭を下げて答えた。

「松下さんと云うのは一体何をしている人ですか」

　主人は意外な質問を発した。石子は面喰った。

「何をしているって、こちらに御厄介になっているんでしょう」

「それがね、誠に奇妙な人物なんですよ」

　主人は顔をしかめながら、

「私の所に居る事になっているらしいのですが、滅多に姿を見せないのです」

「はてね、私はずっとこちらにいると思っていたんですが」

　石子は主人の顔色を覗った。

「どうもそう見せかけているらしいのです」

　主人は苦笑いしながら、

「時々郵便が来るのです。そして松下は三日目に一度位それを取りに来るのですよ」

「こちらとはどう云う関係なんですか」

「書生と云う事になっているんですがね」

　主人の答えは益〻意外である。

「つい二週間位前ですかしら、別に誰の紹介もなくブラリとやって来ましてね、写真が研究したいから門下生にして呉れと云うのです。私の所では住込で研究さしていろ〳〵雑用もさせる代りに少しばかり給料をやるのと、いくらか教授料を取って、通いで研究させるのと二種類あるのです」




　竹内写真館主の話によると、その松下と名乗る男は早速束脩そくしゅうを納めて門下に加わったのだった。所が一向写真を研究しようともせず、前に云った通り三日目か四日目に彼宛に来る郵便物を取りに来るのだった。

「恰まるで私の宅を郵便の中継所のようにしているので、私も少し腹が立ちましたから断ろうかと思っているのですが、何分三週間の謝礼を前に取っているものですから、期限が来るまで鳥渡ちょっと云い出し悪にくかったのです」

「松下と云うのは三十六、七の色の真黒な頑丈な男で、眼が大きくて眉の気味の悪い程濃い、ひどく東北訛のある大きな声を出す男でしょう」

「その通りです」

　主人の云う所は嘘とは思えぬ。石子は登りつめた絶頂から九仭きゅうじんの谷へ落されたように情なくなった。

「今手紙は来ていませんか」

「一昨日おとゝいでしたか、すっかり持って行った所です」

　あゝ、又しても僅な違いで出し抜かれて終しまった。

「実は私はこう云う者です」

　石子は名刺を差出しながら、

「松下と云う男は本名を支倉と云って、ある犯罪の嫌疑者なのです。今度もしやって来ましたら引留めて警察へ渡して下さい」

　写真館主は名刺を受取って、吃驚したように眼を瞶みはりながら答えた。

「承知いたしました」

　石子刑事は悄然として外へ出た。

　度々の事とて見張をして呉れている同僚に合す顔がないのだった。

　同僚には手短かに話をして、歯噛みをしながら署へ帰った。

　今度こそはと期待していた根岸刑事は石子の話を聞くと落胆がっかりして終しまった。

「どうも旨く立廻る奴だなあ」

「全く以て我ながら嫌になるよ」

　石子は面目なげに答えた。

「支倉だけでも好い加減持て余しているのに、浅田なんて一筋縄で行かぬ奴がついているのだからね、骨が折れる訳さ。だけど、それだけ材料があると、愈〻浅田の奴を引っぱたいて本音を吐かせる事が出来るよ。前に一度飴を甞なめさして帰してあるのだ。今度こそは少し辛い所を見せてやるぞ」

　根岸は珍しく興奮した。

「然し奴素直に出て来るかしら。何か旨い口実があるかね」

「そうだね、岸本とか云う君の諜者はどう云う契約だったんだ」

「あれは諜者と云う訳じゃないのだ。僕に鳥渡恩を着ている事もあるし、行方不明になっている例の女中も鳥渡知っていると云うような訳で、進んで浅田へ住込んだのだがね、危いと思っていた割合にはよくやったが、結局駄目だったよ。契約なんてむずかしい事はありゃしないさ。只書生に這入ったんだよ」

「うん、じゃ岸本を利用して契約不履行とかなんとか云う訳にもいかんね」

「犯人隠匿と云う訳にも行かんし、営業違反と云う事もなし、全く困るね」

「世間ではよくこうした場合に、徒いたずらに口実を拵こしらえて良民を拘引すると云うがね」

　根岸刑事はふだんの冷然たる態度に帰って云った。

「今の場合のように非常に濃厚な嫌疑のある男の逃走を援助している男をだね、取押えて調べる道がないとすると、殆ど犯罪の検挙は出来ないじゃないか。時に誤って良民を苦しめる事があるとしても、その人はだね、丁度そんな嫌疑のかゝる状態にいたのが云わば不運で、往来で穴の中へ陥ちたり、乗ってる電車が衝突したりするのと同じ災難じゃないか。こっちは決して悪気でやっているのじゃないからね」

「そんな議論は然し世間には通用しないさ」

　石子は苦笑いをした。




「つまりこうなんだ」

　石子刑事は続けた。

「災難と云っても、穴に陥ちたり、電車で怪我したりしたのは夫々賠償の道があるだろう。我々の方へ引懸かったのはどうせ犯罪の嫌疑者だから、扱い方もそう生優くしていられないさ。さんざんまあ侮辱的な扱いを受けて揚句損の仕放しじゃ、辛い訳だね」

「賠償する事にしたって好いさ。どうせそうザラにある訳じゃないから。新聞はそんな方ばかり書くから矢鱈やたらに多いようだが、そんなものじゃないからね」

「所がそうなると僕達は直ぐ成績に影響して来るからビク〳〵もので、碌ろくな検挙は出来ないぜ」

「何にしても悪い事をする奴がなくなればいゝんだがなあ」

「そうなると僕達は飯の食上げだぜ」

「ハヽヽヽ」

「ハヽヽヽ」

　二人は顔を見合して笑ったが、さて現実の問題として見ると、こんな呑気な事は云っていられなかった。

「兎に角、俺が、浅田を引っ張って来よう」

　根岸が云った。

「そうかい、じゃお願いしようか。僕はもう少し支倉の旧悪の方を突ついて見よう。何と云って連れて来るんだい」

「無策の策と云うか、当って砕けろと云うか、別に口実なんか拵こしらえないでやって見よう。対手も食えない奴だから下手な事は云わん方が好いだろう」

　根岸と石子は別れ〳〵に白金と高輪に向った。

　石子が高輪へ出かけたのは、そこの警察へ行って放火事件を委しく調べる為だった。

「さあ、無論記録にあるはあるでしょうがね、五、六年前に半焼一軒じゃ鳥渡さがすのに骨が折れましょうて」

　係の巡査は首を捻った。

「今日は馬鹿に古い調物があるなあ」

　隣にいた巡査がニヤ〳〵しながら云った。

「僕の方は三年前の仮埋葬死体の照会だ」

「え、三年前」

　耳寄りな話だと石子刑事はその巡査の方を向いて聞いた。

「どう云うんですか」

「何ね、三年前にね、大崎の池田ヶ原の古井戸から女の死体が出ましてね、身許不明で大崎の共同墓地へ埋葬したんですがね、今日或地方から照会がありましてね、親心と云うものは有難いものですね、三年前に家出したまゝ行方不明の娘があるので、どこで見たんですかね、仮埋葬の広告を見たとみえて、早速の照会なんですよ」

　三年前！　池田ヶ原！　家出娘！　何と似寄った話ではないか。

　石子刑事は胸を轟かした。

「いくつ位の娘なんですか」

「二十二、三です」

「そうですか」

　石子は落胆した。

「えーと、やっと見つかりましたよ」

　隣の巡査が声をかけた。

「支倉方より出火、半焼と之でしょう」

　巡査の指し示す所を見ると、確に石子の求める記録だった。彼はそれを写し取って外へ出た。

　世め中はだん〳〵春らしくなる。物持らしい家の南に向った気の早い梅は、塀越しに一輪二輪綻びかけていた。冷たく顔に当る風さえが、眼に見えない伸びようとする霊気を含んでいるようだった。

　力なく〳〵帰署する石子の頭には、支倉の失踪を中心として起ったいろ〳〵の奇怪な事件が渦を捲いていた。







　　　　　　　　　　魔手




「奥さん、これですっかり手続はすみました」

　浅田は落着き払って云った。

「どうもいろ〳〵有難うございました」

　静子は丁寧に頭を下げた。

　こゝは支倉の留守宅の離れ座敷である。基督キリスト受難の掛額や厚ぼったい金縁の聖書其他の調度がありし日の姿そのまゝに残っている。石子刑事が見たら感慨無量であろう。相対した男女の二人は支倉の妻の静子と写真師浅田である。

　庭には午後の陽が暖かそうに一杯当っていた。

「之でこの家も高輪の借家の方もみんなあなたのものになった訳です」

　浅田は生際の薄くなった額を撫で上げながら、気味の悪い笑いを洩らした。

「ほんとにお手数をかけました」

　静子は格別嬉しそうにせず、

「何ともお礼の申上げようがありません」

　浅田は要件が済んで終しまっても中々尻を上げようとせず、又新しい敷島に火を点けて、四辺あたりをジロ〳〵睨み廻していた。

　静子は手持無沙汰で、一刻も早く彼の帰って呉れる事を念じていた。

「お淋しいでしょう」

　暫くすると浅田が云った。

「はい」

「お子供さんの御病気はいかゞですか」

「有難うございます。病気はもう夙とうから好いんでございますけれども──」

　静子は後を濁らした。支倉との間に出来た太市たいちという今年六つになる男の子は、少し虚弱な質で、冬になると直ぐ風邪を引いて熱を出したりするので、一月の初めから温かい海岸にいる親切な信者の所へ預けてあった。一月末には迎いに行く事になっていたが、丁度刑事に踏み込まれたりして、迎いに行くのが延々になり、子供にこんな有様を見せたりするのは面白くなかったし、幸い子供も帰りたがらないので、その儘預け切りになっているのだった。

「支倉さんも坊ちゃんに会いたがっていましたよ」

「────」

　静子は黙ってうつむいた。涙がにじみ出て来た。子供に会いたいのは彼女とても同じ事、一時も早く親子三人団欒して、昔の平和な生活に帰りたかった。もしや子供が今頃父母を慕って泣いていはせぬかと思うと、落着いた気はなかった。一時の心得違いから家を外に隠れ廻っている夫が恨めしかった。彼女はどうして夫が逃げ隠れをして、自分に家作を譲ったりする事を急ぐのか、よく分らないのだった。

　静子は顔を上げた。睫まつげにキラ〳〵と小さい露が宿っていた。

「何でございましょうか、夫は之で警察へ出頭いたしますでしょうか」

「さあ、分りませんね」

　浅田は意地の悪い笑を浮べながら、

「まあ自首なんかなさるまいよ。誰でも刑務所へ這入るなどは感心しませんからね」

「あの」

　静子は顔色を変えた。

「じゃ、矢張り罪になるような事をしたんでございますか」

「さあ」

　浅田は困ったと云う表情をしながら、

「まあそうでしょうね」

「どんな事をしたんでございましょう」

「奥さんご存じないのですか」

「聖書の事でございましたら」

　静子は云い悪くそうに、

「あれは決して盗んだのではない。正当に譲り受けたのだと申して居りました」

「そうですか。じゃ何か外にあるのでしょう」

　浅田はニヤリと笑った。




　ニヤリと笑った浅田は続けた。

「何か未だ外にあるんでしょうよ。あゝ逃げ廻る所を見れば」

「いいえ。逃げていると云う訳ではありません」

　静子は躍起となった。

「この譲渡しの手続きさえすめば進んで警察へ出頭するものと信じて居ります」

「所がね、奥さん」

　浅田は狡猾ずるそうな表情を浮べながら、

「支倉さんは未だ逃げ歩く積りですよ。本郷の方ですね、手紙の送先の写真館ですね、あれが発覚しそうになって来たので、近々又格別の所を云って寄越す事になっているのです」

「本郷の方はどうなったのですか」

「私が少し失敗あやまったものですからね」

　浅田は腮あごを撫でながら、

「宅うちへ探偵の廻物まわしものが這入ったのですよ。小僧だと思って抛って置いたのですが、うっかりして本郷の方を嗅ぎ出されそうになったのです。それでね態わざと外の所を教えて遣やって、昨日叩き出して終しまったのですが、昨日今日あたりは探偵の奴め間違った所を探し歩いて、靴をすり減らしている事でしょうよ。ハヽヽヽ」

「そんな危険な思いをしないで、早く自首して呉れると好いんですがねえ」

　静子はホッと溜息をついた。

「然しね、奥さん、これはそうあなたが簡単に考えて居られるような事じゃありませんよ」

「えっ」

「と云って、そう驚く程でもありませんがね」

　浅田は態と話を切って、じっと静子の顔を見た。

　静子は浅田の気味の悪い視線を避けながら、

「どう云う事なんでございましょうかしら」

「さあ、私にもよくは分りませんがね。もし支倉さんが潔白なのでしたら、あゝ逃げ廻る必要もなくあなたに周章あわてて財産を譲る必要もない筈です。今だに姿を晦ましているのは何か重大な罪を犯して居られるのではないかと思われますがね」

「そんな筈はございません。そんな逃げ廻るような罪を犯している気遣いはありません」

　静子はきっぱり云った。

「そうですか、それなら結構ですが」

　浅田はニヤリとして、

「大分前の事ですが、あなたの所の女中さんが行方不明になった事がありましたね」

「はい」

　静子は恨めしそうに浅田を見上げながら答えた。

「あの女中さんは、こんな事を云っちゃなんですが、支倉さんがどうかなすったのでしょう」

「はい」

「そんな事で警察へ呼ばれるんじゃないでしょうか」

「そんな筈はないと存じます。あの時の事はちゃんと片がついているのでございますから」

「はゝあ、ちゃんと片づいているのですか」

「はい、神戸かんべ牧師に仲に這入って頂きまして、すっかり話をつけましたのです」

「何でも無頼漢ごろつきの叔父かなんかゞいたようですが、そんな奴が訴えでもしたのではありませんか」

「さあ、そんな事はないと存じますが、あの叔父と申すのは随分分らない人でしたから──」

「そうだったようですね。私はあの女中さんを隠したのもそいつの仕業だろうと思っているのですよ」

「主人もそう申して居りました」

「然し、聖書の事位ならそう逃げ隠れしなくても好さそうなもんですがなあ」

　浅田は独言のように云ったが、何を思ったか形を改めて云った。

「ねえ、奥さん」




　浅田は形を改めて切出した。

「ねえ、奥さん。こんな事を云っちゃなんですけれども、支倉さんはそう頼みになる人ではありませんよ」

「────」

　静子は黙って、咎めるように浅田の顔を仰ぎ見た。

「ひどい事を云う奴だとお思いかも知れませんが、支倉さんの今度の遣方などは凄いものですよ。一月の末でしたかね、刑事がやって来た時に支倉さんは巧妙な方法で逃げたでしょう。そうしてあの晩は火薬製造所跡の庭で一晩明したのだそうですよ。何でも大きな松の木があるそこの下で一晩明したと云ってられました。それで秀吉が木下藤吉郎と名乗った故事になぞらえて、松の下で一夜を明したと云うので、松下一郎と云う名を思いついたのだそうです。松下一郎と名乗って本郷の竹内写真館に書生に入り込み、入り込むたって名ばかりで、実は手紙の中継所なかつぎしょにして置くなんて、鳥渡普通の人には思いつかない事ですよ。そうして警察の方へは始終愚弄した手紙をやっているんですよ。そんな事を考え合わすと、支倉と云う人は可成恐ろしい人ですよ」

　静子は依然として黙っていた。

「余計な事かも知れませんが」

　浅田は続けた。

「奥さん、今のうちにお見切にたったらいかゞですか。幸いに財産もあなたの名義になったんですし──」

「ご親切は有難うございますが」

　静子は堪えかねたと云う風に遮った。

「そんな話はどうぞお止め下さいまし」

「そうでしょう。そりゃご夫婦の間として、ご立腹ご尤もです。然し奥さん」

　浅田は異様に眼を輝かした。

「私の云う事も聞いて下さい。私は実際奥さんに敬服しているのです。学問もおありだし、確乎しっかりして居られる。私のとこのお篠などは無教育で困るのです。あんな奴はどうせ追出して終うのですが、どうでしょう、奥さん、私の願いを聞いて頂けましょうか」

「お願いと仰有いますのは」

　静子は蒼くなった。

「奥さん、そんな野暮な事を仰有らなくても、もう大体お気づきじゃありませんか。私も今度は随分骨を折りました。私がいなければ支倉さんは夙に捕っているのです。私は事によると罪になるかも知れないのです。私がこんな危険を犯して尽したと云うのは、どう云う訳だとお思いになります。奥さん私はたった一つの望みが叶えたいばかりじゃありませんか。ね、奥さん、支倉さんなんかにくっついていては碌な事はありません。浅田はとに角正業で堂々とやっているのです。奥さん、どうかよく考えて下さい」

「私はそんな事にお返事申上げる事は出来ません」

　静子は決心したように云った。

「失礼でございますけれども、どうぞお帰り下さいまし。子供ではございますけれども女中も居る事でございますから」

「奥さん」

　浅田は気色ばんだ。

「では私の申出を、無下にお退しりぞけになるのですか」

「止むを得ません」

「では何ですか、私があなたのために法律を犯すことさえして尽したのをお認め下さらないのですか」

「それはどんなにか感謝しているのでございます。然しそれとこれとは事が違います」

「ではあなたは飽まで支倉さんに操を立てようと云うのですか」

「はい」

「そうですか。男の私が之れほどまでにあなたを慕っているのに、私の心を察して呉れないのですね。私は詰らない人間です。然し浅田も男です。そんな冷たい事を仰有るなら覚悟がありますぞ」




「どんなお覚悟ですか」

　浅田の脅迫するような言葉に、一生懸命に勇気を振い起した静子は蒼白い顔にホンノリと赤味を現わして反問した。

「私の口一つで支倉さんは刑務所行です。どうせ軽い罪ではありません。刑務所へ行ったらいつ出られる事か、奥さん、あなたは支倉さんが赤い着物を着て牢屋で呻吟されるのをお望みですか」

「支倉に罪があるのなら致方ございません」

「奥さん、あなたはまあ何と云う気丈な事を云うのです」

　浅田は声を顫わせた。

「そんな冷たい事を云わないで、どうぞ私の望みを叶えて下さい。私は浮気で云うのではありません。心からあなたを思っているのです。ね、私はあなたに拒絶されたら生きてる甲斐がないのです。奥さん、どうぞ叶えて下さい」

「浅田さん。そうまで思って頂くのは冥加の至りですけれども。女中が居ります。どうぞお引取り下さい。それに第一あなたには、お篠さんと云う立派な方があるじゃございませんか」

「お篠なんか問題じゃないのです。あんな無教育な分らない奴なんか明日にも追出して終しまいます。奥さん、どうぞ叶えると返辞をして下さい」

「浅田さん──」

「この通りです、奥さん」

　浅田は畳に額をすりつけん許ばかりに両手をついて頭を下げた。

「まあ、そんな事をなすっては困ります」

「私はあなたに拒絶されては生きていられないのです」

　浅田は泣き声を出した。

「ねえ、奥さん、一生の願いです」

「それは無理と云うものです」

「そんな事を仰有らないで──」

「もうどうぞお帰り下さい」

　静子は思わずきっと云った。

「じゃ何ですか」

　浅田は態度を改めた。

「之ほど云っても私の望みを聞いて呉れないのですか」

「致し方ございません」

「奥さん、よくも恥をかゝせましたね。こうなっては浅田も男です。のめ〳〵とは帰りません」

「────」

　静子は非常な不安に襲われて、身体を縮ませながら浅田の様子を覗った。

「もう一度よくお考え下さい」

　彼は息を弾ませながら云った。

「考える余地はございません」

　浅田は無言ですっくと立上った。静子はブル〳〵頭えながら身構えした。

　浅田は猛獣が獲物に近寄るようにジリ〳〵と彼女に迫った。

「何をなさるのです」

　静子は必死の力を振って叫んだ。

「し、失礼な事をなさると、声を揚げますよ」

　然しそんな努力は反って薪に油を注ぐようなものだった。彼女がこう叫んだのをきっかけに浅田は飛びかゝった。

　静子は一生懸命に身を踠もがいた。然しそれは畢竟ひっきょう猫に捕えられた鼠の悲しい無駄な努力だった。浅田はジリ〳〵と彼女を羽交締めにした。

　静子は繊弱かよわい女の身の弱い心から、殊に対手は今まで親切にして呉れた浅田ではあるし、声を挙げて女中を呼ぶ事は幾分躊躇されたので、黙って身を踠いていたので、浅田はそれにつけ込んで彼女を押倒そうとした。彼女は最早忍んでいられなかった。救いを呼ぼうと思ったとたんに、遠く離れた所だったが、足音がした。

　浅田ははっと彼女を抱きしめていた腕の力を抜いた。その隙に彼女は逃げ出した。浅田は直ぐに彼女を追った。格闘が始まった。襖が外れてドタンバタンと音がした。

　バタ〳〵と誰やら駆けつけて来る音がした。




　静子は必死に浅田の魔手から逃れようとする、計らずも起った格闘にドタンバタンと音がしたが、其音に駆けつけて来たのは誰ぞ、それは思いがけなくも夜叉のような形相をしたお篠だった。

　浅田は驚いて、静子を捕えた手を放した。静子ははっと飛び退いて乱れた裾を掻き合せた。

　お篠はいきなり浅田に獅噛しがみついた。

「何をふざけた事をしやがるのだっ！」

　お篠は浅田に武者振りつきながら泣声を振絞るのだった。

　浅田はお篠を振放そうとしたが、女ながらも必死の力を籠めているので生優しいことでは放れない。彼は大きな拳を上げて、お篠の頬を撲り飛ばした。それから打つ、蹴る、噛みつく、暫し乱闘が続いた。

　お篠は口惜し涙に咽むせびながら、切々きれ〴〵に喚き出した。

「口惜しいっ！　ひ、人を馬鹿にしやがって、亭主のいない留守につけ込みやがって、何だこの態ざまは！ さっきからいくら玄関で呶鳴ったって、下駄がちゃんと脱いであるのに、返事をしやがらねえ、変だと思っているうちに奥の方でドタンバタンと音がするから来て見ればこの体だ。何てい恥ざらしな真似をするんだ。口惜しい、口惜しいよう」

「静かにしろ」

　浅田の眉は悪鬼のように吊上がった。

「愚図々々吐ぬかすと、只じゃ置かないぞ」

「なんだって、只は置かないって面白い、手前が恥しい真似をしやがって、あたしをどうしようていんだ。殺すなら、さあ殺せ」

「うるさいっ」

　浅田は呶鳴った。

「貴様みたいな奴を誰が殺すもんか。こゝでは話が出来ない、家へ帰れ」

「誰がこのまゝ家へ帰るもんか。あたしゃこの場で何とか極りをつけて貰うまで一寸だって動きゃしない」

「帰れったら帰らないか」

「いやだよう、支倉の奥さん、何とか鳧けりをつけとくれ」

　静子は蒼白い顔をして、大きく肩で息をしながら、浅間しい夫婦の乱闘を眺めてはら〳〵していたが、どうする事も出来なかった。

　浅田はとう〳〵お篠の腕を捻上げて、グン〳〵引立てた。

「奥さん」

　部屋を出る時に浅田はグッと静子を睨みつけながら云った。

「どうも失礼いたしました。このお礼はきっとしますぞ」

　静子はブル〳〵顫えて顔を伏せた。

　泣き喚くお篠をしっかり小脇に抱えて、玄関に出ると浅田はハッと立竦んだ。

　そこには根岸刑事が冷やかな笑を浮べながら、突立っていた。

　日外いつぞや一度取調べられてから、どことなく底気味の悪い刑事だと思っていた根岸が、時も時、ひょっこり眼の前に立っていたのだから、浅田の驚きは大抵でなかった。彼は思わずお篠を抱えた手を放した。

「態ざま見ろ」

　お篠は呶鳴り出した。

「警察の旦那がお前に用があると云って来たので、大方こゝに潜り込んでやがるのだろうと思って、旦那を案内して来たんだ。それを知らないで、ふざけた真似をした上に、あたしをこんな酷い眼に遭せやがった。ヘン、玄関に刑事さんが待っているとは気がつかなかったろう。いゝ気味だ。さあ旦那、こんな奴は早く引っ縛って連れて行っておくんなさい」

「真昼間から夫婦喧嘩は恐れ入るね」

　根岸刑事はニヤ〳〵とした。

「夫婦喧嘩じゃありません。この野郎が支倉の奥さんに──」

　お篠が喚き立てようとするのを浅田は押えた。

「根岸さん、私に何か御用ですか」

「えゝ、鳥渡聞きたい事があるので、署まで来て貰いたいんですよ」

「そうですか、じゃ直ぐ参りましょう」







　　　　　　　　　　墓を発あばく




　牛込神楽坂署の密室で、庄司署長を始めとして、大島司法主任、根岸、石子両刑事の四人が互に緊張した顔をして何事か協議していた。

「すると何だね」

　大島司法主任は石子に向って云った。

「その大崎の池田ヶ原の古井戸の中から上った死体が、支倉の家にもと女中をしていて三年前に行方不明になった小林貞と云う女ではないかと云うのだね」

「そうです」

　石子刑事は答えた。

「その死体は死後六ヵ月を経過していたと云うのですが、そうすると死んだ時が恰度その女が行方不明になった時に一致するのです。貞と云う女は既に三年になるのに何の便りもないのは既に死んでいるものと認めて好いでしょうし、その井戸から上ったと云う女も今だに身許不明なのですから、同一人ではないかと云う事も考えられます。それに井戸のある場所が大崎ですし、もし支倉がその女を井戸へ投げ込んだのではないかと疑えばですね、井戸のある所が支倉の近所で、誘おびき出して投げ込むには屈竟な所ですから、どうもその娘でないかと思うのです」

「成程」

　司法主任は大きくうなずいた。

「所がですね、年齢の点が一致しないのです。当時の警察医の報告では二十二、三歳と云う事になっているのです。実際は十五か十六の訳なんですが」

「ふーん」

　主任は考え込んだ。

「年齢が違うにもかゝわらず、私が尚そうではないかと主張するのは、こう云う事実があるのです。私は高輪署へ支倉の放火事件の事を調べに行って偶然にそう云う身許不明の溺死体があった事を聞き込んだのですが、妙な事には、私の為に自ら進んで諜者になって例の浅田と云う写真師の所へ住み込んだ岸本と云う青年が同じような事を聞き出したのです」

「浅田の宅で聞き出したのかね」

「そうなんです。浅田の家内のお篠とか云うのが、池田ヶ原の井戸から問題の女の死体が出た時に見に行ったと云うのです」

「えッ」

　主任は身体を乗出した。

「で、何かい死体に見覚えがあったとでも云うのかい」

「そうだと問題はないのですがね」

　気の早い主任の言葉に石子は苦笑しながら、

「何しろ井戸の中に六ヵ月もいたのですから、判別はつきますまいよ」

「じゃどうしたと云うのだね」

「お篠の云うにはですね、彼女がその死体を見に行った時に、現場で支倉に出食わしたと云うのです」

「ふゝん」

「そして二人で、見た所は未だ若いようだが、可哀そうな事をしたものだと話合ったそうです」

「成程」

「支倉がその死体を見に行ったと云う事は、鳥渡我々の頭へピンと来る事実じゃありませんか」

「そうだね」

　主任はうなずきながら、

「犯人はきっと犯行の現場を見に来ると云った我々の標語モットーから云うと、支倉が池田ヶ原の古井戸まで死体を見に行ったと云う事は看過すべからざる事実だね」

「支倉が浅田の妻君に向って、『どこの女だか知らないが、可哀想なものだね』と云った事などは犯罪心理学の方から云って面白い事だね」

　浅田の取調べの席を外して特に列席していた根岸刑事は口を挟んだ。

「僕もそう思うのだがね」

　石子刑事は気乗のしないように答えた。

「どうも年の点でね」

「死後六ヵ月を経過した溺死体の年なんてものは的確に分るものじゃないさ」

　今まで黙々として聞いていた庄司署長は初めて口を出した。

「で、何かい、その死体は他殺ちゅう事になっとるのか、それとも自殺となっとるのかね」




「自殺と云う事になっているのです」

　石子は署長の質問に答えた。

「然し、司法検視をやっていないのですからね。警察医が形式的に見たのに過ぎないのです」

「当時の井戸の状態はどうなっとったのかね、過失で落ちるかも知れんと云う状態になっとったかね」

「それがですね」

　石子は署長のグン〳〵追究するような質問に少したじろぎながら、

「何分三年も前の事で、その後井戸は埋めて終いましたし、どうもよく分らないのです。然し調べた所に依りますと、確に井戸側はあったようで、過失で陥込むような事はなかろうと思われます」

「ふん」

　署長は忙せわしく瞬きながら、

「それで何だろう、その娘が覚悟の自殺をしたかも知れんと云う事実はないのだろう。遺書なんか少しもなかったと云うじゃないか」

「遣書なんか一通もないのです。それに年が僅に十五か十六ですから、聞けば少しぼんやりした方で、クヨ〳〵物を考える質たちではなかったそうですから、自殺と云う事は信ぜられませんね」

「じゃ、君、過失でもなし、自殺でもないとすると、他殺に極っとるじゃないか」

「えゝ、その屍体が貞と云う娘に違いないとしてゞですね」

「年齢の差などは当にならんさ」

　署長は押えつけるように云った。

「僕の考えでは一度その屍体を調べて見る必要があるね」

「然し、署長殿」

　司法主任は呼びかけた。

「その屍体は自殺と云う事になっているのですが」

「そいつも確定的のものでありませんね」

　根岸が口を出した。

「死後六ヵ月の溺死体とすると容易に自殺他殺の区別を断言する事は出来ませんね」

「それもそうだ」

　主任はうなずいたが、

「どうも高輪署が屍体を普通の行政検視ですませ、司法検視をしなかったのは手落だなあ」

「それはね」

　石子刑事は云った。

「どうも品川署との所管争いでおっつけっこをしていた結果ですよ。何しろあの原は恰度両署の境界になっていますからね。で、結局高輪署が背負込んだ時には、えゝ面倒臭いと云うので、形式的に検視をしたのじゃないかと思います」

「他署の非難は第二として」

　署長は云った。

「どうだ、その屍体を調べようじゃないか」

「さあ」

　大島主任は二人の刑事の顔を見廻した。

「屍体発掘は面倒ですし、もしそうでない場合にはね」

　石子刑事は考え〳〵云った。

「僕はやって見たら、好いと思うね」

　根岸刑事は云った。

「支倉の今迄の遣口を見ると、どうもその位の事はやり兼ねないからね。高の知れた聖書を盗んだゝけの問題ならそう逃げ隠れする必要もなし、あんなに執拗に警察を嘲弄する必要もないのだ。それは奸智に長たけている事は驚くべきものだ。殺人位平気でやる奴だよ」

「僕もその意見には賛成だが、然し、それは問題の屍体が小林貞かどうかと云う事とは別だからね」

「然し君の話だと九分九厘まで行方不明になった女中の屍体らしいじゃないか」

「そうは思うがね、何分年齢が違うし、それに溺死後半年で見出され、埋葬後既に三年に垂なんなんとしているから、発掘したって果して誰だか鑑別はつくまいと思うのだ」

「年齢の相違する点から云うと実際考えものだね。もし違うとどうも責任問題だからね」

「やって見るがえゝじゃないか」

　署長は声を高くして拳をドシンと机に当てた。

「間違えば仕方がない、それ迄の話だ。責任は一際俺が背負う」

「宜しい」




　署長の責任を負おうと云う言葉に大島司法主任は赭ら顔を緊張させた。

「その屍体を発掘させましょう。責任は署長を煩わすまでもない私が負います」

「賛成です」

　根岸刑事は云った。

「署長始めそう云われるなら、私も安心です。やりましょう」

　石子刑事は語尾に力を籠めて云った。

「では、その発掘場所其他の取極めについては石子君を煩わそう」

　主任は云った。

「承知いたしました」

　相談が一決すると、石子刑事は勇躍して大崎の共同墓地に向った。

　所が問題はそう簡単ではなかった。

　身許不明の屍体の仮埋葬は墓地の片隅の十坪あまりの地所内で行われるのだが、墓標などは元より何一つ印が立っていないのだった。

　三年前の井戸から上った屍体が果してどの辺に埋めてあるのやら恰まるで見当がつかないのである。と云って片っ端から掘っては、どの屍体がどれやら証明する手段がない。要するに誰かその屍体はこゝに埋めたと云う事を知っているものゝ智恵を借りるよりない。

　石子刑事はハタと困った。

　彼は兎に角、この墓地で長く墓掘はかほり人夫をしているものを物色した。幸に二、三人の人夫を尋ね出す事が出来た。けれども三年前の屍体だと云うと、いずれも云い合わしたように、

「さあ」

　と小首を傾けるのだった。

　石子刑事は躍起となった。折角自分が云い出して、署長始め司法主任も進んで発掘に賛成したのに、いざと云う場合になって埋葬箇所が分らないではすまされない。彼は共同墓地を中心として熱心に心当りを尋ね廻った。そうして其日の夕刻彼は漸く一人の墓地人夫を探し当てゝ、朧気おぼろげながらに当時の有様を知る事が出来たのだった。

「えーと」

　人夫は真黒な皺だらけな顔を仔細らしく傾けながら、

「そうです、もう三年になりますよ。暑い時分でした。井戸から上ったと云う、プク〳〵に脹れた二た目とは見られない娘の屍体を埋めた事があります。大きな花模様のある着物を来て黒っぽい帯しめていましたっけ」

「え、え、何だって」

　石子刑事は耳を疑うように問返した。彼がかつて支倉の妻の静子から聞いた所に依ると、女中のお貞は家出当時、牡丹模様のメリンスの着物に黒繻子の帯をしめていたと云うではないか。

「着物の事なんか委しく知ってますのはね」

　人夫は石子の驚きが激しかったので、弁解するように云った。

「実はその何です。着物を見ると派手な子供ぽいものを着ているし、帯を見ると黒ぽくて年寄染みているでしょう。それに身体の様子も子供ぽいのに、エヘヽヽ」

　人夫は卑しく笑い出した。

「旦那の前ですけれども、その……がね、すっかり発達して立派に大人なんです。それで仲間で一体年はいくつかって賭をしましたよ。そんな事で割によく覚えているのです」

　聞いているうちに石子刑事の頭に被さっていた暗い影は朝霧のように次第に晴れて行った。彼の心配していた年の点もどうやら説明のつくらしい所がある。お貞の屍体に相違ないと云う考えが確乎として来た。

　翌朝神楽坂署の前には一台の大型自動車が勇ましくエンジンの響きを立てゝいた。車には大島司法主任、石子、渡辺両刑事以下四、五人の刑事と制服の巡査、案内役の人夫などがいずれも顔面を緊張させて乗込んでいた。彼等は大崎の墓地に死後半年に発見せられ、埋葬後三年を経過した他殺の嫌疑ある死体を発掘に向うのだった。

　やがて自動車は爆音けたゝましく疾駆し始めた。




　大空はドンヨリ曇って、その下を鼠色の怪しげな形をした雲が不気味な生物のように、伸びたり縮んだりしながら、東北の風に吹き捲くられて西南へ西南へと流れて行った。

　広々とした稍小高い丘に大小取交ぜ数百基の墓石が不規則に押並んで、その間に梵字を書いた卒塔婆の風雨に打たれて黒ずんだのや未だ木の香の新しいのなどが、半なかば破れた白張の提灯などと共に入交っていた。墓石の周囲の赤黒い土は未だ去りやらぬ余寒の激しさに醜く脹れ上っていた。遙に谷を隔てた火葬場の煙突からは終夜よもすがら死人を焼いた余煙であろう、微に黄ぽい重そうな煙を上げていた。墓地には殆ど人影はなかった。

　折柄、墓石の下に永久とこしえの安い眠りについている霊を驚かすように一台の大型自動車がけたゝましい爆音を上げて、この大崎町の共同墓地を目がけて、驀地まっしぐらに駆けつけて来た。

　やがて自動車は墓地の入口にピタリと止った。中からドヤ〳〵と降りた人達は墓地の発掘に出張した神楽坂署の一行だった。

　墓地の一隅に十坪あまりの平坦な所があった。うかと通り過ぎた人には只の空地と見えたかも知れぬ。然しそこは引受人のない身許不明の屍体を仮りに埋葬した所だった。墓石はもとより墓標すらなく、埋葬した当時にホンの少しばかり盛り上っていた土も雨に流され、風に曝されて、いつの程にか形を止とゞめぬようになっているのだった。

　警官の一行は案内の人夫に連れられて、空地の前に立った。

　同じ人間に生れて同じく定命つきて永劫の眠りについても、或者は堂々と墻壁しょうへきを巡らした石畳の墓地に見上げるような墓石を立てゝ、子孫の人達に懇ねんごろに祭られている。それ程でなくても、墓石一基に香華一本位の手向のあるのは普通であろう。それに何等の不幸ぞ。この一隅に葬られている人達は名さえ知られないで、恰まるで犬か猫のように無造作に埋められている。勿論畳の上で死んだ人達ではないのだ。然しこの墓地の一隅に立ってこんな感傷的な考えを起す人は稀だろう。都会生活の人々は忙しくてそんな事を考えている暇はないのだ。況んや、今こゝに来た人達は大島司法主任を初めとしいずれも警察界の人で、而も三年前に埋葬された身許不明の死体が他殺の疑いありとして発掘すべくやって来たのであるから、いずれも顔面に只ならぬ緊張の色を現わして、こんな小さな同情心みたいなものを起す余裕のなかったのは当然である。

「どこの所だ」

　大島警部補は案内の人夫を顧みて、呶鳴りつけるように云った。

「こゝです」

　人夫は空地の中程を指し示した。

「よし、掘り出せ」

　主任の命令が一下すると、ショベルを手にして待構えていた二、三人の人夫は一塊りになって、指し示された箇所に出た。やがて、サクッとショベルの先が軟かい赤土に突当った。

　一突、二突、見る見るうちに穴は掘られて行く。警官達は無言でじっと見つめていた。どうして聞伝えたか近所の長屋のおかみや子供達が十人あまり、だらしない風をしながら、遠巻きにパラリと取巻いていた。

　空からは時折りパラ〳〵と雨滴が落ちた。遮ぎるものゝない野を肌の下まで浸み亘るような冷たい風が通り過ぎて行く。

　掘り起された土は穴の廻りに次第に堆高うずたかく積まれて行った。さして深くない墓穴の事とて、人夫のショベルはやがて何かに突き当った。彼等は云い合したように穴を覗き込むと、忽ちショベルの手を休めて、警官隊に合図をした。さっきから待ちかねていた石子刑事は飛び出して穴を覗いた。穴の底には白骨の一部が現われていた。




　白骨の一部が見え出すと、人夫は注意してショベルを動かし出した。やがて完全な一人分の白骨が掘り出された。屍体は埋葬当時は無論粗末ながらも棺に収めてあったのであろうが、今はその破片さえ認められぬ程朽ち果てゝいた。着衣の一部と思われるものさえも止とゞめていなかった。

　白骨は直に用意の白木の箱に収められて自動車に積まれた。主任以下が乗り込むと、自動車は再びけたゝましい音を立てゝ、凱歌を奏するように揚々として走り去って行った。

　白骨はそのまゝ警視庁の鑑識課に運ばれた。溺死体や惨殺された死体など、近親の人でさえ容易に見分けのつかぬものである。況んや、今発掘して来た屍体は井戸から上った時に既に六ヵ月を経過して何者とも判弁し難かったのであった。現にこの女を井戸に投げ込んだと云う嫌疑を受けている支倉が、当時この屍体を平気で見に行って、誰も彼の家の女中である事に気がつかない事を確めているのではないか。

　それを埋葬後三年を経過して、すっかり白骨に化している屍体をどうして、どこの何者と確定する事が出来るだろうか。

　鑑識課に白骨を置くと石子刑事は鑑識がすむまで残る事にして、他の一行は再び自動車を駆って一先ず帰署する事になった。

　庄司署長は結果いかにと待受けていた。

「どうだ、旨く掘り当てたかね」

　彼は大島主任の顔を見ると直ぐに声をかけた。

「はい、人夫の指定した所に丁度旨く可成り長く埋まっていたらしい白骨がありました」

「そうか、それで鑑識課の方へ廻したのだね」

「はい」

「旨く鑑定が出来るか知らん」

「大丈夫だろうと思います。小林貞の骨格の特徴などが相当分って居りますし、着衣の一部なども手に入れる事が出来ましたから」

「そうか」

　署長は暫く考えていたが、

「支倉の逮捕は一体どうなったのだ。一向捗はかどらんじゃないか」

「申訳ありませんです」

　主任は頭を下げながら、

「根岸が例の浅田と云う写真師を召喚して取調べて居りますから、遠からず、彼の潜伏場所が判明するだろうと思います」

「浅田と云う奴は中々食えぬ奴らしいが、根岸で旨く行くかね」

「根岸なら心配はないと思いますが、場合によっては私が調べます。署長殿を煩わす程の事はないと存じます」

「君がそう云うなら暫く根岸に委せて置くとしよう。で、鑑識の結果はいつ分るのだね」

「石子が残っていますから判明次第帰署して報告する事になっています」

　折柄扉ドアをコツ〳〵叩く者があった。

　大島主任が立上って扉を開くと恰まるで死人のように蒼ざめた顔をした石子刑事がヨロ〳〵と這入って来た。

「ど、どうしたんだ君」

　大島主任は驚いて声を上げた。

「署長」

　石子刑事は苦しそうに喘ぎながら、振り絞ったような声を上げた。

「私はじ、辞職いたします」

「どうしたんだ」

　署長は不審そうに彼の顔を眺めながら、

「しっかりしろ、突然辞職するったって訳が分らないじゃないか。訳を云って見給え」

「屍体が違ったのです。全然違うのです」

「えっ」

　署長と主任は同時に驚駭きょうがいの声を上げた。

「全然違うのです。今朝掘り出したのは老人の屍体なのです」

　石子刑事は悲痛な表情を浮べて口籠りながら云った。

　署長と主任は思わず顔を見合せた。




　石子刑事の意外な報告に署長は思わず司法主任と顔を見合せたが、やがて静かに云った。

「君、そう興奮してはいかん。もう少し落着いて委くわしく話して見給え」

「はい」

　石子は余りに狼狽うろたえた自分の姿を少し恥じながら、

「先刻大崎の墓地から白骨になった死体を発掘して、鑑識課へ持って行きました事は主任から御聞きの事と存じます。私は一人残りまして結果を待って居りました。恰度居合せました医者は小首を捻りながら、

『どうも可笑しいぞ。之は女の死体じゃない』

と申して居りましたので、少し心配して居りますと、所へ外の用件で見えた帝大の大井博士が御出になりまして、じっと暫く見て居られましたが、

『君、之は男の骨だよ。而も老人だ』

と云われたのです。外の人と違って、博士の鑑定せられたのですから絶望です」

「うん、そうか」

　署長はうなずきながら、

「つまり掘った死体が間違っていたのだね。問題の池田ヶ原の井戸から上った死体が男だったと云う訳ではないだろう」

「はい」

「そうすればその井戸から上った女の死体は墓地のどこかに埋まっている訳じゃないか」

「はい。そうです。高輪署の記録が違っていなければ、あの墓地のどこかに埋まっている筈です」

「高輪署の記録が違っている筈がないじゃないか。現に君を案内した人夫も三年前にそういう死体を扱った事を認めたじゃないか」

「はい。然し彼の覚えていた場所を掘った所が老人の死体が出て来たのです」

「然し」

　署長は押被せるように云った。

「人夫がそう正確に場所を覚えていた訳じゃないだろう。一間や二間、どっちへ狂ったって分りゃしない」

「それはそうですけれども」

　石子は当惑したような表情をしながら、

「そう云う当てずっぽの掘り方では果して問題の死体であるかどうかと云う事は証明が非常に面倒になります」

「面倒になったって埋っているものなら掘り当る事が出来るさ。それに大体見当がついとるじゃないか」

「それはそうですけれども」

「もう一度掘るさ。どうだね大島君」

「そうですね」

　主任は答えた。

「も一度掘るよりありませんね。このまゝ止める訳にも行きますまい」

「埋めた死体がないと云う筈はない。掘り当てるまでやるさ。それとも君は」

　署長は石子の方を向いて、

「諦めたとでも云うのかね」

「いゝえ、そうじゃないのです」

　石子は稍力強く答えた。

「署長殿がお許し下されば何回だって掘ります。然しその結果ついに目的の死体が判明しなかった場合には問題になりますから、寧ろ今私がお咎めを蒙って、辞めようかと思ったのです」

「辞めるなんて云う程の大きな事じゃないじゃないか。君は今三年前の殺人で殆ど証拠が湮滅しかゝっている大事件の探査にかゝっとるのじゃないか。之しきの事にめげてどうするのだ」

「はい」

「間違いは間違いだ。大いに遣やり給え」

「そう云って頂くと私も非常に心強いのです」

　石子は感激しながら、

「遣ります。大いに遣ります」

　石子は決心の色を面に浮べて、一礼すると勇気凜々と云う足取りで戸口に近づいた。

　署長はその有様を快げに見送っていたが、何を思ったか声をかけた。

「あゝ、君、石子君、鳥渡待ち給え」




　戸口から出ようとする所を呼び止められた石子刑事は微に不安の色を浮べながら戻って来た。

「何か御用ですか」

「うん、墓地の発掘の時には僕も行こう」

「えっ」

　石子刑事は驚いて署長の顔を見上げた。

「僕も行って立会おう。その方が好い」

「然し署長殿」

　主任は口を出した。

「あなたが行かれて、もし──」

「今度間違うと動きが取れなくなると云うのだろう。何全部俺が責任を負うさ。俺には失敗したからって部下の罪にするような卑怯な事は出来ない。だから出ても出なくても同じなのだ。俺が一緒と云う事は石子君を励ます上に於ても効果がある筈だ」

「それはそうです」

　主任はうなずいた。

「じゃ、明日みんなで出かける事にしよう」

「然し」

　主任は尚気が進まぬように、

「今度失敗すると、永久にこの事件は闇から闇に葬られて検挙が出来ません」

「君は失敗の事ばかり心配するじゃないか」

　署長は叱責するように云った。

「仮令たとえ三年前埋葬した屍体だって、実際埋めたものならない筈もなし、又、それと証明の出来ない筈はない。警察官がそう引込思案では駄目だ。我々はこの世から悪人を根絶すると云う任務を持っている。その為には悪人を検挙して法官の前に差出さねばならん。悪人がいつまでも、明白な証跡を我々に提供して呉れない以上、我々は時々冒険を敢てしなくてはならん。見込捜索と云う事は無論ある程度まで危険を伴う。然しそう〳〵いつでも証拠の歴然とするのを待って検挙を始めると云う訳には行かんじゃないか」

「それは御説の通りです」

　主任は静かに答えた。

「じゃ、ひとつ我々は、確信を持って支倉の旧悪を立証すべき証拠物件の蒐集にむかおうじゃないか」

「承知いたしました」

　大島司法主任は答えた。

「私も何も徒いたずらに消極主義を称える訳じゃないのです。署長殿がそう云う御決心なら、大いに気強い訳です。必ず死体を探し出しましょう」

「宜しい、では明日は墓地に僕も行く」

　署長はきっぱり云い切ったが、言葉をついで、

「それから君、支倉の検挙を一日も早くしなければならんぞ。逃走後既に三、四週間にもなっている。然も彼は今尚毎日のように警察に宛て、愚弄嘲笑の限りを尽した手紙を寄越すではないか。実に横着極まる奴だ。一日も早く捕えねばならん」

「その点は御安心下さい」

　主任は云った。

「浅田の取調べが調子よく進んでいます。遠からず彼の居所が判明するでしょう。実は石子君に早くその方に廻って貰いたいのですが、死体発掘と云う重要な事の為に遅れているのです」

「私も一時も早く支倉逮捕の方に廻りたいのです。彼は私に対して一方ならぬ侮辱を加えているのです」

「うん、そうだ。君はどうしても彼を捕えねば男が立たんのだ。大いに君に期待しよう」

　署長は大きくうなずいたが、やがてきっとなって、

「では、兎に角明日は一同揃って墓地に出かけ、目的の死体を掘り出すとしよう」

「承知いたしました。では一切の準備をいたして置きましょう。それから君」

　主任は石子刑事に向って、

「今日掘って来た死体は明日元の所へ埋めなければならんね」

「そうです」

　石子は答えた。

「明日出かける時に持って行く事としましょう」

　大島主任と石子刑事は署長に一礼して立上った。二人の顔面には堅い決心の色が溢れていた。

　あゝ、彼等は果して三年前の埋葬屍体を発掘し、支倉の旧悪を発あばき得るや如何に。




　屍体発掘に失敗した大島司法主任、石子刑事を初め神楽坂署員一同の不安と焦燥のうちにその夜は明けた。

　翌朝も前日のように暗雲低く飛んで時に薄日の差すような陰鬱な日だった。前日の大型自動車には新しく乗り込んだ庄司署長が中央に構え、誤って掘り出した白骨の棺と共に、時に砂塵を上げ、時に泥土を跳飛ばしながら、大崎の墓地を目がけて疾駆した。

　昨日の失敗に懲りた石子刑事は案内役の人夫に事の次第を簡単に話した末、もう一度埋葬箇所を熟考するように命じた。

「たしかに昨日掘った辺りだと思いますがね」

　人夫は皺だらけの渋紙のような顔に困惑の色を浮べながら、

「事によるともう少し左寄りだったかも知れません。ようがす。もう一度掘り返しましょう」

　そう云って人夫は墓地の中程に進んで、昨日掘り返した跡のすぐ隣の地点を指し示した。

「今度はこの辺を掘って見ましょう」

　人夫の後に従った石子刑事は少し遅れて大股に歩んで来る署長の方に振り向いた。

「こゝをもう一度掘らして見ます」

「宜かろう」

　署長は大きくうなずいた。

　はっしと許ばかりに人夫はショベルを軟かい赤土に突込んだ。

　周囲に立った署長初め三、四の警官は黙って人夫の手の動くのを見守っていた。

　穴は次第に大きく開いた。

　ショベルから勢いよく一塊りの赤黒い土が投げ出されると、バラ〳〵と細かい黄ろぽい土塊が代りに穴の中へ転げ込んだりした。

　やがて穴の底には昨日のように白骨の一部が現われ出た。石子刑事は息を殺して白骨が次第にその全部を現わして来るのを見つめていた。

　掘り出された白骨は殆ど完全に骨ばかりになっていた。棺も着衣も腐朽して殆ど痕跡を止めない程だった。只屍体の背部の恰度屍体の下敷になっていたと思われる部分に、少しばかりボロボロになった布片が残っていた。

　石子刑事は注意深くその布片を地上に拡げて見た。布片は二重になっていて、下敷になっているのは帯の一部らしく、上側のは着物の一部らしかった。帯と思われるものは黒ぽい色で、割に幅の広いものゝ一部と思われた。石子刑事は見る〳〵喜色を現わして、不安そうに白骨を眺めている大島主任を呼びかけた。

「司法主任殿、之は女帯の一部らしいですよ」

「成程、君の云う通りらしいね」

　司法主任はじっと布片を眺めながら、

「こっちの方は着物らしいが、色がすっかり褪せて終しまってよくは分らないけれども、何か模様があるようだね」

「地もメリンスらしいじゃありませんか」

「うん、どうもそうらしい」

「そうすると」

　石子刑事はいよ〳〵面を輝かしながら、

「服装の点が問題の死体に一致します。おい、君」

　彼は人夫の方を振り向いて、

「女は模様のあるメリンスの着物に黒い繻子の帯をしめていたと云ったね」

「えゝ、そうです」

　人夫はうなずいた。

「それが恰度小林貞の家出当時の服装に一致するのです」

　石子は主任に向って云った。

「じゃ」

　先刻から黙って石子の話を聞いていた署長は始めて少し微笑みながら、

「之に違いないのだね」

「はい」

　石子は署長の方に向き直った。

「之に相違ないと思います」

「うん」

　署長は満足そうに、

「白骨の寸法から見ても少女らしく思われる。宜しい、之を持って引上げよう」

　署長の命令の下に昨日の老人の白骨は元の穴に埋られ、棺の中には新たに掘出した白骨が収められた。







　　　　　　　　　　曙光




　二回目に発掘して来た白骨が小林貞と判明したか、自殺か他殺か区別がついたか、その鑑定の結果は後に述べる事として、一度神楽坂署の刑事部屋を覗いて見る事にしよう。

　三尺の頑丈な戸口の外には出入する所のない、十畳敷ばかりのガランとした刑事部屋は、二方の窓から受入れる光線で割合に明るいが、誰でもこの部屋に入れられて、物凄い眼つきの荒くれ男に取巻かれて、鋭い質問を浴せかけられたら、怯じ恐れないものはないであろう。況まして少しでも後暗い事のあるものは縮み上って、恐れ入るのが当然である。然し中には強情なしたゝか者があって、時には刑事達の手荒い取調べにも頑強に屈しないものがある。写真師浅田の場合はそれだった。

「それでは何だね、君はどうしても支倉の居所を知らないと云うのだね」

　根岸刑事は大抵の人間ならその一睨みで、震え上って終しまいそうな冷いギロリとした眼でじっと対手を見据えた。

「知りません」

　渡辺刑事初め二、三の刑事達に取巻かれた浅田は、浅黒い顔の些しさゝか血の気は失せていたが、平然として答えた。

「好い加減にしろ」

　根岸刑事は責めあぐんだように、

「いつまで隠していたって仕方がないじゃないか。君が支倉の居場所を知らないと云う筈がないじゃないか」

「何と云ったって、知らないものは知りません」

「ふゝん、未だ頑張るんだね。君は毎日のように支倉と文通していたじゃないか」

「文通はしていました。然しそれは大内と云う写真館を中に置いての事で、直接に文通していた訳ではありません」

「だからさ」

　根岸刑事は押被せるように、

「その中に置いている家を云えと云うんだ」

「大内の方が発ばれて終ったので、別の所を拵こしらえて知らせると云う事になったきり、何とも云って来ないから、今どこに居るのか少しも分らないのです」

「馬鹿を云え。その打合せはちゃんとすんでいる筈だ。君は支倉がどんな罪を犯している男か大体想像はついているだろう。犯罪人を庇護するのは犯罪だと云う事を知らないのかっ」

「知っています」

「じゃ、早く支倉の居所を云うが好い」

「知りませんから云えません」

「ちょっ、強情な奴だな。おい、君は一体、拘留されてから今日は幾日目だと思うんだい」

「そんな事はあなたの方が好く御存じの筈です」

　浅田は無念そうな顔をして云った。

「ふゝん」

　根岸は嘲笑いながら、

「今日でもう三日目なんだぜ。初めは俺も下手に出て、君を怒らさないように、あっさりと白状させようと思ったのだ。俺は一体手荒な事が嫌いで、誰を調べるにしてもこんな荒っぽい言葉は遣った事はないのだが、君のような強情な奴に会っては敵わない。この根岸が堪忍の緒を切ったら、どんな事になるか分らないぞ」

　さして大きな声と云うのではないが、根岸の詰問には一種の底力があって肺腑にグン〳〵応えて来る。それに彼のギロ〳〵した眼の不気味さ。流石の浅田もぶるっと顫えた。けれども彼も尋常一様の曲者ではない。根岸刑事の脅迫するような言葉を、うんと丹田に力を入れて跳返しながらきっぱり云った。

「何と云われても知らぬ事は知りません」

「一体君は」

　根岸刑事は少し態度を和げながら、

「どう云う義理があってそう、支倉の利益を計るのだい」

「別に義理なんかありません」

「ふん、そうか」

　根岸は冷笑を浮べながら、

「じゃ何か目的があるのだね」




　根岸刑事に支倉の利益を計るのは何か目的があるのだろうと云われて、浅田はドキリとしたが、顔色には少しも現わさずに平然と答えた。

「何も目的はありません」

「そうかね」

　根岸はニヤリと笑った。

「君がどうも繁々と支倉の留守宅に出入するのは、何か目論見があったのだと思えるがね」

「────」

　浅田は黙って唇を噛んだ。

「僕が君の細君に連れられて支倉の宅へ行った時には、何だか騒ぎがあったようだね」

「────」

「細君が、お篠さんとか云ったね、大そう腹を立てゝいたじゃないか」

「あいつはどうも無教育で、所構わず大声を出すので困るのです」

　浅田はポツリ〳〵答えた。

「と許ばかりは云えまいよ。あの時はどうも君が悪いようだったね」

「どうしてゞすか」

「おい、浅田」

　根岸はきっとなった。

「白ばくれゝば事がすむと思うと大間違いだぞ。俺は何もかも知ってるんだぞ」

「何もかもと云うのはどの事ですか」

　浅田は嘯うそぶいた。

「お前が支倉の細君にした事だ」

　根岸は呶鳴りつゞけた。

「何の事ですか、それは」

「馬鹿！　貴様は未だそんな白々しい事を云うのかっ！ 貴様は根岸を見損ったか。根岸はどんな人間だか知ってるか。痛い目をしないうちに恐れ入って終え」

「────」

　浅田は答えない。

「よし、支倉の留守宅でお前がどんなことをしたか、お篠を召喚すれば直ぐわかることだ。オイ、渡辺君」

　根岸は渡辺刑事を呼んだ。

「直ぐお篠を連れて来て呉れ給え」

「宜しい」

　渡辺刑事は勢いよく立上った。

「鳥渡待って下さい」

　浅田はあわてゝ、声をかけた。

「何の用だい」

　渡辺刑事は嘲るように答えた。

「お篠を呼ぶ事は待って下さい」

「待てと云うなら、待ちもしようが」

　渡辺はきっと浅田を見据えながら、

「どう云う訳で待って呉れと云うのだ」

「あいつはどうも智恵の足りない奴で、物事の見境なく喚き立てますから──」

「好いじゃないか」

　渡辺は押被せるように云った。

「何を云ったって君に疚やましい所がなければ差支えないじゃないか」

「所がその」

　浅田は困惑しながら、

「あいつはある事無い事を喋るのです」

「無い事なら恐れるに及ばんじゃないか」

「そりゃそうですけれども──」

「渡辺君」

　根岸はもどかしそうに声をかけた。

「いつまで愚図々々と一つ事を聞いていたって仕方がないじゃないか。早くお篠を呼び給え」

「承知だ」

　渡辺は勢いよく答えた。

「直ぐ行くよ」

「ちょ、ちょっと待って下さい」

　浅田はうろたえ出した。

「あんな碌でなしを呼んだって仕方がありません」

「おい」

　根岸は浅田をギロリと睨みつけて、

「貴様は何か女房に喋られて悪い事をしているな」

「そんな事はありません」

「支倉の逃亡を援助しているだけなら何もそう女房を恐れる筈はない。どうも一筋縄で行く奴ではないと思っていたが、貴様は何か大きい事をやってるな」

「決してそんな事はありません」

「そうに違いない。すっかり洗い上げるから覚悟しろ」

「え、そんな覚えはありませんけれども」

　浅田はあきらめたように云った。

「こうなっては仕方がありません。何もかも申上げましょう」




　何もかも申上げましょうと云った浅田の言葉に根岸刑事は心中大いに喜んだが、素知らぬ顔をしながら、

「そう素直に出れば何も事を荒立てる事はない。次第によっては直ぐ放免しても好いのだ」

「じゃ何ですか、すっかり申上げれば直ぐ帰して呉れますか」

　浅田は少し身体からだを乗り出した。

「そんな事は始めから分り切っているじゃないか。それ以上君を引っばたいて詰らぬ埃を立てようとは思っていないよ」

「そう始めから仰有って下されば私は直ぐ知っているだけの事は申上げたのです」

「始めからそう云っているじゃないか」

「何、そんな事仰有りゃしません。無闇に脅かしてばかりいられたので──」

「そんな事は今更云わんでも好いじゃないか」

　根岸はニヤリとした。

「話が分れば、一つすっかり云って貰おうじゃないか」

「云いますよ」

　浅田は真顔になって答えた。

「所でね根岸さん。私はほんとうに支倉が今どこにいるか知らないのですよ」

「何っ！」

　根岸は声を上げた。

「ほんとうなんです。この期ごに及んで何嘘を云うもんですか。ほんとうに知らないんです」

「ふん、全く知らないのかい」

　根岸は些か口調を和げて半信半疑と云う風に云った。

「全く知らないのです。然し近く私の所へ知らす事になっていたのです。ですからことに依ると宅うちへ手紙が来ているかも知れないのです」

「黙れ」

　根岸刑事が呶鳴った。

「この根岸がそんな甘手に乗ると思うか。貴様の宅うちに支倉から手紙が来たか来ないか位はちゃんと調べてあるぞ。そんな甘口で易々と貴様は放免しないぞ」

「じゃ何んですか」

　浅田は不審そうに根岸を見ながら、

「私の宅へ松下一郎と云う名で手紙は来ていませんか」

「来ていない」

「そりゃ可笑しいな」

　浅田はじっと考えながら、

「そんな筈はないんだが、もう、どうしたって来ているのですがね。じゃ、今日あたり来るのでしょう」

　浅田の様子が満更嘘を云っているようでもないので、根岸は少し不審に思いながら、

「じゃ、何だね、支倉の方から打合せの手紙が来る事になっているのだね」

「そうです」

「そんならやがて知らせが来るかも知れん」

　根岸は考えながら、

「じゃ、君こうして呉れないか。支倉が何んと云う偽名で寄越すか知れんが、仮りに松下一郎で来たとしたら、その手紙を我々が開いて好いと云う事を承諾して呉れないか」

「えゝ、仕方がありません」

　浅田は渋々云った。

「承知しましょう。だが無闇にどれでも開封せられても困りますが」

「そりゃ心配しなくても好いさ。いくら俺達だって、常識と云う事は心得ているからね」

「そんなら好うがす」

　浅田は大きくうなずいた,

「それで私は帰して呉れるでしょうね」

「さあ」

　根岸は気が進まないように答えた。

「君を帰すとすると手紙は直接君の手に這入るからね。支倉から来た分を隠される恐れがあるんでね」

「もうそんな事は決してしませんよ」

「うん、それもそうだろうが、こっちの方じゃ警戒しなければならんからね」

「じゃ、何ですか、云うだけ云わして置いて、帰して呉れないのですか。一体あなた方は約束と云うものを守らないのですか。あたたは始めに私を帰すと約束したではありませんか」

　浅田は気色ばんだ。

「そうむきにならなくっても帰すよ」

　根岸は静かに云った。

「だが条件がある」




「どう云う条件ですか」

　浅田は不安そうに聞き返した。

「何そうむずかしい事じゃない。刑事をね、一人君の宅うちへ泊り込ますのだ。そして郵便をその都度すっかり見せて貰う事にするのだ」

「随分辛い条件ですね」

　浅田は暫く考えていたが、

「仕方がありません。承知しました。そうしなければどうせ帰して貰えないのだから」

「宜しい」

　根岸は満足そうにうなずいた。

「そう事が極まれば早速実行するとしよう」

　浅田はほっと息をついた。

　彼は漸く三日間の辛い責苦を逃れる事が出来たのだった。彼は支倉に対する義理立てと支倉の妻に対する愛着から、飽くまで強情を張り通して支倉の居所に関する事は口を開くまいと思ったけれども、刑事部屋での連日の執拗な訊問はほと〳〵彼の精根を尽きさした。それに根岸が彼が支倉の留守宅で支倉の妻に挑みかゝった事を、薄々知っているらしい口吻を洩らすので、流石の浅田もすっかり諦めて終しまって、根岸の云い放題になったのだった。

「じゃ渡辺君」

　根岸は渡辺刑事を呼びかけた。

「君一つ浅田と一緒に行って、支倉から手紙が来るまで泊り込んでいて呉れないか」

「好し」

　渡辺はうなずいた。

　浅田は渡辺刑事に引立てるように促されて、渋々神楽坂署の門を出た。

　留守宅ではお篠が夫が警察に留られて三日も帰って来ない所在なさを沁々しみ〴〵味わいながら、しょんぼりとしていた。一時の腹立まぎれに警察へ追いやるような事をしたものゝ、日数が経つにつれて、お篠はやはり夫の事が思い出されるのだった。今日あたりはもう坐っても立ってもいられないので、恥も外聞も忘れて貰い下げに行こうと思っていたのだった。そこへ、ひょっくり夫が無事に帰って来たので、お篠は飛び立つ思いで夫を迎えた。

「まあ、よく帰って来られたわねえ」

「────」

　浅田は黙って不機嫌らしく彼女を睨んだ。

「怒っているの」

　お篠は不安そうに、

「堪忍して頂戴、みんな私が悪いのだから。腹立まぎれに詰らない事を云っていけなかったわね」

　縋すがりつかん許りにして訴える自分の言葉に一言も報いようとしない夫を恨めしげに見上げたお篠は、ふと初めて夫の後ろに見馴れない男がいたのを見つけた。

「まあ、誰かいるのねえ。人の悪いったらありゃしない」

　お篠は腹立たしそうに、

「一体誰なの、お前さんは。又刑事なんだろう」

「そうですよ。おかみさん」

　渡辺はニヤ〳〵と笑った。

「随分しつこいのね、警察と云う所は」

　お篠はそろ〳〵声を上げ出した。

「又、支倉さんから来た手紙を探しに来たのかい。一日のうちに二度も来るのね」

「おい、静かにしろ」

　浅田は低い声で叱るように云って、刑事の方を向いた。

「旦那どうぞお気にされないように願います。いつでもこう云う奴なんですから」

「この方は刑事じゃないの」

　お篠は不安そうに夫の顔を見上げながら聞いた。

「刑事さんだよ。用があってお出でなすったんだよ」

「どう云う用？」

「お前が云ったように支倉さんから来る手紙を押えにさ」

「まあ」

　お篠は大きく眼を見開いた。

「そんなら断って終しまえば好いのに」

「所がそうは行かなくなったんだ。支倉さんの手紙が手に這入るまで旦那は泊り込むんだよ」

「まあ」

「ちょっ、そう驚いて許りいないで、茶でも出せ」

　浅田はそう云って長火鉢の前にどっかと坐った。




　渡辺刑事が支倉から来る手紙を押収すべく浅田の家に乗り込んだ時に、石子刑事はトボ〳〵と蔵前通りを歩いていた。

　二度目に発掘した屍体は幸にも専門家の鑑定によって、年の若い女と決定した。そして髑髏に際立ってニッキリはえている二本の犬歯はまるで牙のようで、それが死んだ小林貞の特徴とピタリと合っていた。

　石子刑事が貞の親に会った時に直ぐ彼は犬歯が異様に発達している事を感じたが、其の叔父の定次郎も矢張りそうした犬歯の持主で、この犬歯の特徴は小林家の特徴と云って好いのだった。けれどもそれだけで、その白骨になった屍体を小林貞と極める訳には行かぬ。それに一つ困った事には、鑑定の結果は十五、六の小娘にしては骨格が稍大きすぎると云う事だった。行方不明になっている女中は年相応の大きさで決して大柄の女ではなかったので、大き過ぎると云う事は、屍体を小林貞なりと断定するには不利な鑑定だったのである。それで残された唯一の手がかりとしては、死体の下敷となっていた為に、漸く痕跡を残した腰の辺の着衣の一部だけである。で、取敢ずボロ〳〵になった布片を高等工業学校に送って鑑定を乞うたのだった。其結果が今日分るので、石子刑事はそれを聞き取るべく学校に出かけて行くのだった。

　石子刑事に取っては浮沈の分れる時と云って好いのだった。染色科の教授の鑑定の如何によっては、掘り出した白骨は小林貞と確定する事が出来る。そうすれば只に三年前に行方不明になった女の死体を尋ね出したと云うだけではなく、進んで支倉の恐ろしい犯罪を立証する事が出来るかも知れぬ。が、然しもし鑑定の結果が予期に反したとすると、第一に数日間全精力を傾倒して、必死の思いでかゝった仕事が根本から水泡に帰して終う。のみならず、署長以下同僚に対して合わせる顔がない、そして女中失踪事件は再び迷宮に這入り、支倉を糺弾する事が出来なくなる。支倉を取逃がしてから一日として安き思いのなかった石子刑事は、今日の鑑定の結果がひどく気に懸かゝるので、すっかり心を暗くして重い足を引摺って、あれこれと思い悩みながら歩んで行くのだった。

　彼は漸く高等工業学校の門に辿りついた。彼は門衛に来意を告げて、大川に流れ込む細い溝に沿って半町ばかりの石畳の路を歩いて行った。校舎のある辺りはもう直ぐ大川で、満々と水を湛えて流れる水は岸をヒタ〳〵と打っていた。三月の暖かい陽は不規則な波紋を画がく波頭をキラ〳〵照していた。どこからともなく一銭蒸気のカタ〳〵と云う音が響いていた。

　染色科の若い教授は学者らしい重厚な顔に、微笑を堪えながら石子刑事を迎えた。

「何分古いものでしてね」

　教授はポツリ〳〵話出した。

「確定的にハッキリ申上げる事は出来ませんがね、黒ぽい方は確に繻子の帯地です。それからもう一つの方は」

　若い教授は鳥渡言葉を切った。固唾を呑んで聞いていた石子は、はっと面を上げて一言一句も聞き落とすまいと身構えた。こゝからは大川が一眼に見渡せて、折柄満々たる風を孕んだ帆船が一艘悠々と上って行くのが見えた。言葉を切って鳥渡窓外の景色を眺めていた教授は、ふと緊張した石子に眼を落とすと周章あわてて言葉をついだ。

「もう一つの方はメリンスの地に模様があります。その模様は大きな花、多分牡丹かと思えるものゝ一部で、色はすっかり褪せていますが、確に元は赤色だったのですよ」

　聞いているうちに石子の暗い心は春光に浴した蕾のように次第にほぐれて来た。彼の顔には押えても押え切れない喜びの微笑が浮び出て来るのだった。




「有難うございました」

　思い通りの結果を得た石子刑事は、嬉しそうにして若い教授に頭を下げながら、

「お蔭で貴重な手懸りが得られました」

「そうですか、それは結構でした」

　若い教授は鷹揚にお辞儀をした。

　校門を出た石子刑事の足取は揚々としていた。見込をつけた通り発掘した屍体は九分通り小林貞の屍体に相違なかった。自殺か他殺か其点は未だはっきりしないが、屍体の上った場所と云い、前後の事情から押して、先ず支倉の所為と見て好い。この上は出来るだけ証拠を集めて支倉を自白させる許りだ。

　それにしても支倉はどこにいるのだろうか。この考えに突当ると石子刑事の晴れやかだった顔は俄に暗くなった。

　石子刑事はふと又暗い気持になったが、出来るだけ気を変えて、滅入る心を今日の成功に励ましながら、この吉報を署長以下に報告すべく神楽坂署へ急いだ。

　石子刑事に代って支倉追跡の任に当って、写真師浅田の家に泊り込んだ渡辺刑事の苦心も一通りのものではなかった。彼は一歩も家の外へ出る事は出来なかった。三食とも近所の仕出し屋から運ばせて、夜でも昼でも油断なく眼を光らしているのだった。すべての郵便物は配達夫から直接に受取り、怪しいと思われるものは浅田に命じて開封させた。浅田の出す手紙にも一々注意深く気を配ばらねばならなかった。彼は敵地にいる斥候兵のように全身を眼と耳とにして、一分たりとも気を許す事が出来なかったのである。

　もし今度しくじって再び浅田と支倉との間に文通でもさせたら、それこそ一大事で、二人とも尋常一様の者でない。驚くべく好智に長けた者であるから、そうなると再び何かの手懸りを掴む事は容易な事ではないのだ。浅田は表面恐れ入ったように見せかけてはいるが、隙を見せたら、どんな事を企てるか分らないのである。

　こうした渡辺刑事の並々ならぬ苦心は三日三晩の間空しく続いた。一口に三日三晩と云うけれども、こんな苦しい緊張を三日三晩も続けると云う事は尋常な者では出来る事ではない。流石の渡辺刑事もゲッソリと身体が痩せて、針の落ちた音にさえ飛上る程、神経が鋭く尖った。

　支倉は早くも様子を悟ったのだろうか。浅田が何か気のつかぬ方法で知らしたのではなかろうか。支倉の嘲笑状は相変らず毎日のように警察に飛び込んで来る所を見ると、高飛をしたとは思われない。尤も一度愈〻高飛をするらしい手紙を寄越した事があったので、各停車場に手配をした事があったが、それは全く警察を愚弄する為であった事が間もなく判明した。彼には高飛をするような気はないらしいのである。

　彼は只巧に逃げ廻りながら、警察を馬鹿にする事に無限の興味を持っているらしい。無論自分の犯した罪が続々暴露して、恐ろしい罪名で追跡されている事などは思っていないらしい。もし彼がそんな事に気づいていれば、毎日のように警察に愚弄状を送ったり、大胆不敵にも北紺屋署に出頭して市電対手に損害賠償を要求しようとしたりしないで、一時も早く高飛すべきである。彼は一体何の目的で警察を煙に巻きながら逃げ廻っているのだろうか。そうした大胆な行為が自分の過去を疑われる種になる事などは少しも考えていないのだろうか。

　それからそれへと続出する疑問はどう解き様もなかった。只渡辺刑事の現実の問題としては三日三晩の間、支倉からは杳として何の便りも聞く事が出来ないと云う事だった。

　渡辺刑事はもうがっかりして終しまった。




　渡辺刑事が浅田の家に泊り込んでから四日目の朝、引続く空しい努力にヘト〳〵になっている時に、配達夫は一声郵便と叫んで、数通の手紙を投げ込んで行った。

　配達夫の近づく足音にもう次の間まで出て待構えていた渡辺刑事は素早く飛出して拾い上げたが、そのうちに上封に見覚えのある太い字がいきなり眼についたので、ハッと思いながら裏を返すと、松下一郎と云う四字が電光のように彼の眼を打った。彼は思わずその手紙を握りしめて、神に感謝したのだった。

　渡辺刑事に呼ばれて、眼前で開封すべく松下一郎の手紙を差出された浅田は、心持蒼い顔をして、手をブル〳〵顫わしながら封を切った。

　手紙の文面は浅田に指輪と時計を持って来て貰いたいと云うのだった。持って行く場所はどことも指定してなかった。

「場所が書いてないね」

　渡辺刑事は射るような眼で浅田を見ながら云った。

「書いてありません」

　浅田は手紙を渡辺の前に差出しながら答えた。

「どこか打合うちあわしてあるんだろう」

「いゝえそんな事はありません」

　浅田は首を振った。

「じゃ、どこへ持って行くのか分らないじゃないか。君、今更嘘を云ったって仕方がないじゃないか、ほんとうの事を云って呉れ給え」

「全く打合せなんかしてはありません」

「ではどうして届けるのだい」

「その都度打合せをしているのです」

「打合せると云うと、支倉のいる所が分ってる訳だね」

「いゝえ、そうじゃないのです」

　浅田はあわてゝ云った。

「じゃ、どうして打合すのだね」

「この手紙に消印のしてある郵便局へ留置とめおきでこっちから手紙をやるのです」

「えっ」

　渡辺刑事は彼等の奸智に長けた事と用心深い事にすっかり感心して終しまった。浅田は捨鉢になったように黙りこんだ。

「ふん」

　渡辺刑事はじっと腕を組んで考えた。支倉が、留置郵便を受取りに来る所を押えようか、いやいや、何事にも用心深い彼が果して自身で受取りに来るかどうか疑問である。それに郵便局のある所は可成繁華な所で、大路小路が入り乱れているから、万一押え損ねると中々面倒になる。寧ろどこか閑静な捕まえ易い所に誘おびき出して押えるのが好い。

　渡辺刑事はきっと顔を上げた。

「君、直ぐに返辞を書いて呉れ給え、文句はこう云うのだ。依頼の品は明後日午前十時、両国の坂本公園へ持参する。都合が悪かったら直ぐお知らせを乞う。好いかい」

「承知しました」

　浅田は素直に渡辺刑事の面前で云われるまゝに支倉宛の手紙を認めた。渡辺は仔細に手紙を改めて、どこにも支倉に疑念をさしはさませる余地のないのを充分に確めた後に封筒に入れて、自ら封をして上書を浅田に書かせ、浅田を同道させてポストまで行って投函した。そうして厳重に浅田を監視して、追手紙おいてがみを出して裏を掻かれる事を防いだ。

　その日の午後訪ねて来た同僚の刑事に渡辺は委細を話して、明後日は充分抜りなく手配をして貰う事を頼んだ。我事なれりと喜んだ渡辺刑事は油断なく浅田の行動を覗いながら、その日の来るのを一日千秋の思いで待ち焦れていた。

　流石不敵の支倉も今は袋の鼠同様になった。水も洩らさぬ警察の網の手は次第に狭められて彼の縛につく日も遠からぬ事になった。

　怪人支倉は果して渡辺刑事のかけた罠に易々と捕えられるであろうか。




　待ちに待った日は来た。今日こそは午前十時に坂本公園に待ち構えている刑事達によって、支倉は逮捕せられるのである。万一に備える為に未だ浅田方の警戒をゆるめないで、油断なく眼を配っていた渡辺刑事は今朝から何回となく時計を眺めながら、十時の近づくのをソワ〳〵として待っていた。

　時計の針が九時少し過ぎた頃、一通の郵便が拠り込まれた。渡辺刑事が急いで取上げて見ると、それは肉太に松下一郎と書かれた支倉からの手紙だった。

　ドキッとした渡辺は浅田を呼ぶ暇もなく無意識に封を切って、二、三行を一時に読み下すような勢いで文面を見た。

　手紙には依頼の品を日本橋の坂本にどうとかすると云う風に書いてあったが、坂本と云う人は知らない人で不安心だから、浅田自身で明後日午前十時に深川八幡の境内に持って来て貰いたいと書いてあった。

　渡辺刑事は茫然として手紙を落として終った。

　何と云う抜目のない用心深い男だろう！　彼は渡辺刑事があれ程苦心して疑念を起させないように浅田に書かした手紙さえも、頭から信用して終う事をしなかったのだ。両国の坂本公園のような所へ誘き出そうとした事に不安を感じたと云えば感じたかも知れないが、要するに彼は念には念を入れると云う用心から、もう一度浅田に手紙を送ったのだ。もし手紙が浅田の偽筆だったり、又は強制されて書いたものだったりしたら、この二度目の手紙で真相が分るかも知れないのだ。それにしても両国の坂本公園を態わざと読み違えた風をして坂本と云う人は知らないなどと、空々しい事を書いて来るとは何と奸智に長けた奴だろう。

　渡辺刑事は目頭が熱くなる程憤慨した。

　が、ふと気がつくと彼は愕然とした。これ程の奴だから、こう云う断りの手紙を出して置いて、そっと坂本公園の様子を見に来るかも知れない。彼自身来ないまでも誰かに頼んで公園の様子を探るかも知れない。もし彼に公園の物々しい警戒を鳥渡でも悟られたら一大事である。彼はもう二度と浅田の手紙を信用しないであろう。そうなるといつ彼が捕えられるか見当がつかぬ事になる。一時も早く公園の警戒を解かねばならぬ。渡辺刑事はいら〳〵した。けれども彼自身が迂闊に出かける訳に行かない。留守に又浅田がどんな手段を取るやら分らぬ。あゝ、どうしたら好いだろう。約束の十時は刻々に近づいて来る。

　折柄表の戸がガラリと開いた。渡辺刑事はホッと安心の息をついた。這入って来たのは思いもかけぬ石子刑事だった。

「よく来て呉れた」

　石子の手を執らんばかりにして渡辺は云った。

「之を見て呉れ給え」

「支倉から何か云って来たのか」

　石子は渡辺が只ならぬ様子で差出した手紙を一目見るより叫んだ。そうして引ったくるように受取ると、一気に読み始めた。

「うん、又裏を掻かれたのだ」

　渡辺は情けなさそうに云った。

「畜生！」

　読み終った石子刑事は唇を噛んだ。

「どこまで悪智恵の働く奴だか訳が分らない」

「一時も早く公園の警戒を解いて貰わねばならないのだ」

　渡辺が叫んだ。

「そうだ。もしきゃつに悟られると大変だ。すぐ電話をかけて警戒を解くとしよう」

　石子は直ぐ応じたが、落胆したようにつけ加えた。

「あゝ、今日こそは逃がさないと思ったのに」

「僕もそう思って今朝からソワ〳〵していたんだ」

　渡辺は残念そうに云った。

「兎に角、僕は電話をかけて来るよ。何、未だ望みはあるよ。支倉に悟られて終った訳じゃないんだから。鳥渡待っていて呉れ給え。悠ゆっくり対策を講じよう」

　石子はそう云い捨てゝ足早に外へ出た。




　渡辺刑事が支倉の手紙を握ったまゝ、何か考えるともなく、茫然突立っていると、やがて石子刑事が急ぎ足で帰って来た。

「君、もう心配はないよ」

　石子は渡辺の顔を見ると直ぐに云った。

「警戒は直ぐ解く事になった。もうきゃつに悟られる気遣いはない。それに一人だけ公園に残して、きゃつらしい奴が立廻らないか見せる事にしてあるよ」

「そうか、それで安心した」

　渡辺はほんとうに安心したように云った。

「所で第二段の備えだがね。僕は真逆まさか支倉が君が浅田に書かした手紙を真向から信じないのではないと思う」

「僕もそう思うよ。きゃつは疑り深い性質たちだから、安心の為にこんな手紙を寄越して、会見の場所を変えたのだろう」

「それに違いないが、愈〻そうとすると、一時も早く返辞をやって彼を安心させなければいけない」

「そうだ、すぐに浅田に返辞を書かせよう」

「そうして呉れ給え。僕は今日こそ間違いはないと思ったが、対手が対手だから、もしやと懸念して両国へ行く前にこゝへ訪ねたのだったが、来て好い事をしたね」

「そうだったよ」

　渡辺刑事はうなずいた。

「君が来て呉れないと、この手紙の事をみんなに伝える事が出来ないで、大変困った事になるんだったよ」

「きゃつの旧悪の事は大分はっきりして来たんでね」

　石子は顔を曇らしながら、

「一時も早く捕えないと、警察の威信にもかゝわるし、第一僕は署長にたいしてあわせる顔がないんだ」

「その点は僕だって同じ事だ。署長のいら〳〵している顔を見ると身を切られるより辛い。全くお互に意気地がないんだからなあ。毎日のように嘲弄状を受取りながら犯人が挙げられないんだからなあ」

「そうだよ、僕達はとても根岸のように落着き払っていられないよ」

「矢張り年の関係だなあ。僕達も年を取ればあゝなるかも知れないが、今はとてもあいつの真似は出来ないなあ」

　渡辺は相槌を打ったが、ふと思いついたように、

「で何かい、あの屍体は愈〻小林貞と確定したのかい」

「うん、確定したよ」

　石子は急に晴々はれ〴〵とした顔をした。

「そう〳〵、君はずっとこの家に張り込んでいたのだから、知らなかったっけね。頭蓋骨に非常な特徴があってね、それに残っていた着衣の一部が家出当時のものと判明したから、もう大丈夫だよ。只骨組が少し大き過ぎると云うのだが、大した障りにはなるまいと思う」

「そうか、それは手柄だったね」

「そんな話は後廻しとして、浅田に返辞を書かそうじゃないか」

「そうだ」

　渡辺刑事は階段の上り口から大声で呼んだ。

「おい、君、鳥渡降りて来て呉れ給え」

　浅田は仏頂面をしてノッシ〳〵と降りて来た。彼はジロリと石子を横目で睨んだ。

「支倉からこう云う返辞が来たんだ」

　渡辺は浅田に支倉からの手紙を示した。

「誰が開けたんですか」

　浅田は手紙を受取ると、苦り切ってそう云った。

「僕が開けたんだ。急場の場合で仕方がなかったんだ」

　渡辺は押えつけるように云った。

「そうですか」

　浅田は一言そう云ったきりで、暫く拡げた手紙を眺めていた。

「承知したと云う返辞を書いて貰いたいんだ」

　渡辺は厳かに云った。

「ようござんす」

　浅田は割に素直に返辞をした。

「支倉さんも運が尽きましたね。八幡さまの境内で、捕るようになるとは神罰とでも云うのでしょう」







　　　　　　　　　　網の魚




　大正六年三月某日、前日午後からシト〳〵と降り出した春雨は夜に這入ってその勢いを増し、今日の天気はどうあろうと気遣われたのが、暁方からカラリと晴れ上って、朝はシトヾに濡れた路に所々に水溜があったり、大きく轍わだちの跡がついているのを名残として、美しい朝日がキラ〳〵と輝いて、屋根からも路の上からも橋の上からも、悠々と陽炎かげろうを立たせていた。

　由緒のある深川八幡宮の広々とした境内は濡そぼった土の香しめやかに、殊更に掃清めでもしたように、敷つめた砂の色が鮮かに浮び出ていた。雨に打たれて半なかば砂の中に潜り込んだ、紙片が所々に見えて、反て風情を添えていた。

　未だ昼には間のある事とて、露店商人も数える程しかなく、ホンの子供対手の駄菓子店や安い玩具を売る店などが、老婆や中年のおかみさんによって、ションボリと番をせられているだけで、怪しげな薬を売ったり、秘術めいた薄ぺらな本などを売りつける香具師やし達の姿は一つも見当らなかった。

　社頭は静寂としていた。

　拝殿の前の敷石には女鳩男鳩が入乱れて、春光を浴びながら嬉々として何かを漁っていた。小意気な姐さんが袋物の店を張る手を休めて、毎日眺めている可愛い小鳥達を、今日始めて見るように見惚れていた。参詣人はチラホラその前を通り過ぎた。

　すべてが長閑のどかだった。

　玩具店を張る老婦も、神前に額ぬかずく商人風の男も、袋物店の娘に流目ながしめを投げてゆく若者も、すべて神の使わしめの鳩のように、何の悩みもなく、無心の中に春の恵みを祝福しているのだった。彼等に取ってはこの一刹那に於てすら、神に逆らって罪を犯すものがあり、その罪人を血眼になって追い廻している警吏のある事などは考えの外であった。

　事実、この時に当って神楽坂署の刑事達は続々この平和境に押出して来るのだった。

　或者はポッと出の田舎者のような風をしていた。或者は角帽を被って大学生を装うていた。或者は半纏を羽織って生はえ抜きの職人のような服装をしていた。彼等は素知らぬ顔で、表面この静寂な空気に巧に調和を取りながら、外の参詣人の間に交って、それ〴〵油断なく定められた部署を警戒していたのだった。

　中にも軽快な洋服を着て青年紳士然としていた石子刑事の心労は一通りでなかった。何故なら彼は今日捕縛すべき怪人支倉の顔を知っている唯一の人間だったからである。尤も支倉の持徴のある容貌は十分刑事達の頭に這入ってはいるけれども、彼もさるものどんな変相をしているかも知れぬ。支倉は枯薄かれすゝきの音にも油断なく身構えると云う男であるから、もし少しでも怪しいと感じたら、逸早く逃げ出すに違いない。それに今日は殊更に浅田を連れて来ていない、と云うのは彼から何か合図でもされてはと云う懸念からであるが、それだけに浅田の姿が見えない事は支倉に疑念を起させ易い。それにもし彼が石子の姿でも認めれば大変である。彼が先に石子の姿を見出すか、石子の方で先に彼を見出すかそれで殆ど勝負は極るのである。尤も大勢の刑事達が網を張っているから、支倉の方でよし先に見つけて逃げ出しても、容易には逃げおおせまいが、それは第二として石子はどうしても第一番に彼を見出さねばならないのだ。支倉の秘密を発く端緒を握ったのも彼である。最初に支倉を逃がしたのも彼である。それ以来の日夜の苦心焦慮は実に惨憺たるものであった。今日逃がしてなるものか。石子刑事は全身の血を湧き立たせながら、定められた部署のない自由な身体をあちこちと歩き廻らせていた。




　午前十時は刻々に近づいて来た。

　いつの間にか露店の数が増えて参詣人の人々も次第に多くなり、境内は朝の静寂から漸く昼間の喧噪へと展開して行くようだった。

　今まで一塊になって日向ぼっこをしていた子供や子守り女の群はもうそんな悠暢な事はしていられないと云う風にキョト〳〵と歩き廻り始めるのだった。

　石子刑事は油断なくこんな光景を睨み廻していたが、何を思いついたか足を早めて鳥居の外へ急いだ。と、その辺にしゃがんでいた見るから田舎臭い、真黒な日に焼けた中年の男が、脂だらけの煙管をポンとはたいて、腰に差した薄汚い煙草入にスポリと収めると、ヒョロ〳〵と立上って、石子の前に歩み出でヒョイと頭を下げて、

「鳥渡ものをお尋ね申しますだが」

　と、云ったが、直ぐ低声こゞえになって、

「どうした、来たのかい」

　と口早に聞いた。

「いや、未だ」

　石子も低声で鋭く答えた。

「どうして外へ行くのだ」

　彼は重ねて聞いた。

　この田舎爺然としている男は田沼と云う刑事で、柔道三段と云う署内切っての強の者で、今日は特に選抜されて出て来たので、スワと云えば直ぐ飛び出して腕力を奮おうと云うのである。

「実はね」

　石子は答えた。

「今ふと思いついたのだが、支倉の奴はとても喰えない奴だからこゝの境内までは来るまいかと思われるのだ、奴はきっと八幡様の手前の方にそっと見張っていて、浅田の姿を見つけようとするだろうと思うのだ。それだから、こっちはその裏を行って、電車通りに待構えていて、きゃつが電車から降りようと車掌台に姿を現わした時に逸早く見つけようと云うのだよ」

「成程、それは有効な方法だ」

　田沼はうなずいた。

「けれども第一きっと電車で来るとは極ってはいないし、もし向うに先に感づかれると困るよ」

「そこはどうせ運次第だよ。第一そんな事を云えばきゃつが今日こゝへ来るかどうかさえ疑わしいんだからね。僕だって一生懸命だから万に一つの仕損じはないと思うけれども、もし取逃がしたとしても十人もの人間で網を張っているのだから大丈夫さ。では、宜しく頼むよ」

　石子はそう云い棄てると、さっと電車通りの方へ出た。そっと時計を見ると十時に十五分前である。彼は轟く胸を押えて、停留場の少し前の電信柱の蔭に隠れて、前後に激しく揺れながら疾走して来る電車をきっと睨んだ。

　支倉がもし浅田の手紙を警察の罠ではないかと云うような懸念を持っていたら、彼も油断なく電車の中から外の様子を覗っているかも知れないが、疾走している電車の中からは外を観察すると云う事は困難であるし、それに混雑した昇降口から降りる時には、そう油断なく外へ気を配ると云う余裕がない。どうしてもそっと物蔭に隠れている者にすっかり身体を曝して終う。況んや支倉の方はそう云う用意がないとすると、どうしても覗っている石子刑事の方が勝を占める訳だ。石子刑事も又そこを計算に入れて、こうして柱の蔭から電車の乗降客を監視し出したのだが、さてやって見ると思った程楽な仕事ではない。後から後からと続いて来る満員電車の前後の出入口から一時に吐き出される人は可成数が多い。

　こゝはもう終点に近いので、乗る客が割合に少いのは混雑をいくらか減少はしていたけれども、その一人々々を見逃さないようにするのは一通ひとゝおりの骨折ではなかった。

　十時は刻々に近づいて来る。

　支倉の姿は未だ見えない。石子は次第に不安になって来た。




　十時に垂なんなんとしても支倉の姿が見えないので、石子刑事はいら〳〵して来た。

　彼は又もや形勢を察して巧に逃げたのだろうか。それとも外の方法で境内へ潜り込んだか。境内に這入れば同僚の刑事達が犇々ひし〳〵と網を張っているのだから、捕まるに違いないのだが、今だに境内から何の知らせも来ないのは、写真位で覚えている風体だから、変相でもしているので、発見出来ないのではなかろうか。石子はいろ〳〵に思い惑いながらも、後から後からと続いて来る電車に油断なく眼を配っていた。

　鳥渡電車が杜切れた。

　石子はホッと張りつめた息を抜いて、あたりを見廻した。彼の前にはいろ〳〵の風体の人が右往左往していた。重そうな荷を積んだ荷馬車の馬の手綱を引いて、輓子ひきこは呑気そうな鼻歌を歌いながら、彼の前を通り過ぎた。水溜りでもぬかるみでもお関いなしにガタビシと進んで行くので、泥が礫つぶてのように四方に飛んだ。粋な爪皮つまかわをつけた足駄を穿いた年増が危げにその間を縫いながら、着物に撥ねかけられた泥を恨めしそうに眺めていたりした。

　そんな目まぐるしいような光景が石子の眼の前で展開していたが彼は遠くをばかり見つめていた眼の調節が急に取れないで、それがボンヤリと説明のない映写の幕を見ている様に眼に写るのだった。

　石子はふと我に返って、あわてゝ軌道の方を見た。恰度一台の電車が疾駆して来る所だった。暫く杜切れていたので車掌台には外へハミ出す程客が乗っていた。やがてけたゝましい音を立てゝ、電車は石子の前を通り過ぎたがその時に一人の面構えの獰猛な男が電車の戸口から一杯人の詰っている車掌台へ出ようとあせっている姿が眼についた。あゝ、それはこの一月間夢にだに忘れないで、尋ね廻っている仇敵支倉の姿だった！

　石子は思わず、

「しめたっ！」

　と叫んだ。

　電車は石子から二十間程離れた停留場に停った。乗客は雪崩のように争って降りた。その中に揉み込まれて支倉の油断なく眼を光らしながら降りる姿がハッキリ見えた。彼は黒っぽい二重廻しを着て足駄を穿いていた。

「足駄などを穿いて悠々としている所を見ると、俺達の計画は一向知らないと見えるぞ」

　石子は彼の姿を見失わないように、そっと物蔭から出て跡をつけながら、そう呟いた。彼の胸はもう嬉しさでワク〳〵していたが、勉めて平静を装って気づかれないようにだん〳〵彼に迫って行った。

　支倉はのろ〳〵と八幡社の鳥居の方へ進んで行った。そこには十人ばかりの刑事が腕を撫で待ち構えているのだ。後からはジリ〳〵と石子刑事が追って行く。彼は正に網の中の魚である。流石の彼も浅田の手紙にこんな恐ろしい魂胆があるとは気がつかなかったと見えて、恰あたかも何者かに操られるように、ヒョロ〳〵と境内に這入って行く、彼の運命も遂に尽きたのだろうか。

　支倉の足が一歩境内に踏み込むと、石子はホッと安心の息をついた。未だ彼との間は十間ばかり離れているので、果して同僚の刑事が支倉の姿を認めたかどうか分らないけれども、間もなく刑事は石子の姿を認めるだろう。そうすれば直ぐに合図をするから、苦もなく捕って終う。兎に角もう十分に網の中に追い込んだのだから心配はない。

　石子刑事がホッと気を緩めた瞬間に、支倉は不意に後を振り向いた。あっと思う暇もなく石子は彼に見つけられて終った。支倉は異様な叫声を上げると、直に足駄を脱ぎ飛ばした。







　　　　　　　　　　受縛




　不意に振り向いた支倉は石子刑事の姿を見ると、忽ち跣足はだしになって一散に鳥居内に駆け込んだ。安心し切っていた石子はこの思いがけない出来事にあわて気味に彼の跡を追った。

　支倉はせくらと石子との距離は近づいた、と、支倉はヒラリと身を転じて一廻りすると、恰度石子と入れ交りになって、そのまゝ電車通りの方に駆け出した。袋の鼠も同然と境内の方へ追い詰めて行った石子は、はっと彼の二重廻しを掴んだが、彼は素早くそれを脱ぎ棄てたので石子刑事はタジ〳〵とした。その暇に彼はドン〳〵逃げて行く。咄嗟の間に早くも一切を悟った支倉は境内の方へ逃げては一大事と、態と石子を近くまで誘き寄せ、一歩の所でクルリと方向を転じて通りの方へ逃げ出したのである。

　文章に書くと相当長いが、之すべて一瞬の出来事で、鳥居近くに構えていた田沼刑事もそれと悟る暇がなかったのだった。

「しまった」

　そう心の中で叫びながら、石子刑事は忽ち用意の呼子の笛をピリ〳〵と吹いた。笛の音に応じて境内からバラ〳〵と四、五人の思い思いの服装の刑事達が現われた。見ると石子が一人の怪しい男を追って行く。それっと云うので一瞬の猶予もなく彼等はその後を追った。

　支倉は毬栗頭を振り立てゝ走って行く。結んだ帯がいつしか解けて、長く垂れた端が裾に絡みつく。支倉は頑丈な身体の持主で、気力も頗すこぶる盛んではあったが、この時に年三十八と云うので、そう思うようには駆けられない。追って来るのは本職の刑事で半ばは二十台の血気盛んな屈強な男である。彼は次第に追いつめられた。

　停留場の附近で、先頭に立った石子刑事の手が彼の腕に触れた。道行く人が何事ぞと驚いているうちに、後から駆けて来た四、五人の刑事がバラ〳〵と彼に折重なって捕縄は忽ちかけられた。

　かくて怪人支倉は逃走後一ヵ月有余、三月の空蒼く晴れ渡った朝、深川八幡社頭で哀れにも神楽坂署員に依って捕縛せられたのだった。聖書窃盗の嫌疑を受けて逃亡した彼は、こゝに他日恐ろしい罪名の許に鉄窓に十年の長きに亘って坤吟する呪わしい贖罪の第一歩を踏み出したのだった。

　縛についた時の彼の服装は茶の中折に縞の綿入の着流し、その上に前に述べた通り黒っぽい二重廻しを着て足駄を穿いていた。が、彼の懐中には現金八十余円入の財布の外に、新しい麻裏の草履が一足に、弁慶縞の鳥打帽子が一つ、毒薬硫酸ストリキニーネの小瓶が潜められていた。麻裏草履と鳥打帽子は云うまでもなく、すわと云う時に逃げ出す為で、毒薬は最後の処決の為であろう。之を見ても彼の用意と覚悟が覗われる。

　私は今まで長々と支倉喜平が逃亡から受縛に至るまでの経路を述べた。その如何に波瀾重畳を極めたるかは読者諸君に、私の拙つたない筆を以てしてもよくお分りの事と思う。大正六年と云えば正に今より十年前であるが、この時代に於て、アルセーヌルパンの小説物語をそのまゝ地で行くような大胆不敵にして、かくまで奸智に長けた曲者が実在していようとは、種々の空想を逞しゅうして探偵小説を書く私でさえが夢想だにしなかった所である。具つぶさに今日までの物語を読まれた諸君は今更ながら書き立てなくても、彼がいかなる権謀を逞しゅうしたか十分お分りの筈である。

　彼の受縛を境としてこの物語の前篇は尽きる。これより後に現われる訊問より断罪に至る中篇は、後篇に当る彼の執念の呪と相俟って、更に奇々怪々たる事実を諸君の眼前に展開するのである。







　　　　　　　　　　訊問




　捕えられた支倉の奇々怪々な言行を述べるのに先立って、鳥渡ちょっと断って置きたい事がある。之は読者諸君に取っては退屈な事で御迷惑であるかも知れない。然し之は是非述べて置かないと後の事に重大な関係があるので、一回だけ辛抱をして貰いたいと思う。

　それは支倉の容貌の事であるが、彼は好く云えば魁偉、悪く云えば醜悪と云うか、兇悪と云うか、兎に角余程の悪相であったらしい。背丈せいはさして高くなく、肉付も普通で所謂中肉中背丈ぜいだが、色飽まで黒く、それに一際目立つクッキリとした太い眉、眼は大きくギロリ〳〵と動く物凄さ。頬骨は高く出て、見るから頑丈そうな身体、それに生れつきの大音の奥州弁でまくし立てる所は、彼のいかつい毬栗頭と相俟って、さながら画に描いた叡山の悪僧を目のあたり見るようだった。彼を知っている人は殆ど口を揃えて第一印象がどうしても悪人としか思えなかったと云う。

　尤も醜怪な悪相をしていたからと云って、心まで悪人だとは極っていない。史記の仲尼弟子列伝中に孔子が、「吾言を以て人を取り之を宰予さいよに失う。貌ぼうを以て人を取り之を子羽しうに失う」と云っている。宰予と云うのは論語にもある通り昼寝をして孔子に叱られた人で、弁舌利口だったが人間は小人だった。そこで孔子が弁舌に迷わされて一時胡麻化されたのを後悔した言葉だ。子羽と云うのは本名を澹台滅明と云って容貌が頗る醜怪だったので、孔子も私ひそかに排斥して弟子とするのを喜ばなかった。所がこの人は頗る立派な人で、後に弟子の三百人も取って、其名を諸侯に知られるようになった。そこで孔子が容貌で人を判断して誤った事を後悔して、宰予の場合と並べて弟子達を戒められたのだ。尤も之には異説があって、孔子家語によると、子羽は容貌頗る君子然としていたが、心は駄目だった。孔子が容貌の君子然としているのに迷わされて、しくじったと恰まるで正反対の事が書いてある。が、要するに孔子のような大聖でも、つい容貌で人を判断して誤った場合があったので、孔子の失敗談は後にも先にも此の一事だけだから面白い。

　所で、支倉喜平だが、彼はかく容貌が悪相だったが、その上に彼は実際悪い事をしている。既に前科三犯を重ねて、今又聖書の窃盗を遣り、女中に来た少女に暴行を加えている。之は何れも証拠があり罪状歴然としている上に、更に放火殺人と云う重罪の嫌疑をかけられている。之では警察当局者でなくても、先ず彼は悪人であると見なければならない。それから石子刑事が自宅を訪ねて来た時に逃亡してから逮捕せられるに至るまでの彼の行動と云うものは、頗る警察を愚弄したもので、その大胆不敵と緻密なる用意、奸智に長けたる事には驚く外はない。逃亡中に北紺屋署へ出頭して市電気局を訴えようとしたり、写真館に弟子入りしてそこを手紙の仲介所にしたり、いずれも普通一般の人間の考え及ぶ所ではない。

　彼が何故あんなに逃げ歩いたか、何故警察に宛て嘲弄状を度々送ったか。彼自身の弁明は後に出て来るが、頗る曖昧で第三者を首肯せしめる訳に行かぬ。こんな点は彼が確に性格異状者である事を語っていると思う。

　で、こう云う訳で神楽坂署では支倉を目するに重大犯人であると考えたのは当然である。殊に刑事達は彼の嘲弄に一方ならず激昂していた際であるから、彼が愈〻捕縛せられて署へ護送せられた時には蓋し署内に凱歌の声が溢れたろうと思う。

　さて支倉は神楽坂署へ押送されると、直に大島司法主任の面前に引っ張り出された。

　彼はいかなる訊問を受けるか。彼果して素直に自白するや否や。




　支倉喜平は司法主任の面前に引据えられた。左右には刑事が控えている。

　もし誇張した形容が許されるなら、司法主任以下直接事件の関係者たる根岸、石子、渡辺の諸刑事は、正に勇躍して彼を迎えた事だろうと思う。蓋し支倉の一筋縄で行かぬ人間である事は明かに分っているのであるから、証拠も既に相当集まっているのであるし、こいつ一番是が非でも泥を吐かしてやろうと云う意気込みが、云い合さないまでも、各自の心のうちに十分あった事であろう。

　支倉も身から出た事とは云いながら、訊問の始めからこう云う印象を警吏に持たれるのは哀れな所がある。

「姓名は」

　司法主任はジッと彼を睨みつけながら厳かに云った。

「支倉はせくら喜平」

　彼は臆する所なく濁声だみごえで答えた。

「年齢は」

「三十八歳」

「住所は」

「芝白金三光町××番地」

「職業は」

「伝道師です」

「うむ」

　司法主任は大きくうなずいて、下腹に力を入れながら、

「君は当署から使が行って同行を求めた時に、何故偽って逃亡したのか」

「逃亡した訳じゃない」

　支倉は主任の言葉を跳ね返すように、

「警察などと云う所は詰らぬ事で人を呼び出して、三日も四日も勝手に留て置くものだ。僕はそんな侮辱的な事をされるのが心外だったから出頭しなかったまでだ」

「うむ」

　主任は彼の不敵な答弁に些か感情を損ねたらしく、いら〳〵する様子が見えた。

「お前はどう云う訳で呼び出されるのか知っていたか」

「多分聖書の事だと思う」

　彼は太い眉を上げながら大音に答えた。

「聖書の事なら決して君達に手数はかけない、あれは譲り受けたのだから、どこへ売り払おうと僕の勝手だ」

「それなら尚の事逃げ廻るには及ばんじゃないか。何か外に後暗い事があるに相違ない」

「そんな事は絶対にない」

「お前は逃亡中に度々署や刑事に宛て愚弄を書き連ねた手紙を寄越したのはどう云う訳か」

　主任は少し調子を変えて外の事を聞き出した。

「あれは訪ねて来た刑事の態度が余り不遜で、非常に侮辱的に考えたから、その報復にあゝ云う手紙を書いたのだ」

「そうか、そういう訳だったのか」

　主任は軽くうなずいたが、急に調子を変えて、

「おい、こうなったらもう潔く何もかも云って終しまったらどうだ。当署ではちゃんと調べがついているのだぞ」

「それは何の事だね。僕には少しも分らん」

　支倉は嘯うそぶいた。

「そうか、では問うが、お前は今から三年前に小林貞と云う女を女中に置いたのを忘れやしまい」

「小林貞？」

　支倉の鋭い眼がギロリと動いた。

「そんな女中がいたと覚えている」

「その女にお前は暴行を加えた覚えがあるか」

「そんな覚えはない」

　彼は言下に否定した。

「白々しい事を云ってはいけない」

　主任は叱りつけるように云った。

「本人の叔父の小林定次郎からちゃんと暴行の告訴が出ているぞ」

「そんな筈はない」

　支倉は少し狼狽し出した。

「その話はちゃんと片がついている」

「片がついているとはどう云う事か」

「当時神戸かんべという知合の牧師が仲介にたって、相当の事をして以後問題の起らぬ筈になっている」

「そうか、それでは暴行の事実を認めるのだね」

「────」

　支倉は黙って答えない。




　支倉が黙り込むと、大島主任は勝誇ったように追究した。

「黙っていては、分らんじゃないか」

「その事ならどうか神戸牧師に聞いて下さい」

　支倉は諦めたように答えた。

「そうか、よし、ではその事は後廻しとしよう」

　警部補は満足げにニヤリとしたが、直ぐ真顔になって、

「その小林貞と云う女中はその後行方不明になっているが、その居場所はお前が知っている筈だ。隠さずに云うが好い」

「そんな事は知らない」

　支倉は激しくかぶりを振った。

「わしが知る訳がない」

「馬鹿を云え」

　主任は一喝した。

「知らんとは云わさんぞ」

「貞の行方は叔父の定次郎が知ってる筈だ」

　支倉も負けないで喚くように云った。

「定次郎が病気の治療代を度々請求するので、一度本人を連れて来いと云った所、定次郎は本人を見せるともう金が取れないと思って隠して終ったのだ」

「そうか、するとお前は定次郎に本人を連れて来い、金を遣るとこう云ったのだな」

「そうです」

「それじゃお前が貞を隠したとしか思えないじゃないか」

「どうしてですか」

「貞が出て来なければ金を遣る必要がないじゃないか」

「そんな事になるかも知れないが、わしは貞を隠した覚えは毛頭ない」

「そうか、それからもう一つ聞くが、お前は前後三回も火事に遭っているね」

「遭っている」

　支倉はうなずいた。

「同じ人が三度も続けて火事に遭うのは奇妙だと思わないか」

「別に奇妙だとは思わない。非常に運が悪いと思っている」

「然し、運が悪い所ではないじゃないか。お前は火事の度に保険金が這入り、だん〳〵大きい宅うちに移っているじゃないか」

「そんな失敬な質問には僕は答えない」

　支倉はきっと大きい口を結んだ。

「答えない訳には行かないぞ」

　主任は冷笑した。

「お前はその火事がいずれも放火だと云う事を知っているだろう」

「三度とも放火だかどうだか知らないが、神田の時は放火だと聞いた」

「お前が放火をしたのだろう」

「以ての外だ。僕はあの火事の為に大切な書籍も皆焼いて終しまって、大変迷惑したんだ。冗談もいゝ加減にして貰いたい」

「黙れ」

　主任は堪えていた癇癪が一時に破裂したように呶鳴った。

「宜い加減な事を云って事がすむと思うと大間違いだぞ。俺の云う事には一々証拠があるのだ。根もないことを聞いているのではないぞ」

「証拠？」

　支倉は少しも動じない。

「どんな証拠か知らぬが見せて貰いたいものだ」

「では知らぬと云うのだな」

「知らぬ、一切知らぬ」

「よし、では今は之だけにして置く。追って取調べるから、それまでによく考えて置け」

「考えても知らぬものは知らぬ。そう〳〵度々呼出されては迷惑千万だ。それ以上聞く事がないなら帰して貰いたい」

「何、帰して呉れ？」

　主任は憎々しげに支倉を睨んだ。

「貴様のような奴を帰す事が出来るものか。大人しく留置場に這入って居れ」

「じゃ、僕を拘留すると云うのか」

　支倉は気色ばんだ。

「それは人権蹂躙も甚だしい。一体何の理由で僕を拘留するのだ。僕は正業に従事している。何一つ法に触れるような事をしていない。拘留を受ける覚えはない」

　支倉は喚き立てた。




　喚き立てる支倉を尻目にかけながら、大島司法主任は冷かに云った。

「貴様は道路交通妨害罪で二十九日間拘留処分に附するのだ」

「え、道路交通妨害罪？」

　支倉は唖然とした。

　当時警察の権限ではいかに濃厚な嫌疑者でも、訊問の為に身柄を拘留すると云う事は出来なかった。で、警察ではそういう嫌疑者に好い加減な罪名をつけて拘留するのが通例だった。

　支倉の場合には殆ど理由に困って、交通妨害などゝ云う罪を附したのだが、之は全く窮余の策で、いわば人権蹂躙である。然し、嫌疑者に一々帰宅を許していては、逃走なり証拠湮滅なりの恐れがあるから、多くはこう云う風に何か罪名をつけて拘留したので、司法当局でも黙認と云ったような形だったらしい。

「こいつを留置場へ抛り込んで置け」

　主任は傍にいた刑事に命令した。

　支倉は二人ばかりの刑事に荒々しく引立て行かれた。

　後に残った石子と渡辺の二刑事は非難するような眼を主任に向けた。

「主任」

　石子が勢い込んで言った。

「あんな生温い事ではあいつが泥を吐く気遣いはありません」

「まあ、そうせくな」

　主任は押えつけるように答えた。

「そう手取早く行くものじゃない。どうせ皆で交る〴〵攻め立てなければ駄目さ」

「そりゃそうですけれども」

「午後にもう一回僕がやるから、その次は根岸君と君とにやって貰うんだね」

「そうですね」

　根岸は稍考えていたが、

「私は主任のお手伝いをする事にして、石子君と渡辺君とに元気の好いところをやって貰いましょうか」

「それも宜かろう」

　主任はうなずいた。

「それから、あいつの云った神戸かんべとか云う牧師ですね。一度調べて見なければなりませんね」

「そうだ」

　主任は思い出したように、

「早速召喚しよう」

「いや」

　根岸は凹んだ眼を考え深そうにギロリと光らしながら、

「喚んでも来るかどうか分りませんよ。石子君にでも行って貰うんですなあ」

「行きましょう」

　石子が口を出した。

「では石子君は神戸牧師の所へ行って呉れ給え。それから根岸君と渡辺君とは午後僕の調べた後を、もう一度厳重にやって呉れ給え」

「承知しました」

　三刑事は頭を下げた。

「どれ昼飯にでもしようか」

　大島主任は機嫌よく立上ろうとした。

　所へ、あわたゞしく一人の刑事が走って来た。

「主任、支倉がどうしたのか苦悶を始めました。監房をのたうち廻っています」

「えっ」

　一同は驚いて顔を見合せたが、主任は口早に石子に向って云った。

「君、あいつの懐中物はすっかり取り上げたんだろうね」

「えゝ」

　石子はうなずいた。

「毒薬を持っていたとか云うが──」

「毒薬は無論第一に取上げました」

「では、急病でも起したと見える」

　主任は飛んで来た刑事を振り向いて、

「直ぐ医者を呼んで呉れ給え」

「承知しました」

　刑事が出て行くと、主任はすっくと立上った。

「おい、見に行こう」

　一同がうち連れて独房の前に立つと、薄暗い不潔な箱の中で、支倉が顔蒼ざめて手足をバタバタさせながら呻吟していた。




「どうしたのか」

　大島主任は独房の中を覗きながら声をかけた。

「うーむ」

　支倉は然し答えようともしないで唸り続けていた。

　石子刑事は檻の中に這入って、支倉を抱き起したが、彼は蒼い顔をして苦悶をしているだけで、吐血した模様もない。

「どうしたんだ」

　石子は呶鳴った。

「うーむ、苦しい、俺は死ぬんだ」

　支倉は喘ぎながら答えた。

　所へ急報によって警察医が駆けつけて来た。

　小柄な老医は支倉の脈をじっと握っていたが、

「どうしたんだね、腹でも痛いのかね」

　と優しく聞いた。

「えゝ」

　支倉はグッタリしながら答えた。

「そうか、抛っときゃ治るよ。大した事じゃない。何か悪いものを食べたのか」

「えゝ、呑んだのです」

「呑んだ？」

　医師は驚きながら、

「何を呑んだのだね」

「銅貨を呑んだのです。僕は、僕は死ぬ積りなのだ」

「何、銅貨を呑んだ」

　石子は叫んだ。

「どこにそんなものを隠していたのだ」

　支倉は苦しそうにグッタリしたまゝに答えない。石子は心配そうに医師に聞いた。

「大丈夫でしょうか」

「大丈夫です」

　医師はうなずいた。

「銅貨を呑んだって死にゃしません。脈も確ですし、心配はありません」

「そうですか」

　石子は安心したように、

「いやに世話を焼かせる奴だ。ちょっいつの間にか銅貨をくすねていやがる。未だ何か隠しているんだろう」

　こう云って石子は腹立たしそうに支倉を揺ぶるようにして厳重に懐中や袂を探り初めた。

「痛い、ひどい事をするなっ」

　支倉は喚いた。

「何か薬をやって頂けますか」

　主任は支倉を尻目にかけながら医師に聞いた。

「えゝ、健胃剤でもやりましょう」

「ほんとうに大丈夫ですか」

「えゝ、大丈夫ですよ」

「おい、支倉」

　主任は支倉の方を振り向くと大音声に叱りつけた。

「詰らぬ真似をするな。そんな馬鹿な事をして訊問を遅らそうとしたって駄目だぞ」

　支倉は主任の罵声を聞くと、ジロリと凄い眼を向けたが、そのまゝ黙り込んで了った。

　主任は暫く支倉を睨みつけていたが、やがて刑事達を従えて足音荒く部屋に引上げた。

「ちょっ人騒がせな奴だ」

　主任は未だプン〳〵していた。

「主任、直ぐ引出して来て、とっちめてやろうじゃありませんか」

　石子も興奮しながら云った。

「それが好い、よし俺が引出して来てやろう」

　気の早い渡辺刑事は立ち上って出て行こうとした。

「おい〳〵、そうあわてるな」

　根岸刑事は出て行こうとした渡辺を呼び留めた。

「いくら何でも今調べるのは可哀想だ。それに今聞いたって云う気遣いはないよ。今晩一晩位は独房に置いとくのが好いのだ。どんな強情な奴でも、一人置かれるといろ〳〵と考えて心細くなるから、素直に云うものだよ」

「それは対手あいてに依るよ」

　渡辺は渋々席につきながら、

「あいつにはそんな生優しい事では行かないよ」

「まあ、行くか行かぬかそっとして置くさ。それよりね、主任」

　根岸は大島の方を見て、

「女房を一度喚んで調べましょうや、何か知っているかも知れませんぜ」

「うむ、そうだ。そうしよう」

　主任はうなずいた。




　支倉の妻の静子は根岸刑事の献策によって警察に出頭を命ぜられて、取調を受ける事になった。

　それより前に石子刑事は取敢ず芝今里町の神戸かんべ牧師を訪ねたのだった。

　神戸牧師と云うのは当時三十五、六、漸く円熟境に這入ろうとする年配で、外国仕込の瀟洒たる宗教家だった。支倉の妻が日曜学校の教師などをして、同派に属している関係から知合となり、妻の縁で支倉も続いて出入するようになり、小林貞を支倉の家に預けるようにしたのも、彼が口を利いたのだった。そんな関係で支倉は神戸牧師に師事をしていたのだった。

　石子刑事が名刺を通じると直ぐに二階の一室に通された。

　白皙な顔に稍厚ぽったい唇をきっと結んで現われた牧師は、石子にちょっと会釈して座につくと不興気に云った。

「何か御用事ですか」

「はあ、鳥渡支倉の事についてお伺いしたい事があるのです」

　石子は畏まって云った。

「支倉？　はゝあ、どんな事ですか」

「実は支倉はある嫌疑で神楽坂署に留置してあるのです」

「支倉が」

　神戸牧師は鳥渡驚いたようだったが、直ぐ平然として、

「はゝあ、どう云う嫌疑ですか」

「それはいろ〳〵の嫌疑で鳥渡こゝでは申上げられないのですが、それにつきまして、お尋ねしたいのは支倉の家に居りました小林貞と云う女の事についてなのです」

「はゝあ」

「支倉が小林貞と云う娘に暴行を加えたと云う話なのですが」

「その事を私に聞こうと云うのですか」

　神戸牧師は稍鋭く聞いた。

「えゝ。そうなのです。支倉があなたに聞いて呉れと云うのです」

「支倉が私に聞いて呉れと云ったんですって？」

「えゝ」

「そうですか」

　神戸牧師は暫く考えていたが、

「支倉がそう云ったのなら、差支ないかも知れませんがね。兎に角人の名誉に関する事ですから申上げかねますね」

「それはそうでしょうけれども、真相が分りませぬと支倉に不利になるかも分りません。私達も出来るだけ事の真相を掴みたいと思っているのですから決して御迷惑になるような事はいたしませんから、ご存じの事を教えて下さい」

「あなたの云われる事は能く分りますがね。兎に角重大な事ですからな。まあ、云うのはお断りしたいと思います」

「では差支のない事だけを云って下さいませんか」

「さあ、どんな事が必要なのですか。一つ聞いて見て下さい。答えられるだけは答えますから」

「小林貞と云うのは、あなたの御世話で支倉方に行儀見習いと云うので置いて貰ったのだそうですが、そうですか」

「私の世話と云う程ではありません。あれの親が私の娘を支倉さんの家に置いて貰う事にしたらどうだろうと云うので、宜かろうと云った位のものです」

「その娘に支倉がどうとかしたと云うのは本当ですか」

「それは本当とも嘘とも申上げられません」

「では、本人が病気の為に暇を貰ったと云うのは本当ですか」

「えゝ、そんな事でした」

「何の為に病気になったのですか」

　石子はじっと神戸牧師の迷惑そうな顔を見上げた。




　石子刑事の質問に神戸牧師は愈〻迷惑そうな顔を曇らしながら、

「それはお答え出来ません」

「そうですか」

　石子は暫く考えていたが、牧師の態度が中々強硬で容易に話しそうもないので諦めたように、

「そう仰有られてはどうも仕方がありません。然し、私は職責上お尋ねするので、此まゝあなたから少しも要領を得ないで帰署する事は甚だ困るのですが」

　石子の落胆したようた様子を見た神戸牧師は、気の毒になったか少し言葉を和げながら、

「職責上と云われると私も知っているだけの事は云わなければなりますまい。ではこうして下さい。もし正式に検事なり署長なりから召喚があれば私はその人達の面前で申述べる事にしましょう。他人の迷惑になるかも知れない事を不用意のうちに喋るのは嫌ですから」

「では何ですか」

　石子は元気よく云った。

「署長の前でならお話し下さいますか」

「えゝ、もしそれが必要だと云うならそうしましょう」

「有難うございます」

　石子は頭を下げた。

「ではご迷惑でもそう願いましょう。帰署いたしまして、早速手続きをいたします」

　石子刑事は直接神戸牧師から支倉の事に関する有力な手懸りを得られなかったのは残念だったけれども、牧師自身が警察の呼び出しに応じて、署長の面前で話しても好いと云った言葉で稍勢いを得て神楽坂署に引上げた。




　石子が帰署したのはもう夕方近くだった。

　刑事部屋では支倉の妻静子の訊問が始まっていた。

　彼女は地味なお召の着物に黒っぽい紋つきの羽織を重ね、キチンと膝を揃えてじっとうな垂れながら刑事の不遠慮な鋭い質問に、只微にハイとかイーエとか答えるだけだった。時々血の気の失せた蒼白い顔を上げて、長い睫の下から怨ずるような、憤るような眼を刑事達に投げかけていた。

　静子の訊問はこの日を皮切りとして三日間続いた。警察当局者の考えでは支倉の犯した数々の罪、前後三回に亘る放火だとか、女中小林貞の殺害など必ず静子が知っているものと信じていたのだった。この女の口を開けさえすれば片が附くと云う考えだったから、この取調べは可成峻厳に行われたのである。

　支倉の訊問は彼の妻の訊問と平行して行われたのだったが、知らぬ存ぜぬ一点張りで押通した彼も、この妻の訊問には可成苦しんだものらしい。彼が後に自ら大正の佐倉宗五郎なりと気狂いじみた事を云い出したのも、或はこの時の事を指しているのかと思われる。

　彼女の訊問は前に云った通り三日続いた。然し、彼女はよくそれに堪えた。彼女は相当教養もあり、支倉も彼女に対しては十分尊敬を払っているようであり、夫婦仲も好いと思われるのだから、大抵の事は支倉も打明けるだろうし、打明けないまでも或程度まで察しがつくだろうし、どうでも支倉のやった事を知っているに違いないと云うので、刑事達は交る〴〵厳重に彼女を責め立てたのだった。が、事実は彼等の予期に反して、彼女の口からは何事も聞く事が出来なかった。どうせ夫の大事を軽々しく喋る女ではないと云う見込ではあったけれども、こうまでしても口を開かないのは、実際に彼女は何事も知らないと認めるより仕方がなかった。

「ちょっ」

　三日目には流石の根岸刑事もとうとう匙を投げた。

「強情な女だ。だが実際知らないらしい」

「知らない筈はないと思うが」

　渡辺刑事は口惜しそうに云った。

「実際知らないのかなあ」

　かくて静子の口から分ったのは小林貞の暴行事件の真相だけだった。




　話は三年前に溯さかのぼる。

　真白に咲き乱れた庭の沈丁花の強烈な香が書斎に押寄せて来て、青春の悩みをそゝり立てるような黄昏時だった。若い牧師神戸かんべ玄次郎氏は庭に向った障子を開け放して、端然と坐って熱心に宗教書を読み耽っていた。

　机の上の瑞西スイッツルから持って帰った置時計はチクタクと一刻千金と云われる春の宵を静に刻んでいた。

　折柄襖が静かに開いて夫人が淑かに現われた。

「あの支倉さんが是非お目にかゝりたいと仰有るのですが」

　振り向いて夫人の顔を見た神戸氏は稍顔を曇らし乍ら反問した。

「支倉が？」

「はい」

　支倉は彼の妻の静子の紹介で神戸氏の所へ両三回出入しているのであるが、俗に云う虫が好かないと云うのか、神戸氏はどうも厚意が持てないのだった。罪人を救い、曲ったものを正すべき宗教家として、人を遇する上に感情を交えるのは慎むべき事であるが、神でない以上愛憎を感じるのは止むを得ぬ。尤も神戸氏は決して支倉を憎んでいるのではない。只何となく少しばかり気に入らぬと云うだけなのだ。彼の方から師事して教えを求めに来るのを排斥する訳には行かぬ。

　彼はバタリと机の上の書物を閉じた。

「こちらへお通しなさい」

　支倉喜平は一癖ある面魂つらだましいに一抹の不安を漂わせながら、書斎に這入って来た。

「御無沙汰いたしました」

　彼は平伏した。

「こちらこそ、お変りなくて結構です。まあお敷なさい」

　牧師は彼に蒲団をすゝめた。

「有難うございます」

　支倉は蒲団を敷こうともせず、モジ〳〵していた。

　暮色が忍びやかに部屋の中に這入って来た。

　あたりが模糊として、時計の音が思い出したように響いた。

　神戸氏はつと立上って頭上の電燈のスイッチを捻った。さっと黄色を帯びた温かい光が流れ落ちて、畳の目を鮮かに照した。夕闇は部屋の隅の方に追いやられた。

　モジ〳〵していた支倉は神戸氏が静かに元の座に帰った時に、つと決心したように頭を上げたが、直ぐに力なげにうな垂れた。

　息苦しいような沈黙が続いた。沈丁花の香が主客の鼻孔に忍込んでこの場を一層重苦しくするのだった。

　支倉は再びきっと顔を上げた。

「先生」

　彼は苦しそうに叫んだ。

「どうぞ笑って下さい。責めて下さい。支倉は哀れな人間です」

「どうしたのですか」

　神戸氏は気の毒そうに彼を見た。

「話して御覧なさい」

「先生、私は卑しい人間です。私は弱い人間です」

　口早にそう云い切った支倉は暫く息をついていたが、やがて悲痛な顔をしながら、

「先生、私の鼻を見て下さい」

　神戸牧師は彼の真黒ないかつい顔の真中についている巨大な鼻をじっと見た。牧師は真面目に彼の鼻を観察した。

　彼の真剣さは牧師に微笑だにさせる余裕を与えなかったのである。

「先生、私は性慾が旺盛なのです。私のこの大きな鼻がそれを証明しているのです」

　神戸氏は別に返答を与えないでじっと気の毒な彼の興奮している顔をうち守った。

「先生、どうぞ懲らして下さい。許して下さい。そうして救って下さい」

　支倉は殆ど泣かん許りに掻口説かきくどいた。

　お茶を運んで来た夫人はさっきから襖の外に佇んでいた。




「そう興奮しないで静かに話して下さい」

　神戸牧師は宥めるように支倉に云った。

「先生、私は大変な罪を犯したのです。汚れた罪なのです」

「どんな汚れた罪でも償えない筈はありません。話して御覧なさい」

「先生、私は女を犯したのです。無垢の少女を。私は前に云った通り性慾の醜い奴隷なのです。実は一月許り前に妻が郷里の秋田へ帰りました。その留守の閨ねや淋しさに私は女中の貞に挑みかゝり、とう〳〵暴力を以て獣慾を遂げて終ったのです」

　支倉は云い悪くそうにポツリ〳〵と口を切りながら、漸く自分の罪を云い終ると、じっと顔を伏せた。

　神戸氏は支倉の意外な告白に些か驚きながら、

「それは飛んだ事をしましたね」

「私の罪はそれだけではありません」

　やがて支倉は顔を上げて、情けなさそうに云った。

「私は女に忌わしい病気をうつして終ったのです」

「え、え」

　泰然として聞いていた牧師も余りの事に思わず声を上げた。彼はそんな忌わしい病気に犯されているのだろうか。これが仮りにも宗教界に身を置くものゝ所業だったのであろうか。

「何とも申上げようがありません。お目にかゝってこんな恥かしい事をお話しなければならない私をお憐み下さい」

「よく告白しました。あなたはきっと救われると思います」

「有難うございます。先生、私の浅間しい所業は罰せられずには置かなかったのです。女房にも女の親にも知られて終いました。女の叔父と云うのが手のつけられない無頼漢なのです。私は絶えず脅迫されるのです」

　神戸氏は鳥渡誑たぶらかされたような気がした。彼は支倉のしょげ切った姿から眼を離して、庭前をチラリと見やった。夕闇に丁字の花が白く浮んでいた。

　支倉はさっきから真摯な態度で彼の罪を告白していた、と神戸氏は思っていたが、今聞くと彼は女中の伯父から脅迫される事を恐れて、自分の所へ縋りに来たとも思える。彼の流していたのは必ずしも悔悟の涙でなくて、救いを求めに来たのは彼の霊でなくて、肉体であったかも知れない。

「先生」

　支倉は黙り込んだ牧師を不安そうに見上げながら、

「私は心から悔悟しているのです。どうか救って下さい」

　支倉の悔悟は偽りか。この瞬間に於ける彼の至情は、よしそれが神の罰を恐れる為でなく、無頼漢の脅迫を恐れる為であったとしても、正に悔悟と認めて好い。彼のこの告白に対して石を投げて責め得る人は恐らくないであろう。神戸牧師は居住いを正した。

「で、私はどうすれば好いのですか」

「叔父との間を調停して頂きたいのです」

　支倉はホッとしながら答えた。

「無論私は再びこんな誤ちを犯さない事を誓います」

「その叔父とか云うのとはどう云う話になっているのです」

「たゞもう姪を元の通りの身体からだにして帰せと云って喚き立てる許りなのです」

「そうですか」

　神戸氏は暫く考えていたが、

「私はこんな問題に触れるのは好みませんが、折角のお頼みですから、兎に角その叔父と云うのに一度会って見ましょう。所で父親の方はどうなのですか」

「無論立腹しているには違いないのですが、父の方は別に直接には何とも云わないのです」

「父親の方は私も一度位会った事があるかと思っています。父親をさし置いて叔父の方がそう喧しく云う事もないでしょう。兎に角私から穏かに話して見ましょう」




　神戸牧師の情ある言葉に支倉は度々頭を下げて礼を述べて帰って行った。

　それから神戸氏はいろ〳〵尽力して、漸くの事で女中の貞は親許に引取り、支倉は慰藉料として二百円、外に女の病気が治るまで病院に通わせ、その治療代を負担すると云う条件で一先ず型がついたのだった。

　いよ〳〵、約束の金を叔父の定次郎に渡すと云う段になって、神戸牧師は支倉の態度に少し驚かされた。

　支倉は叔父の定次郎から脅迫されて窮境に陥った時に、涙を流して神戸氏に訴えた。その時の彼の心情は蓋けだし憐れむべきものがあって、悔悟の状も溢れ出て、何人と雖いえどもあの際尚彼を笞打むちうつと云うには忍びなかったであろう。それなればこそ神戸氏も気の毒に思って、調停の役を務めたのだったが、漸く解決して金を渡す時の彼の態度はガラリと変った。

　彼は金を取られた事が残念で耐らないのだった。

「金を渡しました」

　と云って神戸氏に報告した時の彼の無念そうな様子には、神戸氏も一驚を喫したのだった。

　要するに彼は一種の守銭奴だったらしい。

　或場合には狂的に金を出す事を惜しんだのである。彼の数々の犯罪もこの金銭を極端に愛すると云う所から起ったとも云える。彼が心から告白して救いを神戸氏に求めた時の至情は、いざ金を出すと云う際に、忽ちその影は潜めて、彼の半面醜い陋劣な心事が赤裸々に現われて来るのだった。此の点では彼は二重人格者であると云う事が云える。

　表面的に事件が解決すると共に、神戸牧師は事件から手を引いて終った。叔父の定次郎は其後もチョイ〳〵支倉の家へ強請ゆすりに行ったらしい。小林貞が病院へ行く途中から姿を消したのはそれから間もなくであった。

　神戸牧師は貞が行方不明になったと云う事を聞いた時に、あの強慾な叔父がいずれへか売飛ばしでもしたかと思って、憐れに感じたが、然しそれ以上に穿鑿する義理合も好奇心もなかったので、そのまゝにしていたのだった。支倉はその後時折神戸氏を訪ねて来た。

　以上が神戸牧師が警察に出頭して陳述した要点だった。支倉の妻の静子がこの事について申述べた所も略おおよそ同様であった。

　拘引以来三日間何事を問われても知らぬ存ぜぬと云い張っていた支倉は、又しても今日午後から刑事部屋に引出されて、石子、渡辺両刑事に調べられていた。

「おい、白ばくれるな、小林貞はどこへ隠したのだっ。早く云え」

　短気の渡辺刑事は怒号していた。

　支倉は相変らず黙々として冷やかな眼で刑事の顔を見上げていた。

「証拠は充分に上っているのだぞ」

　石子刑事は歯がみをしながら云った。

「だまっていればいる程損なんだ。立派に白状すれば情状酌量と云う事がある。お前が強情を張る為に罪のない女房まで痛い目を見ているではないか」

「え、女房が調べられているって」

　支倉はギクリとした。

「そうさ。罪もない細君は三日三晩続けざまに調べられているんだ」

　石子は態わざと、誇張して脅かしつけようとして、嘲けるように云った。

「そりゃひどい。女房が何を知るものか」

　支倉は苦悶の色を隠そうとしながら云った。

「知ってるか知らないか調べているのだ」

　石子は支倉がひるむ色を見せたので、嵩かさにかゝって云ったが、支倉はまたプッツリと黙り込んで終った。

　刑事部屋の三尺の戸がガラリと開いた。

　現われたのは大島主任と根岸刑事である。

「未だ白状しないか。よし俺達が調べよう」




　よし俺が調べようと云って出て来た主任の顔を見ると、石子は驚いたように叫んだ。

「あっ、主任、ひどく顔色が悪いじゃありませんか」

「うん」

　主任は眉をひそめながら答えた。

「少し気分が悪いのだ」

　大島主任の顔色は真蒼だった。見かけはでっぷりして丈夫そうな身体だったが、彼は性得しょうとく心臓が弱かったので、余り興奮したり、調べ物に身を入れたりすると、よく脳貧血を起すのだった。

「私達は未だ疲れやしませんから暫くお休みになったらどうですか」

　渡辺刑事は心配そうに云った。

　刑事達が調べ疲れると新手と入れ交ると見える。調べられる支倉はいつまでも休息を与えられないのだとすると、いかに頑健な彼でも、遂には反抗の力が尽きる時が来るだろうと思われる。

「いや、何でもない」

　主任はきっぱり云った。

「僕は支倉が自白をする迄はとても休息などしていられないのだ」

「僕も随分留めたのだがね」

　根岸刑事が云った。

「主任がどうしても聞かないのだ」

「そうですか、ではお願いする事にしましょう」

　石子はそう云って渡辺刑事と共に部屋を出て行った。

「支倉」

　主任はじっと彼を見詰めながら云った。

「お前は未だ小林貞の居場所を白状しないのかい」

「知らぬ事はいくら問われても答える事が出来ぬ」

　支倉はいま〳〵しそうに答えた。

「そうか、よし、そんなら女の居所を俺が教えてやるッ」

　主任は怒号した。

「えっ」

　支倉はあきれたような表情で主任の顔を見上げた。

「小林貞は大崎の古井戸の中にいるのだッ」

「え、え」

　支倉は飛上った。

「お前は警察が何にも知らぬと思っているのかッ」

　主任が大崎の古井戸と云った時にさっと顔色を変えた支倉は、忽ち元の素知らぬ顔に戻って嘲るように云った。

「貞の行方が分っていれば好いじゃありませんか。今まで何だって私に訊ねたのです」

「何っ、貴様は本官を愚弄するかっ」

　大島主任は憤怒の極に達したが、もう次の言葉を発する事が出来ずフラ〳〵と倒れようとした。

「あっ、どうしました。お気を確に」

　根岸は驚いて主任を抱き止めた。

「な、なに、大丈夫だ」

　主任は血の気の失せた唇を噛みしめながら云った。

「まあ、お休みなさい」

　根岸は主任を無理に押とめて、支倉に向って云った。

「ねえ、支倉君、世話を焼かすじゃないか。司法主任を怒らしても仕方がないじゃないか。知ってるだけの事は素直に話した方が好いと僕は思うね」

「知らないから仕方がない」

　支倉は相変らずぶっきら棒ながら、いくらか優しく答えた。

　嫌疑者訊問法について或る著述を読んで見ると、第一に嫌疑者を脅かさない事、嫌疑者に対して立腹しない事、嫌疑の内容を知らしめない事などが挙げてある。今支倉喜平を訊問している警吏は主任始めいずれも経験に富んだ其道の豪の者揃いであるから、これしきの事を知らない筈がない。無論彼等は始めは定石通り訊問をしたのだが、元来支倉が一筋縄で行く人間ではないのだから、生優しい手段は尽こと〴〵く効を奏せず、いら〳〵して来た彼等は今は殆ど頭ごなしに押えつけて白状させようとしている。

　流石老巧の根岸刑事は未だいくらか余裕があって、ジリ〳〵押しに調べようとする。支倉がガミ〳〵云われ通した後だから、いくらか動かされた。




「ねえ、君」

　根岸刑事は鋭い眼を薄気味悪く光らしながら、ジリ〳〵訊問を進める。

「我々は既に度々云う通り、証拠のない事を云っているのじゃないのだ。然し、今は証拠があるとかないとか云う事を超越して、直接君の良心に訴えたい。君も仮りにも宗教的な仕事をしていたのだろう。侮い改めよと人に云って聞かした事もある筈だ。ねえ、君が何か悪いと思う事をしていたら、此際すっかり云って貰おうじゃないか。我々の職務は決して犯人に不利益な事のみを捜し出すのじゃない。利益になる事も充分探り出して、意見書を添えて検事局へ送るのだよ。君が素直に自白さえすれば、我々は少しも君を憎んでいやしない、署長によく頼んで罪が軽くなるように計って貰おう。僕の云う事に偽りはない。君のように反抗をし続けていると結局君の損なんだよ」

「反抗している訳では毛頭ない」

　根岸の縷々として尽きない言葉に、支倉は少し面を和げながら答えた。

「然し知らない事は返事が出来ないし、あまり威丈高になって聞かれると、勢い僕の方でも黙って引込んで居られないと云う訳だ」

「成程、君の云う事は尤だ。然し我々は君が知らない筈がないと思うのだがね」

「それは意見の相違で、つまり水かけ論さ」

「そうすると君は高輪の火事の時に半焼になったが、保険の勧誘員に金をやって全焼の扱いにして貰った事も否定するのだね」

「勧誘員に金はやったよ。然しそれは単なる謝礼の意味で、半焼を全焼にして貰った覚えなどはない」

「あの火事の晩に、君は俗に立ン坊と云う浮浪人に金を出して雇っているが、あれは何の為だったのだね」

「何の為でもない」

　ふと口を滑らした支倉はあわてゝ続けた。

「いやそんな者を雇った覚えはない」

「ふん、ではそれはそうとして、君は小林貞の叔父の定次郎には度々脅迫されて、弱ったろうね」

「あいつは実に悪い奴だ」

　支倉は口惜しそうに、

「あいつには随分ひどい目に会わされた」

「ふん、それで君が小林貞を病院から帰る途中で連れ出したのは何時いつ頃だったかね」

「そんな事は知らぬ」

　支倉は中々根岸刑事の手に乗らない。春日遅々と云うけれども、根岸の念の入った取調べにいつか日はトップリと暮れて終しまった。

「根岸君」

　じっと聞いていた主任は、苦しそうな表情を浮べながら、

「どうもいけない、頭がフラ〳〵する。僕は休息したいから、後を又石子達に頼む事としよう」

　そう云いながら主任は力なげに出て行った。やがて、石子と渡辺が荒々しく這入って来た。

「おい、支倉」

　石子はいきなり呼びかけた。

「未だ白状しないのか。往生際の悪い奴だ」

「いつまでも強情を張ると痛い目を見せるぞ」

　渡辺は呶鳴った。

「支倉君」

　根岸刑事が云った。

「この二人は若いから、ほんとに君をどんな目に遭わすか知れないよ。そんな詰らぬ目に遭ってから云うよりは、今云った方が好くないか。どうせ云わねばならぬ事だから、その方が得と云うものだぜ」

「得だろうが損だろうが、少しも知らぬ事は云えぬ」

　夜は次第に濃くなって行く。ガランとした刑事部屋の真中に坐らせられた支倉の頭上には、高く薄暗い電燈が只一つ灯ついているきりで、凹んだ眼、尖った頬骨、大きな鼻と凹凸の多い彼の顔にクッキリとした影をつけて、彼を一層物凄く見せていた。

「よしっ、そんならお前に見せるものがあるっ」

　そう叫んで石子は何やら白いものを取り出したが、支倉は一目見ると、

「あっ」

　と叫んだ。




　支倉が一目見るより、あっと叫んだのは何事か。石子刑事の取り出したものは白く曝れた髑髏だった。

「支倉、この髑髏をよく見ろ」

　石子は支倉の眼の前に気味の悪い頭蓋骨をつき出した。

「これは何だ」

　支倉は叫んだ。

「分らないか。この髑髏の歯を見てみろ。之はお前に殺された小林貞の骸骨だ」

「え、え」

　支倉は恐怖の色を現わして顔を背向そむけようとした。

「おい、何もそう恐がる事はない」

　渡辺刑事は石子から髑髏を受取りながら、

「お前の可愛がった女の骨じゃないか」

　未だ深夜と云う程ではない。けれどもこゝは聞くだに恐ろしい刑事部屋で、あたりは寂としている。それに荒くれた刑事達に取巻かれて、髑髏を眼の前につきつけられたのであるから、流石の支倉もギョッとしたに相違ない。もし彼が小林貞を殺していたとすると、いかに恐怖を感じたであろうか。想像するに難くない。

　然し、強胆な支倉はチラと取乱した姿を見せただけで、忽ち元の憎々しい人を人とも思わぬ態度に帰った。

「そんなものは俺は知らない。貞を殺したなどと飛んでもない事を云うな」

「貞の屍体は大崎の古井戸から出て来たのだがね」

　根岸は静かに云った。

「君はその時に見に行ったそうだが、どんな気持がしたね」

「大崎の古井戸から女の屍体が上がった事があった。俺はそれを見に行ったのを覚えている。然し、あれは決して貞ではない」

「そんな事はないよ。確に貞の屍体だよ」

「いや、あの上がった屍体はすっかりと腐爛していたから誰の屍体だか分りゃしない。現にあの時の検視官にも何も分らなかった筈だ」

「支倉君、君は非常に委しいことを知っているね」

「────」

「君は何か思い当る所があったので、検視の結果に深い注意を払っていたのだろう。ね、そうだろう」

「────」

「支倉」

　耐りかねたように石子刑事が叫んだ。

「お前が古井戸の中へ女を抛り込んだ事はいかに隠そうとしても無駄な事なのだ。早く有体ありていに云って終しまえ」

「いつまでも隠し切れるものではないよ」

　根岸はネチ〳〵した調子で続ける。

「僕も随分いろ〳〵の犯人を調べた。中には強情なのがあって、容易に白状しないのがあったが、結局はみんな恐れ入ったよ。事実犯した罪を最後まで知らないと云い張れるものではないのだ。どうせ事実を云わねばならぬとすると、早い程好いよ。裁判に廻っても非常に得だし、それに君の自白が長引けば長引く程、妻子も長く困る訳だよ」

「君の云う事は能く分る」

　支倉はうなずきながら、

「僕だって覚えがあるなら無論云う。こんな所にいつまでも入れられているのは苦痛だし、妻子の事を思うと身を切られるより辛い。本当に何も知らぬからいくら問われても之以上は答えぬ。早く裁判に廻して呉れ」

「じゃ、君は飽くまで知らぬと云い張るのだな」

　根岸は調子を変えてグッと支倉を睨んだ。

「そうだ」

　支倉は根岸の炯々けい〳〵たる眼光に射られながら、跳返すよう答えた。

「よしっ」

　根岸は突立上った。

「僕はもう何も云う事はない。之から先、君がどんな苦しい眼をみようと僕は構わぬ。君がもし僕の云った事に思い当ったら、一言根岸に会いたいと云い給え、じゃ又会おう」

　こう云い棄てゝ根岸は部屋の外へ出た。

　今までジリ〳〵していた渡辺刑事は、髑髏を片手に支倉の前ににじり寄った。




　夜は次第に更けて行く。

　こゝは浮世を外にした別世界。名を聞くさえ、気の弱い者は顫え上る刑事部屋である。髑髏を片手に支倉に迫った渡辺刑事の身辺からは正に一道の凄気が迸ほとばしった。

「支倉、貴様はいかに冷静を装って、知らぬ一点張りで通そうとしても、そうは行かぬぞ。貴様が何一つ疚しい所がないのなら、何故最初から堂々と出て来て云い開きをせぬ。逃げ廻ったと云うのが身に覚えのある証拠だ。それに、逃げ廻るさえあるのに、その間にした貴様の所業の数々は誰が見ても貴様は悪人とよりは思えぬ。その上、聖書の窃盗、放火、暴行傷害など歴然たる証拠が上っている。貴様は一番罪の重い殺人罪から逃れたいのだろうが、之も動きの取れない被害者の屍体の出た今日、どう云い開こうとしても詮ない事だ。貴様は何故この分り切った犯罪を一時も早く白状して、お上の慈悲を仰ごうとせぬのだ。貴様はどうあっても、この髑髏に覚えがないと云うのかっ」

　先刻からの続けざまの訊問に興奮して来た支倉は、独特の大きな濁声だみごえで叫んだ。

「知らぬ、知らぬ、何と云われても知らぬ」

「知らぬ事があるものかっ」

　渡辺刑事は怒号した。

「之は貴様の可愛がった女の髑髏だ。さあよく見ろ」

　渡辺刑事は髑髏をピタリと支倉の顔に押しつけた。

　支倉が何事か叫ぼうとすると、部屋の入口がガラリと開いて、ぬっと這入って来た人がある。

　それは庄司署長だった。

　署長は柔道で鍛え上げたガッシリとした長身をノッシ〳〵と運びながら、喜怒哀楽を色に現わさないと云う不得要領なボーッとした風で、何気なく刑事達に声をかけた。

「おい、どうしたい。未だ片はつかんのか」

「はい」

　石子は固くなりながら、

「未だ自白いたしません」

「そうか」

　彼は軽くうなずいたが、支倉の方を向いて、

「おい、君、未だ片がつかんそうじゃね」

　夜はもう余程更けている。花には未だ早いが折柄の春であり、宵のうちには一段の賑いを見せていた神楽坂の通りも、今は夜店もチラホラと通る人も稀であろう。風こそ吹かね、底冷えのする寒さは森々として身に染みる。火の気のない冷たい部屋で長時間続行訊問せられる支倉は身から出た錆とは云いながら憐である。

「おい、君、早く本当の事を云って終しまったらどうだね」

　署長は黙っている支倉に促すように云った。

　支倉はじっと自分よりは七つ八つ若いと思われる署長を見上げた。




　後に支倉が獄中で書いた日記を見ると、この神楽坂署の取調を想起して、

「十二時の鐘がゴーンと鳴ると、署長が亡者を責む地獄の鬼のように、ノッソリと現われる」

　と書いてあった。

　この事について神楽坂署が裁判所へ出した報告には、

「取調の都合上時に夜に到るまで訊問を続行し、十時過ぎに至れる事あり」

　とあった。そのいずれが正しいか知る由もないが、兎に角、時の神楽坂署では夜遅くまで訊問を続行した事はあったらしい。支倉が、

「十二時の鐘がゴーンと鳴ると」

　云々と書いたのは多少修辞上の言葉で、必ずしも署長が鐘の音を合図に現われたものではないと思われる。支倉が果して殺人罪を犯していたかどうか。それは神聖なる裁判に待つよりないが、彼が他に悪事を働いている事は疑う余地がない。傲慢な彼に対して取調べが峻厳を極めたのも止むを得ないであろう。

　さて、署長の訊問振りはいかに。




「おい君、貞ちゅう女はどこに隠したんだ。未だ考えがつかんかね」

　庄司署長は、赤味のある丸顔に強度の近眼鏡の下から割に小さい眼をしばたゝかせながら、迫らず焦らず悠然と訊問を始めた。

「隠した覚えがないから考えつく訳がないです」

　流石に支倉も対手が署長であるだけ、幾分言葉遣いも丁寧である。

「隠した覚えがないと云っても、そりゃいかんよ。君があの女の為に金を強請ゆすられるようになって、うるさがっていたと云う事は蔽うべからざる事実じゃからね。じゃ君はあの女はどうして行方不明になったと思うのだね」

「そんな事はよく分りませんが、多分叔父の定次郎がどうかしたんじゃないでしょうか」

「どうかしたとは？」

「どっかへ売飛ばしでもしたんでしょう」

「ハヽヽヽ、君は妙な事を云うね。あの定次郎と云う男は女の為に好い金の蔓にありつけた訳じゃないかね。折角の金の蔓をまさか端はした金で売飛ばしもしまいじゃないか。それよりも君こそあの女は邪魔者だ。病院の帰りに誘拐してどこかへ売飛ばしたのだろう」

「決してそんな事はありません」

「よく考えて御覧」

　署長はじっと支倉を見詰ながら、

「君は知っている事をすっかり話して終しまわないうちはこゝは出られないよ。ね、聖書を盗んだ事はもう証拠歴然として動かす事は出来ないのだ。それだけで君は検事局に送られ、起訴になるに極きまっている。それでだね、潔いさぎよく外の事も云って終ったらどうだね。いずれ予審判事が見逃す気遣いはなし、今こゝで白状した方が余程男らしいがね」

「犯した罪なら白状しますが、知らぬ事は申せません」

　支倉は荒々しく答えた。

「ふん、それがいけないのだ」

　署長は調子を稍強めた。

「君が知らない筈がないからね、君がそうやって頑張っているうちは、罪もない細君まで共々厳重に調べられるのだ。君が口を開かなければ細君の口を開かすより仕方がないからね」

「家内は何にも知りません」

　支倉は叫んだ。

「君は今家内は何にも知らないと云ったね」

　署長は念を押すように云いながら、

「そうかも知れない。然し家内は知らないと云ったね。家内は知らないと云う位だから君は無論知っている事があるのだね、早くそれを云い給え。細君はすぐ家に帰すから」

「────」

　支倉はきっと唇を結んで、物凄い表情をした。こうなったら彼は容易なことで口をひらかないのだ。

「おい、黙っていちゃ分らないじゃないか。早く本当の事を云って、こんなうるさい訊問を二度と受けない様にしたらどうだ。一時も早く裁判に廻って、潔く服罪した方が好いじゃないか。僕も職掌上出来るだけ君の罪が軽くなるようにしようし、君だって相当の財産があるのだから、後に残った妻子は別に困りゃしまい。え、どうだい」

　署長は諄々として説いた。手を替え品を替えと云う言葉があるが、支倉のような頑強な拗者すねものにかゝっては全くその通りにしなければならぬ。署長はどうかして支倉の口を開かせようと思って、子供でも扱うように騙したり賺すかしたりして責め訊ねた。署長には元より他意はない。当時の支倉も知らぬ存ぜぬと突っ張りながらも、署長の訊問には可成感銘したのであろう。それは後の彼の自白に徴しても知られる。

　然し更にその後呪いの鬼になった彼が、此署長の訊問中の不用意な片言隻語を捕えて、いかにそれを利用したか。読者諸君は一驚を喫せられる時があるであろう。

「お話はよく分りました」

　支倉はぬっと頭を上げた。

「よく考えて見ますから今日は寝さして下さい」

「うむ」

　寝さして呉れと云う支倉の言葉に、署長は暫く考えていたが、

「よし、今日の取調は之で終ろう。明日又訊ねるから考えて置くが好い」

　午後から引続いた長い訊問は之で終った。




　支倉は淋しい独房で破れ勝ちな夢を結ぶ事になった。

　翌朝も快い春めいた空だった。人々は陽気に笑いさゞめきながら、郊外に残のこんの梅花や、未だ蕾の堅い桜などを訪ねるのだった。忙しそうに歩き廻る商店街の人達さえ、どことなくゆったりとした気分に充ちていた。

　独房に閉じ込められた支倉喜平には、然し春の訪れはなかった。彼を自白せしめようと只管ひたすら努力している警吏達にも、春を味わうような余裕はなかった。真四角な灰色の警察署の建築の中はあわただしいものではある。

　この朝は神楽坂署の内部は、何となく憂色に閉ざされていた。

　司法主任の大島警部補が急に病が革あらたまったのである。

　彼が病を押して身を挺して支倉の訊問に当っていた事は前に述べたが、昨日は殊に気分の勝れなかったのを無理に出署したのだが、出署して見れば支倉を取調べずには居られない。で、刑事達の留めるのも聞かず訊問を始めたが、忽ち興奮して終って持病の心臓をひどく痛めて終った。帰宅するとそのまゝバッタリ斃れて終ったのであった。

「大島主任はどうもいけないらしいです」

　真蒼な顔をして署長室に這入って来た石子は、署長の顔を見つめながら云った。

「えっ」

　物に動じない署長も流石さすがに驚駭の色を現わして突立上った。

　大島主任が昏々として無意識状態となり、食塩注射によって、辛じて生死の間を彷徨しているその日の午後、石子、渡辺両刑事は又もや支倉を留置場から引出した。主任の弔合戦である。二人は初めから殺気立っている。

「おい、支倉、どうしても云わないか」

　渡辺刑事は息巻いた。

「こうなったら根比べだ。貴様が先に参るか、俺が斃れるか。何日でも訊問を続けるばかりだ」

「支倉、幾度も云って聞かせる通り」

　石子刑事も噛みつかん許りに呶鳴った。

「貴様のした事は明々白々なのだ。知らぬ存ぜぬで云い張ろうとしても無駄な事だぞ」

　然し支倉は容易に自白しようとはしなかった。

　午後の日は次第に傾いて漸く薄暮に及んだが、訊問は未だ止まなかった。刑事部屋の堅く閉ざされた扉を通じて、時々刑事の怒号する声が外に洩れ聞えた。

　日もトップリと暮れはてた時分刑事部屋の扉が開いて、蒼白い顔をした支倉がぬっと現われた。背後には油断なく両刑事が従っている。彼は便所へ行く事を許されたのだった。

　この時の支倉の気持はどうであったろうか。

　彼は今恐ろしい犯罪の嫌疑を受けて、日夜責め問われている。彼の行動は充分そんな嫌疑を蒙るに足るのだ。

　既に読者諸君も御存じの通り、数々の証拠が挙っている。が、然しその証拠は嫌疑を深めるだけの力はあるが、動かすべからざる確定的のものはないと云って好い。それだからどうしても彼を自白させなければならない。所が、彼は証拠の薄弱なのを知ってか、容易に口を開かない。之まで名だゝる強したゝか者を子供のように扱った警吏達も、すっかり手こずって終った。今は乃木将軍が旅順を攻め落した時のように遮二無二、口をこじ開けてゞも白状させようとしているのだ。流石の支倉もヘト〳〵になりながら便所に這入った。

　石子、渡辺両刑事はじっと外に張番はりばんをしていた。




　便所に這入った支倉は中々出て来なかった。

　拘留中の嫌疑者が間々便所から逃走する事があるので、窓にはすっかり金網が張ってあるし、殊に大切な嫌疑者だから両刑事が爛々たる眼を輝かして見張をしているのだから、とても逃走などと云う事は出来ない。彼は今休む暇なき思いを、あわれ便所に暫しの安息を求めているのだろうか。それにしても少し長過ぎる。

　渡辺刑事は待ち切れないで外から声をかけると、中からは返辞の代りに呻き声が聞えた。と、戸が開いて支倉がよろ〳〵と出て来た。彼の口の廻りにはベットリと血がついて、右の拳からはタラ〳〵と血汐が流れて着物に垂れかゝっていた。

「どうしたのだっ」

　渡辺、石子の両刑事は同時にそう叫んで、両方から彼を押えた。

「うむ」

　支倉は苦しそうに喘いだ。

　かつて彼が銅貨を呑んで自殺を計って以来、再びそんな事をさせないように、厳重な警戒をしていたのであるから、刑事はこの有様を見て、只怪しみ驚く許りだった。

　急報によって直ぐ警察医は駆けつけて来た。

　取調の結果、支倉は便所の窓硝子を打欠いて、その破片を呑んだのである事が判明した。

　医師は一応診察した後、以前銅貨を呑んだ時のように、大した障りのない事を断言した。

　こんな事がいきり立っている刑事に素直に受入れられる筈がない。

「畜生」

　渡辺刑事は叫んだ。

「野郎又狂言自殺をやりやがったなっ」

「硝子なんか呑んだって死ねるものかい」

　石子刑事も口惜しそうに云った。

「そんな詰らない真似をして取調を遅らそうとしやがる。誰がなんと云ったって、きゃつが放火や殺人罪を犯している事は確実なんだ。白状させずに置くものか」

　けれども二人はその日は訊問を続ける事が出来なかった。支倉も弱っていたし、それにその夜大島司法主任がとう〳〵死んで終ったのだった。

　司法主任の死は支倉事件の為のみではなかったかも知れない。然しこの事件が重大な原因をなしていた事は確である。そして支倉の訊問中主任が死んだと云う事は署全体にとって大きな激動であった。

　大島主任に代って任命された人は佐藤と云う警部補であった。この人は諄々として温情を以て説くと云う人だった。それにこの人は始めの経緯を知らないから、支倉に対して先入的偏見乃至反感を持っていない。全く白紙の状態で彼に臨む事が出来た。それは支倉を自白させる上に於て確に有効だったと思われる。

　佐藤主任と根岸刑事は支倉に向って根気よく自白の利益である事を説き、署長に縋って罪の軽くなるように計る事を勧めた。その間、石子、渡辺両刑事や署長が交る〳〵続行訊問をやった事は無論である。然し支倉の訊問も随分長引いたから、今更こんな管々くだ〳〵しい取調べを繰返すのは止める事としよう。

　が、こゝに一つ省く事が出来ないのは、何故かくまで頑強だった支倉が飜然自白するに至ったかと云う問題だ。

　之は要するに妻子を枷にして諄々と説かれた為ではないかと思う。とすると後の事に関係があるから、最後の署長の取調べだけは省略する事が出来ない。

「支倉、お前も大概にして覚悟を極めたらどうか」

　支倉の所謂「十二時の鐘がボーンと鳴ると現われて来る」署長は賺すかすように云った。

「お前は妻子が可愛くないのか。僕にも子供があるから子の可愛いことはよく分るが、お前だってもいつまでも妻子を苦しめて置く気はあるまい。お前の自白が長引けば長引く程、妻子は余計な心配をする訳ではないか。こゝの所をよく考えて見るが好い」




「妻子に余計な苦労をかけるのはお前の本意じゃあるまい」

　署長の説諭は諄々として続く。

「僕はお前に身に覚えのない事を白状せよとは云っていない。覚えのある事は結局自白しなければならぬのだから、早い程好いと云っているのだよ。お前は後の事を心配しているのだろうが、立派にあゝやって家作もあるのだし、僕も出来るだけの事はする積りだから、妻子の事は少しも心配がないと思う。いつまでも頑張って辛い訊問を受けるより、男らしく白状して終ったら好いじゃないか」

「ねえ、支倉君」

　根岸刑事は署長の後を継いで云った。

「もう大抵分って呉れたろうと思う。いつも云う通り君の方でさえ素直に自白して呉れたら、我々は出来るだけ君の為を計る積りだ。署長さんもあゝ云う風に妻子の事は心配しなくても好いと引受けて下さるのだから、この上我々に迷惑をかけて、徒いたずらに自分の不利益を計るより、綺麗さっぱりと白状して終おうじゃないか」

　佐藤司法主任や根岸刑事は、ジリ〳〵と恩愛を枷に搦手からめてから攻める。一方では石子、渡辺両刑事が真向から呶鳴りつける。その合間々々には精力絶倫の庄司署長が倦まず撓まず訊問をする。一旦云わぬと決心したら金輪際口を開かぬと云う流石強情な支倉も、こゝに至っては全く弱り果てゝ終った。かてゝ加えて妻子の事も気に掛る。

　仮令たとえ一寸逃にげても何とか口を開かねば、只知らぬ存ぜぬでは、突張れない羽目となって来た。その機微を察した署長はどうしてそれを見逃そうぞ。

「さあ、真直に云うが好い。小林貞は一体どこへやったのだ」

「誠にお手数をかけました」

　支倉は頭を下げながら、

「貞はいかにも私が誘拐したのです」

「うむ」

　署長は大きく眼を見張って、

「誘拐してどうした」

　支倉喜平は神楽坂署に捕われてから、昼夜責め問われても、只知らぬ存ぜぬの一点張りだったが、訊問こゝに一週日じつ、彼は始めて貞の行方について口を開いたのだった。庄司署長も根岸刑事も飛び立つ思いであるが、さあらぬ体で、この先の返答をじっと待った。

「申訳ありません。売飛ばしました」

　支倉は深刻な表情を浮べながら答えた。

「なに、売飛ばした」

　署長は鸚鵡返しに云って、

「どこへ売飛ばした」

「上海シャンハイです」

「何、上海？」

「はい」

「うん、そうか。然し、お前が直接上海シャンハイへ売渡す事はあるまい。誰かの手を経たのだろうが、それはどこの何者か」

「それは忘れました」

「なに、忘れた。そんな筈はない、思い出して見よ」

「何しろ三年も前の事だからすっかり忘れて終いました」

「そんな馬鹿な事があるものか。人並外れて記憶の好いお前が、そんな大事件を忘れて終う筈がない。云い出したからにはハッキリ云ったら好いだろう」

「どうも思い出せません」

　彼は再び以前の支倉に戻って、何を聞かれても、それから先は知らぬ存ぜぬと云い張り出した。

　然し凱歌はもう警察側に上っていた。一言も口を開かぬ時なら格別、仮令片言隻語でも犯した罪に関する事を喋ったら、もうしめたものである。それからは追求又追求して前後矛盾した所を突込んで行けば、いかな犯人でも尻尾を押えられるに極っている。

「おい、支倉」

　根岸は奥の手を出した。

「上海シャンハイへ売飛ばしたとだけでは分らないじゃないか。一旦立派に白状しようと決心した以上、手数をかけないで云って終え」







　　　　　　　　　　自白




　署長以下刑事達に入り代り責め問われて、今は口を開かぬ訳に行かなくなり、貞を上海シャンハイに売飛ばしたと答えたが、それからそれへと追求急で、署長の手から石子、渡辺両刑事の手に渡される時分には、彼の答弁はしどろもどろで、辻棲の合わぬ事夥おびたゞしく、次第に上海へ売飛ばしたと云うのが怪しくなって来た。

　最後に再び根岸の訊問となって急所々々を突込まれ、揚句例の如く諄々として、一時も早く自白して、署長の慈悲に縋るが好いと説かれた時に、彼は非常に感激したらしく、両手をついてうな垂れた。

「恐れ入りました。もう包み隠しは致しません。すっかり白状いたします。どうぞ署長さんの前に連れて行って下さい」

　犯人自白の心理と云うとむずかしくなるが、どう云うものか犯人は出来るだけ偉い人の前で自白したがるものだと云う。こんな所にまで階級意識が働くのか、それとも少しでも正確に自白を伝えようと思うのか、兎に角面白い心理である。

　根岸刑事は支倉が署長の前で告白がしたいと云った時に、元より経験の深い彼であるから、それを不快と思う所か、心中大いに喜んで、早速署長にその事を伝えたのである。

　署長は雀躍せんばかりに喜んで、取るものも取敢ず駆けつけて来た。

　既に覚悟を極めた支倉はこゝで悪びれもせず、逐一彼の犯した罪過を白状した。

　彼の恐ろしい罪悪の内容は之を脚色すると、正に一篇の小説になるのであるが、今は先を急ぐがまゝに、只彼の自白に従って有のまゝを記して置くに止とゞめる。




　大正二年の秋、空高く晴れ渡った朝であった。支倉の為に忌わしい病気を感染された小林貞は、恥かしい思いをしながら伊皿子いさらごの某病院で治療を受け、トボ〳〵と家路に向ったが、彼女はふと道端に佇んでいた男を見ると、

「おや」

　と云って立止まった。

　そこには支倉喜平がニコ〳〵しながら仔んでいたのだった。

「貞や、わしはさっきからお前を待っていたのだがね」

　支倉は驚いている彼女の顔を眺めながら、

「お前の病気が早くよくなるように、もっと好いお医者の所へ連れてってやろうと思っているのだが、一緒にお出いで」

　貞と云う娘は既に度々云った通り当時僅に十六歳、それに温柔な物をはっきり云い切る事の出来ない、見ようによっては愚図とも云える内気な娘だったから、旧主の支倉の云う事ではあるし、恐ろしい企みがあるなどと云う事は少しも知らないから、いやだと振り切る事が出来ず、無言で支倉に従ったのだった。

　支倉は先ず彼女を安心させる為に、赤坂の順天堂病院へ彼女を連れ込んだ。然し、診察を受けさすと云う意志のない彼は、貞をゴタ〳〵した待合室に暫く待たせて置いた揚句、今日は病院の都合が悪いからと云って、再び外に連れ出した。それから彼は少女を新宿に伴った。新宿で彼は貞と共に或る活動写真館に這入り、時の移るのを待ったのだった。恐ろしい魔の手が背後に寄って、刻々に死の淵に導いている事を夢にも知らず、ラヴシーンの映画を子供心に嬉々として眺めていたとは、何たる運命の皮肉であろうか。

　活動小屋を出た頃には暮れ易い秋の日に、あたりは薄暗くなっていた。そこで夕食にと、支倉は貞に天どんを喰べさした。無心に天どんを喰べている少女を見て、支倉は果してどんな気持がしたであろうか。

　彼は新宿からの帰途を態わざと山の手線の電車を選んだ。

　当時貞のいる知合の家と云うのも目黒駅からそう遠くなかったので、支倉は別に疑われる事なしに彼女を誘う事が出来た。

　目黒で下車した時には日はもうトップリ暮れていた。




　目黒駅で下車した支倉は態と裏路を選んで、女を池田ヶ原の方へ連れ込んだ。

　今でこそ目黒駅は乗降の客が群れて、中々の混雑を見せているが、大正三年頃は頗る閑散な駅で、昼間でも乗降客がせいぜい四、五人と云う有様で、ましてや夜となると乗降客は殆どなかった位である。それは大崎へ出る路は元より今のように家が立並んではいないし、表通りだけはバラ〳〵と家が立っているが、裏は直ぐ今云う池田ヶ原である。宵の口ではあるが、人通りなどは絶えてない。

　支倉はたゞ広い草茫々と生えている野中へと進んで行った。貞は何気なくついて行く。やがて原の中央の古井戸に近づくと、支倉は態と足を遅らして、少女と肩を並べるなり、あっと云う間もなく彼女に飛びかゝって、かねて用意の手拭で絞め殺し、死体は古井戸の中へ抛り込んで終った。

　この死体が越えて六ヵ月目に浮き上って、何者とも知れない自殺死体となって埋葬せられ、それから三年目の大正六年二月神楽坂署の手で発掘せられたのである。死体が着衣の一部と、犬歯の特異な発達によって、小林貞と確認せられたことは前に述べた通りである。

　貞の父親が血眼になって娘の行方を探した事は云うまでもない。又叔父の定次郎が支倉が怪しいと睨んで再三掛合った事も既に読者諸君の御承知の事である。然し、無論支倉は白しらを切って対手にしなかった。当時支倉が神戸かんべ牧師に宛て送った手紙にその有様が覗かれる。

「此度の件に就ては色々御心尽しを忝かたじけのうし、何と御礼申してよきやら、御礼の申上げようも無之これなき次第、主は必ず小生に成代なりかわり、御先生の御心尽しの万分の一たりとも、屹度きっと主は御先生へ御酬い下さる事を信じて疑わざるものに候。（中略）あゝ牧師殿の切なる御言葉にお委せいたし、先方では病院より逃奔さすとか、今又隠すとか、一度ならず二度ならず失敬千万事、然し御先生の言葉もある事、目をつぶって一百円だけ出します。夫れ以上はなんとも仕方無之候。賢明なる牧師殿よ、何分宜敷御取計らい被成下なしくださるよう御願申上候」


　右の手紙について神戸牧師は、何故支倉が既に落着した事件につき尚繰返し縷々として自分に手紙を送り、貞の行方について何事も知らぬ事を、殊更に申述べたかと不審には思ったけれども、真逆、当時既に支倉が貞を殺害した後だとは思わなかったのである。

　尚、小林定次郎の訴えにより、当時の高輪署は二刑事を派して、一応事情を調べ、支倉を喚問して取調を行った。が、それは殆ど形式的な調べで、簡単な聴取書を徴されて、支倉は放還せられたのだった。この事は後に支倉が獄中で繰返し繰返し、書き連ねているからこゝに書き添えて置く。

　殺人の外に彼は恐るべき放火の罪を自白した。

　彼は先ず最初横浜で保険金詐取の目的で放火をして、旨々うま〳〵と成功した。それに味をしめて、神田内に転住した時に、再び放火を企てた。

　彼は或る夕、書籍の手入をするように見せかけて、綿屑に揮発油を染み込ませては、本箱の後に抛り込んだ。そして夜半にそれに火を点けたのである。

　自分の家が焼けて終うと、彼は恐るべき奸計を弄した。即ち彼は私ひそかに密告状を認したゝめて、彼の家の隣人谷田義三が保険金詐取の目的で放火を企てたものであると錦町署へ訴えたのである。こうして置けば放火と云う事が判明しても、自己の嫌疑を隣人の方へ向ける事が出来る。何と恐るべき計画ではないか。迷惑したのは谷田である。




　失火と放火との区別は場合によっては、余程経験を積んだ警吏にも容易に分らないそうである。又放火と判明してもその犯人を見出す事も中々困難なものとせられている。警察署が密告状によって先ず谷田に嫌疑を向けたのは止むを得ない事であろう。

　谷田が恰度嫌疑を受け易い位置にいたのか、それとも彼の答弁が場所柄に馴れない為に、益々嫌疑を深めたのか、彼は中々釈放せられなかった。凡そ一週間と云うものは留置せられたのだった。

　一週間目に支倉は殊勝な顔をして警察に出頭し、谷田の為に嘆願をしたのだった。之も亦極めて巧妙な方法で、彼は充分彼の地位を利用したのである。警察では彼を牧師と信じて、全然嫌疑の外に置いている。そこへいかにも同情したような顔つきで、谷田と云う人は決してそう云う事をする人ではないと熱心に弁護したのであるから、流石の警察もすっかり一杯嵌められて終しまった。

　第三回の放火は前にも増して、巧妙で且つ大胆不敵に行っている。これは品川署の管内であったが、彼は俗に立ン坊と称する浮浪人を一人傭い入れて、彼の家に火をつけさした。そうして、当夜は平然と妻と衾しとねを同じゅうし、枕を並べて熟睡していたのである。品川署もすっかり騙されて、支倉には一片の嫌疑さえかけなかった。

　この時は半焼に止とゞまったのだったが、支倉は品川署の署員に十円を贈って書類を胡麻化し、保険会社の外交員に三百円を与えて全焼と云う事に報告させて、巧に保険金の全額を受取った。重ね重ねの悪辣さには驚くの外はないのである。

　貞に対する暴行、抑〻本事件を巻き起すに至った原因の聖書の窃盗なども、無論すっかり自白したのだった。

　彼の不逞極まる罪状や、執拗な逃走振り、それに強情に拒否を続けた態度が態度だっただけ、一旦自白となると、スラ〳〵と澱よどみなく潔くすべてを打明けた態度には、署長始め掛員一同すっかり敬服して終った。

　彼の長い自白が終ると、庄司署長はホッと重荷を下して、喜びの色に輝きながら云った。

「うむ、よく白状した。これでわしも職務を果す事が出来たし、お前もさぞかし気が晴々した事と思う。この上は神聖な裁判官の審きを受ける許りだ。犯した罪は悔い改めれば消えて終う。然しながら国の定めた掟によって罰は受けなければならない。その覚悟はあるだろうな」

「はい」

　恰まるで打って変った人のように、打ち萎れて涙に咽んでいた支倉は漸く顔を挙げて、

「その覚悟はいたして居ります。誠に今まで長らく御手数をかけて相すみませんでした。あなたの之までの御心尽しには只感謝の外はありませぬ。後の所はくれ〴〵も宜しくお願いいたします」

「うむ、それは云うまでもない事だ。では今の自白の聴取書を拵えるから栂印を押せよ。それから、之で当署の仕事は済んだのであるから、直ぐに検事局に送るのであるが、希望があるなら妻子に一度会わせてやろうがどうじゃ」

「有難うございます」

　支倉は感激の色を浮べながら署長を仰ぎ見た。

「妻には一度会いたいと思いますが、子供には」

　彼は口籠りながら、

「子供には会いたいと思いません」

「うむ、そうか」

　既に父となっている署長は流石に親子恩愛の情を押し計って、暗然としてうなずきながら、

「それでは早速女房を呼んでやろう」

「それからお言葉に甘える次第でありますが、一度神戸牧師にお会わせ下さいますようお願いいたします。先生の前で心残りなく懺悔がいたしたいと存じます」

「宜しい」

　署長は支倉の殊勝な依頼を快く承知した。

「直ぐ手続をとってやろう、それまでによく休息するが好い」

　其夜は支倉は犯した罪をすっかり自白して終った気安さに、今までは罪を蔽い隠す不安と、責め問われる苦痛と、良心の苛責から、夜もおち〳〵夢を結ぶ事が出来なかったのを、今は心にかゝるものもなく、グッスリと熟睡したのだった。

　翌日彼が起き出ると、直ちに入浴させられ、署長の好意で待ち構えていた床屋に、蓬々ほう〳〵と延びた髪をすっかり刈らせる事が出来た。彼はサッパリした気持になって、只管ひたすらに懺悔の時の来るのを待っていた。

　この時に署長室では警察の召喚状を受取って不審に思いながら出頭した神戸牧師が、署長から支倉の数々の罪状を聞かされて、只あきれて驚いていたのだった。

「彼は昨夜すっかり自白したのです」

　署長は静かに云った。

「それであなたの面前で懺悔がしたいと云っているのですが、会ってやって呉れませんか」

　この時のことを回顧して神戸牧師はこう云っている。




「──これが庄司氏の説明であった。

我らは其一々を聞いて驚いたのであった。前にも述べたように、当時までまさか支倉が貞子を隠す必要もないと思い込んで居たのであるから、此物語りは全く新聞中の新聞であったのである。しかしそう思えば、成程思い当る事もないではない、曩日のうじつの彼の愚痴の繰り事や、其怨恨の情は歴然浮び出るのだった。其午後の事であった。署長庄司氏はいよ〳〵彼を検事局へ送るに就いては、一度面会して遣ってくれと頼むのであった。我れらは不承々々乍ら、それを承諾して其時間を待っていた」


　読者諸君は神戸牧師の最後の一句、「不承々々ながら云々」と云う言葉に不審を起されるかも知れない。と云うのは牧師と云う者は罪を救うべき者で、ましてや平素師事されている支倉が懺悔がしたいと云うのだから、進んで聞いてやるべきではないか。

　然し、私はこう思う。この不承々々と云う言葉は蓋し不用意のうちに書かれたので、何となく気が進まないと云う軽い気持を現わしたのであろう。

　神戸牧師は既に諸君の知られる通り、その第一印象に於て支倉に好意を持つ事が出来なかった。小林貞の事件には止むを得ず仲裁の労を執ったが、支倉の宗教界に身を置くものに似合しからざる行為や、事件前後の彼の執った態度などには眉をひそめて、もはや支倉には関係したくないと云う気持は充分あったに相違ない。世を救い人を救う大事業に従事する宗教家は決してセンチメンタリズムに終始する事は出来ない、否、むしろ宗教家程卓絶した理性を必要とするのではあるまいか。こんな理窟を並べて読者諸君を退屈させては相すまん次第だが、こう云った事が後の事件にも多少関係があるので鳥渡ちょっと申述べて置く。

　兎に角、神戸牧師が支倉の殊勝な自白の事を聞いて、徒に興奮せず、又頭から支倉を憫然と思って感傷的な気持に溺れても終わず、十分理性を働かしながら、渋々と云ったような態度で支倉の懺悔の場面に立会ったのは、彼の性格の一面が覗われると共に、他日支倉の断罪に当って、有力な素因を造ったのだった。

　それにしても神戸牧師は気の毒であった。彼はこの僅々半時間の支倉との面会の為に、後年数年の長きに亙って、云うべからざる不快な眼に遭わなければならなかったのである。支倉に会う事の気が進まなかったのは、蓋し虫が知らしたのであろうか。




　机を前にして署長は悠然と肘付椅子に腰を掛けていた。それと並んだも一つの肘付椅子に神戸牧師が席を占めていた。傍には証人として喚ばれていたウイリヤムソンと云う外国宣教師が、当惑そうに眉をひそめながら普通の椅子に腰をかけていた。それだけでこの狭い署長室はいくらも余地がなかった。

　めっきり春めいて来た午後の陽はポカ〳〵と窓に当っていた。窓の外には僅かばかりの庭があって、ヒョロ〳〵と数本の庭木が立っていたが、枝から枝へとガサゴソと小鳥が飛んでいた。時折チヨ〳〵と鳴く声が室内へ洩れ聞えて来た。

　三人は無言のまゝじっと控えていた。

　やがて扉が開いて、面窶やつれのした支倉の妻の静子が刑事に附添われながら、蒼白い顔をうな垂れて這入って来た。彼女は室内に這入ると、そのまゝベタンと板の間の上へ坐って頭も得上えあげず、作りつけた人形のようにじっとしていた。後れ毛が白い頸の上で微に戦おのゝいていた。神戸牧師は意味もなくそんなものを見つめていた。

　附添って来た刑事は直ぐ出て行ったが、やがて又そわ〳〵と這入って来て、中の有様を見渡すと又出て行ったりした。そんな事が何となく物々しく感ぜられて、やがて起ろうとする事件を暗示して、異様な静けさが一座の人々に息苦しい緊張を与えるのだった。

　物狂わしい沈黙が数分間続いた。

　コツ〳〵と云う忍びやかな足音が聞えて来た。

　やがて扉がスーッと開いて、腰縄を打たれた支倉が悄然と這入って来た。石子と渡辺の二刑事が彼の背後に従っていた。

　彼は命ぜられるまゝに署長と神戸牧師の前にあった椅子に腰を下して、じっと頭を下げていた。

「支倉」

　署長は優しく呼びかけた。

「お前は日頃尊敬している神戸牧師に面会する事が出来て嬉しいであろう。何なりとも心置きなく話すが好い」

　署長の言葉と共に、神戸牧師は少し椅子を乗り出して、きっと支倉を見やった。

　この時の事を神戸牧師は回想してこう書いている。

「小さい署長の部屋の中央に二脚の安楽椅子があった。庄司氏は其一つを、予は他の一つを占領していた。予の隣座に偶〻たま〳〵証人として来ていたウイリヤムソンと云う宣教師が坐っていた。机を隔てゝ支倉の細君静子も居た。やがて一人の刑事が室を出たり這入ったりした。其数分後に喜平は背後に打縄をつけられたまゝで、室内に這入って来た。無論二人の刑事は彼の背後に付添うていた。喜平が一脚の椅子に腰を下ろすと、庄司氏は我らを引合せて其多年の知友に面会さす好意を示した。予は第一に彼に云い聞かせたのである」


　神戸牧師はきっと支倉の顔に眼を注ぎながら諄々として説いた。

「君は今朝来僕に合す顔がないと心配しているそうだが、決してそんなことはない。聞けば君は愈〻従来の罪状を一切告白したそうだが、それは大変に好かった。最早数年来隠し切っていた罪を腹から出して終った以上、面目がないも何にもないではないか。却って今日は晴々した気持だろう。殊に基督教はかゝる場合に分る筈である。基督キリストは罪ある者の為に来り罪ある者と共に死なれた。この同情の救主を頼りにする意味の分るのは今である。潔く信仰を以て検事局へ行き給え」

　ウイリヤムソンも続いて云った。

「キリストの十字架の両側にいた盗賊すらキリストに救われた。それを能く思って下さい」




　神戸かんべ、ウイリヤムソン両牧師から、懺悔の為に既に罪は救われたから、清き信仰の生活に這入って潔く法の裁きを受けるように諭さとされて、支倉はじっと頭を下げたまゝ、両眼からハラ〳〵と涙を流して、声を忍んで泣いていた。

　静子は涙に濡れた蒼ざめた顔をつと上げた。

　ともすれば籠み上げて来る鳴咽を噛みしめながら、腸はらわたのちぎれるような声を振り絞って夫に向って、訴えるように、励ますように、掻口説かきくどくのだった。

「あなた。今のお二人の御教えをお聞きになりましたか。あの通りでございます。私は何にも申上げる事はございませぬ。どうぞ今お二人が仰おおせられたお心持で行って下さい。後の事はどうぞ決して気に懸けて下さいますな。私は小児を大切に育てます。又貞の後世も懇ねんごろに弔ってやりますから、後の事は何も心配しないで下さい」

　支倉は漸く顔を上げた。彼はハラ〳〵とはふり落ちる涙に、しとゞに両頬を濡らしながら、悔恨と慚愧と感謝との交錯した異様にひん曲った表情をして、激しく身体を慄わせて、悲痛な声を上げた。

「皆様に御迷惑をかけて相すみませぬ。別しても署長さんの御好意の程は生涯忘れません。申上げようもない大罪を犯しました。何とも申訳のない次第でございます」

　一座はしんと静まり返った。

　麗かな日は相変らず硝子窓に映じている。小鳥の囀る声はチヨ〳〵と長閑である。然し、この狭い一室に閉じ籠った人達は、恰まるで切離された別世界の人のように、時間を超越し、空間を超越し、醜い肉体を離れて、霊と霊とが結び合うのを、じっと経験していた。

　支倉は暫く新たな涙に咽んでいたが、やがて思い直したように妻の方に向き直った。

「静子、許して呉れ。わしは云いようのない大悪人だったのだ。お前は嘸さぞかしわしを恨んでいるだろう。わしのようなものを夫に持って後悔しているだろうね」

　細々と絶えんとしては続く悲鳴に似たようなすゝり泣きが、一座の人達を限りない哀愁と異様な恐怖に陥れるように、いつまでも続いた。静子は夫の問いに答えようとしては意志の力では押える事の出来ない、泉のように湧いて来る歔欷すゝりなきの声に遮さえぎられて、容易に声が出ないのだった。

　厳めしい警官達も顔を背向そむけずにはいられなかった。

　漸く気を取り静めた彼女は激しくかぶりを振って、夫の問に答えるのだった。

「いゝえ、そんな事はありません。私は少しも後悔などはいたして居りません」

　支倉は妻の健気な一言に激しい衝動を受けて、身体をブル〳〵慄せた。彼の顔面には感激の情が充ち満ちていた。

「ほんとうにお前はそう思って呉れるのか」

「はい」

　妻の返辞は短かったが、犯すべからざる力が籠っていた。

「よく云って呉れた。お前のその一言はわしにどんなに心強く響く事であろう。わしは実に幸福だ」

　支倉は眼を活々と輝かして妻をじっと見つめていたが、やがてふと思いついたように、

「そうだ。お前も差向き何かと不自由であろう。今わしは八十円程金を持っている。署長さんの手許に保管してある筈だから、わしはそのうち二十円もあれば好い。残りの六十円はお前に遣るから好いようにして呉れ」

「いえ、いえ」

　静子はハンカチを眼に押し当てゝ、激しくかぶりを振りながら、

「その御心配は御無用です。私はお金など要りませぬ。あなたこそ御入用でしょう。どうぞそのまゝお持ち下さいまし」

「いゝや」

　支倉は妻が金などは要らぬと云うのを押し止めながら、

「わしにはもう金などは不要なのだ。そうだ、誠お前がいらないのなら、せめて死んだ貞の為に墓でも建てゝやって呉れ」

「おゝ、ほんにそうでございました。そう云う思し召なら頂戴いたしましょう。私は少しも欲しくありませんが、仰せの通り死んだ貞の墓を建てゝ、後あと懇ねんごろに弔ってやりましょう」

「あゝ──っ」

　支倉はとう〳〵男泣きに泣き崩れた。

「あゝ、わしはもう何にもいらぬ。もう何も思い残す所はない。署長さんの手許にある金は全部お前に遣るから、後々の事を宜しく頼むぞ」

　一座は一種云うべからざる圧迫を感じた。

　戸外では罪ある者も罪なき者も折柄の春光を浴びて、嬉々として自由に足どり軽く歩き廻っている。

　然るにこの狭苦しい冷たい一室では、夫は恐ろしい罪名の許に背後に縛いましめの縄を打たれて、悔悟の涙に咽び、妻は褥しとねさえない板敷に膝を揃えて坐ったまゝ、不遇な運命に泣いているのだ。免るべからざる人間生活の裏面にまざ〳〵と直面して、誰か何の感動を受ける事なしにこの有様を見る事が出来ようか。

　両手を膝の上に置いて、すゝり上げる声を噛みしめながら、肩を激しくふるわせて、悲嘆に暮れているいじらしい静子の姿に、流石の庄司署長も思わず眼をしばたゝくのだった。

　神戸牧師はすっかり厳粛さに打たれて終った。

　彼はこの時の事をこう書いている。

「当時の署長室の三十分ばかりの光景は、我ら数人の熟視した事であって、其厳粛荘重の有様と、我ら一同の満足とは今に至るまで忘れかぬる美しい記憶である」


　神戸牧師は、支倉の立派な態度に打たれて、もはや迷惑も何も忘れておもわず彼の方を向いて云った。

「頼みたい事があるなら遠慮なく云い給え。何なりとも屹度きっとして上げようから」

　支倉は牧師の方を振り向いた。彼の眼には新たなる感謝の涙が光っていた。

「有難うございます。御恩の程は忘れませぬ。もう何もお頼み申す事はありませぬ。この上は天国に生れ代って、皆様の御恩義に報います」

　支倉の美しい告白の場面は之で終った。

　彼は直ちに検事局に送られる事になった。

　こゝに遺憾に堪えなかったのは、当時の庄司署長が年少気鋭にしてよくかの如き大事件を剔抉てっけつし得たが、惜むらくは未だ経験に乏しかったので、彼の自白に基いて有力たる証拠を蒐集する事をしないで、早くも検事局へ送った事であった。

　然し、それは無理もない事であった。と云うのは支倉の自白が余りに立派であった事で、立会人であった神戸牧師が前掲の言葉のうちで認めている通り、彼の自白が真実である事は少しも疑う余地がなかった。のみならず彼は繰返し繰返し署長に感謝の念を捧げている。それは署長の取調べが情誼を尽し巧に人情の焦点を衝いて、支倉をして深く感銘させた為であって、彼が将来署長に向って反噬はんぜいを試みようなどとは夢にも思っていなかった。その為にも早はや証拠蒐集等の事をなさず、只彼の自白を基礎として検事局へ送ったのである。

　之が後年数年の長きに亘って事件を混乱に陥らしめ、彼支倉をして生きながらの呪いの魔たらしめ、多数の人を戦慄せしめた大きな素因であった。

　或人は庄司署長を攻撃して、功名に逸はやる余り、無辜むこを陥いれたので、支倉は哀れな犠牲者だと云うその是非についてこれより述べよう。




　庄司署長は果して支倉に罪なき罪の自白を強要したのであろうか。

　彼は三年前に犯されてあわやその儘葬り去られようとしていた恐るべき犯罪を発あばき出した事について、警察署長として大きな誇りを感じていたに違いない。殊にその犯人が一筋縄で行かない曲者で、手を替え品を替え辛苦数日、昼夜肝胆を砕いて訊問した末、漸く自白せしめる事が出来たのであるから、彼は心中勇躍していた事も十分察せられる。後日支倉断罪に当って証拠に不十分の廉かどを生じたとしたら、正に此喜悦の余りの不用意と見るべきで、そこに人間としての彼を見る事が出来るではないか。もし彼が人間味のない冷血漢であって、支倉の自白に多少でも強制の痕がある事を認めたら、恐らく後日自白を飜えしはしないかと云うことに考え及んで、抜きさしならない証拠の蒐集にかゝったであろう。或はその証拠蒐集に当って悪辣な手段を弄したかも知れぬ。

　然し彼はそんなこともしなかったし、又する必要もなかったと云うのは、支倉の自白は心からの自白であって、少しも強いられた痕がなく、それ所か支倉は繰返し署長に対して感謝の念を表示していたのである。

　後年神戸牧師は支倉告白の場面に就いて、述懐してこう書いている。

「──この始終の消息と此談話とは其後事件の迷惑を唱えられるようになってからは、却って益〻あり〳〵と想い出さるゝのであって、何故あの時の彼の美しい懺悔が、急転掌を返したように彼の心地は変ったか。さるにても彼かの時の懺悔の意味は他にあったのであろうかと想わざるを得ないのであった。

殊に『弔いのために懐中少い中から、これをさいても費用に費ってくれ』と云うた彼の言葉はまさか殺しもしない者のために此犠牲を払うにも当るまいと想われるのであった。が、又考えようによっては、殺しはせぬが憐愍れんびんのために其妻女の美しい同情に惹かされてツイ涙と共にあのような事を口走ったものでもあるのか。其とかくの事実は現に世間と共に一種の謎として取り残されては居るが、しかし我等の印象から云えば、古い文字ではあるが、『鳥の将に死なんとするや其声哀し、人の将に死なんとするや其言う処善し』である、の前科者で、且つ今は数罪を数えられて、窃盗、放火、詐欺、強姦、殺人者である彼が、僅に数分の事であっても其の啜り上ぐる声涙の下から、懺悔と感謝の言葉が出たと云う事は、彼も亦人の子であると観るのが何故に誤りであろう。仮令彼は法廷で罪を一々白状しないまでも、其霊性の根から湧いて出た其正直な告白の方が、遙に立派な声明ではないか」


　然り、かくの如く支倉の告白の場面は厳粛であって、心からの真実の告白と見るべくして、毫も強制せられた虚偽の自白とは思わるべき節はなかったのである。この意味に於て、時の署長は固く彼の自白を信じたものと思う。

　然しながら後に彼が獄中に於てものした日記や、神戸牧師其他に訴えた手紙を読むと、言々血を吐く如く、鬼気迫って遂に読み下し得ないものがある。もし前後の事情を少しも知らずして、彼自身の訴える如く冤枉者えんおうしゃであると信じるかも知れぬ。

　それらの事は後に詳説するとして、兎に角支倉喜平は、詐欺、窃盗、文書偽造、暴行、傷害、贈賄、放火、殺人、という八つの罪名の許に検事局に送られる事になった。




　支倉喜平は殺人放火以下八つの恐ろしい罪名で検事局に押送される事になった。

　こゝで一寸意外に感じるのは、庄司署長以下刑事連が支倉を自白させるに当って、繰返し罪の軽減を計ってやると云った言葉である。放火殺人暴行と並べると、その一つを犯してさえ重罪は免れないのだから、況んや未だその上に余罪を並べ立てられては、とても罪の軽減などは望まれぬ。署長も始めから支倉に情状酌量の余地があるとは思っていなかったかも知れない。では、署長は彼を欺いたのだろうか。

　然し、こんな問題で署長を責めるのは少し酷であろう。社会の安寧秩序を保つ上に於て、犯罪人を検挙して告発する職務にある以上、頑強な犯人や、反社会思想の顕著な者に対し、温情を以て諄々として説く事は必要であろうし、時にその途なしと考えながらも自白すれば重かるべき罪も軽くなるように説くのも蓋し止むを得ないであろう。但し、支倉を告発するに際して、洗いざらいにすべての罪を挙げて、八つまで罪名を附したのは稍遺憾の点がある。之は一つには支倉が極悪人であると云う心証を与える為でもあり、一つには警察署の方で不問に附しても、検事局或いは予審廷で犯罪事実が現われては何にもならぬのみならず、反って警察側の失策になる事を恐れたのであろうが、いずれにしても警察当局者が功名に逸はやったと云う非難は或程度まで受けねばなるまい。

　支倉を検挙して恐るべき犯罪事実を自白せしめたのは、何と云っても警察当局者の一大成功である。而もそれは当時の署長が庄司利喜太郎氏であったればこそ始めて出来たのであると云っても過言ではあるまい。頑健なる巨躯、鉄の如き神経、不屈不撓ふとうの意志、それらのものが完全に兇悪なる支倉を屈服せしめたのである。

　庄司署長在らざりせば、支倉の犯罪は遂に世に出なかったかと思われる。

　この意味に於て庄司署長は司法警察の殊勲者である。署長の得意思いやるべしである。で、彼は勢いに駆られて彼支倉を極悪人として告発した。もとより彼は功名を強調する積りは無論なかったであろう。

　実際署長の眼には、彼支倉は極悪人として映じたであろう。又、支倉が悪人であった事には異議を称える人は恐らくないであろう。

　庄司署長が支倉の自白の直後に当って今少し冷静に考えて、適当な処置を取ったならば、支倉は当時にあっては署長の温情に対して感謝の涙を流し、誰の面前に於てもその事を繰返し述べていたのであるから、決して他日漫みだりに反噬はんぜいするような事もなく、庄司署長は有終の美をなしたのであろうが、こゝに少しく用意を欠いた為に、後日非常な面倒を惹起じゃっきし、極一部からではあるが、署長が立身の踏台として、支倉を犠牲としたのであるなどと云われる事があったのは惜むべき事であった。

　庄司署長が一身の栄達を計る為に支倉を犠牲者としたと云う非難について一言したい。

　凡そ警察署長たるものは犯罪人検挙を以て重要な職務の一つとするから、どの署長でも犯罪人を踏台にして出世したと云わば云えるので、こんな事で非難されては警察署長のなり手がないであろう。要は取調べ方が辛辣だとか、無辜を強いたとか、卑怯な方法を用いたとか云う点があれば攻撃せられるのであろうが、支倉事件にはそんな点があるであろうか。

　事件が事件だけに、犯人が犯人だけに、多少訊問方法に遺憾があったかも知れない。然し、犯人自白の場面の公明正大なるを見ると、そんな疑問は飛んで終う。誰しも支倉が後に自白を根本的に覆して終うなどとは予想しない。




　大分面白くない議論めいた事が続くが、事の序ついでにもう少し述べさして貰おう。でないと後に起る複雑な事件に正確な判断が下せないからである。

　問題は支倉の自白が真実か虚偽かと云うのにある。尤も読者諸君の既に知られる通り、彼の自白は誠に立派なもので、誰でもあれが虚偽であるとは考えない。後に彼が自白を覆えしたからこそ問題になったのであって、それだからと云って直ぐに神楽坂署で拷問にかけたとか、ありもしない罪を着せたとかいうのは当らないと思う。支倉自身は後にはいろ〳〵と酷い目に遭わせられた事を云い立てたけれども、当時にあっては何に感じたか涙を流して庄司署長の徳を称えていたのだから、後でそんな事を云い出しても不利な所がある。

　庄司署長にした所で、当時は何と云っても三十を少し出た許りで、青雲の志に燃えている時だ。一体日本の教育は子供の時から猛烈な戦闘意識を養う事になっている。立身出世をせよと教える。そうしてその為には少しでも前へ出なければいけないので、時には儕輩せいはいを排斥する位の事はしなければならない。前の人が斃れゝばそれが幸いで、その死屍を踏み越えて前進する。宇治川の先陣争いで、佐々木が梶原を誑だました位の事は何でもない事になっている。

　今はそうでもないが、今から十年前となると、何と云っても官学の元締めの帝大の卒業生などは鼻息の荒いもので、何とかして出世しようと思う。一つには学生と云うものが誠に純真で、世相の複雑な事が分らないから、先輩などのやり方がまだるこしくって、彼等が社会に出てまごついているのが歯痒ゆい。俺ならあんな事をするものか。乃公だいこう一度び出いずれば手に唾して栄職につく事が出来ると考える。そして何分にも長い学生生活に倦きているから、社会に出て働くと云う事に無限の興味と期待を持っている。だから卒業したての学生の意気組みと職業的良心と云うものは素晴らしいものだ。之は誰でも学窓を出たての就職当時の事を回想すればきっと思い当る所があると思う。この意気組みと職業的良心が誠に貴い所で、之を善用し活用すれば大したものになるのだが、悲しい事には官庁でも会社でも組織に欠陥がある為に、素直にそれを受け入れる事が出来ない。その為にフレッシュマンの意気は次第に沮喪し、元気は消耗し萎縮して終しまう。遂には次期の学生から意気地のない先輩と見られるようになる。

　そこで問題の庄司署長であるが、彼は当時学窓を出て未だ幾何いくらも経っていない。彼には意気組みの素晴らしいものがあると同時に、十分な職業的良心を持っていた事と私は信じる事が出来る。いや、この庄司と云う人は例外的な人で、恐らくいくつになっても漲みなぎるような意気と、良心とを捨てる人ではないと思う。

　支倉事件の検挙の方針を誤っていたか、訊問の方法が失敗だったか、そんな問題は第二として、又誠心誠意を以てやった事ならどんな事でも好いと云う暴論は吐かないが、少くとも、庄司署長がこの問題に対して良心を枉まげていたとは思われないのである。

　が、一方、支倉喜平に対しても彼が獄中で縷々として冤罪を訴えた心事は実に憐むべきで、涙と戦慄なしには彼の獄中記を読む事は出来ないであろう。彼に対しても又数多の同情者の現われたのは蓋し当然である。

　面白くない事を縷々として述べたが、之だけの事情をすっかり呑み込んで置いて貰わないと、これから展開する支倉対庄司署長の闘争。それに、も一人東都弁護士会にその人ありと云われた能勢氏と云う豪傑が現われて、三つ巴になって相争うと云う本篇の最も興味のある所が理解出来ないのだ。

　事件はどう云う風に転回するだろうか。







　　　　　　　　　　断罪




　神楽坂署で潔く自白をすませた支倉は、欣々然として検事局に送られた。欣々然と云う形容は少し誇張に過ぎる嫌いがあるけれども、少くとも彼は全く解放せられた気持だった。その気持は神楽坂署で数日間続行訊問をやられた苦痛から逃れる事が出来た為か、又は積悪を自白して良心の苛責から免れて、安住な心の落着き場を見出した為か、それは支倉自身に尋ねて見なければ分らぬ事であるが、彼は恰度悪戯をした小児こどもがひどく叱られてしょげた後の打って変ったはしゃぎのように、恐ろしい罪名を附けられて検事局へ送られながら、少しも悪びれた様子がなく、反て幾分亢奮をしていたらしく思われる。

　係りの検事は夙つとに令名のある小塚おづか氏だった。小塚検事は多年刑事裁判に従事した人とは思えない温顔に、流石に対手の心の底まで見抜くような透き通った眼で支倉を見据えながら、徐々に訊問をした。

　支倉はスラ〳〵と彼の罪悪を自白した。

　彼は一月足らず警察を嘲弄しながら逃げ廻った後神楽坂署に拘禁されて、彼の言葉を借りて云うと、七日七晩責め抜かれても、容易に口を開かなかったのが、漸く女を上海シャンハイに売飛ばしたと云い立てたのが三月十八日で、それから畳かけられてとうとう残らず犯罪事実を自白したのが十九日、それで小塚検事の取調べが二十日で、即日起訴されているのであるから、彼がいかに恐れ入って、悔悟の涙に咽びながら事実を申立てたかと云う事が分る。

　彼は小塚検事にこう云っている。

「私は断じて偽りは申しません。又他にも重大な犯罪を犯して居りますから、決して一つや二つは隠し立ては致しません。尤も私は神楽坂署に拘留せられて居る間、偽りも申した事はありますが、その当時は自分の犯罪を自白せずに自殺しようと思い、石を呑んだり硝子を呑んだり、銅貨を呑んだり、又は古釘で頭蓋を突き破って死のうとしたり試みましたが、自殺の目的を達する事を得ず、煩悶している間に今日の場合は寧ろ潔く事実を陳のべ、妻子が無関係であるのに再三再四裁判所へ呼出されて迷惑する事のないようにした方が宜しいと決心がつきましたから、昨十九日署長にも願って妻子の事に就いて後事を託したいと存じ、中野の宣教師ウイリヤムソンを呼んで頂き面会して後事を託し、尚神戸牧師及妻にも面会を許して頂き、心の残りのないようにして此処へ参りましたのですから、決してもう偽りは申しませぬ」

　彼はそう前提して、聖書の窃盗は元より前後三回の放火についても詳細自白し、尚貞を殺した事についても次の如く陳述した。

「──時刻は夕方であったかと思いますが、夫れが大正二年九月二十六日の事であったかどうか記憶がありませぬ。貞がいなくなったのが同日であったとすれば其の日であったか、何時だったかも思い出せませぬ。然し私は貞の居なくたったと云う日の午後九時頃、実は上大崎所在の空地内なる古井戸へ貞を突落として殺したのであります」

　小塚検事は静かに支倉を観察した。そうして傍にあった神楽坂署から被告人と共に送って来た戸籍調書と前科調書とに眼を落とした。直ぐその傍には証拠物件が堆高く重ねてあった。小塚氏はじっと考えを凝した。

　窓外そとでは恰度この時春光を浴びながら、透き通るようなうすものゝショールを長々と飜えして、令嬢風の女連が、厳めしい煉瓦造りの建物を黙殺し乍ら歩いていた。

　やがて小塚検事は筆を取って予審請求書に署名をした。そうして、

「司法警察官意見書記載の犯罪事実全部を起訴す」

　と書き加えた。




　支倉喜平はせくらきへいは小塚検事に依って起訴されると、即日予審判事古我清こがきよし氏によって第一回の訊問を受けた。

　型の如く住所氏名職業等を問質した後、判事は厳然として前科を述べよと云った。

　支倉の前科については正しい調書があるからこゝで鳥渡述べて置こう。

　彼はすべてゞ前科四犯を重ねているのだった。

　初犯は明治三十六年で、山形地方裁判所鶴岡支部で窃盗罪により重禁錮三ヵ月に処せられている。当時彼は二十二歳である。二犯は翌三十七年で、同じく窃盗で山形地方裁判所にて重禁錮三月半を科せられ、三犯は三十九年奈良地方裁判所で、相変らず窃盗罪で重禁錮六ヵ月、四犯は四十年矢張窃盗で京都地方裁判所で重禁錮二年を申渡されているが、何故か京都の裁判所では之を一犯としている。之で見ると殆ど出獄するや否や次の罪を犯しているのだった。

　次に聖書の窃盗につき予審判事が訊問すると、彼は聖書を私ひそかに会社から盗出した事実は肯定したが、書記と黙契があったので必ずしも窃盗ではないと申立てた。次に放火の審理に移ったが、彼は尽く事実を肯定した。

　問　大正三年十月四日午前四時頃其空家に火を放つけたか。

　答　私は放けません。私が名前の分らぬ土工に頼んで放けさせました。其附近の開懇土地に入り込んで居た山谷さんや部屋の土工だった三十位の男に頼んだので、放ける三、四日前に頼みました。

　問　放ける方法を教えたか。

　答　教えません。空家に火をつけて呉れないか。火事になって俺の家が焼ければ保険金が取れて都合が好いのだと話しました。其の土工の放けるのは見ません。

　問　火事になった時に分ったか。

　答　私は家内と二階に寝て火の燃え上るのを知らずに居りましたが、隣の莫大小メリヤス屋の職人が門か垣根を打破って、私等を起して救い出して呉れたので、朝の四時か五時頃でした。

　問　如何なる方法で火を放けたか。

　答　知りません。私の処に揮発油はありましたが、自分が放けたのではなく、揮発油を使ったか否か知りません。

　問　幾何いくら燃えたか。

　答　私所有の一軒は全部燃えました。

　問　保険金を受取ったか。

　答　千八百円許り受取りました。

　放火の件が終ると訊問は一転して貞殺害の事に及んだ。劈頭へきとう彼は強姦の事実を否定して、犯した事は犯したが暴力は用いないと云った。

　問　被告は人を頼んで示談をしたか。

　答　神戸かんべ牧師を頼んで何も云わぬと云う事で百円遣り示談にいたしました。神戸の手へ金を渡した月日を覚えません。

　問　然るに被告は貞子を殺す決心をしたか。

　答　咄嗟の場合に殺す決心をしました。金百円を渡したものの未だ淋疾に罹って居りましたから病院に入院させる積りでしたが、能く考えると自然自分の不始末が分ると思い、病院へ行かず新宿へ連れそれから用達を致し、新宿より山の手線の電車に乗り、目黒駅に下車し、自宅へ帰る途中、私宅より三町程離れた野原の蓋なき古井戸へ貞を突き落としました。

　こう云う風に予審判事に対しても彼はスラ〳〵と犯罪事実を自白したのだった。

　古我予審判事は直に拘留状を発した。

　判事は徐おもむろに放火殺人以下八つの罪名に於て被告支倉喜平を東京監獄に拘留すと書いて最後に署名をした。時に午後九時を過ぎる事二十分で、支倉が東京監獄に這入ったのが同日午後十時だった。




　東京地方裁判所予審判事古我清氏は自宅の書斎で牛込神楽坂署から送付して来た支倉喜平に関する調書を片ッ端から熱心に調ていた。

　調書は調べれば調べる程、一種の怪味に充ち満ちていた。喜平が聖書の窃盗をなした事や、貞と云う年若き女を犯して之に淋疾を感染さした事実等は疑う余地がないが、他の重大なる犯罪放火及殺人に至っては、彼は立派に自白を遂げているけれども、尚一抹の暗雲が低迷している所がある。もし彼の自白する所が尽く真実であるとすると、実に彼は古今稀に見る兇賊である。然しながら未だ軽々に之を断ずる事は出来ない。余程慎重なる審理を要する。之が古我氏の第一の意見であった。喜平は前科四犯を重ねている。

　法官は被告人を取扱うに当って、前科の有無と云う事には出来るだけ拘泥しない事が必要であるし、殊に支倉は今はキリスト教に帰依し、一部からは牧師と見られている程、宗教に身を投じているのであるから、出来るだけ彼の人格を認めねばならぬ。然し飜えって考えるに、彼は明治三十六年から明治四十年までは殆ど連続的に四回の窃盗罪を犯し、最後に二年の刑を受けて明治四十二年に出獄、明治四十四年にキリスト教の信者となったのであるが、彼の起訴された窃盗罪は大正五、六年に連続して行い、殺人は大正二年、第一回の放火は明治四十五年で、殆ど連続して犯意を以ているもので、毫も悔悛した所を認める事が出来ない。今回起訴せられた八つの罪の如きも、殆ど確実に之を犯していると思われるのである。

　古我判事は沈思熟考の末、本事件に当るべきプランを樹たてて終った。彼はホッと溜息をついて、傍の冷え切った番茶をグッと啜った。

　翌日出所した古我判事は直に本事件の参考人として、被告の妻静子、証人として小林定次郎、神戸牧師の二人を喚問する事を書記に命じた。

　そうして一方では直に芝白金の支倉喜平の宅を捜査すべく手続をしたのだった。

　大正六年三月二十六日午後予審判事、裁判所書記の一行を乗せた自動車は突如として支倉の家の前に止まった。

　静子は子供を連れて外出していて不在だった。家には静子の母である老婆と、喜平の甥である少年とが留守をしていたが、判事は、物々しい有様にキョト〳〵としている二人を立会人として、家宅内全部を捜索して、聖書明細書、質物台帳、各一通、離婚届、建物譲渡に関する書類各一通、外に書状数通を押収した。

　捜索時間は約四十分だった。

　それからその足で直ぐ古我判事の一行は貞子殺害の場所とせられている古井戸の実地検証を行って調書と共に詳細な図面を拵えた。調書中には次のような事が書かれていた。

一、同所より更に小林貞子を投入殺害したりとの古井戸の箇所に至るには前記支倉方居宅前の五反田桐ヶ谷に通ずる道路を南行して中丸橋を渡り進む事約三丁にして、東西に通ずる道路の交叉点に至る。之より左折して東方に入る事約三十間にして道路の左側に接し古井戸の存したる地点に達す。

一、立会人の申立つる所に依れば該井戸附近は旧時松、杉等の密林及び竹藪等の間少し許りの畑地を有するのみにして、該井水は番人小屋の飲用に供せられしも、其後次第に伐採開墾せられ大正二年頃は所謂池田の新開地と称し寂寥たる原野と化し、該井戸側は腐朽し周囲は棒杭を立て針金を引廻し僅に崩壊を防ぎ、大正三年十月浚渫しゅんせつの際まで其のまゝに放置せられ、発掘せる木根所々に散在し、井戸の傍に一条の小径ありて雑草中を南北に縦貫し居たりと云う。


　この調書は中々の名文だ。一読草茫々たる原野中の古井戸を髣髴とせしめて、凄愴の気人に迫るものがある。




　三月二十九日支倉の妻静子は予審廷に召喚せられて、参考人として古我判事に訊問せられた。

　神楽坂署で夫の恐ろしい罪の自白を聞いて、既に覚悟はしていたけれども、こうして改めて予審廷に呼び出されると、彼女は新な涙に誘われて、天帝の無慙な試練に歯を喰いしばってこらえているのだった。

　問　其方は支倉喜平の妻か。

　答　そうです。

　問　いつ夫婦になったか。

　答　明治四十三年十一月夫婦になりました。其翌年頃入籍いたしました。

　あゝ、此の答えによると彼女は支倉が四度目の刑を終って出獄して間もなく結婚しているのである。

　当時彼女は十九歳だったのである。

　問　どこで夫婦になったか。

　答　秋田県小坂鉱山の私の実家でした。支倉が当時横浜市の聖書会社に勤め、聖書販売旁〻かた〴〵伝道の為め小坂鉱山に参り、教会にいました信者の世話で親が結婚の約束をしたのです。私は十九歳でした。

　問　喜平が窃盗犯により入獄した事を聞いたか。

　答　前科ある事は此度神楽坂警察署で初めて知りました。宗教家は間違いないものだと云う事を聞き夫婦になったのです、前科ある事を私に話ませんでした。

　あゝ、何と哀れなる彼女ではないか。彼女は未だうら若い身を親の極めた夫に嫁して、夫が悪人と云う事は少しも知らずに貞節を尽していたのだった。彼女が神楽坂署で訊問を受けてから、夫の自白に立会うまでの振舞いは、真に夫を思い子を思うの情切で、鬼を欺く係官さえ涙ぐましたと云う。

　問　現住所の古家に住み込み喜平は建増したか。

　答　そうです。買った古家の造作を取換え且つ北側に只今も残っている貸家を建てました。千円許り要いったそうで、古家に続けて一棟も建増したのです。

　問　其建築の費用をどこから出したか。

　答　聖書を売って儲けた金と、高輪で焼けて、保険会社より受取った金で建てたと思います。

　古我判事は進んで前後三回罹災した火事の事情を詳細に訊問して一転して女中貞の事に這入り、徐に質問を進めて行った。

　訊問は貞が行方不明になった事に及び、当日叔父の定次郎が支倉方に、貞の行方を尋ねに来た事に及んだ。

　問　定次郎の来た月日時間は如何いつか。

　答　月日を覚えません。夕方でした。其時の話に今日病院へ行くとて貞子が出て帰らぬとの事でした。私は何時退院してどこに居たか知りませんでした。

　問　其時喜平は在宅したか。

　答　其時は居りませんでした。

　問　当日喜平は何時に家を出て、何時に戻ったか。

　答　朝八時か九時頃家を出て、貞子の叔父さんが去って後戻りました。支倉の戻ったのは夕飯後ですから、七時か八時頃であったと思います。

　問　喜平は当日どこへ行ったとの話であったか。

　答　平常黙って出るので尋ねませんから、どこへ行ったか存じません。

　問　戻った時喜平の様子は変った所はなかったか。

　答　別にありませんでした。

　静子は知れるがまゝに、少しも悪びれず事実を申立てた。

　夫に対して絶対服従していた彼女は夫の犯罪には、少しも干与していなかった。全く表面的な事実だけしか知らないのだった。




　蒼ざめた横顔を見せながら、問われるまゝにスラ〳〵と返辞する静子の哀れな姿を古我判事はじっと眺めていたが、やがて優しく云った。

「宜しい。今日は之だけにして置きます。では今の問答を読み聞かせます」

　書記の読み上げるのをじっと聞いていた彼女は黙って頭を下げた。彼女は印形を持っていなかったので、調書には署名をした切りで、印を押す事が出来なかった。

「宜しい」

　判事の許しの声に彼女はホッとして室を出て行った。

　古我氏はじっとその後姿を見送っていたが、やがてはっと緊張しながら、待たせてあった証人小林定次郎を呼び入れた。定次郎は日に焼けた真黒な顔に場馴れのしない不安そうな顔でオズオズ這入って来た。

　判事は彼に宣誓をさせた後、型の如く姓名年齢身分職業を問いたゞし、直ちに訊問に這入った。

　定次郎の訊問は頗る平凡で、何等新奇な事はなかった。貞の死体の鑑定の事だけをこゝに掲げて置こう。

　問　貞の体格は如何か。

　答　年の割に丈高く中肉でした。

　問　大正三年十月上大崎の古井戸より女の死体の出た事を承知か。

　答　その当時は知りませんでした。

　問　先頃其死体を埋葬地より掘り出し証人は見たか。

　答　二度見ました。前の日のは間違えたもので、次の日の分を警察で見ました。布片の残りと骨を見せられました。

　問　それは貞子の骨並に着用したる布類と思ったか。

　答　私としては布類の方は全然知らず、骨については貞子が平素笑った時に鬼歯が両方一個宛目立って見えました。見せられた歯に鬼歯が一本ずつ出て居ますから同人の死体と思いました。

　古我判事は息を継ぐ暇もなく翌三十日証人神戸牧師を訊問した。

　神戸牧師は支倉の妻が自己の教会員だった関係から、支倉が神学校に這入る時の保証人となったのが彼との交渉の始めで、小林貞の事件には止むなく仲裁の労を取ったのだったが、それが元で彼の自白に立会う事になり、遂には予審廷に引出されて、不愉快な訊問を受けなければならぬ事となった。本事件解決の重大な鍵の一つはこの人が握っていたと云って好い位だったので、証人として数回法廷に立たねばならなかった。人に情をかけたのが、反って仇となって、詰らぬ目に遭ったと云う訳だ。

　神戸氏は大きな口をきっとへの字に結んで、眉のあたりに不快な節の隆起を見せながら、古我判事の前に腰を下した。

　問　証人は小林貞の父より交渉あった事を支倉に申したか。

　答　そうです。その趣を話し如何なる処置を執るかと支倉に告げました。

　問　支倉は何と答えたか。

　答　謝罪する又病人を治してやると申しました。父と云うのは正直な男で、初めは謝罪と病気治療で済ますと申して居りました。

　問　其後交渉は如何に為ったか。

　答　彼は弟定次郎は労働者だから成るべく事実を知らしたくない。知らすと無理な要求をするかも知れないと申して居りましたが遂に弟に話したと見え、弟一人か又は二人一緒に、私方へまいりました。

　弟定次郎が蛇じゃの道は蛇へびで支倉の悪事に感づいた事が、思えばこの事件の起る原因だったのだ。支倉は彼の脅迫を恐れて貞を殺したのだろうか。




　神戸牧師の証言は縷々として続く。

　答　支倉を呼び寄せて小林の申出を話すと、少しの金は出来るけれどもそんな大金は払えぬと申しました。且つ同人は小林の方で是非金を取ると云うならば裁判の問題にするとも云いました。小林定次郎も聞いて呉れねば告訴すると云いました。私は支倉にそんな馬鹿な事をするよりも示談にした方がよいと勧告しました。其結果支倉は百円ならば出すと云い其旨を小林方へ伝えました。

　問　小林定次郎は最初三百円と云い、後に二百円で承諾したる如く述べているが如何どうか。

　答　私は前申す如く最初の要求が二百円位であったろうと思います。古い事で慥しかと記憶ありません。

　問　証人は貞子に逢った事があるか。

　答　あります。多分定次郎が一度貞子を連れて私方に来ました。痩せた小さい女でした。

　貞子は背が高いとも云い、小柄とも云い、証人が各々まち〳〵の返答をしているのはどう云うものか、興味のある点だ。

　三月三十一日には証人として小林貞を預かって病院に通わしていた中田かまと云う老婆が喚ばれた。この辺りからボツ〳〵井戸から上った死体が果して貞子かどうかと云う事が判明して来る。

　問　証人は小林貞子とは如何なる知合であったか。

　答　大正元年中貞子が上京した時より知って居ります。其父は前に私方より学校へ通学し、その後弟定次郎方へ同居しましたが、キリスト教信者なので、互に往復し、貞子上京の事も知っています。

　問　証人は貞子より直接支倉の為め強姦されしや否やを聞かなかったか。

　答　病状として、病み歩行困難なる事を聞きましたけれども、支倉にどうされたかを貞子より直接聞きませんでした。

　問　幾日間預かったか。

　答　入院するまでの間ですが日数は覚えません。

　問　貞子はいつまで病院へ通ったか。

　答　九月二十六日と思います。朝八時か九時頃病院へ行くと申して私方を出ました。

　問　貞子は当時十六歳であったか。

　答　そうでした。大きさは普通でした。病気に罹った為か少し痩ていました。

　問　貞子のいなくなった日如何なる服装で出かけたか。

　答　着物は判然しませぬが、帯は覚えて居ります。既ち帯の片側は黒の毛繻子にて片々はメリンス中形で、色は紫か濃い鼠か判然しません。帯の巾は男帯より少し広いので五、六寸位と思います。矢絣の単衣の着物であったかも知れません。

　古我判事は中田かまを退廷させると、貞子が通っていた高町病院長高町氏を呼び入れた。判事は服装につき聞きたゞしている。

　問　最後に貞子が証人方へ来た頃どんな服装を致して居ったか。

　答　覚えて居りません。

　問　証人は神楽坂警察署に於て頭蓋骨を見せられたか。

　答　見せられました。顴骨けんこつ高くなく骨腫弱なると十五、六の女の頭蓋骨なることを認め、心の内で貞子の頭蓋骨も此位のものであろうと思いました。

　古我判事は中一日を置いて四月二日には疾風迅雷的に古井戸を浚渫しゅんせつした人夫、請負った親方、検視をした医師、静子の母親の四人を喚問して調べ、同日被告支倉の第二回訊問を行っている。

証人調には読者諸君も倦きられたであろうが、今暫く辛抱して裁判所の綿密なる調査に敬意を表し、支倉の奇々怪々な返答振りを待って貰いたい。




　井戸掘人夫島田某は死体発見当時の有様を古我判事にこう答えた。

「上大崎所在の古井戸は山谷親方から頼まれまして六人で浚いましたが中へ這入ったのは私一人でした。井戸の大きさは直径三尺五、六寸で水面までは三丈位で、中へ行く程広くなり底の所は直径二、三間ありました。水の深さは七尺位だったでしょうか。井戸の囲まわりには樹が四、五本ありまして、井戸の所は草が茫々と生えていました。

　私は中へ這入りまして水を汲み上げるのに邪魔な樹の切れ端などを取除き、玄蕃桶で水を汲み初めますと、暫くして桶に当るものがあります。見ると大きた切株ですから引上げようとしますと菰が手に触りました。で、その菰を取除こうとしますとニュッと人間の足が出たのです。私は吃驚しましたが、気を落着けてよく見ますと、紛う方なき死体ですから私は声も上げる事が出来ず忽ち逃げ上りました。それから品川警察署に届けまして警官方の御出張を乞いました。死体取上げには昨年死にました私の父が中へ這入ったのです。

　死体は頭には毛は少しもなく、眼耳鼻なども腐り落ちて、手首足首もありませんでした。身体に帯と襟とが附いて居りましたので女と分りましたが年の所はハッキリ致しません。

　死体についていた帯は巾の狭い黒繻子でした。襟も帯と同じく黒繻子でした。

　只今お示しの布片の黒い方は死体に附いていたものと同じだと思います。メリンスの方は一向存じませんです」

　井戸浚渫を請負った山谷某は古我判事に次のように答えた。

「仰せの通り島田父子でその死体を引上げました。死体は両手を延ばし両足を投げ出し十の字になって殆ど裸でした。只襟の所に襦袢と着物の襟が附いて居りまして、腰の辺に巾七八寸位の帯が巻きついていました。

　帯はメリンスに繻子の腹合せと思われ、襦袢の襟は赤らしく、着物の襟は繻子でした。襟の内にくけてあった布片から見ますと、矢絣の瓦斯地の着物を着ていた事と思います。其時に立会った人々は十八、九乃至二十位の女だと云って居りました。

　お示しの布片は井戸から出た当時はこんなに切れないでもっと繋がって居ました。それにこんなに泥はついていませんでしたけれども、色はこれ位でした。赤い方は襦袢の襟で青い方は帯の裏になっていたと思います。

　支倉さんは当時確に見に来ていました。然し口は利きませんでした」

　井戸から上った死体の検視をした吉川医師が古我判事に答えた所は次の如くである。

「推定年齢を二十乃至二十五としたのは身長及一般の体格から推測したので、骨格の構造と乳線から女子と断定したのです。異例を考えれば十六歳位とも見られない事はありますまいが、私は検案書の如く推定いたしました。死後経過は六ヵ月乃至一年と見ました。自殺か他殺かと云う事はとても判別出来ませんでした。只今お示しの布片の内海老褐色のものは多分当時の物と存じます。其の他の布片については何とも申し上げられません。尚頭蓋骨は何分年数が経って居りますので確しかと申上げられませんが、当時のものより心持ち小さい様に思われます」

　以上の証人の言から略〻古井戸より上った死体が行方不明になった小林貞である事が確実になったので、古我判事には漸く朧げながら事件の真相が掴めたように思われた。

　彼は更に四月六日静子の母を参考人として放火事件の取調を行い同日広島県下から召喚した貞の父を調べたが、いずれも今までに判明した事実を裏書きしたに過ぎなかった。

　事件に稍自信を得て来た古我判事は翌四月七日、去月二十日一回の訊問をしたきり打ち棄てゝ置いた支倉の第二回の訊問を行った。

　所が支倉の態度はガラリと変っていた。




　支倉喜平は予審判事の第一回の取調べの三月二十日から第二回の取調べの四月七日まで凡そ二十日間東京監獄に監禁せられている間に何を考えたのであろうか。その二十日間に古我予審判事は或いは家宅捜索をなし、或いは実地検証をなし、十指に余る証人を召喚し、中には遙々はる〴〵広島県下から呼び寄せたものさえあるが、苦心肝胆を砕いて漸く核心に触れる事が出来たので、今日第二回の訊問をなすべく支倉を予審廷に呼び出したのであるが、支倉は前回の悄然として面さえも挙げ得なかった態度に比し、今日はその特徴のある真黒な顔をすっくと上げて、大きな眼玉をギロリと光らして、平然として判事に対したのだった。

　古我判事はジロリと支倉の意外な態度に注意の眼を向けながら徐ろに口を切った。

　問　被告の所に此離婚証書があったが、それはいつ作ったものか。

　答　知りませぬ。離婚する話があったか否も忘れました。

　問　然らば此の建物譲渡証書は如何。

　答　私は存じませぬ。誰が作ったか知りませぬ。家内に建物を譲る話をしてあったか否か分りませぬ。

　問　定次郎より百円の受取証を取ったか。

　答　取った様にもあり、又取らぬ様にもあります。

　問　神戸より右金を定次郎に授受の際被告は立会わなかったか。

　答　分りませぬ。

　問　授受は大正二年九月二十六日の夜であったか、又は其翌日であったか。

　答　晩であったか、朝であったか分りませぬ。神戸より話を受けたか否やは覚えませぬ。

　問　兎に角二十六日の晩被告は神戸方に行き小林兄弟に会ったか。

　答　警察に於ても皆が会ったと云うから会ったごとく申述べましたが、如何であったかわかりませぬ。

　問　何故分らぬ。

　答　どう云う訳か分りませぬ。

　支倉喜平は徹頭徹尾否認を続けた。然しながら最後の答えの如きは、神戸牧師小林兄弟が口を揃えて同日神戸方で支倉に会った事を証言しているのであるから、支倉の否認は理由なきものと云わねばならぬ。支倉は二十日間未決監に前途の暗澹たる運命を嘆いているうちに、ふと一切を否定しようと云う事に考えついたのではあるまいか。彼にしてこゝでもう少し理性を働かして、否認すべきは否認し、肯定すべきものは肯定する態度に出たら、何とか判官の心証を動かして、事件を容易に片づける事が出来たかも知れぬ。彼の不敵の魂は一旦こうと決心したら容易に動かぬのである。彼の善心と云おうか仏性と云おうか、兎に角彼の心境のうちにある良心は神楽坂署の署長室の自白に一旦眼覚めかけたのであるが、昼尚暗い独房のうちに二十日間押し込められているうちに、再び彼の悪心が跳梁を初め、遂に完全に支倉の肉体を征服して終って、こゝに彼は再び昔日の支倉喜平に帰ったのであるまいか。何にしても徹頭徹尾否認の態度に出たのは不可思議千万である。

　問　被告は小林定次郎に貞を意思に反して姦したる旨の詫状を入れてはないか。

　答　どうであったか分りませぬ。

　問　無理に犯したことは相違ないか。

　答　どうであったか、宜しき様願います。

　問　被告は貞を赤坂の順天堂病院に診せる考えを抱いたのか。

　答　左様な事は警察の人が云わせた事で私は分りませぬ。

　問　然らば前回被告が述べたごとく貞を井戸に入れた点はどうじゃ。

　古我判事は鋭き一問を発した。




　古我判事から貞を井戸に投じたと云う自白はどうだと、鋭く突っ込まれた支倉は恐れる色もなく答えた。

　答　入れませぬ。警察に於て徹夜せしめ、入れたろうと云われたのを、其通りと申立をなし、又当予審に来てもその通り申すよう警察で云われた為井戸に入れたと申しましたが、実際は入れません。

　問　然らば前回被告の述べた其余の事実は如何。

　答　皆嘘です。

　高輪の私の宅に私が放火した事もなく土方に放つけさせた事もありませぬ。何処から火が出たかも存じませぬ。私は屡〻しば〳〵火事に遭いましたけれども嘗かつて放火はいたしませぬ。

　問　被告は今回逃走中密ひそかに妻に会い、写真を破棄せしめたか。

　答　私は破棄せしめませぬ。浅田が破棄した方が宜しいと云ったのです。

　第二回の訊問は否認を以て始まり、否認を持って終った。この終始一貫した犯罪事実の否認は古我判事にどう響いたであろうか。

　古我氏は既に今までの取調べに於て、朧ながらにも或る結論を脳中に画いていた。けれども裁判官が特定の先入観に捕われる事は危険であるので、勉めて慎重の態度を取っていたのであるから、今日計らずも支倉の徹底的犯罪事実の否認にあってもさして狼狽はしなかった。そうして彼の否認中に多くの矛盾のある事を見逃しはしなかった。

　然しこゝに於て、古我氏は以前に数倍した慎重な態度を取らねばならなかった。支倉の第三回の訊問の五月二十三日まで凡そ四、五十日間に、彼は既に一度召喚した神戸牧師、小林定次郎を初めとして新に写真師浅田其他合計三十五名の証人を喚問した。その上に静子の母、中田かまを参考人として一回都合三十六回に渡って訊問を行なった。之らの調書を一々挙げるのは余りに煩わしいから省くけれども、概して支倉に不利なるものが多かった。

　法治国に於ては法律の適用が頗る重大な結果を来すので、殊に刑法に於ては個人の利害に関する事多く、その為法官も出来るだけ慎重審議する。その結果罪の決定を見るまでには多大の時日を要する。断罪の遅延する事は屡〻問題となり、既にシェークスピアの戯曲中のハムレット皇子が厭世観に捕われて、自殺せんかと思いつめた時に、厭世観を誘う一つの原因のうちに法の遅滞と云う事を数えている。

　然し今こゝに古我判事の周到なる訊問振りに直面すると、法の遅延などと云う事に不平は洩らせなくなる。もとより古我氏のみならず、すべての判官はいずれも古我氏に優り劣りのない取調べをした上でなければ断罪に至らないに違いないのだ。

　余談は置いて、五月二十三日喜平第三回の訊問に取りかゝろう。

　この時は支倉は第二回の訊問の時程白々しい態度は執っていなかった。之を以て考えると、第二回の時は彼は自白後の内的反動で興奮していたのかも知れない。訊問は聖書の窃盗より徐〻に放火事件に及んで最後に殺人事件になっている。尤も興味のある殺人の所を例によって少し抜書して見よう。

　問　被告は神戸牧師に貞を無理に犯したと自白したか。

　答　犯したと云ったけれども無理とは云いません。

　問　九月二十六日貞に会った事は相違ないか。

　答　其日は丸切り会いません。

　清正公せいしようこう坂で待受けた事はありません。清正公坂より赤坂に電車で行ったと警察で述べたが、其頃同所に電車はない筈です。ない電車には乗れません。

　古我判事は支倉のこの返答に思わずはっと顔色を変えた。




　古我判事はその頃清正公前に電車はなかった筈だと云う支倉の言葉にはっと驚いた。

　読者諸君よ。

　支倉が今古我判事に訊問されているのは、大正六年五月の事である。（不思議にも今から丁度十年前に当る）所が問題になっている殺人事件は大正二年九月に起った事だ。即ち殆ど四年を経過している。誰だって満四年に垂なんなんとする昔に果して清正公前に電車が開通していたかどうかと云う事は、電車線が恰度その時分に新しく敷かれたのだから確に記憶していよう筈がない。所でもし電車が開通していなかったとしたらどうか。

　諸君よ。裁判と云うものは極微細な事から分れるものである。鳥渡した矛盾でも全判決を覆えす事が出来る。もし当時清正公前に電車が開通していなかったなら、そこから乗車したと云う支倉の自白は全然価値を失って終しまうではないか。従って神楽坂署の聴取書は根本から権威を失って終う。問題は微々たるようで実は頗る重大なのである。

　古我判事は支倉が人を嘗めたような調子で、

「その頃そこには電車はない筈です」

　と述べた時に、忽ちピタリと予審を閉じて終った。彼の云うような事実があるとすると、予審を根本的に遣り直さねばならぬ事になるかも知れぬ、至急に事実を確かめなければならぬと思ったからである。

　古我氏は直に市電気局に当時既に電車が開通していたか否かの問合状を発するよう書記に命じた。

　所が流石に支倉はさる者だ。彼は早くも古我判事の狼狽の色を見て取ったと見えて、機乗ずべしとなし、獄中より上願書と題して半紙二枚に細々こま〴〵と認めたものを差出して古我判事を動かそうとした。

　当時支倉は神楽坂署で自白をしたと云う事を深く後悔していた。彼は周囲の事情が刻々に自分に不利に展開し、剰あまつさえ立派な自白と云うものがあるので、最早云い逃れられぬ羽目に陥っていた。彼はこの儘では絞首台上の露と消える外はないと自覚したので、どうかして一方に血路を開いて、この不利な形勢から逃れようと急あせっていた所へ、今日ふと投げて見た一石が案外、波紋を描きそうになったので、隙かさず哀訴を試みたのである。

　彼の上願書と云うのはざっと次のようなものである。

判官閣下

被告は只今聞くだに恐ろしき罪名の下に拘禁されて居りますものゝ、神楽坂署にて申立ての事柄は事実無根にて、被告の犯し居ります罪に非ざれば、真の申立を為す能わず、就いては被告は前科あります事とて、此後いかに身の濡衣たる事を弁明なすも、中々容易に言い解く詮もなきことゝ思われます。被告は無罪出獄を夢みても居りませねば、豊多摩監獄に送られ、あのいやしき苦役をつとむる考えもありません。そうだからとて冤罪のために絞首台に上るも快よしとせざる者であります。此まゝ長く予審にお繋ぎ置きを願います。此後はキリスト教書籍を多く読み、陰に陽に一人なりとも主に導きたく存じます。精神の修養につとめとう存じます。ついさきごろ迄はたゞ被告は放火殺人という冤罪の下に在る事を被告の死にて証明せんものと思い、縊首を企てお上に余計な御手数を煩わし実に申訳ありません。英邁賢明なる判官閣下、被告喜平伏して此如く及御願候也。


　この上願書を読んで感ずる事は支倉の冤罪の訴え方が如何にも弱々しい事で、判官の心中に鳥渡した疑惑が生じたのを機会に、只管ひたすら哀訴嘆願して判官の心証を動かそうとする所が見える。この態度が後にだん〳〵硬化して行く所が注目に値するのである。

　古我氏はこの上願書を受取って鳥渡眉をひそめた。いつまでも予審廷に置いて呉れと云う彼の申出の真意が分らないのだった。




　支倉が古我判事の所へ上願書を送って、無罪にもなろうと思わぬが、冤罪で死刑になるのは嫌だ、願わくばいつまでも未決に繋いで置いて呉れと云ったのはどう云う訳か。

　彼が事実犯した覚えがないのなら、余りに女々しい泣事だ。何故強く冤罪を主張しないのか。どうも覚えのある罪を少しでも軽くしようと思って、判官の憐れみを乞うているように思える。が、一方から考えると、四囲の形勢が切迫しているので、とても冤罪だと主張して見た所で通りそうもないので、一時逃れに曖昧な事を述べて判官の心中に一片疑惑の念を起さしめ、徐々に形勢の挽回を計ろうと思ったのかも知れない。けれども事柄が事柄である。

　殺人放火と云う罪名で死刑になろうかとしている時だから、もし真に冤罪ならこんな悠長な事は云っていられぬ筈だ。が、考えようによっては自暴自棄的な、アイロニカルな意味でいつまでも予審に繋いで置いて呉れと云ったのかも知れぬ。

　古我判事は電車問題を余程重要だと考えたと見えて、僅々三、四十日間に三十六回の証人喚問を行なって、熱心に調べた彼が、支倉の第三回訊問、即ち電車が開通していなかったと申立てた二十三日の日から、電気局の回答が来て、六月一日第四回の支倉の訊問をするまで一週間のうち只一回参考人として洋服裁縫職の丹下銀之助と云う男を召喚した切り、少しも予審を開かなかった。

　丹下銀之助は窃盗罪で東京監獄にいるうちに、一時支倉と同監した男で、支倉が自殺を企てようとした事につき訊問されたのだった。

「私は窃盗罪で区裁判所で三年六ヵ月の言渡しを受け当裁判所へ控訴いたしました」

　丹下はおず〳〵と述べた。

「そして東京監獄に居るうち本月一日から十五日まで支倉と同監いたしました。同監いたしましてから間もなく支倉の申しますには、自分は耶蘇教の牧師であるが、こう云う辱めを受けては再び社会に顔向けが出来ない、この上は自殺するよりないから、どうか見逃して呉れと云いました。私はそれは困る、自分の寝ている時にでも自殺して知らないのなら格別、自分の面前で自殺を企てられて黙っている訳に行かないと答えまして其場はすみました。所が其後も再三その事を申しまして、十日頃でしたか、どうか後の事を引受けて呉れと頼みますので、そんな事をして此上罪が増えては大変だからと断りますと、支倉は自分には一万円とか二万円とか財産があるから、其四分の一を上げるから承知して呉れと申しまして、多分筆記場で書いたのだと存じますが、遺言状と委任状を書いて私に寄越しました。それを十五日の朝看守に発見せられたのです。

　支倉は口癖のように窃盗は実際やったのだが、放火殺人は少しも覚えのない事だ。警察署長に瞞されたのだ。口惜しいと申して居りました。同人は絶えず煩悶しているようで、何かと云うと直ぐに死ぬと云いますので同監いたして居りまして薄気味が悪くてなりませんでした。然し口では死ぬ〳〵と申していますものゝ、実際やる積もりだかどうだか分りませんでした。どっちかと云うと信用出来ないと思って居りました」

　この自殺を企てた事については支倉は先に上願書のうちに申訳ありませんと詫あやまっていた事は書いたが、その後に尚次のような文句があるのだ。

「その際の遺言状一通、委任状一通何れも根も葉もなきことにて、被告は悪き事とは知りながら、兎角囚人なる者は欲深きものでありますれば、被告は先方に花を持たせ自己の目的を達せんとしたのであります。今になり考えますれば誠にすみません申訳ありません」

　さて、五月三十日に古我判事の待ちに待っていた市電気局からの回答が来た。




本月二十八日付支倉喜平刑事事件審理上必要の趣を以て御照会に相成候電車開通日時左記の通りに有之候此段及御回答候也


　　　大正六年五月三十日東京市電気局
　　　東京地方裁判所予審判事　古我　清殿

（左記）

自より四の橋至いたる一の橋　明治四十一年十二月二十九日開通

自より一ノ橋至いたる赤羽橋　明治四十二年六月二十二日開通

自より古川橋至いたる目黒停車場前 大正二年九月十八日開通

備考　所在明示の為め別紙電車運転系統図を添付す

　以上


　之が古我判事の手許に届いた電気局回答の全文だった。之で見ると電気局でも余程大事件だと思ったと見え、殆ど即日と云って好い位に迅速に調査をなし、尚電車運転系統図まで添えている。裁判所からの照会は支倉の第三回訊問後彼の自殺を企てようとした事件の為参考人銀之助を取調べた直後出したものらしい。

　又古我判事はこの回答を受取ると直ちに第四回の支倉審問を開いた所を見ると、之亦余程この回答を待ちかねていたのだと思われる。

　だが、まあこの回答は何と云う皮肉だ！

　支倉が窮余の極、漸く一方に遁路にげみちを開いた苦肉の策だった電車未開通説は物の美事に打ちのめされたのだ。即ち支倉が貞子を連れ出したと云う日は大正二年九月二十六日で、電車の開通は同年同月十八日！ 僅に八日以前に開通しているのだ。之が皮肉でなくてなんであろうか。

　仮令たとえ八日でも既に電車が通じていたからには、支倉が電車はなかった筈だと嘯うそぶいたのは全然無効だ。いやそればかりでなく反て判官の心証に悪い影響を与えたかも知れぬ。

　六月一日の第四回審問に古我判事はこう云って支倉を極めつけている。

　問　電気局に問合すと古川橋より目黒停車場間の電車は大正二年九月十八日開通と云う回答があったがどうじゃ。

　この問には支倉も甚だ苦しい答弁をしている。

　答　それでは仕方がありません。私は電車に乗らないのですから、電車は開通していないと思いました。

　支倉はこの事が余程意外だったと見え、越えて六月四日に差出した、半紙五枚に細々と書き連らねた第二回の上願書の冒頭にこう書いている。

「其の当時開通しあらざりし電車其の日自分乗車せざりし電車、開通しあるとは意外、まるで夢のようです。（中略）電車は自分に取っての致命傷にや」

　兎に角、この電車問題では支倉の策戦が破れて、一敗地に塗まみれたものと云わねばならぬ。

　だが、支倉も子供ではない、いや〳〵それどころか人並以上に奸智に長けた男である。電気局に問合せれば立どころに分るような問題を、どうして、当時未だ電車が無かった筈だと申立てたのか。殊更に分り切った事を申立てゝ、あわよくば判官を瞞着し、拙く行っても審理を遅延させる事が出来ると考えたのか。

　いかに彼でもこんな子供誑だましのような事を企てはしまい。思うに彼が電車未開通の事を云い出したのは、突発的に口から出委でまかせに云ったのではなくて、どうかして神楽坂署に於ける自白の効力を失わしめようと思って、数日獄窓裡に沈思黙考して、考え出したものであろう。

　彼はあれこれと思い巡らした末、ふと当時電車は未だ開通していなかったのではないかと思い当ったのだ。




　人は何か重大な出来事のなかった限り四年前の、而も実際の日とものゝ十日も違わぬ日に、電車が開通したかしなかったかと云うような事は思い出せるものではない。然らば支倉が当時電車がなかったように思ったのも無理はないだろう。だが、彼はその日に実に重大な殺人と云う罪を犯しているのだ。尤もまだこれには疑問の余地がないでもないが、仮りにもこんな大罪を犯したとしたら、その日の事を、記憶喪失病でない限り覚えていない筈はない。支倉は記憶喪失どころか、博覧強記で極く些細なことでもよく記憶している。とすると、どうしても知っていなければならないが、みす〳〵電車があった事を知っていた、なかった筈などゝ強弁するのは愚の骨頂で、支倉はそんなヘマな事をする人間じゃない。

　で、筆者は結論として支倉は当時電車があったかなかったか、記憶が曖昧模糊としていたのではないかと思う。支倉は獄中で沈吟して、どうも当時電車はなかったらしいと思ううちに、だんだんない方に自信が出て来て、しめたと膝を打ったに違いない。何故ならこの矛盾から神楽坂署に於ける自白を覆す事が出来るからだ。

　だが、殺人罪を犯した日の事を何故覚えていない？ やはり彼の自白は出鱈目で、乗りもしない電車に乗ったように云ったのか、当日貞を連れ出した事は嘘か。

　こゝでそう急き込まないで、一寸探偵眼を働かして見る必要がある。

　現在乗った覚えのある電車を、当時開通していなかったと云って見た所で、直ぐ分る事だから、支倉が電車がなかった筈だと云い立てた事は、全く記憶を喪失していたと見るのが妥当で、同時に殺人罪を犯した日の出来事を記憶していない筈はないと云うのも当を得た議論だ。とするとこの矛盾をどう解決するかと云うと、殺人罪は犯したかも知れんが、清正公せいしょうこう前から電車に乗ったのは嘘ではないかと思える。

　一体犯人は大体罪を隠そうと思っているのだから、突っ込まれると苦しまぎれにいろ〳〵の答弁をする。もと〳〵嘘で固めたのだから、前後撞着矛盾を生じるから、益〻突っ込まれる。終に恐れ入るのだが、この際根本の犯罪は自白しても、そこまでに行く道程のうちの或る部分には嘘がそのまゝ残っている事が充分あり得る。

　支倉の場合はこれでつまり貞を殺した日にどう云う風に彼女を引廻したかと云う事を追求されて、苦しまぎれに述べ立てた事が、いよ〳〵殺人を自白した後に、そのまゝ訂正せられずに残ったのではなかろうか。

　もし支倉が真の殺人罪を犯していないのなら、こんな曖昧な事でなくもっと有力な反証が挙げられそうなもので、電車があったとかなかったとか云う事で小股を掬う必要もなく、又電車があったからと云って、忽ち致命傷がペシャンコになる筈もない。実際電車に乗らないものなら、もっと堂々と争うが好い。

　所が支倉の論じようとしているのは、当日清正公せいしょうこう前から電車に乗ったか乗らぬと云う問題でなく、人を殺したか殺さぬかと云う問題である。即ち彼は当日電車に乗らなかったと云う事で殺人を否定しようとしている。之はいけない。電車に乗らなくても、つまり電車に乗ったと云う自白が嘘であっても、殺人をやらないと云う直接証拠がなければ、電車問題は要するに枝葉末節だ。彼はこんな枝葉末節からかゝってはいけない。人は能く根本の議論で勝てないと思うと、枝葉末節の方をほじり出して、対手を陥れようとする。

　支倉の思いつきもそんな所らしいが、これは確かに彼の失敗だった。けれどもどうも電車に乗らなかったと云う支倉の申立ては本当らしいと思えるのだ。

　電車問題で敗れると、支倉はいよ〳〵本性を現わした。




　予審判事の鋭い訊問に尽く窮地に陥った支倉はいよ〳〵本性を現わした。それは彼の第三の上願書を読めばよく分る。

　順序として第二の上願書の事から始めよう。

　第二の上願書は鳥渡述べた通り半紙五枚に細々認めたもので、先に引用したように、

「──電車開通しありとは意外、まるで夢のようです」

　と言う言葉から始まっている。彼の筆蹟は中々達者なもので、誤字脱字等は甚だ稀で、書消した跡も殆どないのは、彼の教養の程度が伺われる。

「──神楽坂署で七日七夜刑事交代苛酷なる責折檻に遇い、殺害し居らざるものを殺害したと虚偽の事さえも真実らしく申立、裁判所へ送られ虎口を逃れ一安心と思いしは一生の誤り、電車は自分に取って致命傷にや。それもこれも尾島氏に余り面倒見て貰い過ぎ、聖書会社へ迷惑を掛けました神より自分に降した相当の責罰には、自分は今度冤罪の下に斃れなければならぬ道行みちゆきとなりましたものと思います。然し其日は実際電車に清正公前より乗っておりません。赤坂へも行っていません。新宿の川安かわやすに行き天どんも喰べて居りません。自分は実際殺害しては居りません。自分は殺害する位なら自分の軒場下とも云うべき近所へ連れ出し殺害するような事はいたしません。其日自分は仮りに新宿に行きしとしまするや、殺害する位なら新宿にも川や井戸は沢山あります。なんのために自分は同人を殺害しなければならぬ理由ありましょうか。神戸牧師仲介の労を取り事済みとなりましたものを、自分は常に六法全書を膝元へ備えて居りました。死刑又は無期そのような大罪を犯すような事は、いたしません。京都監獄放免後八年間在京いたし荊妻けいさいと三越にも松屋にも行きました。盗みや万引した事はありません。聖書会社から聖書を持出したのは日本人支配人尾島氏の許容を得たものですから引出したと云う訳、今こんな身に成ると思いますなら引出すのではありませんでした。自分は前科四犯もあることですから、常に高輪警察署より注意人物として目されてある事も自分は承知して居りました。罹災の際には二度も同署に呼出され、其当時の状況始末書を取られて居ります。其当時身に一寸も暗い事はありませんから、警察から呼出されましても平気で出頭したものであります。身に殺人犯放火犯の覚えがあるなら呼出状に接しましても出頭して居りません。

　恐入りますが赤坂順天堂病院へも高町病院へも同日は訪ねて居りません。よく御取調べを願いとう存じます。神楽坂署にて申立てた件は第一の聴取書をのぞく外満足なのは少しもありません。同日は明治学院より三一神学校を経浅草へ行き花屋敷に入り、米久よねきゅう牛肉店にて夕飯を食し、帰宅したのであります。

　神戸牧師仲介の下に事済みとなりしものを、自分にして病院へ伴れ行くいわれありません。仲介者が俗に云うゴロツキならいざ知らず、立派な牧師が立会い事済みとなりしものを、誰が考えましても後から又金をゆすられる心配ありましょうか、ありません、荊妻もその一切を承知して居るものに自分は荊妻に申訳ないからとて同人を殺す、そのような事を気狂いならいざ知らず、自分はいたしません、自分には出来ないのであります。

　人生無常年齢十代で死す者もありますれば、二十代で逝く者もあります。自分は五十を余すこと六ツ、命を惜しみはいたしません、然し冤罪の下に悪名を帯び斃れる事を嘆くものであります。神楽坂署で申立ての土方を頼み放火させた覚えありません。自分も又放火した覚えもありません。

　英邁賢明なる判官閣下、事件の前後に付き御判断なし下され自分の犯してあらざる事、御証明いただき度し」


　以上が上願書の論文である。




　六月四日に古我判事の手許に差出した支倉の上願書は昨日掲げた通り、頗る哀調に充ちて、所謂哀訴嘆願と云う風であるが、越えて六月十七日及追加として十九日に出した上願書なるものはガラリと態度が変って、こゝに初めて彼は神楽坂署の拷問を訴え出した。事がならないと見るとガラリ〳〵と態度を変えるのが支倉の悪い癖だ。その為に通るべき筋道の事でも通らなくなる恐れを生じるのは彼の為に惜むべき事だ。例えばこゝに持出した拷問事件でも、彼が予審廷に引出されると同時に申立てれば好かったものを、古我判事が苦心調査に当って、正に二ヵ月を経過した今日に俄然そんな事を云い出しても既に遅い。のみならず、その二ヵ月の間に於ても度々申立てを変更したり、電車はなかった筈だなどと云った。自白の事実を否認しようかとかゝって失敗したりした後だから、いよ〳〵彼に不利なのだ。

　けれどもこの拷問云々の上願書は今後彼が大正十三年六月十九日第二審の判決に先だって、獄中に庄司署長に対して恐ろしい呪いの言葉を吐きかけながら縊死を遂げるまで、約八年の長きに亘って、繰り返し述べ立てた所で、長き獄中生活と、その孤独地獄の苦艱から逃れる為に五体のあらゆる部分から、必死の力を絞り出し、苦痛は呪いを生み、呪いは悪を生み、悪は更に悪を呼んで、生きながら悪の権化と化し、世を呪い人を罵り蒼白な顔に爛々たる眼を輝かし、大声疾呼して見る人をして慄然たらしめたと云う、世にも稀な世にも恐ろしい彼の半生の出発点ともなったものであるから、こゝにその概略を掲出して、断罪の項を終ろうと思う。

　この上願書は半紙に凡そ二十二枚、いと細々こま〴〵と認めたもので、彼の精力と記憶力の旺盛な事と、底の知れない執拗さとを歴然として示している。

　表紙に一枚別の半紙がついていて、それには筆太に、「上願書」と書し、その傍に稍細い字で「一名殺人犯としてその名目に座する弁明書」と書き、最後に「被告人支倉喜平」と書かれている。

「判官閣下

聖代仁慈の大正の今日警察内に拷問なきものと思い居りしに、そうではない、今尚神楽坂警察署内に旧幕時代の面影を存しているのであります。実になげかわしき至りであります。

　被告喜平はその拷問に遇い虚偽の申立てなし殺さぬ者を殺したとして今裁判所に移されている者であります。

　今を過ぎぬる四年前小生家宅近在の井中より浮上りしあれなる死体骸骨はまさしく小林貞に相違ありませんでしょうか、小林さだ子としたなら他殺でしょうか自殺でしょうか。それとも何時どうして死に至りしものなのか。私は小林さだ子とは思われんのです。小林さだ子としたならば最少もすこし小さくなければならんのです。神楽坂署にてあれなる死体につき色々に説明を聞きましたなれど、未だ今尚私は疑惑の波に漂うて居るのであります。

　神楽坂署石子刑事の云分。

　お前は小林さだ子を殺害して居るではないか。知りません、殺害して居りません。うそつけ、之れなる骸骨は小林さだ子だよ、お前の妻は立証しているのだ。あの時の下駄を見たろう。見ました、なれども誰れのかわかりません。わからんことはない、小林さだ子の下駄だとお前の妻は云うているのだ。

　そしてお前が殺害したものであると云う事までも云うて居るのだ。白状しろ。どう妻が云うて居りましても私は一向存じません。存ぜん事はない、分らんでは通らん、通させぬのである。この野郎並大抵では中々容易に白状せん、拷問に懸けてやれ」


　支倉の上願書は縷々として続くのである。




「それからと云うものは毎日々々刑事室に引出され、各刑事交代に徹夜にて長の責折檻、鉄拳制裁を受けたのであります」

　支倉の上願書はこう云う風に訴えている。

「右からも左からも前からも拳骨雨の降る如く、あの二月の寒空に単衣一枚として硝子戸を明けはなして、それだけならまだしものこと、誰ともわけの判らぬ頭蓋骨を持出して、之はさだ子だ、接吻しろ。頭をなめろ。一度や二度なら兎も角数知れず接吻させられたのであります。そしてお前は白状をせぬうちはこれから拘留の蒸し返しだ幾度となく拘留して、野郎殺してやるからそう思え。明日は裏の撃剣所に連れて行き、縄にて引縛って頭から水をぶっかけてやるからそう思え。そればかしではない、明日早朝お前の家に行き、お前の妻を引張って来て二十日の拘留に処してお前同様責めてやるからそう思え。（妻は度々其前に呼び出され、責められ、その泣き声を聞くのは私には実に辛かったのであります）妻は可愛くないか。罪ないあの子供は可愛くないか。お前は畜生か、此野郎、禽獣にも劣る奴だ。妻の可愛いのも子供の可愛いのも知らんのである。仕方ない奴だ。それ接吻しろ。又も骸骨との接吻数々。喜平もこゝに心身共に疲れ、こんなに責められるなら、いっその事死んだ方がましだと、それから二度目の自殺を謀ったのであります。看守厳重になり到底死ぬ訳に行かず。罪の私は兎もあれ、罪なき妻子を明日から苦しめると云う事は実に忍びない事だ。からとて殺さんものを殺したと云う訳にも行かず、此上は致し方なし、なんぞ嘘言の申立てをなし、此場を一日も早く、骸骨の責め、虎口より逃れ妻子を救わんとしたのであります。かねて根岸、石子両刑事からのたのみもあることですから、こゝに第二の聴取書中の助すけと云う無形の土工を呼び起してさも真実らしく申立てたのです。なれども事中々には承知して下さらんのです。お前は殺したにせなければいかん。人にならってはいかん、と云われ、私が予審々々と幾度願っても、ヨシンに廻して下さらんのです。益〻辛く酷く責められるのであります。徹夜にての骸骨との接吻の連続数々、此上は仕方がない、自分の身を絞首台に上せる外途はない。自身を殺して妻子を助けてやろうと、それから大決心をして茲こゝに私は殺さぬ者を殺したとして大胆にも叫んだのであります。署長殿の前に嘘自白をしたのであります。私も男です、自白いたします代りに妻子を助けて下さい。ヨロシイお前が男を立てたなら俺も男だ、職権を捨てゝまでもお前の妻子を助けてやろう。あの家だっても聖書会社より差押えられんようにしてやる、妻子の所有としてやる、安心せよ。それについては何か言い置く事はないか。言い置く事あるなら明日誰なり呼び出してやる。それなら妻を呼出していたゞきたい。それから府下中野町のウイリヤムソン師に神戸かんべ牧師を呼んでいただきたい。（冤罪の為今は覚悟して死に行くべき身の心の苦しさ）よろしいそれなら明日呼んでやろうと云うので、こゝに生れたのは第三の聴取書なのであります。之なる聴取書だとて並大抵ではありません。自分は殺して居らんものを殺したとして立つのですから、当惑しどう答えてよきやら、先方委せ、先方の云わるゝ儘になったのであります。然し根岸刑事なり署長さんがあゝまで云われたからとて、あとを見なければ中々に安心は出来んと思い起しました。

　妻子を助けたき山々なれど、吾は如何せん冤罪の下にオメ〳〵と絞首台に上がらなければならんのか、あゝ、世は無常々々、人生は夢だ〳〵断念あきらめた。今更女々しき根性は出すまじ我もヤソ信者として妻子を助ける為に潔く絞首台に乗らなん」





　支倉は委曲を尽して神楽坂署に置ける拷問の事実を挙げた。もしそれが事実なら無論許すべからざる事であるが、一体拷問せられた為に自白した事は裁判上無効か有効かは知らないが、拷問による自白だから虚偽であると云う事は直ちに云えないと思う。寧ろ苦痛の余り真実を述べると云う方が割合が多いのではなかろうか。

　支倉は今神楽坂署に於ける自白は拷問によるものだから虚偽だと云う事を訴えているけれども、彼の自白が真実か虚偽かと云う事は拷問の有無と切放して考えられないだろうか。即ち拷問の有無は神楽坂署の責任問題として残るだろうけれども、犯罪事実の有無はそれを外にして依然として判官の心証に残るであろう。要するに支倉の自白が真まことか嘘か。彼の自白の場面を見るとどうも心からしたものと思われるし、殊に拷問については神楽坂署で然る事実なしと簡単に片づけているのだから、支倉にとっては甚だ不利だ。

　それに彼はこう云う訴えをする時期を失している。彼は予審廷へ出た当初述べれば好いものを、どうかして罪を逃れようと思って、あれこれと小策を弄し、最後に窮余の極こんな事を持出したのではないかと云われる所がある。且自白をした原因として罪なき妻子を助けたいと、くど〳〵書いてあるがもとより支倉は文筆の士ではなく、獄中匆卒の間に一気筆を呵したのだから、意余って筆尽さざる恨みは十分にあり、妻子を助けたいと云う意味は早く安心がさせたいと云う意味かも知れないが、真に妻子を助けたい為に冤罪を甘んじて受けたとすると、余りに常識のない話で、それこそ大正の聖代に罪が何も知らない妻子に及ぶ筈がなく、神楽坂署員もそんな非常識な事を云って彼を威かす筈もないのである。支倉の上願書は尚続く。

「さわれ絞首台に上がらずして、なんとかして妻子を助ける工夫はなきかと暫し考えたのであります。考えつきました。あります〳〵。我兎に角此後署長さんなり根岸、石子両刑事の処置を見ばやと吾は謀られまじ吾反って先を謀らん。謀はかりごと若し中途にして破れなば吾は絞首台に上らず自分から自害して男を見せん。夫れまでは吾は監獄に行き大福餠々々と精神病となり精神病者として取扱いを向う或期間受けん。自分所有の家屋妻子の所有とたりたらば、妻子はよもや今日々々の糊口には困るまじ（我死にて妻子を生かさん）精神病癒えなば死なずして吾又生きん。謀はかりごと破れなばよろこんで自分は自ら死をとらん、自害せんと第三の聴取書作成に稍一夜を費しました」


　こゝの所はどうも意味がよく通じないが、要するに妻子が今日の糊口に差支ぬように、どうかして財産を完全に譲りたい、それについてはこゝで佯狂ようきょうとなり大福餠々々と連呼して一先ず辛い責苦から逃れ、妻子に完全に財産が移るまで審理を延ばしていよう。もし事がならなければ自殺する許りだと云う意味らしく、彼は事実気狂を装うて掛官を手古摺らしたのだが、又以て彼がいかに妻子の身の上を思うていたかを察しる事が出来る。彼が妻子を思う念の切なのを利用して彼を白状させようとしたのが、神楽坂署員の云わば気転で、同時に深く支倉から恨まれた点であろう。

　妻子の身の上を思う余り、虚偽の自白をする事は往々ある事であるが、それは多くの場合妻子が罪を犯している場合で、それを庇うべく自ら罪人となり名乗るのであろう。支倉の場合には妻子は何等罪を犯していないのだから、少しも庇う必要はない。警察で少し位苛酷な調べ方をせられたからと云って、又は単に財産を譲渡して後顧の憂いなきようにする為に、仮にも犯した覚えなき殺人の罪を自白するとは受取れぬ。

　署員が支倉の妻子を思う情を旨く利用して彼に自白を迫ったのだと思う。それは上願書の続きを見るとよく分る。




　支倉の上願書の次ぎにはこう書いてある。

「Ａ、根岸刑事より小生に依頼の件、

　お前は小林貞を殺したと云うて立ってくれ、背負ってくれ、お前が背負ってくれなければ私は署長さんへ対して顔向けが出来ん。どうか背負って行ってくれ、私を助けたと思ってたのむ〳〵。お前も男だろう。背負って行ってくれたなら俺も男だ。お前が今所有している家屋は聖書会社より差押えられないようにしてやる。そしてあれなる家屋を三千円にて売払い二千円にて小坂に田畑を求め、残り一千円を子供の養育金として銀行に貯蓄して、其利子で行くようにしてやる。妻子を助けてやる。お前はどうせ無罪では出獄できぬ身体、お前は死んで罪なき妻子を助けてやれと幾度となく諭されたのまれたのであります。又こんな事も云われています。俺はお前の為には随分なっているではないか。此間もお前の家の台所の煙突が破れた、修繕するのに金がないと云うからお前には話さなかったが、お前の所持金の内より十円お前の家内に下げてやっているのだ。それからお前の家に此間或者がお前から頼まれたと云って広告料印刷代として十一円を詐取しようとして来た者があったのだ。その時だってお前の家内を俺が助けてやって居るのだ。是程までに俺は御前の為に尽してやっているではないか。お前も男だろう背負って立てよ。お前も男だろう、宗教家だろう、背負って立てよ、背負って立ったなら、あれなるあの家屋をお前の妻子の所有にして此後共助けてやるからと呉々にも云われ、たのまれたのであります。

Ｂ、石子刑事より小生への依頼の件、

　お前の宅へ行って俺が同行を求めた際に、お前が何と云う事なしに来ればよかったのに、お前の為に私は随分なっている筈だ。あの時だってお前の人格を私は思うたが為、殊更私はお前の家に私用名刺を通じていたではないか。それにも拘わらずお前が逃げたために、私は署長さんの前に顔向けが出来んのである。免職せなければならんように成っているのだ。お前は殺さずとも殺したとして立ってくれ。立ってくれゝばよいのだ。立ってくれさえすれば私が免職せずに済むのだ。お前は男だろう。宗教家だろう。私を助けてくれ、殺したと云うて背負って行って呉れと幾度となくたのまれたのであります」


　以上は上願書中にある一断片だが、根岸、石子両刑事の方を質してみなくては分らぬ事だが、支倉の云う所は或る程度まで事実に違いない。両刑事は彼をどうかして自白させようと、或いは脅し、或いは誑だまし賺すかして妻子を枷かせに彼を釣ったかも知れない。尤も之は聞く方のトリックで、場合によっては随分好くない事もあろうが、こんなトリックに乗ってうかと白状する方も、実は身に覚えがあって、どうかしてそれから逃れようと思っていればこそで、向うが隠すのだからトリックを弄するのも止むを得まい。合監に諜者を忍び込まして味方らしく持ち込んで、向うの信頼に乗じて秘密を喋らしたりするのよりは、面と向っているだけ罪が軽いと云える。

　所で、支倉が云うように両刑事がペコ〳〵頭を下げて、どうか自分達を助けると思って罪を背負って呉れと繰返し頼んだかどうか疑問だが、どうもこの様子では両刑事が、お前は男だろうとか宗教家だろうとか煽おだて上げ、自分達を助けると思って白状して呉れと哀れみを乞うように云ったかも知れない。

　尤も両刑事の云っているのは真実の告白の事だが、支倉にはどう響いたか。この上願書の書き振りでは支倉も男だとグッと反り身になったかも知れない。そうなると、支倉に対する考えを鳥渡変えねばならぬかと思われる。




　支倉とはどんな性格の男か。

　つく〴〵彼の言行を見るに、悪事にかけては中々抜目のない男で、それに犯罪性のあるものゝ通有性として、甚だ気が変り易い。気が変り易い一面には梃でも動かぬ執拗な所がある。対手がいつの間にか忘れていて、何の為に恨まれているのか分らぬ位なのに、まだ恨みつゞける。つまり目標を失した行動をやる。くど〳〵と一つの事を繰返す。こう云う人間は非常に大胆不敵の悪人に見えるが、飜然と悟ると涙を流したりする。支倉はそんな人間ではなかろうか。

　上願書でくど〳〵と一つ事を繰返して、哀訴嘆願しているが一向にしめくゝりがない。筆蹟や文字を見ると中々しっかりしているようだが、文章となると要領を得ない所がある。読んでいるうちにふと煽てに乗り易い、所謂イージーな（容易な）男ではないかと云うような気がする。

　殊に上願書の次の件の警吏との問答を読んで見ると、頗る飄逸な所があって、之が今死刑になるかならぬか、冤罪か有罪かと云う大切な瀬戸際を争っているものとは思えない。一面から云うと彼の容貌が頗る悪相なのと相俟って、裁判所を茶化すような大胆不敵の徒と見られるが、一面から見ると頭脳あたまのどこかに欠陥がありはしないかと思われる。支倉を大胆不敵の痴者と見るか、案外お人好しの煽てに乗り易い男と見るかは、彼の自白の虚実を確かめる上に重大な影響を及ぼすから、彼を全然知らない筆者には軽々しく云えないが、読者諸君は宜しく彼の上願書の全文を通読して、公平な判断を下して貰いたい。

「私は殺人罪を犯して居るものではありません。犯して居らぬものを犯している者と無理矢鱈に警察にては云え白状せよと注文せらるゝのですから、その虚実の申立てをなすにも誠に骨が折れました。先き様の問わるゝ儘に応答したのであります。

　警　お前は小林貞が病院へ行く所を何処で待ち受けたか。

　答　知りません。

　警　知らん筈はない、清正公せいしょうこう前あたりか。

　答　そうですね。清正公前の所、坂下で待受けました。

　警　何時間待ったか。

　答　そうですね。

　警　一時間位も待ったか。

　答　そうですね、約一時間程待受けました。

　警　そうか、その時小林さだは如何なる着物を着て居ったか。

　答　そうですね。能く気付きませんでした。

　警　気付かん筈はない、シマかカスリか。

　答　そうですね。シマだと思いました。

　警　シマではあるまい、カスリだったろう。

　答　そうかも知れません。

　警　そのカスリはどんな模様だったか。

　答　そのガラをよく気付きませんでした。

（逢わぬのですから知ろう筈はありません）

　警　よし、それからどこへ連れて行ったか。

（当惑）

　私の心では其時まだ清正公前に電車は通じて居らんものと思い、こゝに裁判へ廻りましてからの立証の道を見出し、乗らぬ電車に乗ったとしたのであります。豈図らんや、それは其折通じてあったとの事驚一驚。

　答　電車に乗りました。

　警　何処へ連れて行ったか。

　答　赤坂の順天堂へ連れて行きました。

　大正二年九月二十二日神戸氏に一百円を渡しやり、二十五日夕神戸氏宅にて証書取交せ、示談事ずみとなったのであります。それに支倉は何とて小林貞を病院へ連れて行く筈がない。こゝに裁判所へ廻ってからの立証道を見出したのであります。

　警　それから病院を辞して何処へ行ったか。

　答　一と当惑、暫し思案の結果新宿へ行ったと申し立てゝあります。




　支倉の上願書は原稿紙四百字詰に直して、約四十四、五枚、之を半紙へ筆で書いたのだから、その手数さえ一通りではない。それが首尾一貫して字体から行の配りまでキチンとしている。前に述べた通り誤字脱字は殆どない。未決監に閉じ籠められて、暇に飽かして書いたと云い条、その根気には驚かざるを得ない。加うるに神楽坂署に於ける取調の模様を逐一暗記しているのは驚く外はない。

　以下上願書の続きである。

　警　新宿に行って何処で昼食を食べたか。

　答　新宿二丁目の或そばやで二十銭の天丼を食べたと申立てゝあります。

　現にそんなそばやはありません。神楽坂署より直ぐ調べられましたが、わからんのです。殊にその当時病気にかゝっているものが、天丼を食う筈はないのです。脂気のものは淋病には大敵なのであります。

　警　それからどうした。

　答　川安に連れて行ったと申立てようと思いましたが、川安に行っていると申して、直ぐ探偵の結果連れて行き居らぬと云うことが分ると、頭蓋骨との接吻々々。これは困るので一と思案の結果新宿停車場へ連れて行ったと申立たのであります。

　警　そうか、停車場に連れて行きどうしたのか。家に帰るには未だ早いではないか。

　答　そうです。停車場へ待たせておきまして、自分は用達を致しました。

　殺すとしたら大切な玉を、一人停車場に待たせおく筈はない筈です。

　警　それからどうした。

　答　停車場へ戻って来て目黒行き山手電車に乗りました。そうして宅うちへ戻りました。

　警　小林貞は何処で殺害する気になったか。

　答　電車の中で殺意を生じました。

　子供ではなし電車で突飛にそんな何ほど鬼だからとて人を殺すなんか恐ろしい心は誰が考えたからとて分ります、起る筈のものではないのです。こゝらの申立ては随分幼稚に出来ているのです。虚偽の申立は先ずこんなものであります。

　警　どうして殺す気になったか。

　答　当惑々々、暫し思案の結果そうですね、荊妻の前があるから宅うちへ連れ帰る訳には行かず、それだからとて小林方へ戻す訳にも行かずと申立てゝある筈です。

　荊妻の手前など今更何も憚ることはないのです。荊妻はその一切を承知して居るのですから、又連れ出したからとて小林方へその事情をしか〴〵と訴え連れ帰られん訳もないのです。二十五日夕景示談事済みになったものを、何とて連れ出すものですか。

　警　石をつけて入れたのか。薬をのませてコモに包んで入れたのか。

　答　知りません。

　警　知らん筈はない。木の株を入れたろう。

　答　知りません。

　警　そんな事はない、木の株を二つ入れてあるではないか。

　私は入れたのでありませんから知ろう筈はありません。木の株とやら少しも知らんのであります。

　答　入れたのでないけれど、入れたとしましょう。

　警　よし、木の株を何の為に入れたか。死体の浮き上がらぬよう入れたのか。

　答　どうも困りますね。仕方ありません。そうしましょう。

　警察での問答は原稿用紙にして凡そ十一枚、面白く可笑しく書いてある。返答に困った所々は当惑々々と云う文字を挟み、或いは頭蓋骨との接吻、単に接吻々々などと読む人をして思わず失笑せしめる位に軽妙に書いてある。

　余裕綽々しゃく〳〵と云おうか、捨鉢と云おうか、云い逃れるに道なき殺人の罪に問われている人とは思われない。




　支倉は大正六年六月十九日附で全精力を傾倒して、半紙に細々と認めた長々しい上願書を古我予審判事に提出して、神楽坂署の拷問を訴え、繰返し貞子を殺した覚えの更にない事を哀訴したのは前掲の通りである。（こゝで鳥渡奇異の思いのするのは、後に支倉が獄中で悶々遂に縊死を遂げたのが、大正十三年六月十九日で、即ちこの上願書提出の日と月日共に一致する事である）上願書中には全然排斥して終う事の出来ない節があり、判事も無下むげに退ける事が出来ないかと思われたが、彼が未決監で大福餠々々と連呼して気狂いを装うた事や、合監の者に五千円を与えると云う証書を与えて、殺して呉れと頼んだり、その事が又自殺の宣伝のように取れたり、或いはクルリ〳〵と陳述を変えて見たり、何一つとして予審判事に好感を与えていないので、予審の結果は最早望み少きものになった。

　それに彼は上願書で繰り返し訴えて、大正二年九月二十五日示談事ずみとなりその以後、小林兄弟には絶対に会わないと云っていたのに、上願書提出の八日後小塚検事に証拠をつきつけられて詰められると、忽ち恐れ入って、

「私が今まで金百円の授受は九月二十五日と主張して居った事は誤解に基いて居るもので、事実は九月二十六日の夜であったに相違ありませぬ」

　と述べた。その結果、小林貞の行方不明になった九月二十六日の日の行動を第二の上願書にいと明細に「同日は明治学院より三一神学校を経へ、浅草に行き花屋敷へ入り米久牛肉店にて夕飯を食し、帰宅したのであります」

　と述べたてゝいるのを、忽ち訂正しなければならぬようになった。即ち小塚検事に次の如く答えている。

「私は金銭授受の日を二十五日に繰上げて、故意に弁解の材料にした訳ではありません。私は二十六日には前晩貞の件が済んだので、安心して浅草へ行ったりして終日遊んで帰宅したように申しましたが、それも事実と相違して来るようになりますが、故意に偽りを申しましたのではありません。私はそう誤解して、間違いを申立てたのです」

　即ち支倉は彼が小林貞子を殺害したと一旦自白して置きながら、後に之を飜して、自白が全然虚構であると云う証明の為に申立てた重要な三点、当日清正公前に電車が開通していなかったと云う事、貞の事件の解決は九月二十五日であって、その以後小林兄弟に会っていないと云う点、二十六日は浅草で終日遊んだと云う申立の三つは尽く再び自ら翻ひるがえすに至った。或いは支倉は身に覚えなき大罪が到底振り払う事が出来ない羽目となり、狼狽の極あれこれととりとめのない弁解を試みたのかも知れない。けれども以上の事実は決して判官に好い心証を与えるものではない。

　小塚検事は最後に神戸牧師を喚問して、支倉の自白当時の事を聞き質した。

「私は支倉が当局へ送られる前、神楽坂署に呼び出されまして」

　神戸牧師は答えた。

「支倉に面会いたしましたが、同人は真実悔い改めた様子で私に後事を宜しく頼むと申しました。私は心さえ改めれば宜しいから、潔く罪に服せよ、後事は他に託する人がなければ自分が責任を負うて世話してやると申しました所、同人は落涙して感謝して居りました」

　最後の取調を終って、小塚検事の決意は少しも変らなかった。彼は古我予審判事に対し、

「予審決定に付意見書」

　と題し放火殺人以下八罪につき東京地方裁判所の公判に附するの決定相成しものと思料する旨、理由書と共に提出した。

　大正六年七月二日、支倉喜平は有罪と決し、こゝに予審は終結した。

　殺人放火の大罪でありながら、本人の自白以外の物的証拠は乏しい。而も本人は自白を否認しようとしている。支倉は果して有罪か。公判はいかに展開するのであろう。







　　　　　　　　　　宿業




　支倉の妻静子はスヤ〳〵と寝入っている我子の寝顔を打守りながら、じっと物思いに沈んでいた。涙は夙つとに流し尽したので、涸き切った両方の瞼は醜く腫れ上っているのだった。今宵は特に薄暗く感ぜられる電燈がガランとした部屋の天井から、彼女の寂しい姿を照し出して、薄汚れた畳に影法師を吸いつかせていた。

　蒸し暑い宵だった。

　彼女が心の休む暇もなく、涙に暮れているうちに、世はいつの間にかもう夏めいていたのだった。一枚だけ明け放した雨戸の隙から型ばかりに吊ってある檐のきの古簾の目を通して、梅雨明けのカラリと晴れ上った空に一つ二つ星がキラめいているのが見えていた。

　今年の二月計らずも刑事に踏込まれてから、凡そ半年足らずの間に何と不幸の数々が続いた事であろうか。彼女はその僅わずかばかりの間に十年も年を取って終ったような気がするのです。

　喜平との七年の結婚生活は夢のようだった。十九の年に双親ふたおやの勧めるまゝに、処女の純潔を彼に捧げてから今まで、必ずしも幸福に充ちてはいなかったけれども、彼女は夫に愛を持ちながら信仰の生活を続ける事が出来た。それに夫が彼女に対する愛情は、時に執拗、時に空虚に感じる事はあったけれども、並々ならぬものであった。総括的に云うと、彼女は結婚後間もなく儲けた一子を中にして、夫と共に可成幸福な道を歩む事が出来たのだった。

　それが長い七年の後、思いがけなくも一朝にして潰ついえて終しまったのだった。

　夫が彼女と結婚する以前に既に前科を四犯も重ねていようとは夢にも思っていない事だった。基督キリスト教の信者であると云うので、深い調査もしなかったのではあるが、又仮令前科があっても悔改めた上は立派な人格に再生する事は十分出来る事ではあるけれども、神楽坂署で夫の前科を云い立てられた時には、彼女は自分の身体を裸にして曝さらされたよりも、浅間しく感ぜられたのだった。

　彼女は結婚後夫の品行が必ずしも正しくないと云う事は直ぐ悟った。勉学の都合から暫く別居していた時や、又彼女が郷里に帰っていた時などに、一、二の女と兎かくの噂のあった事を聞いていた。殊に夫が忌わしい病気に罹った上、それを年端も行かない女中の小林貞に感染させた事を知った時には、よしそれが女中の叔父の云うように手籠めにしたのではないとしても、どんなに情なく感じた事か。然し彼女はこうした夫の不始末にも、彼女が一部の責任を連帯しなければならぬ事を忘れなかった。彼女は夫を寛容すると共に、世間にこの事の洩れないように、数々の苦心をしたのだった。

　が、何事ぞ。夫は貞子を連れ出して古井戸に沈めて殺したと云うではないか。

　神楽坂署で鬼のような刑事達に責め問われて、苦しい思いをしたけれども、そして夫に対していろ〳〵な悪評を聞いたけれども、彼女は尚夫を信ずる事を止めなかった。真逆そんな大罪を犯していようとは思えなかった。

　署長の口から喜平がすっかり自白したと云う事を聞いた時に、彼女の総身の血汐は忽ち凝結して終った。危く倒れようとするのを踏み堪えた彼女の努力は殆ど超人的だった。

　然し、彼女は署長から夫の自白を聞かされて、彼に面会を許されるまでに、すっかり冷静を取戻す事が出来た。彼女はすっかり覚悟を極めた。夫との間には既に一子がある。夫がいかに大悪人であっても、信仰の道に這入っている自分が今更に取乱すのは恥かしい、夫を慰め励まして後顧の憂えのないようにしよう。こう彼女は決心した。そうして彼女は懺悔の涙に濡れている夫の姿を、心静かに見上げる事が出来たのだった。




　静子は作りつけの人形のように微動だにしないで考え続けていた。

　夫が未決に繋がれてからの彼女の辛苦は一通りではなかった。予審廷へも度々呼び出されて、判事から辛辣な訊問をせられるし、附近の人々には嘲笑の眼で見られるし、それに弱味につけ込んで、親切ごかしに騙かたりに来る者や、強請ゆすりに来る者があった。親類縁者も誰一人助けて呉れるものはなく、稀にそんなのがあっても物質上の援助の出来るものはなかった。只写真師の浅田は時折訪ねては慰めて呉れるけれども、以前の事もあり何か胸に一物ありげで、打解けて心から彼を迎える事は出来なかった。

　そんな訳で彼女の一番苦しんだのは金の調達だった。其日々々の暮しには何程の事もいらないとしても、未決監にいる夫への差入、代書人や弁護士に支払う高と云うものは少からぬものだった。それを女手で、ましてや今は世間から指弾されて、近づく人もない時にどうして生み出す事が出来よう。身の廻りのものを一つ売り二つ売りして支えるより仕方がなかった。

　彼女の何よりの頼みは今住んでいる家だった。之を売れば纏まった金が手に這入り、有力な弁護士に依頼する事も出来ると考えたので、内々周旋屋に相談して見ると千五百円なら買手があると云う事だった。それで彼女は夫に面会の折にその事を話して見た。

「あの、家の事ですけれども、千五百円なら買手がありますので、売って終ってあなたの弁護料なり弁当代にしたいと思いますがどうでしょう」

「家を売る事は少しも差支ないがね」

　支倉は大きな眼をグル〳〵させながら答えた。

「あの家は根岸刑事が三千円で売ってやろうと確く請合って呉れたのだ。で、わしはその金を自分の事に使う積りはない。その金を資本にして、お前が一生困らないだけの収入を得て、子供を育て上げて呉れゝば好いのだ。兎に角千五百円と云うのは余り安い。いくらなんでも二千円には売れるだろう。浅田に相談して見て呉れ」

　浅田に相談することは気が進まなかったが、静子は逆らわないようにと、

「はい、それではそういたしましょう」

　そう云って面会所を出たのだったが、それから二、三日経つうちに思いがけない大変が起った。それは東洋火災保険会社が家を仮差押えしてしまったのだった。

　支倉が起訴されて予審が有罪と決すると、その刑事記録を証拠として、支倉を対手取り二つの私訴が提起された。

　一つは例の聖書会社からで盗まれた聖書価格約七千円の損害賠償で、もう一つは今云う保険会社からで、詐取された保険額約三千円の損害賠償だった。保険会社の方は兎に角聖書会社は博愛主義の基督教の宝典たる聖書の販売元だから、罪を憎んで人を憎まずと、損害賠償の私訴などを起して、今更支倉を苦しめなくても好さそうなものだが、矢張りそうは行かぬと見えて、忽ち訴訟を起した。所が流石は聖書会社で物件の差押えまではやらなかったが、そこは機敏な保険会社が直仮差押えを申請したのだった。

　この家屋は浅田の奔走で静子の名義になっていた筈であるが、手続が完了していなかったか、それとも外に仮差押えをする途があったか、兎に角、家はもうどうする事も出来なくなったのだった。

　唯一の望みだった家が差押えられて終しまったので、静子は茫然として終った。次の面会の時に彼女は悄然として夫にその事を語った。

「家を売ろうと思いましたが、保険会社に差押えられて終いました。もう駄目です」

「なにっ、差押えられた？」

　支倉の相好は忽ち変った。彼のいかつい眉が釣上り、眼は爛々と輝いて、無念そうな有様は、流石の静子もタジ〳〵とする程だった。

「そ、それは本当かっ！」




　家を差押えられたと聞いて、支倉の憤怒は一通の事ではなかった。静子はその権幕におじたけれども今更隠す事も出来なかった。

「はい、一昨日差押えられました」

「うむ」

　支倉の眼は怪しく光った。

「騙だまされたのだ。署長に一杯嵌はめられたのだ」

　静子は夫の興奮があまりに激しいので、宥なだめようとしたが、さっきからこの異様な光景に気づいていた看守は、忽ち二人の間を隔てゝ終ったので、面会はそれ切りになり、静子は夫に一言の慰めをも与える事が出来なかった。

　保険会社の方から云えば詐取せられた金だから、何とかして取返さねばなるまいが、この支倉が唯一の頼みにしていた彼の財産を差押えた事は、確に彼を悪化させる一つの原因だった。彼はこの事を上願書に次のように書いている。

「その翌々日荊妻が亦私に面会を求めて来ました。此時は荊妻はしおれた顔をして、さも心配そうにもう駄目です。家屋は東洋火災保険会社より仮差押えされましたと云って、しお〳〵と帰りました。あゝ我れは虚偽の申立をなし、殺さぬものを殺したとして、妻子を救う考えなりしに、救う事出来ず、我れは謀られたのであったか、我れも是までなり、残念至極、無念々々、謀られて我は冤罪の下に絞首台に上るか」

　支倉が自白を否認したり、狂気を装うたりし出したのはこの事があってから後らしく、それで見ると、家を差押えられた事が自白否認の大きな原因ではないかと思われるが、後に第二審公判の折、裁判長より何故に予審廷で一旦自白して置きながら、直ちに自白を飜えしたかと訊問されて、一旦は妻子を助けん為、虚偽の自白をしたがいつか一度は真実の事を述べて置かないと、後の裁判に不利で、遂に冤罪を逃れる機を逸すると思って、虚偽の自白である事を申立てたと述べている。別に家を差押えられて、神楽坂署で騙された事が始めて分り、その為虚偽の自白である事を暴露したとは云っていない所を見ると、さして大問題でなかったのかも知れぬ。

　然し、当面の問題として最も苦しんだのは静子だった。頼みに思う夫は未決監に繋つながれ、身には一銭の貯えもなく、唯一の財産である家屋は尽く差押えられて了った。前にも云った通り当座は身についたものを一つ売り二つ売りして凌しのいだが、今はその売代うりしろさえ尽きた。夫の公判の期日は迫っている。愈〻公判となれば正式に弁護士を依頼しなければならない。然し今は弁護士を依頼するどころか、明日の糧さえないのだ。その上近くこの家も立退かなければならない。そうすると差当り雨露を凌ぐ道にさえ差支さしつかえるのだ。

　それからそれへと静子の物思いは尽きない。無心でスヤ〳〵と寝入っている子供の寝顔を見るにつけ、涸き切ってもう流れ出る源もあるまいと思われた涙が、又新たに浸み出して来る。血の涙と云うのはこの事であろう。

　あゝ、明日をどうしよう。子供をどうして育てよう。それよりも近々公判に廻る夫の身をどうして救けよう。夫は呉々も無実の罪と云っている。神楽坂署で立派に白状した時の様子は嘘らしく思えなかったが、今の夫も嘘を云っているとは思えぬ。どうかして有力な弁護士を頼んで、夫をあの苦しみから救い出したい。

　静子の心は千々に乱れたが、昼よりの疲れに、今は身心ともに困憊こんぱいして、そのまゝ子供の枕許へウト〳〵と寝崩れて終しまった。

　ふと、冷たい風が身に触れたので眼を醒ますと、何刻経ったか、夜は深々と更けたようで、雨戸の一枚明け放しになった所から外を見ると、いつの間にか空は真黒に掻き曇っていた。静子はあわてゝ、起き上って雨戸を閉めようとすると庭の奥に朦朧もうろうと人影が現われた。




　庭先に怪しい人影を見た静子は、

「あっ」

　と叫んでそのまゝ立竦すくんで終った。

　人影はふら〳〵と彼女に近づいて来た。

「まあ、あなたは」

　静子は再び驚きの声を上げた。

　怪しい人影と思ったのは夫の喜平だった。彼は黙ってのそ〳〵と家の中へ這入った。平常通りの姿で、割に元気が好かった。静子は監獄にいる筈の夫がどうして今頃我家へ帰って来たのだろうと鳥渡不審の眉をひそめたが、別に深く怪しみもせず、彼を迎え入れた。

「よく帰って来られましたね」

「うん、酷い目にあったよ」

　彼は気軽に口を利いた。

「お前も気の毒だったねえ」

「いゝえ、私なんかなんでもありませんわ」

「でも、神楽坂署では随分いじめられたろう」

「えゝ、ちっとばかし」

「ちっとばかしじゃない。俺はよく知っているんだ。俺は何べんかお前の泣声を聞いたのだ」

　支倉はきっとなって云ったが、やがて調子を落して、

「俺もなあ、ひどい目に遭わされたよ。刑事が交る〴〵徹夜で調べるんだ。そうして得体も知れない骸骨に接吻をさせるのだ」

「えゝっ」

　静子は脅えるような眼で夫を見上げた。

「どんな事があっても、身に覚えのない事は白状しない積りだったが、お前の泣声を聞くのは身を切られるより辛かったし、徹夜の訊問にはヘト〳〵になって終った。まゝよ、犠牲になってやれ、この家を売って妻子は困らないようにしてやるからと署長も云ったし、後の心配もないと思って、つい嘘の白状をしたのが一生の誤りだった。俺はすっかり署長に誑だまされたのだ。今となっては云い解く術がない」

「あなたは本当に身に覚えがないのですか」

　静子は探るような目で夫を見た。

「ない。本当に少しも覚えがないのだ」

「そ、そんなら」

　静子は耐らなくなって啜り上げた。

「な、なぜ、あんな白状をなすったのですか」

「それは今云う通り──」

「いえ、いえ」

　静子は激しく遮切った。

「どんな訳があったって、殺しもしないものを殺したなんて、馬鹿げています。あなたは、あなたは」

　静子は口が利けなかった。

「俺が悪かったんだ。だから俺は絞首台に上るものと覚悟している」

「いえ、いえ、そんな必要はありません。誠覚えのない事なら、裁判で無罪になります」

「所が俺はもう云い解く事は出来ないのだ。俺は署長に嵌められて手も足も出ないようになっている。俺は冤罪で罰せられるより一そ一思いに死んで終おうと何度自殺を計ったかも知れない。然しいつでも失敗だ。一度は合監の洋服屋に頼んで殺して貰おうと思ったが、それも駄目だった。俺は死ねないんだ。どうしても死ねないのだ。だから俺は決心した。どうしても死ぬまいと」

　喋っているうちに支倉の形相は次第に物凄くなって来た。彼は拳を握りしめ、歯をバリ〳〵と噛んだ。

「あ、あなた」

　静子は情なくなって来たので夫に犇ひしと縋ろうとした。

　支倉はそれを振放して怒号し続けた。

「俺は死なゝい。断じて死なゝい。俺は呪ってやるのだ。俺を苦しめたあらゆる奴を呪ってやるのだ。俺は今日限り俺の魂を悪魔にやって終うのだ。天地の間に充ちている悪鬼妖精、其他もろもろの邪悪の徒は聞け。支倉は今日只今より悪以外の事は何事もしない事を誓う。俺はそれによって、今日まで俺を苦しめたこの忌わしい社会、権謀と術数と、姦詐と陥穽に充ちた人世に一大復讐を遂げてやるのだ」

　支倉のかっと見開いた眼は見る〳〵吊上り、口は耳まで裂け、真紅の舌からは血汐が滴るかと見えた。静子は恐怖に顫えながらガバとつっぷした。




　悪鬼の姿に変じた支倉は尚も怒号を続けた。

「俺は死なゝい。断じて死なゝい。生きながら悪魔に化すのだ。俺を苦しめた奴等を片っ端から、呪って〳〵呪い抜くのだ！」

「あ、あなた」

　静子は必死の声を絞って叫んだ。

「そ、そんな恐ろしい事は止めて下さいまし。身に覚えのない事ならいつかはきっと晴れます。冤罪で死んだ者は安らかに何の苦痛なしに主の御許に行く事が出来ます。どうぞ、どうぞ悪魔の味方になる事は止めて下さいまし」

「ならぬ、ならぬ、俺は呪うのだ。己れ、庄司、神戸、神楽坂署の刑事ども、俺の呪をきっと受けて見よ。静子、お前との夫婦の対面も之限りだ」

　そう云いすてゝ支倉は忽ち身を飜えしていずくともなく立去ろうとした。静子は一生懸命に夫に縋りつきながら、

「まあ待って下さい。もう一度考え直して下さい。坊やをどうするのです。それ、そこにスヤスヤ寝ている坊やをどうするのです」

「なに、坊や、うん、俺も昔は恩愛の絆に縛られて、女々しい気にもなった。もう今の支倉にはそんなものは用はない。そうだ、今日生きながら悪魔になろうと誓った首途かどでの犠牲に、そいつを踏み潰してやろう」

　怒髪天を衝き眼は爛々として輝き、かっと大口を開いた支倉は忽ち足を飛ばして寝ている子供を蹴飛ばそうとした。静子は驚いてその足に縋りついて、大声に叫んだ。

「あれ！　誰か来て下さいっ！」

　然しどうしたのか声が思うように出なかった。一生懸命に夫を押えている手も女の悲しさ、次第に力が弱って、今にも子供諸共踏み躙にじられそうになった。彼女は身を悶えながら只微に、

「あれ──」

　と呻くばかりだった。




「もし〳〵、奥さん。どうしたんです」

　耳許に聞き覚えのある太い声が聞えたので、ハッと眼を開くと、のっそり浅田が立っていた。静子は今まで転うたた寝の夢を見ていたのだった。

　吃驚した彼女は飛起きると、浅間しい寝乱れ姿を繕つくろった。

「どうなすったんです。大そううなされていましたぜ。玄関で大分呼んだのですけれども、返事がないので上って来たのですが」

　浅田はニヤ〳〵しながら云った。

「いろ〳〵思い案じているうちに昼間の疲れでつい転た寝をしたと見えます。そして恐ろしい夢を見たものですから」

　居ずまいを直した静子は襟元にゾク〳〵と寒気を催しながら答えた。この程から一方ならぬ世話になっている浅田に対しては、断りなく居間まで這入って来た無礼をむげに咎める事が出来ないのだった。

「そうでしたか」

　浅田はうなずきながら、

「此頃のように気を使っては尤もな事ですよ。そう云えば支倉さんもいよ〳〵公判に廻るそうですね」

「はい、近々そう云う都合になるそうです」

「予審で免訴と云う訳に行きませんでしたかなあ」

「はい、矢張り有罪と極りました。それに」

　静子は恨めしそうに浅田を見上げながら、

「保険会社から私訴とやらが出まして、この家を仮差押えされて終いました」

「えっ、仮差押え？」

　浅田は驚駭の色を現わしながら、

「そ、そんな筈はありませんが」

「でも、いたし方ございません。一昨日すっかり差押えられて終いました」

「はてね」

　浅田はじっと天井の隅を睨み上げながら、

「そんな事が出来る筈はないと思いますが、早速調て見ましょう。この家を押えられては困るでしょう。支倉さんも家を非常に頼みにして居られて、一日も早く無事にあなたの手に移るようにと、そればかりを気にして居られたのですからね」

「はい」

　静子はうなだれた。

「この家が自由になりませんと、弁護士を頼む事も出来ません」

「ほんにそうですね」

　静子の言葉に浅田は始めて気がついたように、

「公判に廻るとすれば一時も早く弁護士を頼まなければなりません。宜しゅうございます。私がその方をお引受けしましょう」

「何から何まであなたにして頂いては私の心がすみませぬ」

　その親切が恐ろしいと静子は溺れた者の藁でも掴むと云うその心で、外に頼る所もない身の浅田の申出に飛つきたいのを、じっと仰えて静かに断りの言葉を述べた。

「そんな遠慮はいりませんよ。奥さん、今更そんな事を云うのは水臭いじゃありませんか」

　ニヤリと笑った浅田の顔は常よりも一層卑しげに見えた。なろう事ならこの人の世話は断りたいのであるけれども、この人を外にして夫の世話をして呉れる人があろうとも思えぬ。思い悩んだ静子は黙って頭を垂れた。

「弁護士は能勢のせさんが好いでしょう」

　浅田は一向静子の様子を気にせずに喋りつゞけた。

「あの方なら私も少しは知っていますし、こんな事には持って来いの人です。費用の事などは喧やかましく云わないで、いつでも弱い者の肩を持って呉れる人ですよ」

「支倉も能勢さんにお願いしたいような事を云って居りました」

　静子は漸く頭を上げた。

「そうですか。じゃ支倉さんもきっと評判を聞いたのでしょう。では兎に角一人は能勢さんにお願いする事としましょう」

　能勢のせ弁護士と云うのは人も知る官権の横暴と云う事に強い反感を持った人で、卑しくも官権が圧迫を加えたと云うような事実に対しては彼一流の粘り強さで徹底的に糾弾きゅうだんする。若い裁判官は彼の皮肉な弁護振りに思わず苦い顔をする位で、戦闘意識の強い被虐階級には、有力な味方なのだ。その代りに時に反対せんが為に反対し、一部からは売名の徒と悪く云われる。事実弱者の味方をして有名になったのだから、売名と云われても仕方がないが、今の世の中に名を売る手段として弱者の味方をすると云う事は愚の極だ。むしろブルジョア階級の御出入を勤めて、名利合せて得る方が利口だ。そう云う利口な事の出来ないのは矢張り気質から来るので、能勢弁護士もどこか変った所がある拗者すねものではないかと思われる。兎に角関係記録を隅から隅まで読んで、よく腹の中に入れて置く事については定評のある人で、この点は流行弁護士が記録の下読をさせて要領だけを聞いたり、汽車の中で匆々の間に記録を走り読みしたりするのと選を異にしているようだ。支倉がそれと知って能勢氏に弁護を希望したかどうか分らぬが、本事件に彼が這入ったと云う事は愈〻本事件を複雑にし有名にしたので、他日支倉が寝返りを打って、その為事件がかく紛糾すると予期していなかった庄司署長や神楽坂署員にとっては厄介千万な事だった。

　静子は一向弁護士の事情などは知らないし、差当り依頼するとすればやはり浅田の助力を受けねばならないので、心が進まぬながらも頭を下げるよりなかった。

「何分宜しくお願いいたします」

「宜しゅうございます。私が引受けますよ」

　浅田は頼もしげに引受けた。

「あの、それで支倉は助かりますでしょうか」

　静子はオズ〳〵と聞いた。

「さあ」

　浅田は小首を傾けながら、

「どうですか私には分りません。よく弁護士の意見を聞いて見ましょう」

　夫がこのまゝ有罪と決したら、静子はどうしたら好いか。一銭の貯えもない上に子供を抱えて、今は日曜学校の教師を務める事も出来ず、路頭に迷う外はない。悲しい自分の運命を思うと、静子は又新たな涙に誘われてさしうつむいた。

「奥さん、気を落してはいけませんぜ」

　浅田は心配そうに静子ににじり寄った。

　夜は大分更けた。宵の口は静かだったが、いつの程にか風が出たと見え、庭の立木がザワ〳〵とざわついていた。







　　　　　　　　　　公判




　大正六年九月二十五日、東京地方裁判所刑事部で、支倉喜平の第一回公判が開かれた。

　裁判長は少壮判事宮木鐘太郎氏で、立会検事は小塚氏、弁護人は能勢氏外三名、私訴を提起した二会社の代理人等、所定の席に居流れた。支倉喜平は見るから不敵の面魂で、臆する色もなく被告席に控えていた。当時彼は三十六歳だった。

　裁判長は静かに訊問を始め、法通りに身分職業姓名等を聞き質して、犯罪事実の審理に這入った。

　喜平は既に覚悟を定めたものゝ如く澱みなく裁判長の質問に答えて、片端から犯罪事実を否定して行った。警察署での自白は尽く虚偽なる旨むね恐るゝ所なく申述べた。裁判長はうなずきながら微に入り細を穿うがって訊問を試み、一先ず閉廷を宣した。それより前能勢弁護人は証拠申請準備の為続行ありたき旨を申請したのだった。

　続行公判は十月四日に開かれた。裁判長以下顔振れには変化はなかった。

　裁判長は支倉と小林貞との関係につき詳細訊問する所があった。能勢弁護人は上大崎空地の古井戸の検証、同共同墓地より掘り出したる頭蓋骨の鑑定、支倉の旧宅出火当時の所轄警察署の調書の取寄せ、神戸牧師以下二十四名の証人の喚問、以上四項の申請をした。裁判長は合議の末頭蓋骨の鑑定、調書の取寄せ、神戸牧師以下八名の証人の喚問等を許可し、他は却下して閉廷した。

　宮木判事は当時少壮有為の司法官だった。本事件審理後彼は長く欧米に遊び、親しくかの地の司法制度を研究して、帰朝後現に司法省内の重要なる椅子を占め、尚外務書記官を兼ねているのでも分る通り英姿颯爽、温容を以て人に接し、辞令企まずして巧で、加うるに頭脳明晰眼光よく紙背に徹する明めいのある人だったが、刑事裁判に長たることはこの支倉事件を以て始めとして且つ終りだった。たった一度の裁判に本事件の如き刑事裁判始まって以来の屈指の難事件に当ったのは彼の不幸か将はた幸か。加うるに本件の告発者たる神楽坂署長庄司氏は年来の旧知である。審理は慎重の上にも慎重を重ねる必要がある。宮木氏は、実に本件に於て彼の刑事裁判上の智嚢を傾倒して終しまったので、よく本事件を裁断し得たのは、頭脳明晰にして精桿の気溢るゝ如き彼なればこそであろう。庄司署長と云い、宮木裁判長と云い、揃いも揃って、正を踏んで恐れざる斯界勇猛の士に当ったのは、支倉の運の尽きる所だった。

　宮木判事は如何に本件を解決すべきか、日夜沈思した。支倉の罪悪中最も重いのは殺人であるが、之を確認するには先ず被害死体が果して小林貞であるか否かを定めなければならない。被害死体が貞でないとすれば問題は根本から覆くつがえって終う。死体が貞であると決定しても尚自殺か他殺か過失死かいろ〳〵問題が残るけれども、要するに死体の確認が第一である。予審調書に現われた所では未だ確実と云い難い。こう宮木裁判長は考えた。恰もよし、同じ思いの能勢弁護人より鑑定の申請があったので、忽ち之を許可すると共に、頭蓋骨については一名、着衣の一部である布地については二名の鑑定人を附する事にした。

　十月二十五日続行裁判の劈頭に於て右の鑑定人が呼び出された。

　一人は頭蓋骨の鑑定を命ぜられた斯学に学殖経験深き帝大医科の助手友長医学士で、一人は布地の鑑定を命ぜられた本郷の裁縫女学校長として令名高き田辺氏だった。

　頭蓋骨の鑑定事項は次の如くである。

　　　　　鑑定事項

一、大正六年押第二八八号二十八の頭蓋骨につき其者の性、年齢、顔貌の特徴、栄養の程度及び能うべくば死因の鑑定をする事。

特に上顎門上歯が幾分前に出て居りしや否や、下顎犬歯は普通人に比して長きや否や、犬歯の俗称鬼歯と称するものなりや否や。

下顎、犬歯は噛合するとき上顎歯列の前に出ずるや、及び智歯の存否。


以上



　裁縫女学校長田辺氏に命ぜられた鑑定事項は次のようだった。

　　　　　鑑定事項

一、大正六年押第二八八号十五の布地の地質並に地色。

帯に用いられたる布片ありや否や。

帯とせば該布片により見たる帯としての幅如何。

帯とせば腹合帯一片なりや否や。

然りとせば其想像したる原形如何。

毛繻子に折返し其上に片側メリンスを縫付けある（片側全部なりや否やは不明）帯の残片に該当せざるや。


以上
　鑑定人はいずれも承諾した旨返答をして退廷した。

　尚も一人の鑑定人は高工教授の佐藤氏で、之は四、五日遅れて十月二十九日の公判廷へ呼び出されているのだが、便宜上ここへ併記して置こう。

　この鑑定事項は簡単で

一、大正六年押第二八八号十五の布地の地質、染色、模様等如何。


　と云うのだった。

　さて十月二十五日の公判であるが、劈頭呼び出された鑑定人が退廷すると、今度は順次に証人が呼び入れられた。

　第一に入廷したのは例の井戸浚いをした人夫で、裁判長の訊ねるまゝに予審廷に置けると大同小異の返答をした。次に呼び入れられたのは井戸から死体の出た当時、検視した医師である。之も予審廷に於けると同じような陳述をして退廷した。

　次に呼び入れられたのは神戸牧師である。

　神戸牧師は口をへの字に結んで太い眉をきりゝと上げながら、証人席についた。

　彼はこうして公判廷に呼び出されるのを決して愉快には思っていなかった。元より被告と違って、何の罪がある訳ではなく、少しも恥る所はないのであるが、我国の風習では法廷に出ると云う事自身が既に快いものでない。それに裁判長には権柄ずくで訊問されるし、少しでも間誤まごつこうものなら厳しく追求せられる。反対の立場にある弁護人から皮肉な質問を浴びせられる事もある。牧師の身としてこんな目に遭う事は一種の侮辱を感ぜざるを得ない。それに証言そのものは支倉の私行上の事に渡り、女を姦したとかそうでないとか云う実に不愉快千万な問題である。

　神戸牧師ほど本事件について甚大な迷惑をした人は他にあるまい。支倉事件では随分いろ〳〵の人が悩まされたが、そのいずれもは職務上か或は直接事件に関係した人である。神戸牧師に至っては単に貞子の事で支倉と貞子の叔父との間を、それも頼まれて止むを得ず仲裁の労を執っただけなのである。

　所が裁判の上から云うと、彼の証言は実に重大なのだ。井戸から上った死体が貞であると確定しても、次の問題、支倉が果して彼女を井戸に突落して殺したかどうかと云う問題になると、さっぱり動かすべからざる証拠と云うものはない。そこで支倉が果して貞子を殺さねばならぬ切迫した事情があったかどうかと云う事が重大問題になって来るが、この問題になると、支倉対小林の関係を詳細に知っている神戸牧師の証言が非常に有力になって来る。のみならず、彼は支倉の自白の際立会っているのだ。

　神戸牧師にして見れば、証人として立った以上、事実を抂まげて陳述する事は出来ない。又実際彼は殊更に事実を抂げて申述べる事をする人でもなければ出来る人でもない。所が神戸牧師の一言一句は直ちに支倉の運命に重大影響を及ぼすのである。事柄が事柄だし、こんな迷惑な証人は恐らく他にないだろう。

　神戸牧師はゴクンと喉の塊りを呑み込んで、下腹に力を入れながら、裁判長の顔を仰いだ。




　裁判長は型通りの質問をした後きっとなって、証人と被告との関係を尋ねた。

　神戸牧師は予審廷に於ける通り支倉との浅き交友を述べ、貞子の事につき、支倉と小林との間を調停するに至った事を述べた。

「支倉は貞との関係につき始めは中々秘して語りませんでしたが、遂に私の面前で恥且つ悔いながら逐一申述べました」

　こう云って口を閉じると、神戸牧師はそのまゝむっつり黙り込んで終しまった。

　裁判長はこゝぞと声を励ました。

「その時被告は証人に貞を暴力を用いて犯した事を自白したか」

　此返辞は重大である。満廷固唾を呑んで牧師の身辺を凝視した。

　支倉は終始一貫と云って好い程暴行凌辱を加えた事を否認している。彼は合意の末通じたものである事を主張しているのである。合意か暴力を用いたか、之は支倉の死命を制する問題だ。後に支倉は神戸牧師の予審廷以来の証言に深き憾うらみを抱き、後数年間彼は嘗ては師事し、貞子の事件には一方ならぬ世話になり、彼の上願書にも「立派な牧師の調停により事ずみになった」旨を強調した程、恩義を感じていた神戸牧師に対し、あらゆる罵言を浴びせかけ、偽牧師と罵り、庄司署長と結託して彼を死地に陥れたと怨言を発し、果は恐ろしい呪いの言葉を吐きかけるに至った。

　この支倉が庄司署長と神戸牧師がぐるになって俺を陥れるのだと、呪いの言葉と共に叫び通したのは少しは理由がある。それは署長と牧師とはいずれも北国のある高等学校の出身で、尤も同級と云う程ではなく、神戸氏の方が先輩なのだが、在京同窓会などで、時々顔を合して、二人は満更知らぬ仲ではなかったのだ。

　それを聞き知った支倉は、神戸牧師が庄司署長を庇護する為に彼に不利益な証言をしたと怒号し出したのである。

　卑しくも人一人の生命に係る事を、高が高等学校を同じゅうした位の縁故で、法廷に於ける証言を、殊に牧師の身にある人が抂げると云う理由がない。支倉の僻ひがみだろうと思われる。

　所で同じ高等学校の出身と云う事について一寸面白い挿話があるからこゝに書いて置こう。

　支倉事件よりずっと後に、某省の官吏だった山田健と云う男が御用商人を野球用のバットで撲り殺した事件は読者諸君の記憶に尚新なる所だろう。あの山田と云う男が庄司利喜太郎とやはり高等学校を同じゅうした、ずっと後進なのだ。彼は後に身を誤ったが、世話好きな豪傑肌の男だったと見え、よく友人の尻拭などをしてやったもので、或る時友人の一人が酔った余り乱暴を働いて警察に留置され、事が面倒になったので、山田は母校の先輩である当時警視庁の官房主事をしていた庄司氏を訪ねて、援助を乞うた。庄司氏も事柄が高が酔興の失敗位だったので、その際の警察の署長に話してやって、学生を放免させた。

　その後暫くしてから山田は又々真蒼な顔をして、警視庁を訪ね庄司主事に面会を求め、友人が人殺しをして発覚しそうになっている。ついては彼を満洲に逃がしたいから見逃して呉れと必死になって頼み込んだ。

　無論庄司氏は首を振った。

「馬鹿な」

　後に庄司氏は人に語った。

「酔っ払いの放免と人殺しとを一緒にするちゅう奴があるものか、ハヽヽヽ」

　神戸牧師にしてもその通りだろうと思われる。人を殺人罪に陥れるのと、母校を同じゅうしただけの友人を庇護するのとは同日に論じられないではないか。

　裁判長の、被告は暴行を加えた事を申し述べたかどうかと云う問に対して、いずれも息を凝らして返辞を待ったが、神戸牧師はやおら口を切ってきっぱりと云った。

「その事は申上げられません」

　意外な返事である。満廷どよめき渡った。




　公判廷に於て証人が証言を堂々と拒絶するとは未だ聞かざる所である。

　神戸牧師の言葉に意外の感を起した宮木裁判長は直ちに荘重な声を一段大きくして云った。

「それはどう云う理由であるか」

　神戸牧師は臆する色なく答えた。

「支倉は私を牧師と見込んで、彼の秘密を打明けたのです。即ち彼は自白したのではなく、懺悔をしたのです。神に対して告白する所を私を仲介者に置いたのに過ぎないのです。私は神に向って懺悔せられた人の罪を、軽々しく公の席で申し述べる事は出来ませぬ」

「然らば証人は」

　裁判長は牧師の道理ある言葉に少し難渋の色を見せながら、

「法廷に於ける証言を拒絶する意志であるか」

「私は神の僕しもべであると共に」

　牧師は答えた。

「法律の重んずべき事は能く存じて居ります。もし法の命ずる所として強制せられるならば致し方ありませぬ」

「さようか」

　裁判長は一寸首を捻ひねったが、直に休憩を宣して、陪席判事に目配めくばせすると大股にゆっくり歩きながら退廷した。

　暫くすると、合議が終ったと見え、裁判長は矢張り前と同じように大股にゆっくりと歩んで現われて来た。

　彼は着席すると直に証人を呼びかけた。

「改めてもう一度聞くが、証人は果して法律上の其の証言を拒む意志であるか」

「いゝえ」

　牧師は答えた。

「必ずしもそうではありませぬ」

「然らば裁判長は職権を以て、証人が支倉より聞知した告白を、当法廷に於て陳述する事を要求する」

　宮木判事はきっと宣告した。

　神戸牧師はきっと唇を噛んで顔色を蒼白にして暫く黙っていたが、漸く決心したものと見えあきらめたように云った。

「それでは致方ありませぬ。支倉は貞を暴力を以て犯した事を明白に私の前で告白いたしました」

「うむ」

　裁判長は意を得たりとうなずきながら、

「それはどう云う告白だったか」

「支倉は彼の二階で妻の不在中、貞に按摩をさせているうちに情慾を起し、遂に貞の意に反して犯したる旨申しました。そうして小林に対して謝罪をする事を承知したのです」

　神戸牧師は額に冷たい汗を滲にじませて、苦悶の表情を浮べながらこう答えたが、又元のようにむっつり黙って終った。

　神戸牧師は支倉が自分を信じて告白した所の、彼の告白を、無慙にも公判廷で申述べねばならなくなった事を余程心苦しく思ったに相違ない。彼は数年の後当時を回顧して、こう云っている。

「殊に予は予の立脚地として、社会公衆の前に訴うべき一事があるのである。それは裁判法廷に於て、牧師の前に於てなしたる被告の精神上の告白を、証人として其まゝ裁判所が其内容を強要し得るや否やの点である。現に予は第一審に於て、当時の裁判長の前に於て、一旦此証言を拒絶したのであった。然るに、裁判所は合議の結果其権威を以て予に証言を強要し、以って当時被告支倉の姦淫に関する告白を其まゝ法廷の証言として仔細を述べしめたのであった。これ牧師たる予の今に至るまで承服し得ない所である」


　右の一文と当時法廷に於ける言葉で分る通り、神戸牧師は強き性格の人である。彼の証言拒否は決して支倉を庇護する為ではなく、牧師としての良心の現われの一つであった。尤も証言拒否が成功すれば、支倉としては秘密に触れられなくてもすむのであるから、大いに利益したに相違ない。牧師も亦積極的に彼を庇護する積りはなくても、云わずにすめば支倉の迷惑は軽減すると考えていたに相違ない。

　けれども結局云わねばならなくなったから、彼の一旦拒否した事は偶〻たま〳〵彼の証言に重きを加える事になって終った。

　被告の利益を代表する能勢弁護士、何条黙すべき。




　神戸牧師の証言重々しく、被告にとって一大事と見た能勢弁護士は直に立って、裁判長に向って証人の質問を試みたき事を要求した。

　裁判長は能勢氏の欲するまゝに証人に対して質問を許した。

「只今証人の言の如く暴行云々と云う事になると、重大問題であるが、これについて被告の謝罪方法はどんな事であったか」

　之は能勢弁護士の第一問である。

「それは」

　牧師は弁護士を尻目にかけながら、

「小林兄弟に対して謝罪状を認める事と、本人の病気を治療する事の二つです」

「証人又は小林兄弟に於て、私通と主張するなら被告を告訴すると云った事があったか」

「私には立派に暴行なる旨自白したのですから」

　牧師は冷かに答えた。

「そんな問題は起りません。然し、被告は小林兄弟に対しては私通なる旨主張していたようでした」

　能勢弁護士はこゝに質問を打切った。長追いは無用である。今の証人の答弁で暴行云々と云う事が小林兄弟に於てさ程問題にされていなかったと云う印象を裁判官に与える事が出来たら、それで成功なのである。

　神戸牧師の訊問は之で終りを告げ、次で小林兄弟、高町医師其他数名の証人が引続き取調べられた。

　最後に裁判長は被告に向って、今までの証人並に参考人の陳述につき、意見、弁明、反証等はないかと聞き質した所、被告支倉はなしと答えたので、その日は閉廷となり続行する事となった。

　十月二十七日には宮木判事は放火の疑いのある旧支倉宅の実地検証を行った。

　十月二十九日十一月八日に夫々続行公判があり、専もっぱら聖書窃盗に関する証人の訊問が行われた。

　その間中央気象台より貞の行方不明になった大正二年九月二十六日の天候の回答が来ていた。すべ〳〵した洋紙にペンの走書だが、最後の行に「月明なし」と云う句が冷たく光って見えた。月明があれば少くとも当夜如何に原中でも兇行が行い難いと云う消極的の反証にはなるものを「月明なし」ではとりつく島もない。

　十一月に這入ると、先に下命した鑑定の結果が続々判明して来た。鑑定書はいずれも微に入り細を穿ち、頗る浩瀚こうかんなものであるが、こゝには結論を挙げるだけに止とゞめて置こう。布地に関する鑑定は次の如くである。

　　　鑑定

別封第一　片側は濃き納戸地に茶色の模様ある友禅モスリン地片側は黒色の毛繻子地よりなる昼夜ちゅうや女帯の一部

別封第二　別封第一の濃き納戸地に茶色の模様ある友禅モスリン地と等しきものなり

別封第三　肉色又は白茶色の地合に赤若しくは金茶色の花様の模様ある友禅モスリン地

別封第四　桃色地に赤色の模様ある友禅モスリン地よりなる縫紐の一部

別封第五　別封第三の布地と等しきものなり

別封第六　モスリン地及黒色毛繻子の緯糸並に鋏

　　大正六年十一月七日


　以上は高工教授佐藤氏の鑑定で、田辺裁縫女学校長の分は次の通りである。

　　　鑑定

　以上詳記せる如くにして、之を要するに黒色繻子に藍鼠鹿子形捺染おしぞめメリンスの腹合はらあわせ帯にて幅九寸内外長さ八、九尺にして、片側は全部黒毛繻子、片側は黒毛繻子を折返し、不足分に接ぎ合せたるメリンスを縫いつけたるものにして、之を黒毛繻子を内側に二つ折にして締め居りたるものと推定す。

　　　大正六年十一月十日





　死後六ヵ月を経て井戸から出た死体を、三年間土中に埋没した後掘り出して、色も褪せボロボロになって原形を止とゞめない着衣の一部の切れ地から、立派に元の状態が推測出来る科学の力は驚く外はない。而もその服装が小林貞子の家出当時の服装とピタリと一致しているのだ。因縁と云うものゝ恐ろしい事は、貞子が普通ありふれた服装をしていたのなら、又見極める事もむずかしかったであろうが、彼女は田辺校長の鑑定で分る通り、誠に特異な帯を締めていたので、僅に残った帯地が彼女を確認する手段となった。

　之も支倉の運の尽きる所であろう。

　彼女が特異な帯を締めていたと云う事は、死体の上った節、検視した品川署の警部が、三年後の今樺太は真岡まおか支庁に転任していたが、東京地方裁判所の委嘱により、同地方の判事が取調べたが、彼はこう云っている。

「帯は普通の女帯では勿論なく、又細紐でもなく、若干巾広の女の用うる細帯でした。何分時が経つので、すっかり忘れて終いましたが、帯が普通の女帯でなかった事だけははっきり覚えています」

　友長医学士の鑑定書は越えて十二月十九日に到達した。例により結論だけを挙げる。

　　　鑑定

前記検査記録説明の理由に拠り鑑定すること左の如し

一、本頭蓋骨は女性とす。

一、本頭蓋骨の年齢は十六歳乃至二十歳と推測す。

一、本頭蓋骨の頭蓋は中型にして高型、顔面は稍長形、鼻は中型、顋あごは前反型なりとす。

一、本頭蓋骨はその性年齢に相当して発育せるものとす。

一、本頭蓋骨の死因は不明とす。

一、本頭蓋骨の上顋切歯は幾分前に出て居る観を与えしやも知るべからず。

一、本頭蓋骨の下顋犬歯は普通人と比し長し。

一、本頭蓋骨の下顋犬歯は鬼歯と称し得ず。

一、本頭蓋骨の下顋犬歯は咬合する時、上顋歯列前に出でず。

一、本頭蓋骨の知歯は下顋に於て其歯槽内に於いて存在し、上顋に於ては不明とす。

　　大正六年十二月十九日





　以上諸家の鑑定により発掘せられた死体は小林貞である事が動かすべからざるものとなった。

　第二の問題は支倉が果して彼女を殺せしか、否か。

　之は専ら彼の警察署に於ける自白の真実性、諸証人の言の綜合の上よりして、裁判官の心証のうちに描き出される事であらねばならない。

　続行裁判、証人の訊問、鑑定人の答申等のうちに、支倉の一身上に多事なりし大正六年は遂に終ったのだった。

　明けて大正七年一月十九日に第六回の公判が開かれた。この時に能勢弁護人は「小林貞と称せられる者の遺骨を埋めた墳墓」の実地検証と遺骨の胴体の鑑定を申請した。彼の考えは神楽坂署で発掘に向った時には最初飛んでもない間違った死体を持返っているから、その間何か被告に有利な弁護の材料はありはしないかと睨んだのである。

　裁判長は直に之を許可し、胴体は再び友長医学士に依って鑑定せられる事になった。

　が、鑑定の結果は四尺二寸より低からざる年齢十六乃至二十歳の女性の正常骨格である事が判明して、先に持返った頭蓋骨の胴体である事が明かになった。

　二月十六日、五月六日、六月十日、同二十五日、同二十六日と続行裁判を重ね、続々として証人の喚問被告の訊問が行われて、検事と弁護士の間に論告があった後、愈〻七月九日に判決が下される事になった。

　そうして下された判決は冷たい「死刑」であった。







　　　　　　　　　　三本の手紙




　真夏の午後、日ざしは少し斜になったとは云いながら、焼けつくような太陽は埃りぽい庭にギラ〳〵と眩しい光を投げつけていた。神戸牧師は端然と書斎の机の前に坐りながら、書見に倦み疲れた頭をぼんやりと休めていた。

　あるかなきかのそよ風が軒に釣り古した風鈴に忍びやかな音を伝えて、簾越しにスーッと、汗ばんだ単ひとえ衣の肌を冷かに撫でて行った。

　神戸牧師はふと今朝程来た裁判所からの召喚状の事を思い出した。彼の眉にはみる〳〵深い皺が寄った。

　牧師の頭には不愉快な思出がアリ〳〵と浮かんで来た。

　大正六年の冬、それはもう一昨年の事になるが、初めて神楽坂署に呼出されて、支倉喜平の恐ろしい罪状の数々を聞き、彼の自白に立会ってから、昨年の夏第一審の終結となるまで、何回となく証人として法廷に立たされた、苦しい思い出は終生忘れる事が出来ない。

　去年の夏七月第一審が終結した翌朝、彼の妻は不安とも安心ともつかない浮かない顔をして彼に云った。

「支倉はとうとう死刑になりましたね」

「うん」

　牧師も浮かない顔をして答えた。

「控訴するでしょうか」

「無論するだろう」

「じゃ、又証人に呼び出されるのでしょうか」

「無論、呼び出されるだろう」

　妻は言葉を切って夫の顔を見た。夫は妻の情なさそうな顔を見た。妻は明あからさまの溜息を、夫は腹の中で私ひそかに溜息をついたのだった。

　支倉は果して控訴した。審理は又蒸し返しとなった。被告の都合や、弁護人の都合や、裁判所の都合で公判は延期に延期を重ねた。その中に一年は夢のように経って終しまったけれども、裁判は少しも埒らちが開かない。

　裁判を遷延さす事はそれが弁護人の策略であるかのように神戸牧師には思えて仕方がなかった。裁判が延びるにつれて、被告の犯罪事実は調書に止とゞまってはいるものゝ、だん〳〵印象が薄れて来る。証人も倦み疲れ、判官も熱心が欠けて来る。その間に乗じて弁護人が巧に働けば遂には証拠不十分と云う事に漕ぎつける事も出来るだろう。それだけに裁判を延ばされると云う事は、いつも証人として立たなければならない神戸牧師に取っては、苦痛の度が益〻大きくなるのである。

　五年も六年も前の出来事について、而も度々繰返した一つの証言を、又事新しく強いられるのは苦痛でなくてなんであろう。所が神戸牧師の苦痛はそれだけに止まらなかった。

　支倉は控訴後も無論未決監に入れられていたが、彼が獄中から毎日と云って好い程──実際は月に四、五回だったかも知れないが、牧師にはそれが毎日と思えるのだった──彼に当てゝ手紙を送った。それには極って、

「神戸さん、ほんとうの事を云って下さい。庄司とぐるになって私をいじめないで、ほんとうの事を云って下さい」

　と書いてあった。それも初めのうちは嘆願の調子だったが、それがだん〳〵悪意があるようになり、果は彼を侮蔑し罵るようになった。神戸牧師は努めて彼の手紙を黙殺しようとしたが、執拗な彼の遣方に終いには腹立しさを感じて、手紙を見るといら〳〵するようになった。

「又来ましたよ」

　彼の妻も手紙が来る度に眼の色を変えて訴えるようになった。

「関わん、抛とけ」

　牧師は尖った声でこう答える事が多くなった。

　いつまで経っても支倉は恨みの手紙を送る事を止めなかった。

　むしろ益〻激しくなるのだった。

　神戸牧師はこんな事を思い浮べながら、茫然と庭を見つめていると、妻が名刺を持って這入って来た。

「この方が支倉の事でお目にかゝりたいのですって」

　彼女は不安そうに夫の顔を覗った。

　名刺には「救世軍大尉　木藤きふじ為蔵」とあった。




　救世軍の木藤大尉と云うのは一向知らない人なので、神戸牧師は暫く名刺を見詰めていたが、支倉の事に就てと云われると、会わない訳にも行かないので、兎に角通すように妻に命じた。

　この木藤と云う人は後に分ったのであるが、廃娼運動の急先鋒で、遊廓で廃娼演説をやったり、娼妓の自由廃業を援助したりして、楼主側から非常な圧迫を受けた。然し毫も屈しないで運動を続け、或時は暴力団に包囲されて、鉄拳で乱打されたり、時には無頼漢に匕首あいくちを擬して追われたりした、真に死生の間を潜り抜けた勇烈の士だった。

　彼はずんぐりした短躯で、見るから頑丈そうな、士官の制服が窮屈そうに見える人だった。

「やあ、初めまして」

　木藤は座に着くが早いか、元気よく挨拶をした。

「初めまして」

　神戸牧師は丁寧に礼をした。

「中々暑うございますねえ、先生の方の御仕事はいかゞですか。我々の方はこう暑いと骨が折れますよ」

「そうでしょう。あなた方のお仕事は大変でしょう。我々の方は仕事と云っても別に変った事はありません。お恥かしい位です」

　牧師は謙遜した。

「いや、我々の方も一向駄目です、思うように行きません」

　元気な救世軍士官は汗を拭き〳〵、

「所で今日突然お伺いしましたのは、支倉喜平の事でお願いに出たのですが」

「はあ」

　牧師は暑さで上気した相手の顔を見た。

「私はその、他の用で東京監獄に行きましてね、ふと支倉に呼び留められて、だん〳〵話を聞いたのですが、あゝ彼の云う事が全部事実だかどうか分りませんが、可哀そうな者だと思われますので、実はお願いに出たのですが、先生一つ何とかして救ってやって頂けませんでしょうか」

「成程そう云う訳でしたか」

　神戸牧師はうなずきながら、

「で、その救ってやると云うのはどうすれば好いのですか」

「そう具体的になると困りますがね」

　木藤大尉は鳥渡ちょっと頭を撫でるようにしながら、

「つまり何です。彼を憐んで下すって、彼の利益になるような証言をしてやって頂きたいのです」

「利益な証言と言いますと」

　神戸牧師は飽くまで真面目であった。

「つまり従来のではいけない、彼を庇護する為に事実を曲げろと仰有るのですか」

「いや、それ程までに強い意味ではないのです。先生の証言なるものは要するに心証の問題で、事実は曲げなくても、先生のお考え一つでどうにでも解釈の出来る問題じゃないのでしょうか」

「そうかも知れません」

　牧師はきっぱり云った。

「ですから私は私の解釈を法廷で申述べたのです。尤も私は一旦は拒絶しました。然し既に口外したからには、私の考えとして飽くまで責任を負い、今後変更しようとは思ってはいません」

「ご尤もです。然しもし先生が彼に憐れみを垂れて下されば──」

「鳥渡お待ち下さい」

　神戸牧師は遮さえ切った。

「先刻からのお話では、私が何か支倉を憎んでゝもいるように取れますが、もしそう云うお考えだと飛んでもない事で、私は決して彼を憎んでは居りません。十分憐憫の情は持っている積りです。然し宗教家としての私は、法律上の罪人として彼に干渉する事は出来ないと思うのですが。それとも彼は全然冤罪であると云う確証でもお持ちなのでしょうか」

「いや、決してそうじゃないのです。私も彼が悪人であると云う事は十分認めているのです。然し、悪人なればこそ、一層救ってやる必要はないでしょうか」

「悪人を救ってやる事には異議はありませんが、それは宗教の関係している範囲で、法律上の事に及ぼす事は出来ないと思います」

　神戸牧師はいつになく熱して来た。




「然し」

　木藤大尉も屈しなかった。

「法律上の罪人でも救う道はあると思います。例えばユーゴーの小説レ・ミゼラブル中のミリエル僧正がジャン・バル・ジャンを救ったようにですね」

「あなたは何か誤解をして居られませんか」

　神戸牧師は大尉の顔を見ながら云った。

「支倉は獄中から度々私に手紙を寄越して、『神戸さん、あなたは牧師だったら、ホントの事を云って下さい』とか、『私はあなたからホントの事を云って貰って、あなたに救われたなら、あなたの為に出てからどのような事でもする』とか云って居りましたが、多分あなたにもその通り申上げたでしょう。その為にあなたは私が何か嘘でも云っているようにお取りではありませんか。あなたは最近に不意に支倉に会われて、彼の口から冤罪を訴えられたので、すっかり信じてお終いになったかも知れません。私は久しい以前から彼を知っています。現に彼の自白の場面にも立会ました。で、私はあなたが今彼の訴える事を信じられる通り、彼の自白を信じざるを得ません。あなたも今の彼の云う事を信じて、以前に彼の云った事を信じないと云う事は出来ないでしょう」

「ご尤もです。一言ありません」

　木藤はうなずいた。

「私だって彼の冤罪を全然信じている者ではありません。ですから、こゝでは彼の云う事が正しいか正しくないとか云う問題でなく、彼も今となっては悔悟の涙に暮れているのですから、どうでしょう、義侠的に彼を救ってやって下さいませんか」

「成程、あなたのお考えはよく分りました。憐れな囚人や、醜業婦や、貧民窟の貧乏人を救ける位の義侠は宗教家としては持合せていなければならぬ筈です。然しそれも事柄によります。現在のように法律問題となって、法廷の曲直を争っている彼に対して、私が義侠的に救けると云う途はないと思います。法廷に立って私は、権力を以て強られるまゝに、真実私の感じた事を述べるより外はありません」

「先生の御意見はよく分りました。では私として、法廷の証言以外に彼に対して、どうか好意を持ってやって頂きたいとお願いするより致方ありません」

「私は前申上げた通り、彼に対して悪意を持った事はありません。仰せの如く今後出来るだけ好意を持ち続ける事にいたしましょう」

「どうも恐れ入ります。そう願えれば之に越した喜びはありません。それから」

　木藤は鳥渡言葉を改めて、

「お言葉に甘えてお願いがありますが、実は支倉が小林貞の事に関して、当時先生に差上げた書面が数通ある筈だが、それは自分に利益のある書面だと思うから全部お借し下さる事を願って呉れと申したのですが、いかゞでしょう」

「書面ですって」

　神戸牧師の顔にはチラリと不快な影がさした。

「さあ、私も書面は一々保存はして居りませんが、当時支倉の寄越したものは残っていたかと思います。然し、それが果して彼に利益があるでしょうか」

「それは私にも分りませんが、兎に角見たいと申して居りますから貸してやって頂けませんでしょうか」

「貸す事は一向差支ありません。では鳥渡お待ち下さい。探して見ますから」

　神戸牧師は立上って隅の本箱の前に行き、抽斗を開けて暫くゴソ〳〵と音をさせていたが、やがて一束の手紙を手にして、元の座に戻った。

「当時支倉から来た手紙は之だけ残って居ります」

　神戸牧師は手紙の束を木藤の前に押し遣りながら、

「多分之で全部だと思います。私も後にこんな面倒な事件が起るとは夢にも思いませんでしたから、一々保存をして置かなかったかも知れません。之でお役に立つならどうぞお持ち下さい」

「そうですか。どうも有難うございます。支倉もきっと先生の御好意を喜ぶ事でしょう」

　木藤は手紙の束を無雑作にポケットにつっ込んだ。




　神戸牧師は支倉の希望だと救世軍の木藤大尉の云うがまゝに、支倉が牧師に宛てた古手紙一束を貸し与えた。

　木藤大尉は感謝の言葉を述べて、今後の事を呉々も頼んで辞し去った。

　大尉の去った後で、牧師は軽い懶だるさを覚えながら、一点疚しい所のない彼の公明な行動を、どこの隅からか、支倉が恨めしそうな顔で非難しているように思えて、ともすると灰色の不快な雲が頭に蓋い被さるのだった。

　会見の結果を心配して、聞きに出て来た彼の妻にも一言噛んで吐き出すように、

「何でもないさ」

　と云っただけだった。

　流石の神戸牧師もこの手紙を貸し与えた為に、反って非常な迷惑を蒙る事になろうとは気付かないのだった。

　こゝで話は支倉の事に移る。

　支倉は第一審で死刑の宣告を受けて以来、彼の念とする所はいかにして死の手より逃れるかと云う事だった。その為に彼は弁護士初め会う人毎に冤罪を訴えた。裁判長には書面を以て、神楽坂署に於ける拷問によって虚偽の自白を余儀なくせられたことを繰り返し訴えた。一方神楽坂署の庄司署長以下刑事達に対し、物凄い脅迫の手紙を毎日のように送った。それのみで倦き足りないで、各方面に向けて庄司署長の悪声を放った。監督官庁へは毎日庄司署長を免職させろと云うはがきが飛び込んだ。

　当時の支倉の頭は針のように尖って、只いかにして罪を逃れんかと云う事に集中していた。元より愚物所どころではない人並勝れて智恵の働く彼の事である。深夜人の寝静まった監房に輾転反側しながら、頭は益〻冴えかえり、種々画策する所があったに相違ない。

　彼は古い記憶を新たにして、あれこれと反証の材料を脳裡に探るうちに、ふと往時神戸牧師に宛てた手紙を思い出した。此手紙のうちには貞の問題に関して、小林兄弟の行動を非難し、自己の立場が縷々として弁明してある筈、之があれば必ず有利な云い開きが出来ると考えた。そこで自分に深甚の同情を持って呉れる木藤救世軍士官に依頼して、首尾よくその手紙を手に入れる事が出来た。

　彼は手紙を手渡された晩、ニヤリと気味の悪い会心の笑を漏らしながら、自分の認めた古手紙を一々調べて見た。が、読んで行くうちに、みる〳〵彼の微笑は消え、残念そうな表情が浮んで来た。手紙には予期したような有利な言葉を見出す事が出来なかったのだ。

　彼は暫くハッタと薄暗い監房の片隅を睨んでいたが、やがて彼の非常な脳髄の冴えは、神戸牧師の寄越した手紙のうちに自分の書いた覚えのある三本の手紙が欠けている事を発見した。

　彼は眼を大きく見張り、大きな息を弾ませながら、物凄い形相で呻り出した。

「うむ、隠したな」

　こゝに欠けていたと云う三本の手紙は果して彼に取ってそんな有利なものだったろうか。それは疑わしいが、今全精力を挙げて罪を云い解こうとしている異常な念力で手紙の欠けている事を発見した彼には、釣り落した魚が大きく思えるように、いや今の彼はそんな悠長な比喩では現わせない、死か生かと云う之以上重大な事はないと思える事件に当っているのだから、欠けている三本の手紙がいかに大きく彼に響いたか、察するに余りがある。

「おのれ、神戸牧師！　庄司に頼まれて、俺に有利な三本の手紙を隠したなっ」

　支倉は再び忌々しそうに叫んだ。

　翌日、彼は直ちに筆を走らせて神戸牧師にはがきを出した。

「神戸さん、アナタは牧師なら庄司とグルになって、私をいじめないで下さい。私の手紙を隠さないで下さい。三本の手紙を早く出して下さい。でないと私はあなたを告訴します」




　大正八年二月七日に第一回公判を開いた第二審控訴院の審理は、同年五月三十日に既に四回の公判を重ねたが、其時に能勢弁護人より、

「被告支倉喜平は先日以来本件事実の真相を記録いたして居りまして、上巻だけは既に脱稿いたし、中巻は近日脱稿いたす筈で、下巻の脱稿には尚一ヵ月を要する由でありますから、右記録が全部脱稿致します迄、公判の延期を願いたいのであります」

　と云う要求があった。そこで公判はそのまゝ延期となり、九月二十七日には聖書会社が私訴の取下げをした事実があった限きりで、その年は暮れて終った。

　大正九年二月二十日第五回公判に於て、能勢弁護士は支倉が獄中で細々と認めた記録上中下三巻六冊を参考書類として差出した。裁判長は列席判検事と一閲の上、追って熟読すべしと云って分厚の書類を請入れたが、之ぞ後に公判のある毎に支倉が風呂敷包みにして出廷の際肌身を離さなかったと云う大部の書類である。

　裁判長はこの時威儀を正して、

「今差出した書冊に記録した事は真実の事で、且つ書洩らしはないかどうじゃ」

「はい、全部偽らざる記録であります。書洩らしもございません」

　支倉は悪びれずに答えた。

　支倉は一方裁判長にかくの如き浩瀚こうかんなる書類を出すと共に、一方庄司署長、神戸牧師に恨みの手紙を出す事は少しも怠らなかった。

　その頃神戸牧師の受取った手紙にはこんな事が書いてあった。

「神戸さん、アナタは本統の牧師であったら嘘を言わんで下さい。嘘を言って私を此上困らすと、私は絶食して死んでアナタの子々孫々にかけてタタリますぞ」

「私はなんの為にサダを殺すか？　よく考えて下さい。解決済みにならんサキなら尚お殺せんじゃないか。私やアナタにサダはまだ関係のある中になくなったものとしたら、サダの出るまで私やアナタに『サダを出して返せ』と云って要求さるゝではないか」

「神戸さん！　私は当時アナタの所に書き送っとる小林サダと私とのなした行為及高町の所に何時何日に薬価及び入院料を払ってある、強姦でないと云う事が明記されとる所の手紙を裁判所の方に出して下さい。それから自分は二十六日には朝何時に家を出て、何処其処に行って何用を弁じて、何時何十分頃に宅うちに帰っとると云う事が詳しく書いてある手紙を裁判所に出して下さい。二十六日に於ける朝から帰宅迄の行動動作に就いては私は当時アナタにも定次郎氏にも詳しく話しもし、又書面にも詳しく認めて両方に上げてある筈ですから、是非一日も早く出して下さい」

　神戸牧師が庄司署長から頼まれて、故意に三本の手紙を隠したと狂気のように喚いた支倉は、後にこの為に遂に神戸牧師を偽証罪で告訴をさえ試みたが、之は神戸牧師に取っては迷惑千万な事だった。元より彼は故意に隠したのでもなんでもなく、木藤大尉が手紙を借りに来た時につい手渡しする事を忘れたので、支倉の追究が余りに激しいので、後に神戸牧師も耐りかね家探しをして幸いに見つける事が出来たので、裁判所へ差出したが、遂に支倉の満足を得る事が出来なかった。

　大正九年は五、六、七、八、九と五回の公判を重ねたが、いずれも既に調べた事実を反復する許りで、新しい事実としては警視庁の写真課の技手に貞子の写真から身長を算出せしめた位のことで暮れて終った。大正十年は僅かに一回の公判で終いとなり、年は明けて大正十一年となった。支倉は一審以来正に満五年間獄に繋がれているのだった。その間筆を呵して冤罪を訴え続け、呪の手紙を書き続けていた彼は哀れな人間と云わねばならぬ。

　が、こゝに愈〻彼を悪化すべき事件が起った。







　　　　　　　　　　呪




「暑中御機嫌を伺う。

君は僕に犬牧師と言われても異議あるまい。異議ないと云う事は君の良心に問うて見れば直ぐ分る。君ア庄司利喜太郎から頼まれ、三本ばかり手紙持って来たて、この喜平は承知するものか、組んで世の中を余り胡魔化すなよ。君は神の前では愧はずかしくないか。ホントの牧師であったら慚死するのが正当ならん。私ア庄司利喜太郎が隠しとるものを悉皆出さんことには承知しませんぞ。

　大正十一年八月八日

「庄司利喜太郎と心を協せ書類を皆隠して僕を苦しめるとは実に酷い。鬼か蛇か。心を協せ隠した書類を皆庄司から出させて下さい。

　大正十一年九月二十日

「神戸さん、君庄司利喜太郎から頼まれて三本ばかり手紙を持って来たって、この喜平は承知するものか。君良心に恥じんか。庄司の隠しとるものを悉皆出させて下さい。出さん事にゃ承知せんぞ。

　大正十一年九月二十三日

「秋季御機嫌を伺う。

（この分前掲暑中御機嫌を伺う。以下と全く同文）

　大正十一年十月二十三日

「ニセ牧師

君方小刀細工やらずに、マトモに出ると、此後私ア唖子おしになって君方の名誉を保って上げるが、君方ア判官や検事を欺こうと謀っていろ〳〵ワルサをやるからワシは唖子になる事は出来ません。（以下前同文）

　大正十一年十月二十五日

「前同文大正十一年十月二十七日」


　僅に一ヵ月の間に神戸牧師の宅に飛び込んで来た支倉の呪のはがきは六本を算した。彼は苦笑いをしながら眺めるより仕方がなかった。

　が越えて大正十二年一月元旦には支倉からこんな手紙が舞込んで来た。

「恭賀新年

庄司利喜太郎と心を協せ山々の書類を隠し、偽証、喜平を無実の罪に陥いれたる神戸氏の御健康をお祈りいたします。

書類を隠し偽証に出で無実の罪に陥いれられている未決七年


冤枉者 喜平」
　このはがきを読んだ時には流石の神戸牧師も、彼の執拗な悪意に悲憤の涙を呑んだ。

　が、何がかくまで支倉を悪化させたか。

　彼は事実彼の主張する如く冤罪者だったか。もし果して然りとせば、云い解くに道なく、六年の長きに亙って、監獄に繋がれていれば世を呪い人を恨み、或いは嘆き或いは憤るのは蓋し当然である。よし事実犯せる罪であっても、六年の長きに亙って、冤罪を怒号し咆哮し続けているうちに、いつか彼は自分が無実であったかのように固く信ずるようになったかも知れぬ。加うるに彼の性質は既に拗ねじけ、剛腹ごうふくで執拗であるから、長き牢獄生活に次第に兇暴になったのは敢て不思議ではない。

　然し俄然彼の態度に一変を加えたのは、彼の妻静子が彼から背き去った事であった。

　読者諸君は支倉がいかに彼の妻子に対して愛着の念を持っていたかをよく知って居られるであろう。彼の愛は変態と云っても好い程、強い偏った愛だった。すべての囚人は妻子の事のみを案じ暮すと云う。況んや彼支倉の如きは只妻子を思うのみで、只管に死を逃れ、憎い神楽坂署長に恨みの一言を報いようと努力し続けたのである。

　ある朝、此頃静子が次第に自分を訪れる事が疎うとくなって来たので不安を感じていた支倉は、能勢弁護士から彼女が仇男あだしおとこを持った事を聞くと、みる〳〵憤怒の形相となり、ハッタと能勢氏を睨みつけた。流石の能勢氏もタジ〳〵とした。




　妻の静子が彼に背き去った事を聞いた支倉の形相は実に物凄いものだった。彼の太やかな眉は釣り上り、見開いた眼は悲痛に輝き、きっと結んだ唇をブル〳〵顫わせて、呻くような太い息を吐いた姿は正に怒れる閻王の如く、気の弱い者なら眼を閉じて怖じ恐れて口を利く事さえ出来なかったであろうと云う。之は後に能勢氏が親しい友に語った所だ。

　静子は何故に彼から背き去ったか。温良貞淑なりし彼女を誘惑し去ったものは何ぞ。筆者はその後の彼女の消息は杳として知らないけれども、誰か起って彼女を責めるものがあろうか。両親の勧むるまゝに前科ある人とは知らで嫁した夫は、一子を儲けると忽ち拘引せられて、忌わしい殺人罪で死刑を宣告せられた。彼は冤罪を叫んで控訴したが、家には一銭の貯えもない、空閨数年いかでか守り卒おえるべき。獄中に呻吟する夫を振り捨て、他に頼るべき人を求めたのは、薄情と云わば云え、又止むを得ない事ではなかろうか。筆者は薄幸なりし彼女の半生に一掬いっきくの涙を濺そゝぐに止とゞまって、敢て彼女を責めようとはせぬ。

　さわれ、取残された獄中の支倉は、唯一の頼みの綱を断ち切られて前途に全く希望なき身となった。深夜幾度か獄窓に凭もたれて男泣きに泣いた事であろう。

　彼は妻の責め問われるのに忍びずして、遂に神楽坂署で自白した。妻子の将来は心配するなと云った、署員の言葉を深く信じたのだと云う。そうして妻子の生活の資にと思った家屋が差押えられて、彼等が忽ち路頭に迷わねばならぬ事を知った時が、思えば悪化の最初であった。今妻に見放されて、一朝にして恩愛の絆は断たれ、僅に能勢弁護士、木藤大尉の厚き同情があるとは云え、孤立無援、天涯孤客となった。而も自分は捕われの身である。彼は生きながらの呪いの魔となるより途はなかったのだ。

　彼の呪いの目標は何と云っても神楽坂署長庄司だった。彼は物凄い脅迫の手紙を絶え間なしに送った。庄司署長の手許に届いたものだけで前後七十五本を算し、その外いかにして探ったか、署長の親類姻戚関係を辿り、罵詈ばりを極め、果は署長の出身小学校、中学校、戸籍役場より、其他関係しているあらゆる会にまで手を延ばし、甚だしきは署長夫人の出身女学校の校長にまで魔手を及ぼした。夫人の実家へ舞い込む頻々たる脅迫状に、当時奉公中の下女が顫え上って暇を乞うて逃げ出したと云う事もあった。

　監獄内からの発信は典獄に於て一々点検して、不穏なものは発信せしめない事になっていたのだが、検閲係りも多い中とて、つい疎漏に流れたと見える。

　然し、支倉の書信は全部許可された訳でなく、可成り発送止めになったのだった。それを以て見ると彼がどんなに多くの手紙を認めたか想像に余りある。彼は検閲に不満を抱きこんな上願書を典獄に出した。

「お願い申すのは甚だ恐れ多い事ですが、私から外へ出す書信を御不許可に遊ばす際にはこの所此の所が悪いから不許、この所を抹消したなら発信を許可してやると云う事に、一寸お印をおつけ頂き、そこを抹消したなら発送を御許可しいたゞけますよう、此所上願書を以て及上願候也」

　大正十一年六月七日第十二回の公判が開かれた。

　支倉は徹頭徹尾犯罪事実を否認し怒号した。

「神楽坂署で庄司署長がお前と義兄弟になって、必ず悪くは計らぬから、俺の顔を立てゝ白状して呉れと泣かん許りに頼みましたから、その気になり全然虚偽の自白をしたのです。あの頭蓋骨は品川の菓子屋の娘ので、貞のではありません。庄司がそう申して居りました」

　この公判の時之まで弁護人から度々申請して許されなかった、神楽坂署の佐藤司法主任石子刑事の二人が次回に証人として呼ばれる事になった。




「東京未決監未決六年、冤枉えんおう者支倉喜平」

　之が大正十一年頃支倉がその書信に定って麗々しく書いた署名だった。

　彼は六年の長い間未決監にあって、冤罪を訴え続けていた。彼の主張は神楽坂で拷問を受け心にもない自白をしたと云う一点だった。無罪か死刑か。実に明治大正を通じての一大疑獄たるを失わない。

　支倉の自白に立会った人はその真実を信じるだろうし、収監以後彼の愁訴を聞いた人達は又彼の云う所を信ずるであろう。木藤大尉は彼を哀れんで助けようとし、能勢弁護士は神楽坂署の拷問事件を糺弾しようとする。殊に後者は機会ある毎に新聞に雑誌に講演に、官憲の人権蹂躙を叫んだので、只さえ一大疑獄になろうとしている所へ、被告人支倉が又特別な性格の持主、そこへ能勢氏の宣伝と三拍子揃ったから、世論囂々ごう〳〵、朝野の視聴を集め、支倉事件は天下の一問題となった。

　能勢弁護士はどうでも神楽坂署員の首の根っ子を押えて、取っちめようと云う考え、之まで度々署長以下の喚問を願ったが、中々許可されなかった。今度も肝心の元署長で今は警視庁の官房主事をしている庄司氏は許可されなかったが、司法主任と、支倉の逮捕には最初から奔走した石子、渡辺両刑事とが喚問せられる事になったから、彼等をあくまで追求して、前後矛盾の答弁でもあったら、直ちに突ッ込んで局面を有利に転回せしめようと手ぐすね引いて待ち構えていた。

　支倉は相変らず諸方へ脅迫状を送り、殊に庄司署長、石子刑事あたりへその主力を傾倒した。

　鳥渡申述べて置くが、支倉が未決数年に亘り、どうして裁判其他の費用を捻出したかと云う問題だ。他の事は分らぬが、相当多額に達したであろうと思われる郵便代などは、諸方へ嫌味な手紙を出してねだったものだ。

　一例を挙げると、神戸牧師夫人の所へなどは度々次のようなはがきが飛び込んで来た。

「甚だ申兼ねた御願いですが、これなるハガキ着次第どうぞ御封筒の中に三銭切手百枚御入れ御送りの上、自分出獄まで御貸与いたゞけますよう御願いいたします。如何折返し何れの御返事を願います」


　こう云う風な嫌がらせの手紙で金品を強請された人は外にある事と思われる。

　さて大正十一年六月七日、第十二回公判は裁判長以下成規の判官の下に、能勢氏他二、三の弁護人、特別弁護人として木藤救世軍士官が控えて、物々しく開かれた。この公判には神楽坂署の署員が証人として出廷する事になっているので、支倉の運命を決する重大な裁判と云わねばならぬ。彼は例の自ら筆記した大部の書類を携えて被告席に控えていた。

　第一に出廷したのは石子刑事だった。支倉事件に関係した神楽坂署員のうち大島司法主任は既に支倉の訊問半にして斃れたが、当時老練の誉高く事件に活躍した根岸刑事は先年物故した。石子刑事は署長を除くと唯一の現存主要人物なので、裁判長の訊問も鋭く、殊に能勢弁護人の追究は物凄い程で、石子刑事は殆ど一人で神楽坂署の非難を引受けて終しまった形だった。

　彼は能勢氏から支倉拘引の前後の事情、自白に至るまでの経路につき勢い鋭く問い詰められた。石子刑事は白面に些か興奮の色を見せながらテキパキと答えた。死体発掘の模様から、髑髏の件になると能勢氏の面は愈〻熱して来た。

「警察には髑髏が二つあったと云うではないか」

　能勢弁護人は石子刑事を睨めつけるようにして云った。

「そんな事はありません」

　石子は眉をひそめながら答えた。

「いゝや、被告は確に髑髏を二つ見せられたと云っている」

「そんな事はありません」

「被告の妻にも髑髏を見せたではないか」

「私は知りません」

「髑髏を被告に突つけて嘗なめて見ろと云ったではないか」




　髑髏を嘗さしたではないかと云う能勢弁護士の詰問に、証人石子刑事は静かに答えた。

「誰か外の者がそう云う事を遣りましたかどうか知りませんが、私はやりません」

「ふむ、では証人はその骸骨を弄んだ事はないと云うのか」

「鑑定に持出すので、二、三度刑事部屋で弄んだ事はあります」

「それでは証人は被告が警察署で警官の前でいじっているのを見た事があるか」

「ありません」

「証人は被告を警察で打ったり蹴ったりして調べたではないか」

「そんな事は決してありません」

　石子刑事の訊問は従来嘗て見ない程詳細に長時間に亘って試みられた。然し石子刑事は拷問の件は極力否認するし、それに何と云っても大島司法主任、根岸刑事の二人が既に死んでいるのが、支倉に取って不利だった。

　この二人が生きて居れば別々に訊問して、答弁に前後矛盾した所があれば又何とか突っ込む方法もあったかも知れぬが、石子刑事の方でも都合が悪い所は二人のせいにして逃げて終うし、支倉の云い分は少しも通らない事になった。

　石子刑事の次に佐藤司法主任が取調べられた。この取調べも頗る詳細を極めている。ホンの一部を左に抜いて見よう。

　問　被告は余り易々と自白しているようであるが、証拠をつきつけられて、余儀なくせられて自白したか。

　答　井戸から出た死体を小林貞に相違ないと断定し、それは自殺であるか、他殺であるか。他殺とせば何者がしたのであるか、と云う事について、被告を訊問しますと、被告は貞に暴行を加え、淋毒を感染せしめ、先方から告訴をすると談じられて、漸く示談となり貞を引渡す事になりながら、遂に示談が整わなかったと云うような事実が判明しましたので、尚も捜索を続けると、丁度貞の行方不明になった前後に、支倉が貞と一緒に歩いているのを見たと云う者もあり、其人相は支倉に似ていると云うことでありましたから、支倉を訊問した所、兇行直前貞を連れて歩いていた事を自白致しました。

　問　然し三月十八日の聴取書によると、被告は初めから自分のやった事ではない。土工に頼んで大連に売飛ばそうとしたと云っているが、此点はどうじゃ。

　答　そうです。被告は最初には土工を頼み、貞を大連に売飛ばそうとしたと云って居りました。

　問　其の翌日十九日の聴取書によると、自分がやったと云って居るが、その間に何か有力な訊問はなかったか。

　答　別にありませんでした。

　問　被告の自白は虚偽の自白だと云わなかったか。

　答　断じて申しませぬ。

　問　発掘した骸骨を被告の口に当て接吻させ、又消毒してやると称して、被告の頭に石炭酸を掛けた事はないか。被告はそう云う事があったと申して居るぞ。

　答　そんな事はありません。

　問　其の当時被告は聖書会社より損害賠償の恐れあり、自己所有家屋を妻静の名義にして置けば安心である、又取られない様に警察で保護してやるから、貞を殺した事にして呉れと云われ、それを交換条件として、心にもない虚偽の自白をしたと云うが、右の事実はどうじゃ。

　答　断じてそんな事はありませぬ。

　証人佐藤警部補の取調べがすむと、次は渡辺刑事の訊問に移った。

　裁判長は順序正しく逮捕当時の事から訊問を進めて、問題の中心たる拷問の事に及ぶと、渡辺刑事は、即座にきっぱりと否定をした。

　と、突如として、

「馬鹿野郎」

　と云う破鐘われがねのような声が満廷にひゞき渡った。




　神聖なるべき法廷で大喝一声馬鹿野郎と叫んだものは誰ぞ。満廷色を失って声のする方を見ると、被告席にいた支倉が満面朱を注ぎ、無念の形相凄じく、両手に自記の書類を打ち振りながら証人席目がけて突進するのだった。

　支倉の大音声は有名なものだった。それに彼は未決監に六年を送ったのにも似ず、どこに彼の精力の根元があるのか、一向衰えた気色もなく、血色も勝れ、どっちかと云うと肥え太っていた。只相好ばかりは昔日の悪相に愈〻深刻味を加え、物凄かったと云う。その支倉が憤怒に燃え、阿修羅王の如く大声を振り上げて証人席に突進したのだから、彼の背後に控えていた看守も暫く唖然として、手の下す所を知らなかった。

「此野郎！　拷問はしないなどと白ばくれた事を云うな。俺をひどい目に遭わしたではないか」

　支倉はこう怒号しながら、証人渡辺刑事に打ってかゝった。この時に漸く気力を回復した看守はあわてゝ彼を後から抱き留めた。

　この時の公判記録は次のように書かれた。

「此時被告は附添いの看守をして持参せしめたる自己の謄写に係る十数冊の書類を両手に掴み、着席したる腰掛より立ち証人渡辺に対し、

『知らない、此野郎、白ばくれるな。俺を打ぶって酷い目に遭わしていながら』

　と云い、矢庭に両手に掴みいたる十数冊の書類を振上げ、以て同証人の頭上を打たんとしたるを附添の看守の為制止せられたり。

　此時立会検事は被告は証人に対し暴行を加えんとし、審問を妨ぐるを以て、被告を退廷せしめられたき旨申立てたり。

　裁制長は被告に対し、立会検事より審問を妨ぐる故退廷を求むる旨の申立てあるが、如何。爾後不当の行状をなすに於ては退廷を命ずるが如何。被告は不当の行状はいたしませぬと答えたり。

　裁判長は合議の上、此程度に於て、被告を立会わしめ審問すると宣したり」

　こう云う次第でその日は支倉も再び怒号するような事もなく、大人しく無事にすませたのだったが、其後は癖になったものか、兎もすると法廷で発作的に騒ぎ出すのだった。

　越えて大正十二年四月九日第十五回公判の如きは彼の怒号咆哮する声で、遂に審問を続行する事が出来なかった。彼の怒号の声はさしも広き法廷の外に響き渡って、何事ぞと数多あまたの人々が駈けつけたと云う。

　この時の記録にはこう書かれてある。

「被告人は庄司利喜太郎が隠して居る書類を出せ、小塚検事を呼べ、又は通信を不許可にするは不都合なり、損害を賠償せよと怒号し、傲慢不遜の態度を以て裁判長に対し、且つ不敬の言辞を弄して罵詈ばりし、怒号止まず。一定の場所に直立すべき事を命ずるも応ぜず」

　支倉は既に此時分に裁判の日に日に自分の不利なのを悟った。彼は如何にしてか死刑を逃れ、神楽坂署長以下に恨みを述べ、懐しき妻子にも会わんものと数年間果敢はかない努力をし続けた。警察署長や神戸牧師に脅迫状を送ったのも一面には出獄の伝手つてにもしようと云う考えだった。所が、第一番に彼は最愛の妻子から背き去られた。裁判は見込がない。彼は最早死刑を逃れる事も出来ず、愛する妻子にさえ会う事は出来なくなった。此世に何の望みが残ろうぞ。こゝに彼の一念は「呪い」の一事に集中して終った。

　彼はどうかして死を一刻でも逃れようとした。彼は呪いの為に生きた。生きて俺をこの窮境に陥れた奴を呪ってやろう、呪って〳〵、呪い抜いてやろう。あゝ、こゝに彼は正に一個の生きたる悪魔になって終った。

　彼がいかに悪智恵を働かして、周囲の人を呪い苦しめたか。悪魔は悪を喰って生きると云う、彼支倉は日に日に悪を製造し、その悪を喰い、悪に肥っては更に悪を企てた。而も彼の悪は法律上の悪ではなかった。拘禁されている身に法律上の悪はあり得ない。彼の悪は恐ろしい精神上の悪で、これを加えられた人は非常な苦悩を受ける。彼の悪は宗教でさえ救い得ない悪であった。







　　　　　　　　　　保釈願




　支倉は一身を悪魔に捧げ、智嚢を傾けて、一刻たりとも生命を延ばし、恨み重なる周囲の者に一寸でも多く傷をつけてやろうと、あらゆる努力を試みたが、中にも最も執拗に希望したのは、あわれ、今生の思い出に今一度娑婆の様子を一眼たりとも見、自由な明るい空気を一息たりとも吸い、あわ好くば恨めしき者共に一泡吹かせたいと云う果敢はかない望みだった。彼は元より死刑を逃れる道のない事を覚悟していた。そこで彼の考えたのは保釈の一事あるのみで、一方では公判を出来るだけ延ばし、保釈の目的を貫くために必死のみじめな努力をしたのである。彼は幾十通の保釈願いを出した事であろうか。而もいつも極って、不許可と云う情ない決定を下されたのだった。

　彼の最初に出した保釈願は大正十一年十月である。

「一、私は一審で誤判されとるような事、夢さら〳〵やっていません。やっていないと云う事は庄司利喜太郎氏が後で裁判長の家に持参して皆出すと約しとる元高輪署の勝尾警部の手に成った三調書及保険会社の其当時の書類、次に自分は大正六年二月深川区古石場荒巻方二階に置いてあった孤児院建設趣意書、同絵葉書、尾島と自分とが相往復した手紙並に自分が浅田と松下一郎名義にて相往復した手紙、次に庄司は神戸氏と母校を同じゅうしとると云う事から同人を欺き、同人から取上げとる山々の書類等さえ裁判所に現われますれば事明細に分ります。よく明白にお分りいたゞけます。今になって庄司氏も出す訳に行くまい。自分の一身上に関する事ですから、そこで私が出獄さして頂けば、弁護士初め勝尾警部、神戸牧師、佐藤司法主任、庄司署長、八田警視総監等に会うて甘うまく局が結べるようにさせて頂きます。私は此処に繋がれて居りました事では誰も傷つかんように甘くやらせて頂こうと思っても、それが出来ません。過般三崎上席検事殿は保釈願を出して見よと仰せられました。昨日能勢弁護士も誤判にせよ、死の宣告を受けとる者が保釈が許可になったと云う前例がない。又官房主事があらゆる書類を隠して偽証させ、罪なき者を無実に陥れたと云う事も之までにない事だ。そこで都合よく運ぶかも知れん。兎に角三崎検事が初めそう言われたなら、保釈願を出して見るが好い。出して許可になって出て、甘く局が結べるようだったらこれに勝さる事はない。君ア出れば威厳にも威信にも関らず、又君も満足の行く訳だ。そこで兎に角出して見よと言う事でありました。私ア出してさえいたゞければみなに逢うて甘く局が結べるようにさせていたゞきます。私が一日も早く裁判所の方に出させて貰いたいと要求願っとる前述の書類は、死んだ大島警部補か根岸刑事の書類中に底深く秘し蔵してある筈です。秘し蔵してあったものであると云う事は、私と庄司と八田総監とが三人寄って、文珠の智恵、甘く折合をつけ、裁判長の方に出させていたゞきます。出していたゞけば誰の名誉にも関わらぬよう、甘く運ばせていたゞきます。出していたゞくについては裁判所の御都合通り保証人保証金其他なんでも仰有る通りにさせていたゞき、毫も違背するような事はいたしません。御呼出の節は何時でも又即時出頭いたします。就いては何卒々々保釈御許可いたゞけますよう、お願い申上げます」

　最初の保釈願は右のように慇懃を極めたと共に捕捉しようのないものだったが、之が殆ど即日不許可になると、支倉は続いて裁判長に請願を試みた。

「発信不許可の件其他重要の件につき一度御面謁を賜り御伺い御願いさせていたゞき度、恐入ります、一度至急に御呼出の上、御会いいたゞけますよう、伏而ふして懇願こんがんいたします」

「閣下に至急御目にかゝり、いろ〳〵陳述させていたゞき、且つ閣下の御意見のおありになる所を詳細御聞かせ頂きたいのであります、就ては恐入った御願いですが、どうぞ至急に御会いいたゞけますよう、此処切に伏而懇願致します」




　二度までも切なる嘆願書を受取って裁判長も弱った。支倉が何事を訴えようとしていたか、それは想像に難くない所で、裁判長にも予あらかじめ察しはついていた。それに支倉は公式の法廷では狂態を尽して審問に答えていないのだから、私ひそかに、裁判長に訴えたいと云うのは筋違いである。裁判長は然し流石に人間である。彼の哀れな心を押し計って面晤めんごを許したが、もとより彼の望みは叶えるべくもなかった。

　かくて彼支倉は公判のある度に法廷に怒号咆哮し、恨み重なる人々へ、草を分け根を掘って、それからそれへと脅迫の手紙を送りながら、未曾有の東都大震災にも幸か不幸か身を完うし、大正十二年も秋とはなったが、彼は再び根気よくも保釈願を出した。自ら名乗る冤枉者喜平、只一度浮世の空気に触れて見たいと云う、悲惨な突きつめた彼の願も、彼自身の行状と、冷い法規の定むる所に従って、遂に許さるべくもなかったのだ。元より書類を隠した云々の事は根もない事だが、繰返し訴える彼の執拗さと根気は驚く外はない。

「閣下に之迄再三お目にかゝれましたが、其際に閣下は何時でも、『お前の記録としてのものは未だ少しも見ていない。又上願書としてのものも少しも読んでいない。でお前に罪があるか、罪がないかはまだ分らない。お前が云う如く庄司利喜太郎がお前を拷問にかけ、条件付で約束、一時書類を隠し捏造ねつぞうしたものである、偽造したものであると云う事も何も分らない。で此手紙は出さす訳に行かない、お前の事件についてはこの土用休暇を利用して緩っくら調べて見ようと決心しとる。休み中によく調べて公明無私な裁判をしてやる気で居る……云々』との御言葉で御座いましたが、最早夙うに慰労休暇も過ぎ去り、次回の公判期日も今日明日に迫っとる事でありますれば、もう事件記録としてのものや、上願書というものやら御調べずみになり、庄司利喜太郎は喜平をアリとアラユル拷問に懸け、そして条件付で約し、高輪署から持出しとる其の当時の書類を始めとし、神戸、浅田其他の者から取上げとる多くの書類、その他東洋火災保険会社に永久保存とすべき重要書類を隠し偽造したものであると云う事がよくお分りの事と存じ上げます。

　それが確実にお分りになりますれば、

　一、警察が偽造したものについて、喜平は証拠湮滅とか、逃走すると云うような事は絶対にない。で、どうか特別の御詮議を以て、此際責付せきふなり保釈なりを御許可頂きたい。此の震災については妻子縁者がどうなっとる事か、其生死さえも分らず、旁〻尋ね合せそれ〴〵整理をさせていたゞきたい。喜平は男です。喜平を知る人の為には一命を惜まないのです。で、どうぞ喜平を御見誤りなしに能く御了解下されて、速すみやかに保釈なり責付を御許可いたゞけますよう、御許可頂けましたら裁判所の御命令通りいたします。自分事件として疑われている事がスッカリきまりがつくまでは、身を能勢弁護士事務所内に置き、走り使いをして居って、いつ何時でも裁判所から御呼び出しある際には間違いなく即時出頭させていたゞきます。決して裁判所の威厳や警察の威信に係わるような事は毛頭仕出来しでかさない。自分が出れば円満にみなが好いように解決を見る考えでいます。

　一、之までに仮令たとい誤判にあれ一審で死の宣告をされとるものが保釈や責付になった前例がない。又官房主事がアラユル書類を隠して偽造、罪ない者を無実の罪に陥れたと云う前例もない。又このたびの震災の如きも控訴院が設けられてからこのかた始めての事、かくも前例のない事でありますれば、よく御勘考の上、好き前例をこゝでお作り、名判官たるのその真価あらば、その真価を宜しく後にまで御発揮いたゞきたいのである」

　真に冤枉者として見れば彼の心事憐れむべきも、事実罪あるものとすると、何と虫の好い保釈願ではないか。




　もとよりこんな虫の好い保釈願が聞き届けられる訳はない。

　忽ち不許可となった。

　支倉は少しも屈しない。大正十二年も押詰った十二月十七日又々保釈願を出した。之は大分書き振りが不穏になっている。

「一、庄司利喜太郎は喜平を長の間神楽坂署に留置とめおき、そして長の間喜平をアラユル拷問に合せ、条件を持出し義兄弟になって」と云う書き出しで、例の書類の隠匿の事を相変らずクド〳〵と書き立てた保釈願を出した。翌日不許可になると、再び同文の、而も筆の運びから字配り、行割りから字と字の間まで寸分違わぬ、よくもかくまで同一に書けたものだと思われる願書を即日提出した。不許可になると又出す。とう〳〵暮の押し詰まった二十八日迄に四回矢継早に提出した。而もそれには極きまって細字に認めた参考書類がついている。それが又一言一句を違えず、文字通り判で押したように、そっくり同じである。根気の好いのには驚かざるを得ない。参考書類と云うのは、支倉が庄司氏の身許につき金沢市長に宛てた、頗る悪意のある愚劣極まるものである。引用する事は関係者を不快にさせるかも知れないが、こゝに一部を書抜いて、支倉がいかに庄司氏に対し悪辣を極めたかを証明する事にしよう。

　之は原文は細字で葉書に認めたものらしい、大正十一年頃の発信で、署名は相変らず東京未決監未決六年冤枉者支倉喜平、宛名は金沢市役所市長殿である。

　前半には例の書類隠匿事件も詳細に書き、後半には、

「君（支倉を指す）は公判から出たらわし（庄司氏を指す）の兄のカナイの父親は、只今金沢新地で南楼と橘平きっぺい楼を名乗って芸妓屋と女郎屋をやっている、其処へ伴れて行って芸者を皆引っ張り出してウムと御馳走した上、わしア、オショクを抱きたいんだが、君ア犯さないのを一時犯したとして一時わし共を助けて呉れる事なんだから、そこで君にその御礼として、オショクを譲り、わしア第二の別嬪として、佐藤（警部補）にゃ第三の別嬪を云々、私ア南楼、橘平楼に係る詳細を庄司利喜太郎から聞かされ相約束しとります。其関係上前便封書にて、該家に係る戸籍謄本申請至急御下附を願う。先ずは取急ぎ葉書にて欠礼右御願い迄、以上──」


　何と馬鹿げた手紙ではないか。無論支倉の目的は戸籍謄本を取るのにあって、少しでも庄司氏に引っかゝりがあれば例の凄い脅迫状を送って、嫌がらせを試みようと云うのだ。

　金沢市長も無論こんな手紙は取合わなかったゞろうけれども、戸籍謄本の方は誰からでも手数料を添えて請求せられゝば与えない訳には行かない。支倉はこんな手段でそれからそれへと手紙を送ったものと見える。それにしても保釈願はどう云う意味でこんな葉書の写しを添えたのか、支倉の考えが少しも分らぬ。

　かくて大正十二年も終って、愈〻支倉の云う冤枉未決八年の時となった。こゝに一寸書き添えて置かねばならぬのは、十二年には彼に取って心からの同情者だった救世軍の木藤大尉が歿した事で、之は彼にとっては一大打撃だった。

　大正十三年の劈頭一月七日、先年押詰って出した保釈願に対する却下書が配布された。そして二月には保釈所どころか、

「右の者（支倉を指す）に対する拘留は之を継続するの必要ありと認むるを以て、大正十三年三月一日より其期間を更新す」

　と云う決定が下された。支倉は正に奈落の底に突落されたのである。

　彼は最早保釈の望みはなくなった。然し未だ彼は判決を覆すべき一縷の望みを捨てなかった。

　彼は何を考え出したか、閲覧願と云うものを差出した。之にも前掲の金沢市長宛葉書の写しを附し、彼一流の遣方で三月二十四日から二十七日の僅々四日間に連続四回同文の閲覧願を出した。と同時に有名な大正の佐倉宗五郎事件が起った。







　　　　　　　　　　大正の佐倉宗五郎




「オイ、支倉の所へ変に嵩かさばった小包が来たぜ」

「ちょっ、困るなあ、奴又何か手数をかけるんじゃないか」

　刑務所の係員が二人、小包を中に置いて眉をひそめた。冤枉えんおう八年と大呼して監獄の名が刑務所と改まっても依然として未決監に蟠踞ばんきょして、怒号し続けている支倉は、看守達に取っては好い客ではなかった。

「兎に角開けて見よう」

「宜かろう」

　包みを解いて見ると、中から出たのは一襲かさねの衣類、羽二重の白無垢である。

「うん、之は変ったものだな」

「奴、発心でもしたかな」

　対手が死刑囚だけに白無垢と来ると余り好い気持がしない。二人の看守は薄気味悪そうに顔を見合せた。

「オヤ〳〵、何か字が書いてあるぜ」

「成程、之は確に字だ」

　羽二重の白無垢を拡げて見ると、襟の所に黒々と、「東京未決監未決八年、冤枉者支倉喜平」左右に割って二行に染めつけてある。

「例の文字だ」

「いかにも、執拗な奴だ」

　二人は暫く襟の所を眺めていたが、やがて一人が裏を返すと驚いた。

「オイ〳〵背中にも文字があるぞ」

「こいつは大変な事が書いてある」

　背中には大きな字で「大正の佐倉宗五郎」と染め抜いてあった。

「之は一体どう云う意味だ」

「さあ、さっぱり分らないね。第一この着物をどうしようと云うのだろう」

　二人は評定をしたが、もとより分る筈がない。仕方がないので上役の所へ持って行くと、兎に角支倉に聞いて見ろと云う事になった。

「オイ、お前の所へこんなものが来たぞ」

　看守の一人は云いつけられた通り、件くだんの白無垢を持って支倉の未決監の前に立った。

「あっ、来ましたか、有難い」

　支倉は一目見ると、ニッと薄気味の悪い笑みを洩らした。

「之はどうするのだね」

「公判の時に着て出るのです」

「なに、公判の時に」

　看守は驚いて終った。

「して、この佐倉宗五郎と云うのはどう云う事なんだね」

「分りませんか」

「分らないね」

「そんな筈はないでしょう」

　支倉は不機嫌になった。

「つまり私の身の上の事ですよ」

「お前の身の上！」

　悟りの悪い看守は狐に魅つままれたよう。

「そうです」

　支倉は恐い顔をして黙り込んで終った。

　支倉が自ら名乗って大正の佐倉宗五郎と云うのは、犠牲になったと云う意味か、それとも妻子を枷に拷問されたと云うのか、何しても自分の姓の支倉と似通った所から思いついたのであろう。つまりこんな事から周囲の人から同情を惹ひこうと試みた事なのであろう。或は彼の一種の宣伝癖から起ったのかも知れない。

　佐倉宗五郎の意味はよく分らないが、支倉が不機嫌に黙り込んで終ったので、看守は少し機嫌を直す積りで、

「之は態〻わざ〳〵注文したのかい」

「そうです。郷里の方へ注文してやったのです」

「いつ着るんだね」

「この次の公判の時からです」

　支倉は之からずっとこの白無垢で通す積りと見える。看守は逐一上役に報告した。

「何、公判の時に着るんだって」

　上役は馬鹿々々しいと云う風に、

「そんな事をされては困る。そいつはいけないと云って呉れ給え」

　看守は又支倉の所へやって来た。

「オイ、この着物は渡せないそうだ」

「何っ！」

　支倉は忽ち声を張り上げて真赤になった。




「大正の佐倉宗五郎」と大書した羽二重の白無垢、渡すことならないと云われて、支倉は激怒した。

「それはどう云う訳かっ！」

「どう云う訳と云う事もない」

　看守は支倉の怒号には馴れているから平気だ。

「こんな不穏な文字を書いたものを着て、公判廷に出す訳には行かぬ」

「何が不穏だ」

「不穏だから不穏だ」

「そ、そんなら何故前に云わぬ」

「馬鹿な事云え。前にそんな事が分るものか」

「だ、黙れ。き、貴様等は俺の出す手紙を一々検閲するではないか。俺の注文書を読まなかったか」

「成程」

「俺は事明細に認めて郷里の紺屋に注文したのだ。それを刑務所の役人は読んでいる筈だ。着て悪いものを注文すると思ったら、何故その時に注意せぬ」

「成程、之は一本参った」

「出来てから取上げるとは、みす〳〵俺の懐中を痛めるのではないか」

「うむ、お前の云う所は尤もだ。よし〳〵も一度聞いてやろう」

　気さくな看守で、彼は鳥渡支倉の説に共鳴したと見え、上役の所へ帰って来た。

「支倉は注文する時に止めないで、出来てから取上げるのは不都合だと呶鳴っていますが、どうしましょう」

「どうしましょうたって、これを許して着せる訳には行かん。成程、注文書に気がつかなかったのは我々の手落だが、気がついた所でまさか注文の時に干渉も出来なかったろう。何でも好い不許可にして終え」

「そうです。じゃ、そうしましょう」

　こんな事で折角支倉が楽しんでいた法廷の晴衣も結局着て出られない事になった。

　之は支倉が神聖なるべき公判をどう云う風に見ていたかと云う事が分る一つの面白い挿話だが、要するにあれもこれも彼が死刑から逃れようとする果敢はかない踠もがきなのだ。

　支倉は前に述べたように保釈願と云う事に全力を注いで、遮二無二許可になろうと企んだが、遂に事は成らなかった。そこで彼は次の公判にはどうでも犯罪事実を覆えすか、出来なければ例の怒号咆哮で公判を延ばそうと云う考えで、その一着として閲覧願と云うものを提出した。

「来る四月二日出廷の節、其場（公判準備室）に於て、

　大正六年押二八八号ノ四

　小林遠吉より小林定次郎宛、書信三通をどうぞ閲覧させて頂き度、此事前以て呉れ〴〵も御願い申して置きます云々」


　一寸見て別に変哲もない願書だが、彼は此願書に例の細字で数百字認めた金沢市長宛の葉書の写しを添えて、三月二十四日から二十七日の間に前後四回、全く同文のものを提出している。この事は前に述べたが、彼の押の強いのには舌を巻かざるを得ぬ。

　かくて大正十三年四月二日更新第一回（恐らく震災の為に続行公判を打切り更新したものであろう）の公判が開かれる事となった。彼としては最後の努力を試みるべき所、彼は前記の閲覧願の外に、押収の書信数通の返還を乞うと共に、神戸牧師に宛て巨弾を一発放った。

「前略、僕は破壊主義の男ではない。トコギリ庄司の不正をさらけ出して庄司を免職させなければならんのだが、あなた方の出ように依っては頑張る者ではない。であれば免職するもせないも庄司の心一つにあるのである。アナタは大正六年三月十九日に神楽坂署長室に於て、保証人及尽力者として立って、私とどんな約束をして居るか、まさか忘れはせまい。君も牧師なんだから、牧師なら牧師らしく約束した事を実行するのはアタリマエではないか」







　　　　　　　　　　最後の公判




　大震災に万物一様の破壊を受けて、再生の機会を与えられた更新第一回の公判は、支倉に取って千載の一遇、この機を逸しては好機再び到ろうとは思えない。彼はこゝに最後の努力を試みる事となった。

　獄に投ぜられてより数年冤罪を叫び通し、殊に最近二、三年は公判廷にあってすら咆哮し怒号し、審理の進行を極力妨害した。その有様の猛烈、凄惨を極めた事は当時目撃した人を尽く顫え上らしたものである。神戸牧師をして、

「彼は被告として公判廷に出いずる度に猛烈な兇暴態度を示しながら、且つ其雄弁と剛腹とは全法廷を慴伏しょうふくしていた」

　と嗟嘆さたんせしめた程である。

　或人は疑った、彼は既に狂せるのではないかと。彼が一旦はふり落ちる涙と共に自白した事を翻えしてから後は、遂に自ら深く罪を犯さゞるものと信じて、偏ひとえに周囲の強うる所として憤り悲しんだ点は、一種の強迫観念に基くものかも知れぬ。然し、彼の書信或いは上願書の類を見ると、彼は決して狂気とは思えない。却々なか〳〵計画的な所があり、理路も時に辻棲の合わない事はあるが、多くは整然として乱れていない。庄司氏を罵って姦謀（官房）主事と称となえたなどはその一つの現われで、官憲も狂人としては扱わなかった所以である。

　さて、大正十三年四月二日は公判準備調べに止とゞまり、ほんの小手調べに過ぎなかったが、この時能勢弁護士は、

「被告を検挙した責任者であり、且つ被告と神戸との間の往復文書並びに神戸の提出した書状の行方について知悉ちしつしている当時の神楽坂警察署長庄司利喜太郎を喚問して、書状の件並びに被告の自白に至った径路につき御訊問が願いたい」

　と申請した。

　庄司氏を法廷に呼び出して思う存分聞いて見たいと云うのが、支倉年来の望みで、能勢弁護士も亦策戦上之を必要と認めて、従来機会ある毎に彼の喚問を申請したのであるが、庄司氏は署長より後に警視庁に入り、官房主事となり、転じて警務部長の要職を占め、多忙を極めていたので、そう云う事が理由になったのか、それとも実際必要を認めなかったのか、いつも極って却下せられるのだった。が、今は故あって庄司氏は警務部長を辞し野にあったので、機会は好しと能勢氏は同氏の喚問を求めたのだった。四月七日に至って左の如き決定書が下附せられた。

　　　　　決定

支倉 喜平
　右に対する窃盗放火詐欺強姦致傷殺人被告事件に付き大正十三年四月二日公判準備手続に於て被告人及其弁護人より申請したる証拠調べに対し、検事の意見を聞き左の如く決定す。

　右申請中庄司利喜太郎、戸塚新蔵を証人として訊問し其余は却下す。

　　大正十三年四月七日


裁判長以下署名捺印
　支倉はこの決定を受取ると文字通り雀躍こおどりして喜んだ。恨み重なる庄司署長、今まではたゞ呪いの手紙通計七十五本で間接射撃をするばかりだったが、今度は彼を眼のあたりに迎えて、思う存分望みを遂げる事が出来る、彼はこう考えたのだった。

　彼は庄司署長の出頭する日を一日千秋の思いで待ち受けたのだったが、それが彼の余命を縮める基になろうとは、夢にも知らなかったのだ。

　かくて五月十四日に第一回公判が開かれたが、この時既に庄司、神戸両氏は証人として出廷していたが、支倉は冒頭に何を考えたか不貞腐ふてくされて終った。

　裁判記録によると彼は裁判長の訊問に答えなかったのである。

「裁判長は被告人に対し氏名年齢職業住所本籍出生地を問いたるも被告人は黙して答えざるを以て重ねて問いたるも尚答弁せず」

　こゝで裁判長の心証を悪くしてはと能勢弁護人は心配したので、一声高く呼んだ。

「裁判長、被告に一言述べる事をお許し下さい」




　支倉が黙して答えないので、能勢氏は一大事と裁判長の許可を得て、彼に忠告を試みた。

「能勢弁護人は裁判長の許可を得て、被告人に裁判長の訊問に答え弁明する所あらば弁明を為す方が可ならんと忠告したるに、被告人は答弁せざるに非ざるも、本日の公判に間に合うべく書類を熟読し来たらざるにより延期を乞うべく出廷したるなり。されど記憶を喚起し成るべく答弁する旨申立たり」

　之だけの手数を重ねて裁判長は漸く訊問を始める事が出来た。

問　姓名は如何　　　　答　支倉　喜平

　　年齢は　　　　　　　　四十三年

　　職業は　　　　　　　　聖書販売業

　　生地は　　　　　　　　山形県置賜郡


　筆者は何故こんな分り切った事をこゝに書くか。読者諸君よ。彼の年齢の項を見て如何いかんの感がある。彼が抑〻そも〳〵神楽坂署に捕えられ、次で起訴せられ予審に有罪と決し、第一回の公判に立った時彼は三十六年と答えているではないか。今こゝに四十三と答えているのを見ると、人生の最も実のあるべき三十六より四十三までの長の年月を未決監に送った彼の境涯に対して一掬同情の涙なき能わぬ。もとよりこの足掛け八年、満七年余の牢獄生活は云わば彼が故意に延ばしたのであって、既に第一審に於て死刑に決定したのであるから、順当に行けば彼の生命は数年前に断たれた事であろう。だから彼は好んでその苦痛を延ばしたのであると云う議論もあるかも知れぬ。然しその長い間彼が一途に死刑より逃れよう、後には一度出獄がしたいと云う果敢ない望みから闇黒な牢獄の中に座して、あらゆる痛苦を征服し、世を呪い人を呪って生きつゞけた、忍苦と生存慾とを思うと、その執念の恐ろしさに戦慄を禁じ得ないと共に、一個の人間としての彼の悩みに転うたた同情を濺そゝがざるを得ない。

　さて、裁判長の訊問は次で聖書の窃盗から放火の事実に進み、一転して貞子の事件に這入った。

　支倉は裁判長の訊問に連れて、例の如く、貞子には決して暴行を加えたのではなく、合意の上であって、彼女が病院に通う途中に待受け連れ出したる事実はないと断言した。裁判長は更に追究すると、支倉は、

「高輪警察署で書類を隠されて居ますし、神戸に書き送った手紙も出して呉れませんから、分りません」

　と嘯うそぶきながら答えた。

「では」

　裁判長はキッとなって云った。

「その書類がないので弁明出来ないと云うのか」

　裁判長のこの弁明出来ないのかと云う問は支倉に余程応えたと見え、彼は忽ち叫んだ。

「そうではありません。弁明が出来ないと云う訳ではありません。では申上げます」

　公判の劈頭に書類を能く読んでいないからと拗すねて答弁を渋った支倉は、こゝに於て恰あたかも堤の切れた洪水の如く、滔々数千言、記憶が薄らいだどころか、微に入り細を穿うがち、満廷唖然とする一大雄弁を以て語り出した。

「之につきましては最初から申上げねばなりません。どうぞ御聴取を願います」

　こう前置して彼は当時の事情を手に取るように委しく述べ立てた。殊に彼と小林兄弟、神戸牧師の三角関係は最も詳細に述べた。

「神戸はどうしても謝罪状を書けと原稿のようなものを出しましたが、私は拒絶いたしまして、それとなく君と僕と定次郎と共に貞の所へ行って、強姦か和姦か聞けば分る事だから、聞きに行こうと、云いましたが、神戸はそれに応じて呉れなかったのであります。私はこの為に随分迷惑いたしました。定次郎は私の不在中酔払って、外から大声を揚げてやって来まして、此家の主人は俺の娘を姦して淋病を感染さして、病院の入院料さえ払わないと大声で怒鳴った事さえあるのです。私は入院料を払わなかった事はありません。生憎定次郎に会った時には領収証をなくしていたのです。それも病院へ行って聞けば分る事です」




　支倉は一度喋り出すと文字通り懸河の弁で、滔々数十分、言葉巧に当時の状況を説き来り説き去り、最後に、

「左様な事実で、貞を強姦したる事もなく、又殺害したる事実もないのであります」

　とつけ加えて、漸く長広舌を終った。

　裁判長は引続き証人の訊問に移ろうとしたが、この時被告人及び弁護人より、今日はこの程度で打切り、続行せられたき旨申請し、検事も同意したので、裁判長は合意の上之を許可し、次回を来る六月十三日午前九時と定めた。各証人はこの日は全く無駄足をしたのだった。

　六月十三日の公判！　これこそ支倉にとって最後の公判となった事は後にぞ思い知られたのだった。

　次回の公判には庄司署長が初めて証人として出廷訊問を受ける事になっている。この訊問こそ支倉の万策尽きた今日、残された唯一の頼みの綱で、冤枉八年の叫び空しきか、将又はたまた空しからざるか正々この一挙で決するのだ。彼は獄窓裡に或いは喜び、或いは憂え、よもすがら秘策を胸中に練った事であろう。

　彼は当日庄司署長と共に出頭すべき神戸牧師に対して、五月二十八日と六月十一日の二回に亘り、例の恐喝の手紙を送った。

「来る十三日には刑訴第三百五十三条に基き始めからシッカリした訊問をやって貰おうと思っています。

「私は真理の分るまで忌避に弁護解除を続け、断然裁判宣告を受けません。ソウなるとアナタも又呼出される迷惑な話、どうか嘘を云わんで下さい。

「アナタはサダの事や庄司に渡した手紙の事なり、自分の事について木藤氏に打解けた話をしとる事は皆手紙で私の方に木藤氏から書送って来て、一つの証拠となるべきものがあります。何とぞ木藤氏が永眠したのを幸いに庄司から頼まれ偽証するような事はせないで下さい」


　六月十一日附の手紙には半紙にペン書きで細々と書いた脅迫状の外に、一枚半紙に毛筆で認めたものがついていた。

「真近に梅雨がやって来ます。

みな様丈夫にて御過ごしのよし、なにより結構であります。アナタは御健康で結構でありまするが、私は身体が日増しに悪くなるのです。此分では近い中に病死するかも知れません」


　人と云うものは死期が近づくと、知らず識らず気が滅入るものだろうか。流石の支倉も云う事がどこともなく哀れっぽい。以上に認めた脅迫文句もいつも程凄味がないように思える。

　さていよ〳〵公判の日が来た。大正十三年六月十三日、梅雨空の陰鬱な日だった。

　裁判長以下各判事検事等は一段高い所に厳めしく居流れ、弁護席はと見れば能勢氏只一人黙然として控えていた。

　被告支倉喜平は別に身体の拘束は受けなかったが、物々しや警部一名、巡査四名、都合五名の警官に取巻かれて所定の席に着いていた。彼は法廷で怒号咆哮する許りでなく、時に証人等に打ってかゝる事があるので、かくは厳重に警戒せられたのである。

　裁判長は咳一咳、之より審理を更新すると告げ、例によって被告の氏名年齢等を順次に問い質し、次で証拠調べに移った。

　記録には次の如く書かれている。

「裁判長は証拠調べに移る旨を告げ、当院第一回公判調書に記載したると同一の各証拠書類及同公判調書記載を読みあげ、押収物件並に検証調書添附図面及記録等を示し、其都度意見弁明を求めたるに、被告はすべて当院第一回公判調書記載と同一の答弁をなせり。

　裁判長は決定に基き証人を訊問すと告げ、召喚に応じ出頭したる庄司利喜太郎を入廷せしめたり」




　六尺豊か鬼とも組まんずと云う庄司氏は威風満廷を圧しながら堂々と入廷した。彼は正に意気軒昂、邪は遂に正に勝たずとの信念何人も動かすべからず、気既にさしもの兇悪なる支倉を呑んでいるようであった。

　彼は支倉と正に咫尺しせきの間に着席を命ぜられた。

「僕だからまあ好かったけれども」

　庄司氏は後に人に語った。

「兎に角警官が五人もついていようと云う兇暴な奴のすぐ傍に着席させるちゅうのは、少し不都合だね、人に依っては、思う所を十分云えないかも知れんじゃないか。現に刑事には飛掛っているんだからね」

　支倉は庄司氏の顔を見ると異様な眼でジロッと一睨みしたが、つと横を向いて終った。

　庄司氏は裁判長の訊問の儘に臆する所なく、ズバ〳〵と信ずる所を披瀝した。

　支倉を検挙するに至った径路、死体其の他動かすべからざる証拠についての弁明、支倉の自白等について、証人は澱みなく答えた。殊に自白の場面のいかに荘重なりしか、彼と神戸牧師及彼の妻との間に交された会話等につき詳細に述べた。

　庄司氏が裁判長の訊問に答えているうちに、支倉はジリ〳〵と彼の方に詰め寄って、殆ど身体を接する位になった。警戒の巡査は支倉が乱暴を働く様子がないと見たか、別に止めようともせず、只遠巻きに眼を光らしていた。庄司氏はすぐ隣に接して支倉の息遣いを聞きながら、落着き払って裁判長に答弁をしていた。

「庄司さん、どうぞ本当の事を云って下さい」

　突如として支倉は脅迫の手紙の上に於ける傲岸兇悪の態度に似もやらず、いと細き声を出して哀訴した。彼は遂に庄司氏に正面より敵すべからざる事を知ったのであろうか。それとも思い邪よこしまなるものは遂に正しきものに面を向ける事が出来ないのであろうか。

　裁判長は終始厳正の態度を持しつゝ、不動産を売却する事につき尽力したる事ありや、四十通余の文書を隠したる事実ありや、被告に自白を強いるため骸骨を接吻せしめたる事実ありやと畳かけて質問した。

　庄司氏は断乎としてそのいずれをも否定した。書類云々の事は全く虚構の事実で、支倉が放火事件につき高輪署の刑事に贈賄して有利な調書を作製せしめたのだったが、数多き書類の中のそれだけが偶然紛失したので、支倉は恰も自分に有利な書類を尽く隠したように曲言したのであって、該書類は被告の考える如き重要なものでなく、のみならず其他の書類は全部提出してある旨を答えた。

　庄司氏の答弁の間支倉は絶えず哀願するような態度で、

「庄司さん、どうか本当の事を云って下さい」

　と低声で云い続けていた。

　裁判長の訊問が一通り済むと、能勢弁護人は裁判長の許可を得てきっと証人を睨み据えながら、鋭い訊問を投げかけた。

「喜平に対して最初嫌疑をかけたのは窃盗と詐欺と云う事であるが、詐欺とはどう云う事実か」

「窃盗につき調べているうちに詐欺の事実が現われたのである」

「支倉は誰か告訴したものがあったか」

「いや、聞き込みであった」

「二月十九日より三月十八日頃まで一ヵ月に亘っているが、此間被告をどう云う理由で留置したか」

「浮浪罪であったか、虚偽の陳述によったか、警察犯処罰令によったと思う」

「いや、それは処罰する目的でなく被告に対して殺人と云うて留置したのではないか」

「それについては確な記憶はない。仮りに云われる通りであったとしても、答弁の必要を認めない」

　以上が能勢氏の追究に対する庄司氏の答弁の最初の一節であるが、見らるゝ通り殺気立ったものだった。能勢氏の辛辣なる質問に対し庄司氏は明快簡単に之を報いたのだった。

　両氏応答数次、長時間に亘って漸く終ると、裁判長は証人神戸牧師出廷せざるにより、公判を続行し、次回を来たる六月三十日と定めて閉廷を宣した。







　　　　　　　　　　絶望




　公判廷を出て東京刑務所に護送される途すがら、自動車の中で支倉は顔面蒼白、或いは痛恨し、或いは憤懣し、意気頗る上らなかった。彼が最後に一縷の望みをかけていた庄司署長は、彼の脅迫、彼の嘆願に何等顧慮する所なく、正面より堂々の論陣を張り、攻撃的答弁を以て、一々支倉の妄を難じ、嘘言を責め、彼をして殆ど完膚なきに到らしめた。

　支倉が金科玉条と信じ、金城鉄壁と頼み、繰返し強訴した所の書類隠匿事件は、誠に区々たる事実であった。拷問、或いは利益を提供して自白を強られたと云う事も断乎として否認せられると、最早争う余地のない微々たる問題となった。庄司氏の雄弁ならざるも、確乎たる信念の下に押付けるような力強い言葉は、犇々ひし〳〵と支倉の胸に応えた。殊に彼の自白の場面を詳細に述べられると、支倉自身さえも到底否定する事の出来ないような厳粛な気に打たれるのだった。

　監房に帰ってからも支倉は黙々としていた。彼は次第に絶望に沈淪して行った。

　けれども、支倉は流石に今や尽きんとする精力を奮い起して、うんと一つ踏み止とゞまった。

　裁判長がいけないのだ！　裁判長があんな生温なまぬるい訊問の仕方をするから何にもならないのだ。もっとグン〳〵突込んで、恰度警察で被告を調べるように、少しでも前後矛盾する所があれば、声を嗄からし腕を振り上げてゞも問い質して呉れなくてはならない。断じてそんな事はありません。ふむ、そうかと云う調子で、何で庄司が自分に利益の陳述をするものか。恨めしいのは裁判長である。

　支倉の我事ならざる恨みは裁判長に集中して終った。こゝに彼は筆を取って最後の恨みの言葉を裁判長に送った。然し、彼とても之が効果があるとは思わなかった。いや、彼は最早常識で律する事は出来ぬ。彼は半ば夢中で、只感情の逸はやるまゝに書いて〳〵書き抜いたのである。宛然さながら老婆の繰言であるが、燈火の消えんとして一時明りの強くなる類で、彼の未決八年冤枉を叫び通した精力が、今や正に尽きんとする時に当って、一時パッと力づいたのであろう。

　支倉は公判直後より筆を起して正に三日を費やして、六月十七日に裁判官忌避を申請したのである。

「私は因藤裁判長殿を忌避いたします」

　　忌避の理由

一、只今自分の事件とせられとる事は因藤裁判長が庄司利喜太郎に対し秩序を立てゝ、しかとした御訊問さえ下さりゃ、すべてが明瞭になるのであります。

一、私はそれをして頂きたい事から前以て上願書及庄司利喜太郎に対し斯う云う事を訊問して頂きたいと云う、其の事項を書いて、チャンと裁判所に出してあるのです。それから又弁護士の方にも同一様の庄司利喜太郎に対する訊問事項を書いて、公判期日に間に合うようにチャンと前以って宅下げの手続きしてあるのであります。夫れを因藤裁判長殿の手許に押えて置いて能勢弁護士の手に渡るようにして呉れないのであります。ですから能勢弁護士さんも支倉が庄司に対する何う云う事を求めとると云う事は分らないのであります。（中略）其の証拠品と云う物は私から皆大正十一年中裁判所に提出してあるものであります。其の証拠品は裁判所に一つもないと云って、私の求めるかなめ肝腎の証拠物を出して呉れないのであります。（証拠物略）

　因藤裁判長殿は神楽坂から支倉喜平事件証拠金品目録として送って来てある所の其の書信を庄司に一々示した上、此の書信の前後のものをどこへやったのか。又この家屋譲与に関する書類は何うしたのかと、其の証拠を庄司に突きつけた上、因藤裁判長殿はこの家屋譲与書類（只今裁判所に在り）は証人は喜平に犯さぬものを一時証人はアトで書類を出す日まで、犯したとさせる約定条件から喜平の実印や其他金品と一緒に授与しとるではないか」





　支倉の裁判長忌避の理由なるものは尚縷々として尽きないのである。

「証人（庄司）は大正六年三月十九日に神楽坂署長室でウイリヤムソン宣教師と、それから当時来合せた神戸とを立会保証、家屋譲与尽力者に立て、支倉のカナイに授受しとる金晶及書類を小林弁護士は皆よう知っとると云う事だが、其品々は何々で又其品々を証人は誰某から取上げて裁判所に分らんように謀って授受してあるのか、又証人は喜平が事実罪を犯して自白しとるものとしたら、証人は喜平に検事廷と予審廷に行ったら、こう云う事を申立てゝ呉れ、そうせなけりゃ、支倉の妻子の着とる衣物まで皆剥いで聖書会社にやって終う。きみはわし（庄司）に頼まれとる通りに検事廷で言って呉れるか呉れないかを監視させる為に、証人手許の三人の刑事（氏名略）を大正六年三月二十日検事廷と予審廷に付き添えての上、支倉喜平調書と云うものを小塚検事と古我予審判事とに作成させると云う事ではないか。

　喜平は証人に依頼されとる通り申立てないと、付添うている三人の刑事の中の誰ぞ一人から、神楽坂署に電話で知らせがあって、喜平の宅に臨んで当時喜平の妻子に授与しとる金品及証書は勿論の事、喜平の妻子の着とる衣物までも剥取ると、証人は喜平に強要の上依頼しとるとの事ではないか。

　又この頭蓋骨は品川の菓子屋の娘の頭蓋骨であると云う事を証人が喜平に打明かしての上、当時証人はこの頭蓋骨を支倉の自宅に一時預けてあるとの事ではないか？ 一時預けた理由は如何？ と頭蓋骨を庄司に因藤裁判長殿はつきつけた上、一々庄司から答弁を聞くようにして、事件の真相を明かにして呉れないのであります。

　因藤裁判長は折角庄司を呼んでも庄司の偽証ばかりを言うがまゝに委せ、何等証拠書類を突きつけ訊問を重ね、事件の真相が分るようにして呉れないのであります。事件の真相をこゝに明かにして頂けん事には、この喜平はこのまゝこゝで絶食死すとも、どなたの裁判にあれ、断然受けません。

　因藤裁判長を忌避した理由は以上のようからです。（中略）

　私は返す〴〵、庄司利喜太郎から事件の真相を求めて答弁させて、こゝに明かにして頂けん事に於ては私はこのまゝこゝで絶食死すとも断然裁判は受けないのである」


　支倉は六月十三日の公判に於て、証人庄司氏の答弁が予期に反して、毫も自己に利益の点がないので、獄中悶々やる方なく、前述の如く裁判長を忌避したが、彼も元より成算があっての事でなく、むしろ自暴自棄的の手段であった。最後の土壇場に来ても尚、跳起きて隙もあらば反噬はんぜいしようとする彼の執念には只々舌を巻くの他はない。

　あゝ、在獄七年余、朝に夕に呪い続けて、いかなる手段を尽しても死刑を逃れ、一度浮世に出でんと努力し続けた忍苦執拗、支倉の如き人間が又と世にあろうか。

　因藤裁判長は支倉の忌避の申請を受取ると、直ちに会議を開き合議の上左の決定書を与えた。

　　決定

　　　　　被告人　支倉　喜平

右の者に対する窃盗放火詐欺強姦致傷及殺人被告事件につき、右被告人より裁判長判事因藤実に対し、偏頗へんぱの裁判を為す虞れありとして、忌避の申立を為したるも、右申立は訴訟の遅延せしむる目的のみを以て、為したる事明白なるを以て、刑事訴訟法第二十九条第一項に依り、決定する事左の如し。

　主文

本件忌避の申立は之を却下す。

　大正十三年六月二十日


裁判長以下署名捺印
　決定書は直に市ヶ谷刑務所在監支倉喜平の許に送達された。支倉はこの送達書を受取って、如何なる行動に出るであろうか。







　　　　　　　　　　大団円




　支倉が最後の手段として試みた忌避の申立は見事に却下されて、即日その決定書が送達されたが、支倉は果してどう云う態度に出たであろうか。

　意外！　送達は左の如き符箋つきで戻って来た。

「受送達者支倉喜平を市ヶ谷刑務所につき取調べたるに別紙符箋之通り死亡せし旨田辺看守長より申出につき送達不能、依って一先まず及返還候也なり」

　続いて市ヶ谷刑務所より控訴院検事長に宛て左の公文が到達した。

　刑事被告人自殺の件通報

窃盗放火詐欺

強姦致傷及殺人

　　　　　　　　支倉　喜平

　　　　　明治十五年三月生

大正六年三月二十日拘留

大正七年七月九日東京地方裁判所第一審判決

　右者頭書被告事件に付、控訴中の処、本日午前八時より同時十分迄の間に於て、巡警看守の隙を窺うかゞい、居室南側裏窓の硝子戸框かまち（高さ床上より約一丈）に麻縄約一尺（作業用紙袋材料を括りたるものを予かねて貯え、居室内に包蔵しいたるものゝ如し）許りを輪形に結びたるものを懸け、更に自己の手拭と官給の手拭とを縄状として、それを結合聯結し置き、空気抜け孔を踏台として用意の手拭を頸部に纏い垂下し、自己の体重に依り窒息自殺を遂げたるものに候条、別紙死体検案書添附此段及通報候


　支倉は六月十九日、即ち忌避却下の送達書の来る前一日監房内で縊くびれて死んだのであった。彼が何故忌避の結果の判明するのを待たずして自殺したか。それは永久に残る疑問であるけれども、思うに彼は六月十三日の公判の結果について既に死を決していたのではあるまいか。判官忌避の如きはその成否眼中にない程彼は庄司氏の証言に絶望を痛感したのではあるまいか。聞く所によると彼は遺書風のものを認め、それには子々孫々まで庄司氏に崇らずして止むべきかと云う物凄い言葉が聯ねてあったと云う。司法警察官たる正当の職務により、正当なる手段を以て兇行後四年既に土芥に帰せんとしていた殺人事件を発あばき、貢献多かった庄司利喜太郎氏は終始一貫支倉の呪いの的となり、支倉の行きがけの駄賃として、あらゆる呪いの声を庄司氏一人で引受けて終ったのだった。

　さわれ、支倉が遂に第二審の判決を受けずして自殺した事は後世に幾多の疑問を残した。筆者はこの点につき、本件に最も関係の深い神戸牧師の言葉を引用して置く。

「六月十九日の夕刊を見て自分は驚いた。支倉喜平は到頭縊死を遂げたと云う記事が出ているではないか。然も二号活字で如何にも大きい標題みだし附であった。蓋しそれほど彼の死は社会の好奇心を誘う事件であったからであろう。（中略）

　彼をしてそれほど兇暴な態度に出でしめ、而も其最後迄事実を否認してあらゆる彼の敵に反抗せしめた原因は抑〻いずこにあったか。乃至、彼は其生来獰悪人であったが、事件の内容たりし殺人の真相はいかゞであったか。これらについて其半面の真相を知る者として、証人の一人であった自分亦これを言う権利と義務があろう。従来彼を狂人と云い、猛獣同様に取扱った官憲の非は勿論、同時に彼を曲庇弁護して、完く無罪、冤罪だと言いふれた者の非をも撃たねばなるまい」


　筆者は茲に支倉の死と共に筆を擱おくに際し、かくの如き至難比類なき疑獄事件に、終始一貫、不屈不撓の精神を以てよく犯罪を剔抉てっけつし得たる庄司署長、快刀乱麻を断つ如く判決し了った宮木裁判長の英断、正道を踏んで恐れざる神戸牧師の勇を称たゝえ、尚被告の為めに献身的努力を惜まざりし能勢氏の労を多とすると共に、支倉が苦闘八年遂に第二審の判決に至らしめず、疑いを千古に残して自ら縊くびれ、死後尚庄司署長以下の名声を傷つくる挙に出でたる彼の妄執を憐れみ、且つ恐れるものである。

（〈読売新聞〉昭和二年発表）
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